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は し が き 

この資料は、総務省政策統括官（統計基準担当）付産業連関表担当統計審査官室が、令和２年７月に都道府県、政令指定

都市等の産業連関表作成主管課に対して、2019年度に実施又は把握した産業連関分析事例について照会し、その結果を取り

まとめたものです。 

関係者各位の御協力に対し、この場をお借りして御礼申し上げます。 

本報告書に掲載している分析事例は、各都道府県、政令指定都市等から御報告いただいたものを原則としてそのまま掲載

しておりますので、詳細につきましては、産業連関分析を実施した都道府県等に直接お問い合わせ下さい。 

最後に、本資料が今後の産業連関分析の際の一助となれば幸甚に存じます。 
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公共事業・施策効果 イベント・観光 企業・施設 経済構造・その他 公共事業・施策効果 イベント・観光 企業・施設 経済構造・その他

2 2 徳 島 県 -

北 海 道 1 1 香 川 県 2 2

青 森 県 1 1 愛 媛 県 5 5

岩 手 県 2 2 高 知 県 1 1

宮 城 県 1 1 福 岡 県 1 1

秋 田 県 1 1 佐 賀 県 2 2

山 形 県 1 1 長 崎 県 3 1 2

福 島 県 1 1 熊 本 県 3 3

茨 城 県 - 大 分 県 1 1

栃 木 県 2 2 宮 崎 県 1 1

群 馬 県 1 1 鹿 児 島 県 1 1

埼 玉 県 - 沖 縄 県 2 2

千 葉 県 1 1 札 幌 市 -

東 京 都 - 仙 台 市 -

神 奈 川 県 - さいたま市 5 2 3

新 潟 県 - 千 葉 市 1 1

富 山 県 1 1 横 浜 市 2 1 1

石 川 県 2 2 川 崎 市 -

福 井 県 - 相 模 原 市 -

山 梨 県 - 新 潟 市 -

長 野 県 2 2 静 岡 市 -

岐 阜 県 2 2 浜 松 市 -

静 岡 県 3 1 2 名 古 屋 市 -

愛 知 県 1 1 京 都 市 1 1

三 重 県 6 2 4 大 阪 市 -

滋 賀 県 - 堺 市 2 1 1

京 都 府 - 神 戸 市 1 1

大 阪 府 2 2 岡 山 市 2 2

兵 庫 県 6 2 4 広 島 市 -

奈 良 県 - 北 九 州 市 2 2

和 歌 山 県 2 2 福 岡 市 -

鳥 取 県 4 2 2 熊 本 市 5 2 3

島 根 県 2 2 合 計 94 17 76 0 1

岡 山 県 1 1

広 島 県 2 2

山 口 県 1 1

注）この表は各分析事例を内容別に大まかな区分で分類したものである。
　　分析事例が複数の分析テーマに該当する場合、主要な分析テーマに分類している。
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クルーズ船入港に関する現状と今後の展

望 

令元.11.15 有 財務省北海道財務局函館財

務事務所 

平成 23 年北海道内地域間

産業連関表 

北海道内最多のクルーズ船入港地である函館における、

経済波及効果や各種取組についてのレポート 

 

2 

 

 

新型コロナウィルスによる中国観光客減

少が北海道経済にもたらす影響について 

令 2.2.4 有 株式会社道銀地域総合研究

所 

平成 23 年北海道産業連関

表 

新型コロナウィルスによる 2020 年 1～3月の中国観光客

の減少による北海道経済への影響について分析 
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道南経済レポート第104号別紙
「クルーズ船入港に関する現状と今後の展望」
○2019年は、安政五カ国条約により函館港が国際港として歩みを始めて以降、160年の節目。

○「函館港」と函館の重要な産業である「観光」の、双方に関連するものとして、函館港へのクルーズ船入港が挙げられる。入港回数は近
年増加し、2016年度以降、函館港は小樽港を抜き道内最多で、2019年度では47回の入港数を予定。（図1）

○当所推計では、2019年度の乗客乗員数は前年度から約36,000人増、当該増加による経済波及効果は5億円などと推計。（図2、2ページ目）

○クルーズ船入港にあたって、地元では経済効果を高める取組や、受入れをバックアップする取組などが実施されている。（図3）

○ハード整備としては、若松地区において、ふ頭及び専用旅客ターミナル整備が進行中で、今後の入港回数増加や、市内中心部への着岸に
伴う乗客の回遊性の向上による消費額拡大のほか、函館発着のクルーズツアーの実施など、更なる効果が期待される。 （図4）

図1. クルーズ船入港数の推移

※2019年度乗客乗員数は入港船の
過去実績を踏まえ当所推計

図2. 乗客乗員数増による経済波及効果
（2018年度から2019年度への増加分）

図4. 函館港における整備計画及び今後の展望について
出典：函館市HPデータを

基に当所作成

47回(予定)

27回28回26回
15回

（回） （人）

2019 年11月15日
函館財務事務所

北海道開発局は若松地区にて、岸壁整備事業を実施（総事業費41
億円、2023年頃までに完成予定）。整備後は、現在着岸可能で
ある4万トン級から大型化し、11万トン級の船が着岸できる。

函館市は2022年度までに、ＣＩＱ（税関、出入国管理、検疫）
手続きができ、観光案内機能等を併設した道内初のクルーズ船専
用旅客ターミナルを若松ふ頭に建設予定（総事業費14億円、
2020年着工予定）。

函館駅周辺まで徒歩移動が可能な若松ふ頭の整備により、市内観光の回遊性が高まるな
ど、港町ふ頭着岸時より大きな観光消費が見込める。また、若松ふ頭、函館駅、函館空
港が近接している点は、函館発着ツアー実施の追い風になり、クルーズ前後の宿泊も期
待できる。

乗客乗員数の増加により、
経済波及効果は5億円、新規就業誘発は82人

と試算

○2019年度は、クルーズ船着岸時に市と商工会議所が連携し、港
内岸壁で食品の振る舞いを行うほか、国内通販会社とタイアップし
て地元産品の販売を乗客向けに行う取組みを実施。（市港湾空港部）

○市内高校、大学では、乗客向け英語マップの作成や、通訳ボラン
ティアの実施を通じて、英語教育の充実を図っており、人材育成の
面からも効果がある。（市港湾空港部）

○2019年4月に、市・市立病院とが協定締結し、急患の受入れ体制
を強化。既に十数件の実績があり、今後も「安心して利用できる
港」の機能を保持する。（市港湾空港部）

図3. 市内における各種取組（ヒアリング結果）

2019年度の乗客乗員数は
前年度から約36,000人増と推計

地元への
経済効果を
高める取組

人材育成・
おもてなし

受入れ
バックアップ

経済波及
効果の内訳

当所推計結果

今 後 の 展 望

若松地区
ふ頭整備

クルーズ船
旅 客
ターミナル
整 備

※詳細は2ページ目を参照
1

サービス業 商業 製造業 運輸業

1億円 2億円 1億円 1億円
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2
0
2

0
7

0
0

30
0

10
31

農業

林業

漁業

鉱業

製造業

建設業

電気・ガス・水道

商業

金融・保険・不動産

運輸・情報通信

サービス業

○分析に用いた産業連関表…北海道開発局「平成23年北海道内地域間産業連関表」のうち、道南地域の表を使用。

○観光消費額…函館市「平成29年度函館市観光動向調査」の日帰客単価を基に、（一財）青森地域社会研究所「クルーズ客の消費行動と経済波及効
果」を参考とし、当所にて単価補正を行ったのち、商業マージンを控除。（イ）

○2019年度のクルーズ船の乗客乗員数は、同一船における2018年度の平均乗客乗員数を用いたほか、入港実績のなかった船については、入港実績
のあった船における定員と実績値との比率を踏まえ、定員の97％として推計した（計92,650人）。

○経済波及効果算定にあたっての乗客乗員の増加人数は、上記推計値（計92,650人）と2018年度実績値（56,137人）の差を算出（36,513人）し、
概数で36,000人の増加とした。（ロ）

○分析に用いた直接効果額…上記（イ）×自給率×（ロ）による。

本資料では、① 直接効果、② 一次波及効果(一次間接効果)、③ 二次波及効果(二次間接効果)の３つの効果に
ついて計算し、それに伴い雇用の波及効果も計算。さらに、①～③による生産額の増加により、就業者数や雇用
者数がどの程度増加するのかも試算した。
なお、詳細については、北海道「経済波及効果分析ツール解説書」を参照されたい。

①直接効果 …最終需要によって生じる生産額の増加分。(例.観光客増加により、土産物の生産も増加)
※ただし、最終需要に自給率を乗じて、域内で調達したものを直接効果額として計算。

②一次波及効果…最終需要増加により、製造業等で使用する原材料がさらに必要となる。
この新たに必要となる原材料等の需要に対応するため、各産業は新たな生産活動を実施。
その新たな生産活動によって、さらに新たな需要が発生し次々と生産活動が誘発される効果。

③二次波及効果…直接効果と一次波及効果によって発生した雇用者所得により新たに生産活動が誘発される効果。

経済波及効果は、ある産業部門に最終需要(消費や投資等)が発生した時に、その産業部門の生産を誘発する
とともに、原材料等を生産する他の産業部門にも次々と生産を誘発していくことを指す。
水面に投げ入れた石(最終需要)によって、次々と波紋のように波(他産業への生産の誘発)が広がっていく様子

に、イメージが似ている。

参考-1 経済波及効果とは

参考-2 経済波及効果分析について

新たな需
要の発生

消費額の増加＝新たな需要の発生

直接効果 一次波及
効果

二次波及効果

雇用者所得の増加■雇用者所得が増
加すると、一部が
消費に回る。

■新たな需要の発
生により関連産業
の生産を誘発する。

生産を誘発

さらに生産を誘発

さらにさらに生産を誘発

図A 波及のイメージ

最終需要

出典：北海道「経済波及効果分析ツール解説書」

出典：北海道「経済波及効果分析ツール解説書」

出典：北海道産業連関表
（北海道開発局）
を用いて、当所推計

新規就業誘発人数82人のうち、
産業別では、サービス業31人、
商業30人と試算。
第三次産業のほか、効果は第一次
産業、第二次産業にも及ぶ。

図B 二次波及効果のイメージ

産業別の生産誘発額（再掲）

（注）上記生産誘発額（経済波及効果）は、単位が1億円
であるため、他産業は計上されていない。

産業別の新規誘発人数（人/年）

当所による経済波及効果推計結果

2

サービス業 商業 製造業 運輸業

1億円 2億円 1億円 1億円
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e
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sR
e
le
a
se

 
 

 

令
和

2
年

2
月

4
日
 

各
 
位
 

株
式
会
社
道
銀
地
域
総
合
研
究
所
 

 

す
！
 

  株
式
会
社
道
銀
地
域
総
合
研
究
所
（
代
表
取
締
役
社
長
 
上
杉
真
）
で
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
中
国
観
光
客
減

少
が
北
海
道
経
済
に
も
た
ら
す
影
響
に
つ
い
て
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

  

【
推
計
結
果
の
要
旨
】
 

●
前

提
条

件
（

1
月

31
日

時
点

の
情

報
を

も
と

に
推

計
し

た
）

 

 
・

年
度

内
（

3
月

末
ま

で
）

は
中

国
の

海
外

団
体

旅
行

禁
止

が
続

く
と

仮
定

。
 

 
・

欧
米

等
か

ら
の

観
光

客
減

少
が

懸
念

さ
れ

る
が

、
本

予
測

に
は

織
り

込
ん

で
い

な
い

。
 

 
・

2020
年

1～
3

月
の

中
国

観
光

客
減

少
に

よ
る

北
海

道
経

済
へ

の
影

響
を

試
算

し
た

。
 

 

   

以
上
 

【
本
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先
】
 

㈱
道
銀
地
域
総
合
研
究
所
 
 
 
石
水
 
飯
田
 
T
EL
：
011

-
2
3
3
-3
5
6
2 

 

中
国
観
光
客
減
少
人
数

9
5
千
人

1
3
5
千
人

1
9
1
千
人

G
D
P
へ
の
影
響

▲
0
.0
9
%

▲
0
.1
3
%

▲
0
.1
8
%

道
内
Ｇ
Ｄ
Ｐ
減
少
額

1
8
1
.6
億
円

2
5
8
.2
億
円

3
6
4
.7
億
円

　

観
光
消
費
額
減
少
額

2
1
2
.4
億
円

3
0
1
.9
億
円

4
2
6
.4
億
円

道
内
生
産
減
少
額

3
1
9
.5
億
円

4
5
4
.3
億
円

6
4
1
.6
億
円

①
団
体
客
が
ゼ
ロ
と
な
っ

た
場
合

②
団
体
客
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ

客
が
ゼ
ロ
と
な
っ
た
場
合
③
個
人
手
配
も
減
少
し
、

半
減
し
た
場
合

新
型
コ

ロ
ナ
ウ

イ
ル

ス
に
よ

る
中

国
観

光
客
減

少
が
北

海
道

経
済
に

も
た

ら
す
影

響
に

つ
い
て
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都道府県等名 北海道  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

根室市におけるふるさと納税の経済波及

効果 

令元.9.27 

根室新聞報道 

有 根室市総合政策部 平成 17 年北海道内地域間

産業連関表（65 部門） 

平成 27 年度から 30 年度までの 4年間で寄付されたふる

さと納税に係る経済波及効果を推計。 

経済波及効果：126 億 3,100 万円 

雇用者誘発人数：734 人 

http://www.hokkai

do-nl.jp/article/13

826 
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都道府県等名 青森県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

「地産地消」の経済学 

～強い地域経済への「決め手は青森県産

品」利用～ 

令元.10 有 一般財団法人青森地域社会

研究所 

(現：あおもり創生パートナ

ーズ株式会社) 

平成２３年青森県産業連

関表（３部門） 

「地産地消」と「通常消費」による経済波及効果を推計

し、「地産地消」が県経済に対して大きな経済波及効果を

もたらすと推察している。 

【経済波及効果】 

 ・「地産地消」の場合  221.4 億円 

 ・「通常消費」の場合  114.8 億円 

※月刊れぢおん青

森 2019 年 10 月号

に掲載 
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れ
ぢ
お
ん
青
森
　
2019・

10

本
県
に
と
っ
て
１
次
産
業
は
、
重
要
か
つ
優
位
性
を
も

っ
た
産
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
将
来
的
に
は
雇
用
創

出
や
所
得
向
上
の
牽
引
産
業
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
こ
と
は
青
森
県
の
政
策
に
も
反
映
さ
れ
て
お

り
、
2004年

度
よ
り
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
の
掛
け

声
の
も
と
数
多
く
の
１
次
産
業
振
興
施
策
が
展
開
さ
れ
、

「
青
天
の
霹
靂
」
に
代
表
さ
れ
る
高
付
加
価
値
商
品
の
開

発
や
、
新
た
な
物
流
シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
る
移
輸
出
環
境

の
整
備
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
、「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
が
持
つ
語
感
か
ら
上

記
に
代
表
さ
れ
る
「
県
外
へ
の
攻
め
」
に
関
す
る
施
策
に

注
目
が
集
ま
り
が
ち
で
あ
る
が
、
県
産
品
の
県
内
需
要
拡

大
に
向
け
た
「
内
な
る
攻
め
」
の
施
策
も
多
数
展
開
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
経
済
的
な
重
要
性
は
「
県
外
へ
の
攻
め
」

に
劣
ら
ず
高
い
。

本
稿
で
は
、「
地
産
地
消
」
推
進
の
観
点
か
ら
、
青
森

県
産
業
連
関
表
報
告
書
（
2011年

版
）
を
用
い
て
そ
の

経
済
的
な
意
味
を
考
え
る
。

産
地

直
売

施
設

等
実

態
調

査
か

ら
み

る
「

地
産

地
消

」
の

現
状

1青
森
県
の
「
地
産
地
消
」
の
現
状
を
数
字
で
捉
え
よ
う

と
す
る
場
合
、
体
系
だ
っ
た
適
切
な
統
計
資
料
は
存
在
し

な
い
。
こ
こ
で
は
、
必
ず
し
も
全
て
が
「
地
消
」
で
は
な

い
も
の
の
、「
地
消
」
を
代
表
す
る
産
地
直
売
施
設
等
実

態
調
査

（
注
１
）を
用
い
、
県
内
産
地
直
売
施
設
（
以
下
、
産

直
施
設
）
の
販
売
額
、
施
設
数
を
概
観
す
る
。

同
調
査
結
果
に
よ
り
、
現
在
と
同
一
基
準
で
の
集
計

が
始
ま
っ
た
2009年

度
以
降
の
流
れ
を
概
観
す
る
と
、

販
売
額
は
微
増
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、
2018年

度
は

128億
円
に
達
し
て
い
る
。

一
方
、
施
設
数
は
2012年

度
の
183施

設
を
ピ
ー
ク

と
し
て
、
2018年

度
は
164施

設
ま
で
減
少
し
て
お
り
、

こ
の
間
１
施
設
あ
た
り
の
売
上
高
は
増
加
基
調
に
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
地
産
地
消
推
進
の
重
要
な
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
産
直
施
設
が
集
約
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
県
内
消
費
者
に
と
っ
て
は
、
日
常
買
い
回
り

の
範
囲
内
で
県
産
品
を
購
入
で
き
る
店
舗
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
同
時
に
、
１
次
産
品
生
産

者
に
と
っ
て
は
、
納
入
先
の
遠
隔
化
を
も
た
ら
し
納
入
作

業
の
負
荷
を
高
め
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
産
直
施
設
は

地
元
消
費
者
と
地
元
１
次
産
品
生
産
者
と
の
重
要
な
マ
ッ

チ
ン
グ
の
場
で
あ
り
、
施
設
数
の
減
少
は
マ
ッ
チ
ン
グ
の

場
の
減
少
を
招
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。（
以
上
、
図

表
１
参
照
）

[ 図
表
１] 県

内
産
直
施
設
の
状
況
  

資
料
：
青
森
県
総
合
販
売
戦
略
課「
産
地
直
売
施
設
等
実
態
調
査
」 

注
 ：
2009

年
度
分
以
降
は
、物
産
販
売
お
よ
び
飲
食
売
上
を
含
む
 

38

113
113

128
124

177
183

164

3,065

6,384

7,805

0 2,000

4,000

6,000

8,000

0 50

100

150

200

2000
02

04
06

08
10

12
14

16
18

販
売
額
（

左
軸
/
億

円
）

施
設
数
（

左
軸
/
カ

所
）

１
施
設
あ

た
り
売

上
高
（

右
軸
/
万

円
）

年
度

調
査
1

「
地
産
地
消
」の
経
済
学

～
強

い
地

域
経

済
へ

の「
決

め
手

は
青

森
県

産
品

」利
用

～

調
査
研
究
部
長
　
松
田
　
英
嗣
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れ
ぢ
お
ん
青
森
　
2019・

10

産
業

連
関

表
か

ら
み

る
「

地
産

地
消

」
の

意
味

と
効

果
2（
１
）
産
業
連
関
表
と
は

一
般
に
は
な
じ
み
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
が
、
産
業
連
関

表
と
は
一
定
地
域
（
青
森
県
）
に
お
い
て
一
定
期
間
内

（
１
年
間
）
に
行
わ
れ
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
間
の
取

引
状
況
を
、
金
額
ベ
ー
ス
で
一
覧
表
に
ま
と
め
た
も
の
で

あ
り
、
地
域
経
済
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
だ
。
ま

た
、
そ
の
作
成
頻
度
は
概
ね
５
年
ご
と
で
、
青
森
県
の
場

合
2011年

版
（
2017年

公
表
）
が
最
新
版
と
な
っ
て
い

る
。産
業
連
関
表
は
図
表
２
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
お

り
、
見
方
の
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

[ 図
表
２] 産

業
連
関
表
の
ひ
な
形
 

中
間

需
要

 
最

終
需

要
 

1
2

3
・
・
・
・・ 

産
業

1 

産
業

2 

産
業

3 

計
 

 
 Ｄ

雇
用
者
所
得

 

営
業
余
剰

 

計
 

 
 Ｅ

県
内
生
産
額

 
Ｄ
＋
Ｅ

生
産
物
の
販
路
構
成
（
産
出
構
造
）

Ａ
＋
Ｂ
－
Ｃ

 

◇
タ
テ
（
列
）
方
向
に
み
る
と
…

各
産
業
が
生
産
活
動
の
た
め
に
投
入
（
購
入
）
し
た
費

用
構
成
を
表
す
。
つ
ま
り
、
各
産
業
が
生
産
の
た
め
原
材

料
等
を
ど
の
産
業
か
ら
ど
れ
だ
け
買
っ
た
か
（
中
間
投

入
）、
ま
た
各
産
業
の
生
産
活
動
に
よ
っ
て
新
た
に
生
み

出
さ
れ
た
価
値
（
粗
付
加
価
値
）
は
い
く
ら
か
を
示
す
。

そ
し
て
、
そ
の
合
計
は
各
産
業
の
生
産
額
を
示
す
。

◇
ヨ
コ
（
行
）
方
向
に
み
る
と
…

各
産
業
が
生
産
し
た
商
品
の
販
路
構
成
を
表
す
。
つ
ま

り
、
各
産
業
が
ど
こ
へ
ど
れ
だ
け
売
っ
た
か
を
示
し
て
お

り
、
こ
の
う
ち
各
産
業
に
対
し
て
原
材
料
等
と
し
て
使
用

（
中
間
財
）
す
る
た
め
に
販
売
し
た
部
分
を
「
中
間
需
要
」

と
呼
び
、
家
計
で
消
費
さ
れ
た
り
企
業
で
設
備
投
資
と
し

て
利
用
（
最
終
財
）
さ
れ
る
部
分
を
「
最
終
需
要
」
と
呼

ぶ
。
そ
し
て
、
そ
の
合
計
か
ら
県
外
・
海
外
か
ら
の
移
輸

入
を
差
し
引
い
た
も
の
が
各
産
業
の
生
産
額
を
示
す
。
な

お
、
タ
テ
（
列
）
方
向
と
ヨ
コ
（
行
）
方
向
の
県
内
生
産

額
は
合
致
す
る
。

（
２
）
2011年

青
森
県
産
業
連
関
表
で
考
え
る
「
地
産

地
消
」
の
意
味

図
表
２
に
実
際
の
青
森
県
の
数
字
を
当
て
は
め
た
も
の

が
図
表
３
で
あ
り
、
第
１
次
産
業
、
第
２
次
産
業
、
第
３

次
産
業
の
３
部
門
で
ま
と
め
た
2011年

時
点
の
青
森
県

産
業
構
造
の
姿
と
な
る
。

「
地
産
地
消
」
の
対
象
と
な
る
生
産
物
を
産
出
す
る
産

業
は
第
１
次
産
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
産
業
の
販
路
構

成
（
ヨ
コ
・
行
）
に
着
目
し
て
み
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
本
県
第
１
次
産
業
の
需
要
先
は
、
原

材
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
中
間
需
要
分
が
2,195億

円
、

家
計
消
費
が
378億

円
、
投
資
が
74億

円
、
県
外
・
海

外
へ
の
移
輸
出
が
2,314億

円
で
、
最
終
需
要
は
2,766

億
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
項
目
で
あ
る
県

外
・
海
外
か
ら
の
移
輸
入
は
1,194億

円
で
あ
り
、
こ
れ

ら
の
結
果
第
１
次
産
業
の
県
内
生
産
額
は
3,767億

円
を

計
上
し
て
い
る
。

県
が
推
進
す
る
一
連
の
「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」
関
連

施
策
の
目
標
は
、
最
終
的
に
第
１
次
産
業
の
県
内
生
産
額

を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

「
青
天
の
霹
靂
」
に
代
表
さ
れ
る
高
付
加
価
値
商
品
の

開
発
や
、
新
た
な
物
流
シ
ス
テ
ム
構
築
に
よ
る
移
輸
出
環

境
の
整
備
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
、
県
外
・
海
外
へ
の
「
攻

め
」
に
関
す
る
施
策
は
、
産
業
連
関
表
上
は
移
輸
出
の
増

加
（
図
表
３
で
は
「
」
で
表
現
）
に
寄
与
す
る
こ
と
に

よ
り
、
県
内
生
産
額
を
増
加
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。

地
産
地
消
」
の
経
済
学

注
１

：
県

総
合

販
売

戦
略

課
が

毎
年

実
施

、
公

表
し

て
い

る
調

査
。

調
査

対
象

の
産

直
施

設
は

、｢道
の

駅
｣「

イ
ン

シ
ョ

ッ
プ

（
ス

ー
パ

ー
、

量
販

店
内

の
産

直
コ

ー
ナ

ー
）」。
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一
方
、
県
産
品
を
県
内
で
消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
の

推
進
は
、
産
業
連
関
表
上
は
県
内
消
費
を
増
加
（
図
表
３

で
は
「
」
で
表
現
）
さ
せ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
移
輸

入
品
を
県
産
品
で
代
替
す
る
効
果
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

外
・
海
外
か
ら
の
移
輸
入
を
減
少
さ
せ
る
効
果
（
図
表
３

で
は
「

」
で
表
現
）
を
併
せ
持
つ
こ
と
に
な
り
、
１
つ

の
施
策
で
２
つ
の
需
要
項
目
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
よ

り
、往
復
で
県
内
生
産
額
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
だ
。

ま
た
、
移
輸
入
額
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
、
県
内
で
生
み

出
さ
れ
た
所
得
（
雇
用
者
所
得
、
営
業
余
剰
）
の
域
外
流

出
減
少
に
つ
な
が
り
、
間
接
的
に
も
県
内
生
産
額
の
増
加

に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、「
地

産
地
消
」
の
推
進
は
県
内
経
済
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
効
果
が

大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
地

産
地

消
」

の
経

済
波

及
効

果
を

考
え

る
32011年

の
青
森
県
産
業
連
関
（
図
表
３
）
に
よ
る
と
、

県
内
で
の
１
次
産
品
の
消
費
額
は
378億

円
で
あ
る
。
こ

れ
は
計
算
上
、
県
民
一
人
あ
た
り
に
換
算

（
注
２
）す
る
と
年

間
で
29,077円

、
月
間
で
2,423円

に
過
ぎ
な
い
。

仮
に
、
全
県
民
が
県
内
１
次
産
品
へ
の
支
出
を
月

1,000円
増
加
さ
せ
る
と
、
1,000円

×
12カ

月
×
130

万
人
で
年
間
156億

円
分
の
県
内
１
次
産
品
需
要
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
156億

円
の
需
要
増
加
額
を
使
い
、「
地
産
地
消
」

（
産
直
施
設
か
ら
地
場
産
品
を
購
入
）し
た
ケ
ー
ス
と「
通

常
消
費
」（
地
産
地
消
を
意
識
し
な
い
通
常
通
り
の
買
物
）

し
た
ケ
ー
ス
で
経
済
波
及
効
果
を
推
計
し
た
。

【
推
計
の
前
提
】

・
第
１
次
産
業
各
部
門
へ
の
需
要
増
加
額
156

億
円
の

振
り
分
け
は
、2011

年
青
森
県
産
業
連
関
表
の
農
業
、

畜
産
業
、林
業
、漁
業
の
各
生
産
額
に
よ
り
案
分
し
た
。

・
新
規
需
要
発
生
に
伴
い
代
替
物
の
消
費
減
少
は
な
い
も

の
と
し
た
。

・
消
費
転
換
率
は
、
青
森
市
の
平
均
消
費
性
向
0.7146

を
使
用
し
た
。

・「
地
産
地
消
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
需
要
増
加
額
156

億
円
を
生
産
者
価
格
と
し
て
試
算
し
た
。
ま
た
、
農
業
、

畜
産
業
、
林
業
、
漁
業
の
自
給
率
を
1.000

と
し
た
。

・「
通
常
消
費
」
の
ケ
ー
ス
で
は
、
需
要
増
加
額
156

億
円
を
購
入
者
価
格
と
し
て
試
算
し
た
。

上
記
前
提
の
も
と
試
算
し
た
結
果
が
図
表
４
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、「
地
産
地
消
」
が
地
域
経
済
全
般
に
及

ぼ
す
効
果
は
非
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
る
。

最
終
的
な
波
及
効
果
額
を
示
す
「
総
合
効
果
」
は
、「
地

産
地
消
」
の
場
合
は
221.4億

円
と
な
り
、「
通
常
消
費
」

の
場
合
の
1.93倍

に
及
ぶ
。
ま
た
、利
益
に
相
当
す
る「
付

加
価
値
誘
発
額
」
は
「
地
産
地
消
」
の
場
合
は
111.8億

[ 図
表
３] 2011年

青
森
県
産
業
連
関
(３
部
門
) 

(
億
円
)

中
間
需
要

 
最

終
需

要
 

需
要

合
計

 
移

輸
入

 
県
内

 
生
産
額

 
第

1
次
産
業

 
第

2
次
産
業

 
第

3
次
産
業

 
内
生
部
門
計

 
消
費

 
投
資

 
移
輸
出

 
最
終
需
要
計

 

第
1
次
産
業

 
387 

1,690 
117 

2,195 
378 

74 
2,314 

2,766 
4,960 

1,194 
3,767 

第
2
次
産
業

 
900 

7,830 
5,487 

14,218 
6,005 

9,425 
12,597 

28,027 
42,245 

18,452 
23,793 

第
3
次
産
業

 
602 

4,462 
11,193 

16,257 
34,320 

1,758 
7,259 

43,337 
59,594 

11,044 
48,550 

内
生
部
門
計

 
1,890 

13,982 
16,797 

32,669 
40,702 

11,257 
22,170 

74,130 
106,799 

30,689 
76,110 

雇
用
者
所
得

 
356 

4,714 
15,469 

20,538 
 

 
 

 
 

 
 

営
業
余
剰

 
909 

1,162 
7,354 

9,425 
 

 
 

 
 

 
 

資
本
減
耗
引
当

 
543 

2,971 
6,928 

10,441 
 

 
 

 
 

 
 

そ
の
他
粗
付
加
価
値

 
70 

964 
2,003 

3,036 
 

 
 

 
 

 
 

粗
付
加
価
値
部
門
合
計

 
1,877 

9,810 
31,753 

43,440 
 

 
 

 
 

 
 

県
内

生
産

額
3,767 

23,793 
48,550 

76,110 
 

 
 

 
 

 
 

調
査
1

注
２

：
県

人
口

130万
人

で
計

算
。
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円
と
な
り
、「
通
常
消
費
」
の
場
合
の
1.92倍

に
膨
ら
む
。

同
様
に
、「
雇
用
者
所
得
額
」
で
は
1.47倍

、
従
業
者
誘

発
数
で
は
2.31倍

と
、「
地
産
地
消
」
は
県
経
済
に
対
し

て
非
常
に
大
き
な
経
済
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
わ

か
る
。

[ 図
表
４] 経

済
波
及
効
果
推
計
結
果
 

｢地
産

地
消

」

の
場

合
 

Ａ
 

｢通
常

消
費
｣

の
場

合
 

Ｂ

Ａ
－

Ｂ
A

／
B

総
合

効
果

 

（
直

接
効

果
＋

１
次

波
及

＋
２
次
波
及
）

221.4
億

円
114.8

億
円

106.6
億

円
1.93 

付
加

価
値

誘
発

額
 

111.8
億

円
58.2

億
円

53.6
億

円
1.92 

（う
ち
雇
用
者
所
得
額
） 

27.2
億

円
18.5

億
円

8.7
億

円
1.47 

従
業

者
誘

発
数

 
4,752

人
2,055

人
2,697

人
2.31 

雇
用

者
誘

発
数

 
991

人
643

人
348

人
1.54 

注
：
四
捨
五
入
に
よ
り
、合
計
値
は
合
致
し
な
い
 

青
森

県
産

品
愛

用
応

援
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
 実

施
中

！
4県
が
推
進
す
る「
攻
め
の
農
林
水
産
業
」関
連
施
策
は
、

県
外
・
海
外
へ
県
産
品
を
売
り
出
す
こ
と
に
よ
り
域
外
マ

ネ
ー
を
県
内
に
呼
び
込
む
施
策
や
、「
地
産
地
消
」
の
推

進
な
ど
に
よ
り
県
内
所
得
の
域
外
流
出
を
少
な
く
す
る
戦

略
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、「
地
産
地
消
」
の
推
進
は
、
１
次
産
業
や
そ

の
従
業
者
の
み
な
ら
ず
県
経
済
全
体
に
非
常
に
大
き
な
効

果
を
も
た
ら
し
、
強
い
地
域
経
済
の
実
現
に
向
け
た
決
め

手
の
ひ
と
つ
に
な
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。

実
り
の
秋
を
迎
え
て
い
る
今
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
捉

え
、県
で
は「
青
森
県
産
品
愛
用
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
注
３
）」

を
推
進
中
だ
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
概
要
は
、
期
間
中
の
２
カ

月
間
に
対
象
と
な
る
県
内
小
売
店
365店

に
お
い
て
、
県

産
品
な
ど
を
500円

以
上
購
入
す
る
こ
と
を
応
募
資
格
と

し
、
応
募
者
か
ら
抽
選
で
900名

に
県
産
品
が
贈
ら
れ
る

と
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
地
産
地
消
」
を
推
進

す
る
施
策
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
経
済
効
果
と
は

別
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
参
加
店
舗
数
が
365店

に
及
ん
で
お
り
常
設
の
産

直
施
設
数
164施

設
（
図
表
１
）
の
2.2倍

と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
単
純
に
考
え
る
と
日
常
買

い
回
り
に
お
い
て
県
内
消
費
者
が
県
産
品
に
接
す
る
機
会

が
2.2倍

に
増
え
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
、
産
直

施
設
数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
な
か
、
県
内
消
費
者
が
県
産

品
に
目
を
向
け
る
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
消
費
行
動

を
徐
々
に
変
え
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。「
地
産
地
消
」

の
推
進
に
は
、県
内
消
費
者
の
消
費
行
動
を
地
道
に
で
も
、

徐
々
に
変
え
て
い
く
試
み
が
欠
か
せ
な
い
。

今
回
で
９
回
目
を
迎
え
る
本
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
だ
が
、
今

後
も
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
「
地
産
地
消
」
を

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
消
費
形
態
と
し
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が

る
。

「
地

産
地

消
」

が
内

包
す

る
課

題
5強
い
地
域
経
済
を
指
向
す
る
に
あ
た
り
、「
地
産
地
消
」

は
重
要
な
視
点
で
あ
る
こ
と
を
み
て
き
た
。
し
か
し
、
視

点
を
変
え
る
と
多
く
の
課
題
や
問
題
点
が
み
え
て
く
る
。

最
も
大
き
な
問
題
点
は
図
表
４
に
隠
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
経
済
波
及
効
果
で
は
「
地
産
地
消
」
は
「
通
常
消
費
」

に
比
べ
1.93倍

の
経
済
波
及
効
果
を
生
み
出
し
、
従
業

者
数
も
「
通
常
消
費
」
に
比
べ
2.31倍

を
誘
発
す
る
と

推
計
し
た
。
こ
れ
は
光
の
部
分
で
あ
り
、
視
点
を
変
え
る

と
影
も
見
え
て
く
る
。
つ
ま
り
、
県
内
１
次
産
品
156億

円
の
新
規
需
要
を
賄
う
た
め
に
は
、
新
た
に
4,752人

の
働
き
手
を
必
要
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
な
お
、
需
要

増
加
に
際
し
実
際
に
は
既
存
労
働
力
の
時
間
外
労
働
等
で

対
応
す
る
場
面
も
多
い
こ
と
か
ら
、
新
た
な
働
き
手
は
試

算
よ
り
少
な
く
て
す
む
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
今
春

県
内
の
高
校
を
卒
業
し
就
職
し
た
生
徒
数
が
3,687人

で

地
産
地
消
」
の
経
済
学

注
３

：
詳

細
は

、
青

森
県

庁
総

合
販

売
戦

略
課

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 https://w
w

w
.um

ai-aom
ori.jp/aom

oriprom
o.htm

l を
参

照
。
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れ
ぢ
お
ん
青
森
　
2019・

10

あ
る
こ
と
、
う
ち
県
内
就
職
者
数
が
2,089人

で
あ
る
点

な
ど
を
勘
案
す
る
と
、
数
千
人
規
模
の
新
規
労
働
力
確
保

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
ま
た
、
１
次
産
業
従
事
者
の
高
齢

化
も
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。

図
表
５
は
産
直
施
設
の
運
営
上
の
問
題
点
と
し
て
示
さ

れ
た
も
の
だ
。
上
位
３
項
目
は
、
生
産
者
側
の
事
情
に
よ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

[ 図
表
５] 産

直
施
設
運
営
上
の
問
題
点
 

資
料
：
青
森
県
総
合
販
売
戦
略
課「
産
地
直
売
施
設
等
実
態
調
査
」 

11.0 
12.2 
15.2 
16.5 

20.1 28.0 36.6 
43.3 
46.3 55.5 67.1 

0.0
20.0

40.0
60.0

80.0

適
性
な
食
品
表
示
が
で
き
な
い

販
売
員

の
教
育
が
十
分
に
で
き
な
い

販
売
員
が
足
り
な
い

陳
列
棚
が
足
り
な
い

販
売
収
入
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

集
客
力

が
弱
い

商
品
数
が
少
な
い

商
品
補
充
が
十
分
に
で
き
な
い

出
荷
者
の
高
齢
化
が
激

し
い

生
産
者
間
の
低
価
格
競
争
が
目
に
つ
く

売
場
の
衛
生
管
理
が
十
分
に
で
き
な
い

（
%
）

つ
ま
り
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
よ
り
商
品
補
充
が
思
う

に
任
せ
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
生
産
品
目
数
に

も
限
り
が
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い

る
。労
働
力
の
不
足
・
高
齢
化
の
問
題
は
、
何
も
１
次
産
業

に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
本
県
の
重
要
な
基
幹
産
業
と

位
置
付
け
ら
れ
る
産
業
に
お
い
て
は
、
特
に
対
策
が
急
が

れ
る
。
ま
た
、「
地
産
地
消
」
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
生
産
者

側
の
意
識
改
革
も
求
め
ら
れ
る
。
従
来
、
伝
統
的
に
１
次

産
業
従
事
者
は
生
産
が
主
な
仕
事
で
あ
っ
た
が
、「
地
産

地
消
」
で
相
応
の
成
果
を
得
る
た
め
に
は
生
産
以
外
の
分

野
で
の
労
力
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。具
体
的
に
は
、

生
産
物
の
出
荷
作
業
、
品
質
管
理
、
販
売
促
進
に
向
け
た

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
あ
る
。
労
働
力
の
不
足
・
高
齢

化
の
な
か
、
生
産
以
外
へ
の
余
力
を
創
出
す
る
施
策
も
急

が
れ
る
。

お
わ

り
に

～「
地

産
地

消
」

を
拡

大
解

釈
し

て
み

る
6「
地
産
地
消
」
と
は
、
域
内
マ
ネ
ー
を
域
内
で
循
環
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
産
業
を
育
成
す
る
と
と
も
に

強
い
地
域
経
済
構
造
を
実
現
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
経
済
波
及
効
果
の
推
計
結
果
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、

「
地
産
地
消
」
が
強
い
地
域
経
済
を
創
出
す
る
に
は
有
効

な
考
え
方
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。
一
方
で
、「
地
産

地
消
」
拡
大
に
は
人
口
減
少
に
端
を
発
す
る
労
働
力
の
不

足
・
高
齢
化
が
重
く
の
し
か
か
っ
て
お
り
、
実
現
へ
の
道

の
り
は
平
た
ん
で
は
な
い
。

し
か
し
、
労
働
力
の
不
足
・
高
齢
化
へ
の
対
策
に
も
、

「
地
産
地
消
」
の
考
え
方
は
有
効
に
作
用
す
る
と
思
わ
れ

る
。
本
来
、「
地
産
地
消
」
は
１
次
産
業
に
対
応
す
る
考

え
方
で
あ
る
が
、
拡
大
解
釈
す
る
こ
と
に
よ
り
違
っ
た
視

界
が
展
望
で
き
る
。
つ
ま
り
、「
地
産
地
消
」
の
概
念
を

１
次
産
業
以
外
に
も
適
用
し
て
考
え
て
み
る
と
い
う
こ
と

だ
。
具
体
的
に
は
、
域
内
で
生
み
出
し
た
所
得
を
１
次
産

業
以
外
の
地
域
企
業
に
も
循
環
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
若

者
の
活
躍
の
受
け
皿
と
な
る
雇
用
の
幅
を
拡
大
さ
せ
、
将

来
的
に
は
人
口
減
少
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
な
も
の
に
抑
え

る
と
い
っ
た
好
循
環
を
期
待
で
き
る
。

例
え
ば
、
本
県
が
抱
え
る
諸
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、

地
元
IT企

業
の
力
を
使
う
こ
と
も
「
地
産
地
消
」
の
考
え

方
と
根
本
は
同
じ
だ
。
地
域
の
課
題
を
地
域
が
生
み
出
し

た
所
得
を
使
い
、
地
元
IT企

業
の
力
で
解
決
に
向
か
う
と

い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
よ
り
、
域
内
で
マ
ネ
ー
が
循
環
を

始
め
経
済
構
造
の
強
化
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
地
元
IT企

業
の
育
成
に
も
寄
与
す
る
こ
と
と
な
り
、
さ
ら
に
大
き
な

地
域
課
題
の
解
決
を
担
っ
て
く
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
IT
企
業
以
外
で
も
地
元
企
業
に
域
内
マ
ネ
ー

を
循
環
さ
せ
る
こ
と
は
、
県
経
済
に
と
っ
て
大
き
な
プ
ラ

ス
と
な
る
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
県
内
消
費
者
の
み

な
ら
ず
行
政
機
関
や
県
内
企
業
間
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る

取
引
に
お
い
て
地
元
を
使
う
と
い
っ
た
「
地
産
地
消
」
取

引
を
意
識
的
に
優
先
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。

課
題
先
進
県
と
い
わ
れ
る
青
森
県
で
こ
そ「
地
産
地
消
」

の
持
つ
意
味
は
大
き
い
。

調
査
1
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都道府県等名 岩手県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1 

 

 

三陸防災復興プロジェクト2019開催に伴

う経済波及効果 

令元.10 無 （一社）岩手経済研究所 平成 25 年岩手県産業連関

表（36 部門） 

 三陸防災復興プロジェクト 2019（令和元年６月１日か

ら８月７日）開催に伴う岩手県内への経済波及効果を試

算したもの。 

 ・波及効果 35 億円超 

 ・参加者 約 183,000 人 

委託調査（委託元：

岩手県） 

2  

 

 

ラグビーワールドカップ2019釜石開催に

伴う経済波及効果 

令２.２ 無 （一社）岩手経済研究所 

 

平成 25 年岩手県産業連関

表（36 部門） 

 ラグビーワールドカップ 2019（令和元年９月 30 日から

11 月２日）開催に伴う岩手県内への経済波及効果を試算

したもの。 

 ・波及効果 113 億 4,500 万円 

委託調査（委託元：

ラグビーワールド

カップ 2019 釜石開

催実行委員会） 
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都道府県等名 宮城県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

東北楽天ゴールデンイーグルスの経済効

果について 

令和２.１.24 

 

有 宮城県震災復興・企画部オリ

ンピック・パラリンピック大

会推進課 

平成 25 年宮城県産業連関

表(延長表) 

2019 シーズンにおける東北楽天ゴールデンイーグルスの

経済効果について試算。 

経済効果 237 億円 

直接効果 152 億円 

波及効果  85 億円 
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都道府県等名 秋田県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  秋田犬ツーリズムの活動が地域経済にも

たらす効果調査の結果 

令 2.2 有 (株)フィデア情報総研 平成 23 年秋田県産業連関

表（108 部門） 

・「秋田犬ツーリズム」の活動における経済波及効果 

・経済波及効果  4,125 百万円（1.59 倍） 

 （2次効果まで） 

・雇用創出効果  473 人 

別添資料あり 
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（
第
２
稿
）

 

秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
が

 

地
域
経
済
に
も
た
ら
す
効
果
調
査

 

報
 告

 書
 

       

令
和
２
年
１
月

 

株
式
会
社

 
フ
ィ
デ
ア
情
報
総
研
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1
 

 

 

１
．
は
じ
め
に

 

2
0
1
6
年

4
月
に

D
M

O
（
観
光
地
域
づ
く
り
組
織
）
と
し
て
発
足
し
、
翌
年

1
1
月
に
は
観
光

庁
か
ら
日
本
版

D
M

O
法
人
と
し
て
認
定
さ
れ
た
「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
は
「
大
館
市
」
、

「
北
秋
田
市
」
、
「
小
坂
町
」
、
「
上
小
阿
仁
村
」
の

4
つ
の
エ
リ
ア
（
以
下
、
「

4
エ
リ
ア
」

と
い
う
。
）
を
中
心
に
世
界
的
知
名
度
の
あ
る
秋
田
犬
を
核
と
し
て
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
地
域

活
性
化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

 

本
調
査
は
、
「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
地
域
経
済
へ
ど
れ
ほ
ど
貢
献
し

て
い
る
か
な
ど
を
定
量
的
に
測
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
測
定
方
法
は
「
平
成

2
3
年
秋
田
県
産
業

連
関
表
（

1
0
8
部
門
）
」
を
利
用
し
た
生
産
波
及
効
果
分
析
に
よ
っ
て
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
最
終
需
要
を
推
計
し
、
そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
各

産
業
部
門
へ
の
生
産
誘
発
額
等
を
計
算
し
た
。

 

【
参
考
】
経
済
波
及
効
果
と
は
？

 

・
経
済
波
及
効
果
と
は
、
需
要
を
満
た
す
た
め
に
誘
発
さ
れ
る
生
産
活
動
（
供
給
）
の
総
和
を
意

味
す
る
。

 
 

・
た
と
え
ば
、
県
内
の
商
店
で
顧
客
が
購
入
す
る
パ
ン
の
経
済
波
及
効
果
は
、
パ
ン
を
生
産
す
る

た
め
に
投
じ
ら
れ
た
原
材
料
（
パ
ン
粉
、
小
麦
粉
、
小
麦
等
）
の
生
産
額
を
足
し
合
わ
せ
た
金
額

と
な
る
。

 
 

        
誘
発
さ
れ
る
生
産
額
（
生
産
誘
発
額
）
＝
（

1
0
0
＋

8
0
＋

6
0
＋
…
＋

0
）
円

 

経
済
波
及
効
果

 
最
終
需
要
額
＝

1
0
0
円

 

【
経
済
波
及
効
果
の
イ
メ
ー
ジ
】

 

顧
客

 
商
店

 
パ
ン
製
造
工
場

 
製
粉
工
場
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2
 

 ２
．
経
済
波
及
効
果
調
査
の
概
要

 

 
経
済
波
及
効
果
を
測
定
す
る
に
あ
た
り
、
本
調
査
で
は
２
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
測
定
を
行
っ
た
。

1

つ
め
は
、
本
調
査
の
本
題
で
あ
る
「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
活
動
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
を
推

計
し
た
。
ま
た
、
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
に
つ
い
て
も
推
測
し
た
。
ま
た

2
つ
め
に
つ
い
て
は
、
参
考

ま
で
と
な
る
が

4
エ
リ
ア
に
訪
れ
た
観
光
客
数
を
把
握
し
て
、
経
済
波
及
効
果
を
推
計
し
、
仮
に

4

エ
リ
ア
に
そ
の
観
光
客
が
い
な
く
な
れ
ば
、
経
済
面
等
地
域
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
か
を
推

測
し
て
み
た
。

 

（
１
）秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
の
概
要

 

①
調
査
の
流
れ

 

 
調
査
の
流
れ
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
最
終
需
要
の
計
算
方
法
は
後
述
）
。

 

【
調
査
の
イ
メ
ー
ジ
図
】

 

 

    ②
最
終
需
要

 

「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
活
動
に
つ
い
て
経
済
波
及
効
果
を
測
定
す
る
に
あ
た
り
、
秋
田
県

内
に
生
じ
る
最
終
需
要
を
推
計
し
た
。
最
終
需
要
に
は
観
光
客
需
要
と
事
業
活
動
需
要
の

2
つ
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
【
図
表

1】
。
観
光
客
需
要
及
び
事
業
活
動
需
要
は
平

成
2
8
年
度
か
ら
平
成

3
0
年
度
の

3
年
間
の
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
内
容
を
加
味
し
て
算
出

し
た
。
な
お
、
事
業
活
動
需
要
に
つ
い
て
、
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
職
員
へ
の
給
与
支
払
い
な
ど

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

 

  

最
終
需
要

 

１
．
観
光
客
需
要

 

（
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
に
よ

っ
て

D
M

O
エ
リ
ア
に
増
加
し
た
観

光
客
の
消
費
需
要
）

 

 ２
．
活
動
需
要

 

（
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
に
使

用
し
た
経
費
な
ど
）

 

 

経
済
波
及
効
果

 

直
接
効
果

 

県
産
品
（
最
終
需
要
）
生
産
誘
発
額

 

 第
1
次
間
接
効
果

 

県
産
品
（
原
材
料
）
の
生
産
誘
発
額

 

 第
2
次
間
接
効
果

 

雇
用
者
所
得
由
来
の
生
産
誘
発
額

 

 

そ
の
他
効
果

 

雇
用
効
果

 

生
産
誘
発
額
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
雇
用
者
数
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3
 

 

 

図
表

 
1
最

終
需

要
の

内
訳

 

※
金
額
に
つ
い
て

1
0
万
円
以
下
切
り
捨
て
表
示

 

③
経
済
波
及
効
果
の
概
要

 

上
記
の
最
終
需
要
を
も
と
に
、
秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
と
雇
用
創
出
人
数
を
推
計

し
た
。
結
果
は
経
済
波
及
経
済
波
及
効
果
額
で
あ
る
生
産
誘
発
額
は
総
額

4
1
億

2
,5

0
0
万
円
と
見

込
ま
れ
る
。
内
訳
に
つ
い
て
、
粗
付
加
価
値
誘
発
額
は

2
4
億

2
,5

0
0
万
円
（
う
ち
雇
用
者
所
得
誘

発
額
は

1
1
億

5
0
0
万
円
）
で
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
雇
用
創
出
人
数
は
、
総
勢

4
7
3
人
で
あ
っ
た
。

 

詳
細
は
【
図
表
２
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

 
 

需
要

項
目

 
金

額
 

１
．

観
光

客
需

要
 

4
3

億
1

,2
3

1
万

円
 

２
．

事
業

活
動

需
要

 
3

億
5

,0
6

0
万

円
 

最
終

需
要

（
＝

１
+
２

）
 

4
6

億
6

,2
9

1
万

円
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4
 

 

図
表

 
2
経

済
波

及
効

果
お

よ
び

雇
用

創
出

効
果

の
概

要
 

 


 

直
接
効
果
と
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
商
品
に
対
し
て
購
入
者
な
ど
が
支
払
っ
た
金
額
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
県
内

で
販
売
さ
れ
て
い
て
も
、
製
造
元
が
県
内
で
な
い
商
品
へ
の
支
出
額
は
含
ま
れ
な
い
。

 


 

第
１
次
間
接
効
果
と
は
、
県
産
品
の
生
産
に
投
じ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
原
材
料
の
総
額
。

 
 


 

第
２
次
間
接
効
果
と
は
、
県
産
品
の
生
産
に
携
わ
る
従
業
員
の
所
得
が
増
え
る
こ
と
で
、
追
加
的
に
生
じ
る
支
出
額
（
需
要
）
が
も

た
ら
す
直
接
効
果
お
よ
び
間
接
効
果
（
通
称
、
家
計
迂
回
効
果
と
も
い
う
）
。

 
 


 

粗
付
加
価
値
誘
発
額
と
は
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て
新
た
に
付
加
さ
れ
た
価
値
で
あ
り
、
家
計
外
消
費
支
出
、
雇
用
者
所
得
、
営
業
余

剰
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
県
民
経
済
計
算
の
県
内
総
生
産
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

 


 

雇
用
創
出
効
果
と
は
、
誘
発
さ
れ
る
生
産
に
必
要
な
就
業
者
数
で
あ
る
。
正
規
、
非
正
規
社
員
の
区
別
は
で
き
な
い
。

 


 

四
捨
五
入
に
よ
り
、
経
済
波
及
効
果
は
各
項
目
の
合
計
額
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

 

 
 

粗
付
加
価
値
誘
発
額

直
接

効
果

第
１

次
間

接
効

果
第

２
次

間
接

効
果

経
済

波
及

効
果

波
及

倍
率

（
=
⑤

/
②

）
雇

用
創

出
効

果

百
万
円

168

雇
用
者
所
得
誘
発
額

百
万
円

2,594
1,537

740

生
産
誘
発
額

百
万
円

4,125
2,425

1,105

812
429

197
百
万
円

719
459

人
473
1.59

倍
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5
 

 

 

Ⅲ
 計
算
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

 

秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
の
計
算
過
程
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
す
と
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
【
図
表

3
】
。

 

図
表

 
3
秋

田
県

内
に

も
た

ら
す

経
済

波
及

効
果

の
計

算
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

 

 

 
 

7.4

中
間

投
入

額
3
.8

4
.3

雇
用

者
所

得
（Ｂ

）
2.0

.

中
間

投
入

額
粗

付
加

価
値

誘
発

額
中

間
投

入
額

粗
付

加
価

値

誘
発

額

0.4
0.7

2.2
3.9

雇
用

者
所

得
雇

用
者

所
得

0.3
1.4

（単
位

：億
円

）

（生
産

誘
発

額
の

総
需

要
に

対
す

る
波

及
倍

率
）

（生
産

誘
発

額
の

県
内

需
要

に
対

す
る

波
及

倍
率

）

平
均

消
費

性
向

自
給

率

自
給

率

逆
行

列

4
6
.6

2
5
.9

最
終

需
要

額
①

雇
用

者
所

得
(A

+B
)

9.4

中
間

投
入

額

8
.1

粗
付

加
価

値
誘

発
額

（単
位

：億
円

）

　
　

生
産

誘
発

額

（
第

2
次

間
接

効
果

）

4
1
.2 1

5
.4

生
産

誘
発

額
（
第

１
次

間
接

効
果

）③

粗
付

加
価

値
誘

発
額

1
0
.6

雇
用

者
所

得
（Ａ

）

直
 接

 効
 果

②

6.1

逆
行

列

1.1

　
　

生
産

誘
発

額

（
第

2
次

間
接

効
果

）

民
間

消
費

支
出

構
成

比

消
費

支
出

消
費

支
出

自
給

率

1
.5

9

経
済

波
及

効
果

⑤
（
②

＋
③

＋
④

）

0
.8

8
波

及
倍

率
⑥

（
⑤

／
①

）
⑦

（
⑤

／
②

）

収束演算

④
－

２
④

－
１
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6
 

 Ⅳ
 産
業
別
に
お
け
る
生
産
誘
発
額
の
詳
細

 

秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
の
詳
細
は
【
図
表

4
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
【
図

表
5
】
は
、
秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
を
産
業
部
門
別
（

3
9
部
門
）
で
表
示
し
た
も

の
、
【
図
表

6
】
は
、
秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
雇
用
創
出
人
数
を
産
業
別
（

3
9
部
門
で
表
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

 

図
表

 
4
秋

田
県

内
に

も
た

ら
す

経
済

波
及

効
果

の
詳

細
 

 

  

％
％

％
％

％
0

1
農
業

0
.6

0
.8

5
.3

1
.8

1
.9

0
2

林
業

0
.0

0
.0

0
.2

0
.1

0
.1

0
3

漁
業

0
.4

0
.3

0
.3

0
.0

0
.2

0
4

鉱
業

0
.0

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

0
5

飲
食
料
品

6
.3

2
.9

5
.0

3
.3

3
.4

0
6

繊
維
製
品

1
.4

0
.3

0
.2

0
.4

0
.3

0
7

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

0
.2

0
.1

0
.6

0
.1

0
.2

0
8

化
学
製
品

0
.2

0
.0

0
.3

0
.1

0
.1

0
9

石
油
・
石
炭
製
品

4
.6

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
0

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

0
.0

0
.0

0
.1

0
.1

0
.0

1
1

窯
業
・
土
石
製
品

0
.1

0
.0

0
.2

0
.1

0
.1

1
2

鉄
鋼

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

非
鉄
金
属

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

金
属
製
品

0
.0

0
.0

0
.4

0
.1

0
.1

1
5

は
ん
用
機
械

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
6

生
産
用
機
械

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

業
務
用
機
械

0
.0

0
.0

0
.2

0
.2

0
.1

1
8

電
子
部
品

0
.0

0
.0

0
.1

0
.2

0
.1

1
9

電
気
機
械

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

情
報
・
通
信
機
器

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

輸
送
機
械

0
.0

0
.0

0
.3

0
.0

0
.1

2
2

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

4
.4

0
.7

0
.9

0
.3

0
.7

2
3

建
設

0
.2

0
.4

5
.3

1
.7

1
.6

2
4

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

0
.0

0
.0

7
.9

2
.7

2
.0

2
5

水
道

0
.0

0
.0

2
.7

1
.2

0
.8

2
6

廃
棄
物
処
理

0
.0

0
.0

3
.0

0
.5

0
.7

2
7

商
業

1
5

.2
1

9
.0

1
1

.4
1

3
.4

1
6

.5
2

8
金
融
・
保
険

0
.2

0
.3

6
.2

7
.6

2
.7

2
9

不
動
産

0
.0

0
.0

4
.7

2
3

.7
5

.1
3

0
運
輸
・
郵
便

3
2

.9
3

2
.6

1
2

.8
5

.9
2

4
.1

3
1

情
報
通
信

1
.3

0
.7

6
.8

7
.3

3
.1

3
2

公
務

0
.0

0
.0

0
.0

0
.7

0
.1

3
3

教
育
・
研
究

0
.7

1
.3

1
.5

2
.1

1
.5

3
4

医
療
・
福
祉

0
.0

0
.0

0
.0

6
.8

1
.2

3
5

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

0
.2

0
.4

1
.0

2
.3

0
.9

3
6

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

3
.1

3
.3

1
6

.8
5

.3
6

.3
3

7
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

2
7

.7
3

6
.7

2
.0

1
1

.2
2

5
.4

3
8

事
務
用
品

0
.0

0
.0

0
.7

0
.2

0
.2

3
9

分
類
不
明

0
.0

0
.0

3
.0

0
.6

0
.7

4
0

内
生
部
門
計

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

0
0

4
7

3
1

9
2

8

1
2

1
9

5
4

7
0

0
0

2
5

8
1

,0
4

78
2

8
4

,1
2

5

2
83

1
3

6
1

66
2

4
8

1
2

3
8

8
014

7
1

9

1
4

6
1

,2
9

210
4

,6
6

3

8
4

9
5

110
2

,5
9

4

産
業
部
門

生
産
誘
発
額

雇
用
効
果

税
収
効
果

最
終
需
要

直
接
効
果

間
接
効
果

合
計

県
税

市
町
村
民
税

第
１
次

第
２
次

百
万
円

百
万
円

百
万
円

百
万
円

百
万
円

人
百
万
円

百
万
円

2
8

2
1

4
3

1
3

7
7

3
3

0
0

0
0

1
1

2
0

0
0

2
0

7
2

0
9

2
0

0
0

0
1

0
1

0
0

0
2

9
2

7
6

4
1

2
3

1
4

0
1

1
0

0
6

6
8

1
3

1
3

2
0

0
8

1
5

1
7

0
0

0
9

0
2

1
3

0
0

0
2

1
5

1
1

0
2

0
0

0
0

0
1

0
2

0
0

0
3

0
2

0
3

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
3

1
4

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
0

0
1

1
3

0
0

0
2

1
1

1
3

0
0

0
2

0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
0

0
0

0
2

0
2

0
0

0
2

0
5

1
8

8
2

2
8

3
0

0
1

0
1

0
4

3
1

2
6

5
7

0
0

0
0

6
4

2
0

8
4

1
0

0
0

0
2

2
9

3
1

1
0

0
0

0
2

4
4

2
8

2
0

0
7

1
1

4
9

4
9

2
9

6
6

8
2

9
6

4
6

1
0

9
5

0
5

5
1

1
3

8
1

1
0

0
3

8
1

7
1

2
0

8
3

0
1

1
,5

3
5

8
4

6
1

0
4

4
2

9
9

2
5

5
5

7
6

0
1

9
5

5
5

2
1

2
7

6
0

1
0

0
0

5
5

0
0

0
3

4
3

4
1

2
1

5
6

1
6

1
1

0
0

0
4

9
4

9
6

0
1

0
0

1
2

1
2

8
1

7
3

6
5
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Ⅴ
 産
業
別
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
の
グ
ラ
フ

 

下
記

、
【

図
表

5
】

を
み

る
と

、
波

及
の

大
き

い
産

業
部

門
は

「
対

個
人

サ
ー

ビ
ス

」
、

「
運

輸
・

郵
便

」
、

「
商

業
」

と
な

っ
て

い
る

。
「

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
」

は
宿

泊
業

、
飲

食

サ
ー

ビ
ス

、
娯

楽
サ

ー
ビ

ス
な

ど
観

光
産

業
に

関
わ

り
の

深
い

部
門

へ
の

波
及

が
大

き
い

。

ま
た

、
「

商
業

」
は

主
に

卸
・

小
売

業
全

般
へ

の
波

及
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

。
 

図
表

 
5
産

業
部

門
別

（
3
9
部

門
）

の
経

済
波

及
効

果
 

（
単
位
：
百
万
円
）
 

    
 

1
,0

4
7

 

9
9

2
 

6
8

2
 

2
5

8
 

2
0

8
 

1
4

0
 

1
2

7
 

1
1

3
 

8
4

 

7
7

 

6
5

 

6
1

 

4
9

 

3
6

 

3
1

 

2
8

 

2
8

 

2
8

 

1
3

 

9
 

8
 

7
 

5
 

4
 

3
 

3
 

3
 

3
 

2
 

2
 

2
 

2
 

1
 

0
2

0
0

4
0

0
6

0
0

8
0

0
1

,0
0

0
1

,2
0

0

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

運
輸

・
郵

便

商
業

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

不
動

産

飲
食

料
品

情
報

通
信

金
融

・
保

険

電
力

・
ガ

ス
・
熱

供
給

農
業

建
設

教
育

・
研

究

医
療

・
福

祉

そ
の

他
の

非
営

利
団

体
サ

ー
ビ

ス

水
道

分
類

不
明

廃
棄

物
処

理

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

繊
維

製
品

漁
業

事
務

用
品

パ
ル

プ
・
紙

・
木

製
品

公
務

金
属

製
品

電
子

部
品

化
学

製
品

業
務

用
機

械

窯
業

・
土

石
製

品

輸
送

機
械

林
業

石
油

・
石

炭
製

品

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

・
ゴ

ム

鉱
業

（
百

万
円

）
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8
 

 Ⅵ
 産
業
別
に
お
け
る
雇
用
創
出
人
数
の
グ
ラ
フ

 

下
記
、
【
図
表

6
】
を
み
る
と
、
雇
用
創
出
人
数
は
「
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
商
業
」
、
「
運

輸
・
郵
便
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
「
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
」
は
経
済
波
及
効
果
同
様
、
観
光
産
業
に

関
わ
り
の
深
い
産
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
農
業
」
の
部
門
に
も
雇
用
創
出
が
見
込
ま

れ
、
特
産
品
（
枝
豆
）
の
商
品
化
な
ど
が
寄
与
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 

図
表

 
6
産

業
部

門
別

（
3
9
部

門
）

の
雇

用
創

出
人

数
 

（
単
位
：
人
） 

  
 

1
9

5
 

9
6

 

5
5

 

3
3

 

2
8

 

1
1

 

8
 

7
 

6
 

6
 

6
 

5
 

3
 

3
 

3
 

2
 

2
 

2
 

1
 

1
 

0
5

0
1

0
0

1
5

0
2

0
0

2
5

0

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

商
業

運
輸

・
郵

便

農
業

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

飲
食

料
品

金
融

・
保

険

建
設

教
育

・
研

究

医
療

・
福

祉

情
報

通
信

そ
の

他
の

非
営

利
団

体
サ

ー
ビ

ス

分
類

不
明

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

不
動

産

漁
業

廃
棄

物
処

理

繊
維

製
品

水
道

電
力

・
ガ

ス
・
熱

供
給

（
人

）
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9
 

 

 

Ⅶ
 パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
に
つ
い
て

 

 
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
は
、
秋
田
県
内
に
経
済
波
及
効
果

4
1
億

2
,5

0
0
万
円
、
雇
用
創

出
人
数
は

4
7
3
人
分
の
効
果
が
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
地
元
経
済
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と

は
疑
う
余
地
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

 

ま
た
、
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
は

T
V
、
新
聞
、

W
E

B
な
ど
各
媒
体
で
放
映
・
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
本
数
は
合
計

2
9

9
件
、
広
告
換
算
金
額
に
し
て
約

7
億
円
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
定
量
的
に
推
測
が
難
し
い
効
果
、
い
わ
ゆ
る
「
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ
効
果
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
。

 

（
動
画
の
対
外
的
効
果
）
 

本
来

P
R
と
し
て
認
知
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
広
告
費
は
相
当
な
金
額
が
見
込
ま
れ
る
が
、
今

回
は
事
業
予
算
内
で
動
画
を
作
成
し
、
そ
の
活
動
内
容
な
ど
が
大
き
な
話
題
を
呼
び
、
効
果
的
に

P
R
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
様
々
な
媒
体
（

T
V
、

W
E

B
、
新
聞
、
動
画
サ
イ
ト
等
）
で
話
題
に
な
る

こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
、
秋
田
県
内
・

4
エ
リ
ア

へ
の
旅
行
喚
起
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

動
画
を
通
じ
て
、
抽
象
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
「
秋
田
犬
」
か
ら
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
た
「
秋
田
犬
」
へ
と
イ
メ
ー
ジ
改
革
が
進
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
田
犬
だ
け
で

は
な
く
、
秋
田
犬
に
会
え
る
場
所
や
、
秋
田
犬
が
育
っ
て
い
る
場
所
（
環
境
）
な
ど
、
旅
行
動
機
に

通
じ
る
宣
伝
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

動
画
を
通
じ
て
、

4
エ
リ
ア
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
幅
広
く
周
知
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。
秋
田

犬
を
通
じ
た
観
光
宣
伝
と
し
て
動
画
閲
覧
者
の
興
味
関
心
を
高
め
、
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
。

 

こ
れ
ら
の
興
味
関
心
を
逃
さ
ず
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
等
に
よ
り
、
宣
伝
と
の
連
動
性
が
確
保

さ
れ
、
旅
行
客
の
獲
得
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

動
画
の
経
済
波
及
効
果
と
し
て
、
写
真
素
材
の
拡
散
も
宣
伝
効
果
の
拡
大
に
寄
与
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
外
国
人
目
線
で
の
地
域
の
魅
力
も
こ
れ
ら
を
通
じ
て
地
元
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
こ

と
は
、
地
域
の
受
け
入
れ
体
制
整
備
、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
に
追
い
風
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（動
画
の
地
域
効
果
）
 

世
界
か
ら
地
元
の
作
品
（
映
像
）
が
評
価
（
閲
覧
数
）
さ
れ
た
こ
と
で
、
観
光
地
と
し
て
の
自
信

の
醸
成
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
受
け
入
れ
側
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
世
界
に
も
評
価
さ
れ
る
と
い
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1
0
 

 う
こ
と
が
一
定
動
画
を
通
じ
て
通
知
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
受
け
入
れ
等
の
意
欲
向
上
に

貢
献
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
、
い
わ
ゆ
る

D
M

O
の
活
動
と
し
て
の
取
り
組
み
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
と
の

D
M

O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
や
、
地
元
に
対
す
る
信
頼
度
の
向

上
に
寄
与
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 

知
名
度
向
上
に
よ
る
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
（
地
域
内
、
地
域
外
）
は
旅
行
商
品
造
成
等
の
コ
ン
テ

ン
ツ
開
発
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
要
素
の
ひ
と
つ
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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1
1
 

 

 

（
２
）参
考
：
４
エ
リ
ア
の
観
光
客
数
か
ら
み
る
経
済
波
及
効
果
の
概
要

 

①
調
査
の
流
れ

 

 
調
査
の
流
れ
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
（
最
終
需
要
の
計
算
方
法
は
後
述
）
。

 

【
調
査
の
イ
メ
ー
ジ
図
】

 

 

     ②
最
終
需
要

 

4
エ
リ
ア
に
訪
れ
た
観
光
客
か
ら
経
済
波
及
効
果
を
測
定
す
る
に
あ
た
り
、
平
成

30
年
の
秋
田

県
観
光
統
計
を
利
用
し
て
観
光
客
数
を
把
握
し
、
秋
田
県
内
に
生
じ
る
最
終
需
要
を
推
計
し
た

【
図
表

7】
。
 

 

図
表

 
7
最

終
需

要
の

内
訳

 

※
金
額
に
つ
い
て

1
0
万
円
以
下
切
り
捨
て
表
示

 

③
経
済
波
及
効
果
の
概
要

 

上
記
の
最
終
需
要
を
も
と
に
、
秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
と
雇
用
創
出
人
数
を
推
計

し
た
【
図
表

8
】
。
結
果
は
経
済
波
及
効
果
額
で
あ
る
生
産
誘
発
額
は
総
額

2
1
8
億

1
,4

0
0
万
円
と

見
込
ま
れ
る
。
内
訳
に
つ
い
て
、
粗
付
加
価
値
誘
発
額
は

1
2
5
億

5
,0

0
0
万
円
（
う
ち
雇
用
者
所
得

誘
発
額
は

5
7
億

2
,3

0
0
万
円
）
で
あ
っ
た
。

 

需
要

項
目

 
金

額
 

１
．

観
光

客
需

要
 

2
5
0

億
9

,7
0
0

万
円

 

最
終

需
要

（
＝

１
）
 

2
5
0

億
9

,7
0
0

万
円

 

最
終
需
要

 

１
．
観
光
客
需
要

 

（
平
成
３
０
年
に
４
エ
リ
ア
に
訪
れ

た
観
光
客
の
消
費
需
要
）

 

 

経
済
波
及
効
果

 

直
接
効
果

 

県
産
品
（
最
終
需
要
）
生
産
誘
発
額

 

 第
1
次
間
接
効
果

 

県
産
品
（
原
材
料
）
の
生
産
誘
発
額

 

 第
2
次
間
接
効
果

 

雇
用
者
所
得
由
来
の
生
産
誘
発
額

 

 

そ
の
他
効
果

 

雇
用
効
果

 

生
産
誘
発
額
か
ら
導
き
出

さ
れ
る
雇
用
者
数
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1
2
 

 

ま
た
、
雇
用
創
出
人
数
は
、
総
勢

2
,4

8
5
人
で
あ
っ
た
。

 

詳
細
は
【
図
表

8
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

 

図
表

 
8
経

済
波

及
効

果
お

よ
び

雇
用

創
出

効
果

の
概

要
 

 
 

直
接
効
果
と
は
、
県
内
で
生
産
さ
れ
て
い
る
商
品
に
対
し
て
購
入
者
な
ど
が
支
払
っ
た
金
額
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
県
内

で
販
売
さ
れ
て
い
て
も
、
製
造
元
が
県
内
で
な
い
商
品
へ
の
支
出
額
は
含
ま
れ
な
い
。

 


 

第
１
次
間
接
効
果
と
は
、
県
産
品
の
生
産
に
投
じ
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
原
材
料
の
総
額
。

 
 


 

第
２
次
間
接
効
果
と
は
、
県
産
品
の
生
産
に
携
わ
る
従
業
員
の
所
得
が
増
え
る
こ
と
で
、
追
加
的
に
生
じ
る
支
出
額
（
需
要
）
が
も

た
ら
す
直
接
効
果
お
よ
び
間
接
効
果
（
通
称
、
家
計
迂
回
効
果
と
も
い
う
）
。

 
 


 

粗
付
加
価
値
誘
発
額
と
は
、
生
産
活
動
に
よ
っ
て
新
た
に
付
加
さ
れ
た
価
値
で
あ
り
、
家
計
外
消
費
支
出
、
雇
用
者
所
得
、
営
業
余

剰
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
県
民
経
済
計
算
の
県
内
総
生
産
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
。

 


 

雇
用
創
出
効
果
と
は
、
誘
発
さ
れ
る
生
産
に
必
要
な
就
業
者
数
で
あ
る
。
正
規
、
非
正
規
社
員
の
区
別
は
で
き
な
い
。

 


 

四
捨
五
入
に
よ
り
、
経
済
波
及
効
果
は
各
項
目
の
合
計
額
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

 

 
 

■
経
済
波
及
効
果
の
概
要

生
産
誘
発
額

粗
付
加
価
値
誘
発
額

直
接

効
果

第
１

次
間

接
効

果
第

２
次

間
接

効
果

経
済

波
及

効
果

波
及

倍
率

（
=
⑤

/
②

）
雇

用
創

出
効

果
1.60

倍人
2,485

百
万
円

21,814
12,550

5,723

4,467
2,361

1,084
百
万
円

3,722
2,375

870

雇
用
者
所
得
誘
発
額

百
万
円

13,625
7,814

3,770
百
万
円
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1
3
 

 

 

Ⅲ
 計
算
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

 

秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
の
計
算
過
程
を
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
示
す
と
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
【
図
表

9
】
。

 

図
表

 
9
秋

田
県

内
に

も
た

ら
す

経
済

波
及

効
果

の
計

算
フ

ロ
ー

チ
ャ

ー
ト

 

 

 
 

37.7

中
間

投
入

額
2
1
.1

2
3
.6

雇
用

者
所

得
（Ｂ

）
10.8

.

中
間

投
入

額
粗

付
加

価
値

誘
発

額
中

間
投

入
額

粗
付

加
価

値

誘
発

額

2.0
3.6

11.4
20.1

雇
用

者
所

得
雇

用
者

所
得

1.3
7.4

（単
位

：億
円

）

（生
産

誘
発

額
の

総
需

要
に

対
す

る
波

及
倍

率
）

（生
産

誘
発

額
の

県
内

需
要

に
対

す
る

波
及

倍
率

）
1
.6

0

経
済

波
及

効
果

⑤
（
②

＋
③

＋
④

）

0
.8

7
波

及
倍

率
⑥

（
⑤

／
①

）
⑦

（
⑤

／
②

）

逆
行

列

5.7

　
　

生
産

誘
発

額

（
第

2
次

間
接

効
果

）

民
間

消
費

支
出

構
成

比

消
費

支
出

消
費

支
出

自
給

率

（単
位

：億
円

）

　
　

生
産

誘
発

額

（
第

2
次

間
接

効
果

）

2
1
8
.1 7

8
.1

生
産

誘
発

額
（
第

１
次

間
接

効
果

）③

粗
付

加
価

値
誘

発
額

5
8
.1

雇
用

者
所

得
（Ａ

）

直
 接

 効
 果

②

31.6

雇
用

者
所

得
(A

+B
)

48.5

中
間

投
入

額

4
4
.7

粗
付

加
価

値
誘

発
額

平
均

消
費

性
向

自
給

率

自
給

率

逆
行

列

2
5
1
.0

1
3
6
.3

最
終

需
要

額
①

収束演算

④
－

２
④

－
１
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1
4
 

 Ⅳ
 産
業
別
に
お
け
る
生
産
誘
発
額
の
詳
細

 

秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
の
詳
細
は
【
図
表

1
0
】
の
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
【
図

表
1
1
】
は
、
秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効
果
を
産
業
部
門
別
（

3
9
部
門
）
で
表
示
し
た
も

の
、
【
図
表

1
2
】
は
、
秋
田
県
内
に
も
た
ら
す
雇
用
創
出
人
数
を
産
業
別
（

3
9
部
門
で
表
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

 

図
表

 
1
0
秋

田
県

内
に

も
た

ら
す

経
済

波
及

効
果

の
詳

細
 

 

 
 

％
％

％
％

％
0

1
農
業

0
.4

0
.6

5
.3

1
.8

1
.8

0
2

林
業

0
.0

0
.0

0
.2

0
.1

0
.1

0
3

漁
業

0
.4

0
.2

0
.3

0
.0

0
.2

0
4

鉱
業

0
.0

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

0
5

飲
食
料
品

5
.7

2
.7

5
.6

3
.3

3
.4

0
6

繊
維
製
品

1
.4

0
.3

0
.2

0
.4

0
.3

0
7

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

0
.0

0
.0

0
.5

0
.1

0
.1

0
8

化
学
製
品

0
.2

0
.0

0
.2

0
.1

0
.1

0
9

石
油
・
石
炭
製
品

4
.1

0
.0

0
.1

0
.0

0
.0

1
0

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

0
.0

0
.0

0
.1

0
.1

0
.0

1
1

窯
業
・
土
石
製
品

0
.1

0
.0

0
.2

0
.1

0
.1

1
2

鉄
鋼

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
3

非
鉄
金
属

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
4

金
属
製
品

0
.0

0
.0

0
.3

0
.1

0
.1

1
5

は
ん
用
機
械

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
6

生
産
用
機
械

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

1
7

業
務
用
機
械

0
.0

0
.0

0
.2

0
.2

0
.1

1
8

電
子
部
品

0
.1

0
.1

0
.1

0
.2

0
.1

1
9

電
気
機
械

0
.1

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
0

情
報
・
通
信
機
器

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

2
1

輸
送
機
械

0
.0

0
.0

0
.3

0
.0

0
.1

2
2

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

4
.2

0
.6

0
.8

0
.3

0
.6

2
3

建
設

0
.0

0
.0

5
.2

1
.7

1
.3

2
4

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

0
.0

0
.0

8
.2

2
.7

2
.1

2
5

水
道

0
.0

0
.0

2
.9

1
.2

0
.8

2
6

廃
棄
物
処
理

0
.0

0
.0

3
.4

0
.5

0
.8

2
7

商
業

1
4

.5
1

8
.6

1
1

.8
1

3
.4

1
6

.3
2

8
金
融
・
保
険

0
.2

0
.3

6
.1

7
.6

2
.7

2
9

不
動
産

0
.0

0
.0

4
.5

2
3

.7
5

.0
3

0
運
輸
・
郵
便

3
3

.7
3

3
.3

1
3

.1
5

.9
2

4
.5

3
1

情
報
通
信

0
.2

0
.2

6
.0

7
.3

2
.6

3
2

公
務

0
.0

0
.0

0
.0

0
.7

0
.1

3
3

教
育
・
研
究

0
.7

1
.3

1
.3

2
.1

1
.4

3
4

医
療
・
福
祉

0
.0

0
.0

0
.0

6
.8

1
.2

3
5

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

0
.2

0
.4

0
.9

2
.3

0
.8

3
6

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

1
.5

1
.5

1
6

.2
5

.3
5

.1
3

7
対
個
人
サ
ー
ビ
ス

3
2

.3
4

0
.0

2
.2

1
1

.2
2

7
.3

3
8

事
務
用
品

0
.0

0
.0

0
.7

0
.2

0
.2

3
9

分
類
不
明

0
.0

0
.0

2
.8

0
.6

0
.7

4
0

内
生
部
門
計

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

1
0

0
.0

4
9

4
9

4
0

8
6

1
7

6
2

4
0

0
2

2
5

4
2

5
6

2
9

1
7

6
1

7
5

6
0

8
0

3
1

4
3

0
0

0
0

2
6

2
6

2
4

7
2

3
2

6
8

2
7

0
5

6
1

2
3

8
,4

6
5

4
,5

4
1

5
8

7
2

1
8

5
,3

4
6

2
8

5
0

0
2

0
1

8
8

3
1

,0
8

4
1

4
4

0
3

5
2

7
2

2
8

2
5

9
0

4
3

3
,6

3
6

2
,5

2
8

5
2

5
4

9
8

3
,5

5
0

4
9

8
0

0
1

5
3

1
8

1
7

1
1

3
0

0
1

2
8

4
5

1
7

3
4

0
0

3
6

5
1

0
2

4
6

7
4

0
0

2
3

3
6

2
2

9
4

3
1

1
,0

6
4

8
5

3
7

1
2

1
3

4
1

5
0

0
1

2
1

1
2

1
0

0
0

1
1

0
1

5
0

0
0

1
0

1
6

7
6

6
1

9
1

0
0

8
6

1
4

1
0

0
2

1
3

0
0

0
1

0
1

0
0

0
1

6
4

2
0

2
0

0
0

0
0

0
0

0
1

0
1

0
2

1
2

9
2

1
3

1
0

0
6

2
9

1
1

,0
3

4
3

5
2

1
0

0
5

0
1

1
1

3
1

5
0

0
0

2
4

5
2

9
2

3
6

2
4

6
7

1
6

6
9

9
1

,4
2

5
3

6
7

2
5

1
1

2
1

7
3

9
5

6
0

0
3

1
3

0
1

0
3

3
4

1
4

2
4

9
1

2
0

0
9

3
1

2
1

百
万
円

人
1

1
1

8
3

2
3

8
6

8
3

8
9

1
6

7

第
１
次

第
２
次

百
万
円

百
万
円

百
万
円

百
万
円

産
業
部
門

生
産
誘
発
額

雇
用
効
果

最
終
需
要

直
接
効
果

間
接
効
果

合
計

5
,4

4
800

1
3

,6
2

5

4
1

66
2

2
3

,7
2

2

3
7

3
8

,1
0

900
2

5
,0

9
7

1
9

9

1
4

5
2

1
,8

1
4

1
0

5

1
6

7
2

2
9

8
3

3
1

2
4

4
,4

6
7

1
9

7

0

1
,1

1
8

5
,9

6
2

3
9

2
,4

8
5

1
,0

9
8
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1
5
 

 

 

Ⅴ
 産
業
別
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
の
グ
ラ
フ

 

下
記

、
【

図
1

1
】

を
み

る
と

、
波

及
の

大
き

い
産

業
部

門
は

「
対

個
人

サ
ー

ビ
ス

」
、

「
運

輸
・

郵
便

」
、

「
商

業
」

と
な

っ
て

い
る

。
「

対
個

人
サ

ー
ビ

ス
」

は
宿

泊
業

、
飲

食

サ
ー

ビ
ス

、
娯

楽
サ

ー
ビ

ス
な

ど
観

光
産

業
に

関
わ

り
の

深
い

部
門

へ
の

波
及

が
大

き
い

。

ま
た

、
「

商
業

」
は

主
に

卸
・

小
売

業
全

般
へ

の
波

及
が

大
き

く
な

っ
て

い
る

。
 

図
表

 
1
1
産

業
部

門
別

（
3
9
部

門
）

の
経

済
波

及
効

果
 

（
単
位
：
百
万
円
）
 

 

               

5
,9

6
2

 

5
,3

4
6

 

3
,5

5
0

 

1
,1

1
8

 

1
,0

8
4

 

7
3

9
 

5
9

0
 

5
6

1
 

4
6

7
 

3
8

9
 

3
1

4
 

2
9

4
 

2
5

6
 

1
7

6
 

1
7

3
 

1
7

1
 

1
4

5
 

1
3

4
 

6
9

 

4
9

 

3
9

 

2
9

 

2
6

 

2
0

 

1
9

 

1
5

 

1
4

 

1
3

 

1
2

 

1
2

 

1
0

 

0
1

,0
0

0
2

,0
0

0
3

,0
0

0
4

,0
0

0
5

,0
0

0
6

,0
0

0
7

,0
0

0

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

運
輸

・
郵

便

商
業

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

不
動

産

飲
食

料
品

金
融

・
保

険

情
報

通
信

電
力

・
ガ

ス
・
熱

供
給

農
業

教
育

・
研

究

建
設

医
療

・
福

祉

そ
の

他
の

非
営

利
団

体
サ

ー
ビ

ス

水
道

廃
棄

物
処

理

分
類

不
明

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

繊
維

製
品

漁
業

事
務

用
品

パ
ル

プ
・
紙

・
木

製
品

公
務

金
属

製
品

電
子

部
品

化
学

製
品

業
務

用
機

械

窯
業

・
土

石
製

品

林
業

輸
送

機
械

石
油

・
石

炭
製

品

（
人

）
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1
6
 

 Ⅵ
 産
業
別
に
お
け
る
雇
用
創
出
人
数
の
グ
ラ
フ

 

下
記
、
【
図
表

1
2
】
を
み
る
と
、
雇
用
創
出
人
数
は
「
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
」
、
「
商
業
」
、
「
運

輸
・
郵
便
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
「
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
」
は
経
済
波
及
効
果
同
様
、
観
光
産
業
に

関
わ
り
の
深
い
産
業
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
「
農
業
」
の
部
門
に
も
雇
用
創
出
が
見
込
ま

れ
、
一
見
観
光
と
関
連
の
薄
い
産
業
に
も
雇
用
創
出
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

 

図
表

 
1
2
産

業
部

門
別

（
3
9
部

門
）

の
雇

用
創

出
人

数
 

（
単
位
：
人
） 

                    

1
,0

9
8

 

4
9

8
 

2
8

5
 

1
6

7
 

1
0

5
 

5
6

 

4
3

 

3
1

 

3
0

 

2
9

 

2
4

 

2
3

 

1
6

 

1
5

 

1
4

 

1
3

 

1
2

 

9
 

4
 

4
 

2
 

2
 

2
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

0
2

0
0

4
0

0
6

0
0

8
0

0
1

,0
0

0
1

,2
0

0

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

商
業

運
輸

・
郵

便

農
業

対
事

業
所

サ
ー

ビ
ス

飲
食

料
品

金
融

・
保

険

建
設

教
育

・
研

究

医
療

・
福

祉

そ
の

他
の

非
営

利
団

体
サ

ー
ビ

ス

情
報

通
信

分
類

不
明

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

不
動

産

廃
棄

物
処

理

漁
業

繊
維

製
品

水
道

電
力

・
ガ

ス
・
熱

供
給

パ
ル

プ
・
紙

・
木

製
品

金
属

製
品

公
務

林
業

電
子

部
品

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

・
ゴ

ム

業
務

用
機

械

窯
業

・
土

石
製

品

輸
送

機
械

（
人

）
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1
7
 

 

 

Ⅶ
 
4
エ
リ
ア
に
観
光
客
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て

 

 
あ
く
ま
で
仮
定
と
い
う
前
提
で
、

4
エ
リ
ア
に
も
し
観
光
客
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
、
ど
れ
ほ
ど

の
影
響
が
出
る
の
か
推
計
試
算
を
行
っ
て
み
た
。

 


 

観
光
消
費
需
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
県
内
企
業
な
ど
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

観
光
消
費
需
要
は

2
5
0
億

9
,7

0
0
万
円
と
前
述
で
推
計
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
需
要
に
よ
っ

て
、
県
全
体
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
・
企
業
等
の
売
上
に
寄
与
し
て
い
る
（

1
3
頁
）
。
観
光
に
関
連

す
る
産
業
（
観
光
産
業
は
裾
の
尾
の
広
い
産
業
で
あ
り
厳
密
に
産
業
分
類
は
で
き
な
い
と
さ
れ

て
い
る
）
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
ほ
か
、
一
見
、
観
光
に
関
係
す
る
産
業
と
は
関
連
の
薄
い

産
業
と
思
わ
れ
る
、
例
え
ば
農
業
、
教
育
、
研
究
な
ど
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
が
あ
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

 

 


 

観
光
消
費
需
要
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
税
収
へ
の
影
響
に
つ
い
て

 

税
収
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
経
済
波
及
効
額
か
ら
県
税
、
市
町
村
民
税
へ
の
効
果
（
増
収
）

に
つ
い
て
推
計
し
た
と
こ
ろ
、
下
記
【
図
表

1
3
】
と
な
り
、
観
光
消
費
需
要
が
な
く
な
れ
ば
少

な
か
ら
ず
税
収
に
も
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

 

図
表

 
1
3
税

収
効

果
に

つ
い

て
 

    
ま
た
、
消
費
税
・
地
方
消
費
税
に
つ
い
て
、
単
純
計
算
で
は
あ
る
が
、
仮
に
本
調
査
の
観
光

消
費
需
要

2
5
0
億

9
,7

0
0
万
円
の

1
0
％
（
う
ち
、
地
方
消
費
税
は

2
.2
％
）
、

2
5
億
円
ほ
ど

（
う
ち
地
方
消
費
税
は

5
億

5
,0

0
0
万
円
ほ
ど
）
が
な
く
な
る
と
推
測
さ
れ
る
。

 

 
ち
な
み
に
、
地
方
消
費
税
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
な
く
な
っ
た

5
億

5
,0

0
0
万
円
を

4
エ
リ

ア
の
総
世
帯
で
負
担
す
る
と
仮
定
し
た
場
合
、
総
世
帯
数
は

4
9
,1

5
3
世
帯
（
令
和
元
年

1
1
月

末
時
点
、
大
館
市

3
1
,6

6
0
世
帯
、
北
秋
田
市

1
4
,0

2
1
世
帯
、
小
坂
町

2
,3

6
6
世
帯
、
上
小
阿

仁
村

1
,1

0
6
世
帯
）
で
あ
り
、
約

1
1
,0

0
0
円
強
の
負
担
が
で
る
と
推
測
さ
れ
る
。

 

 
 

税
収
効
果

税
収

効
果

（
県

税
）

（
市

町
村

民
税

）

金
額

1
4

6

百
万
円

2
4

4
百
万
円

9
8

百
万
円
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1
8
 

 ３
．
最
終
需
要
の
計
算
方
法

 

（
１
）秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果

 

①
観
光
客
需
要
の
推
計

 

以
下
の
手
順
に
従
っ
て
観
光
客
需
要
を
推
計
し
た
。

 

（
１
）
宿
泊
客
の
推
計

 

 
宿
泊
客
数
：

3
2
,9

5
0
人

 

 
う
ち
、
県
外
宿
泊
客
数
＝
宿
泊
客
数

×
宿
泊
率
（
県
外
客
）
：

2
2
,9

0
1
人

 

 
う
ち
、
県
内
宿
泊
客
数
＝
宿
泊
客
数

×
宿
泊
率
（
県
内
客
）
：

1
0
,0

4
9
人

 

（
２
）
日
帰
客
の
推
計

 

 
日
帰
客
数
＝
入
込
客
数
：

7
3

8
,9

2
1
人

 

 
う
ち
、
県
外
日
帰
客
数
＝
日
帰
客
数

×
入
込
客
率
（
県
外
客
）
：

2
7
6

,3
6

1
人

 

 
う
ち
、
県
内
日
帰
客
数
＝
日
帰
客
数

×
入
込
客
率
（
県
内
客
）
：

4
6
2

,5
6

0
人

 

（
３
）
来
場
客
需
要
（
支
出
額
）
の
推
計

 

 
県
外
日
帰
客
支
出
額
＝
県
外
日
帰
客
数

x
消
費
単
価
（
県
外
日
帰
客
）
：

1
,3

1
6

,3
0

7
,4

4
3
円

 

 
県
外
宿
泊
客
支
出
額
＝
県
外
宿
泊
客
数

x
消
費
単
価
（
県
外
宿
泊
客
）
：

5
1
7

,5
8

5
,5

0
1
円

 

 
県
内
日
帰
客
支
出
額
＝
県
内
日
帰
客
数

x
消
費
単
価
（
県
内
日
帰
客
）
：

1
,5

7
3

,6
2

9
,1

2
0
円

 

 
県
内
宿
泊
客
支
出
額
＝
県
内
宿
泊
客
数

x
消
費
単
価
（
県
内
宿
泊
客
）
：

0
1

5
1

,1
2

6
,9

1
1
円

 

 
外
国
人
宿
泊
客
支
出
額
＝
外
国
人
宿
泊
客
数

x
消
費
単
価
（
外
国
人
宿
泊
客
）
：

7
5

3
,6

5
6
,2

8
4
円

 

（
注

1
）

 
下
記
パ
ラ
メ
ー
タ
は
四
捨
五
入
し
て
表
示
し
て
い
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
計
算
と
手
計
算
が
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 

＜
パ
ラ
メ
ー
タ
＞

 

■
宿
泊
客
数
：

3
2
,9

5
0
人

 

算
出
根
拠
 

平
成

2
6
年
～
2
7
年
の

4
エ
リ
ア
へ
の
宿
泊
客
数
の
平
均
値
か
ら
各
年
（
平
成

2
8
年
～

3
0
年
）
に
お
い
て
、
増

加
し
た
人
数
が
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
が
寄
与
し
た
と
仮
定
し
て
設
定
し
た
。

  

・
平
成

2
6
年
及
び
平
成

2
7
年
の

4
エ
リ
ア
の
宿
泊
客
数
の
平
均
値
は

3
5
1
,7
9
6
人
‐
①

 

・
平
成

2
8
年
の

4
エ
リ
ア
の
宿
泊
客
数
は

3
5
3
,
9
0
9
人
‐
②

 

・
平
成

2
9
年
の

4
エ
リ
ア
の
宿
泊
客
数
は

3
6
5
,
2
2
2
人
‐
③

 

・
平
成

3
0
年
の

4
エ
リ
ア
の
宿
泊
客
数
は

3
6
9
,
2
0
5
人
‐
④

 

※
観
光
客
数
の
推
計
は
「
②
－
①
」
「
③
－
①
」
「
④
－
①
」
の
合
計
値

3
2,
9
5
0
人
と
し
た
。
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1
9
 

 

 

■
入
込
客
数
：

7
3
8

,9
2

1
人

 

算
出
根
拠
 

平
成

2
6
年
～

2
7
年
の

4
エ
リ
ア
へ
の
観
光
入
込
客
数
の
平
均
値
か
ら
各
年
（
平
成

2
8
年
～

3
0
年
）
に
お
い

て
、
増
加
し
た
人
数
が
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
が
寄
与
し
た
と
仮
定
し
て
設
定
し
た
。

  

・
平
成

2
6
年
及
び
平
成

2
7
年
の

4
エ
リ
ア
の
観
光
入
込
客
数
の
平
均
値
は

3
,
1
3
9
,
5
14

人
‐
①

 

・
平
成

2
8
年
の

4
エ
リ
ア
の
観
光
入
込
客
数
は

3
,
3
63
,
1
8
9
人
‐
②

 

・
平
成

2
9
年
の

4
エ
リ
ア
の
観
光
入
込
客
数
は

3
,
4
56
,
2
4
5
人
‐
③

 

・
平
成

3
0
年
の

4
エ
リ
ア
の
観
光
入
込
客
数
は

3
,
3
38
,
0
2
9
人
‐
④

 

※
観
光
客
数
の
推
計
は
「
②
－
①
」
「
③
－
①
」
「
④
－
①
」
の
合
計
値

7
38
,
9
2
1
人
と
し
た
。

 

 

■
外
国
人
宿
泊
客
数
：

1
1
,3

9
9
人

 

算
出
根
拠
 

平
成

2
6
年
～

2
7
年
の

4
エ
リ
ア
へ
の
外
国
人
宿
泊
客
数
の
平
均
値
か
ら
各
年
（
平
成

28
年
～

3
0
年
）
に
お
い

て
、
増
加
し
た
人
数
が
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
動
が
寄
与
し
た
と
仮
定
し
て
設
定
し
た
。

  

・
平
成

2
6
年
及
び
平
成

2
7
年
の

4
エ
リ
ア
の
外
国
人
宿
泊
客
数
の
平
均
値
は

5
,
4
3
5
人
‐
①

 

・
平
成

2
8
年
の

4
エ
リ
ア
の
外
国
人
宿
泊
客
数
は

8
,2
4
4
人
‐
②

 

・
平
成

2
9
年
の

4
エ
リ
ア
の
外
国
人
宿
泊
客
数
は

9
,3
4
4
人
‐
③

 

・
平
成

3
0
年
の

4
エ
リ
ア
の
外
国
人
宿
泊
客
数
は

1
0,
1
1
4
人
‐
④

 

※
外
国
人
宿
泊
客
数
の
推
計
は
「
②
－
①
」
「
③
－
①
」
「
④
－
①
」
の
合
計
値

1
1
,
39
9
人
と
し
た
。

 

 

■
宿
泊
率

 

 
県
外
客
：

0
.6

9
5

 

 
県
内
客
：

0
.3

0
5

 

出
典
：
秋
田
県
「
秋
田
県
観
光
統
計
」
（
平
成

2
8
～

3
0
年
度
平
均
値
）

 

■
入
込
客
率

 

 
県
外
客
：

0
.3

7
4

 

 
県
内
客
：

0
.6

2
6

 

秋
田
県
「
秋
田
県
観
光
統
計
」
（
平
成

2
8
～

3
0
年
度
平
均
値
）
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2
0
 

 ■
消
費
単
価

 

 
県
外
客
（
日
帰
）
：

4
,7

6
3
円

 

 
県
外
客
（
宿
泊
）
：

2
2
,6

0
1
円

 

 
県
内
客
（
日
帰
）
：

3
,4

0
2
円

 

 
県
内
客
（
宿
泊
）
：

1
5
,0

3
9
円

 

 
外
国
人
宿
泊
客

 
：

6
6
,1

1
6
円

 

出
典
：
秋
田
県
「
秋
田
県
観
光
統
計
」
（
平
成

2
8
年
度
～

3
0
年
度
）
※
外
国
人
宿
泊
客
の
消
費
単
価
は
平
成

3
0
年

の
観
光
＋
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
の
平
均
単
価
を
採
用

 

推
計
し
た
観
光
客
需
要
を
「
観
光
客
需
要

i＝
観
光
客
需
要

×
旅
行
消
費
額

i
の
構
成
比
」
の
算
式

 

を
用
い
て
品
目
別
に
按
分
し
、
「
平
成

2
3
年
秋
田
県
産
業
連
関
表
（

1
0
8
部
門
表
）
」
の
各
部
へ

振
り
分
け
た
。

 

（
注
）

i：
旅
行
前
・
中
・
後
に
支
出
す
る
品
目
・
サ
ー
ビ
ス

 

【
観
光
客
需
要
の
品
目
別
案
分
表
】
 

 出
典
：
国
土
交
通
省
「
旅
行
・
観
光
産
業
の
経
済
効
果
に
関
す
る
調
査
研
究
Ⅶ

 
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
結
果
と
経
済
効
果
の
推
計
」

 

日
帰

り
宿

泊
日

帰
り

宿
泊

日
帰

り
宿

泊
合

計

菓
子

類
4
7
7

9
6
4

2
.8

%
1
.8

%
8
0

2
5

1
0
5

食
料

品

そ
の

他
の

食
料

品
・
飲

料
・
酒

・
た

ば
こ

5
1
3

1
,0

7
9

3
.0

%
2
.0

%
8
6

2
8

1
1
4

食
料

品
(1

/
3
)   飲

料
（
1
/
3
）

た
ば

こ
（
1
/
3
）

衣
類

・
帽

子
・
ハ

ン
カ

チ
な

ど
繊

維
製

品
3
5
4

1
,2

5
9

2
.0

%
2
.3

%
5
9

3
3

9
2

衣
服

・
そ

の
他

の
繊

維
既

製
品

靴
・
か

ば
ん

な
ど

皮
革

製
品

1
0
6

4
4
5

0
.6

%
0
.8

%
1
8

1
2

2
9

な
め

し
革

・
毛

皮
・
同

製
品

化
粧

品
・
医

薬
品

・
写

真
フ

ィ
ル

ム
な

ど
3
7

1
4
7

0
.2

%
0
.3

%
6

4
1
0

医
薬

品
（
1
/
2
）

化
学

最
終

製
品

（
除

医
薬

品
）
（
1
/
2
）

本
・
雑

誌
・
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
3
2

1
0
5

0
.2

%
0
.2

%
5

3
8

映
像

・
音

声
・
文

字
情

報
制

作

電
気

製
品

2
1

1
2
1

0
.1

%
0
.2

%
3

3
7

そ
の

他
の

電
子

部
品

（
1
/
2
）

そ
の

他
の

電
気

機
械

（
1
/
2
）

そ
の

他
買

物
代

4
5
3

8
5
2

2
.6

%
1
.6

%
7
6

2
2

9
8

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

旅
行

関
連

用
品

の
レ

ン
タ

ル
料

2
2

1
1
0

0
.1

%
0
.2

%
4

3
7

物
品

賃
貸

サ
ー

ビ
ス

旅
行

保
険

・
ク

レ
ジ

ッ
ト

カ
ー

ド
入

会
金

7
1
2
7

0
.0

%
0
.2

%
1

3
5

金
融

・
保

険

美
容

室
・
理

容
室

1
8
6

4
1
7

1
.1

%
0
.8

%
3
1

1
1

4
2

洗
濯

・
理

容
・
美

容
・
浴

場
業

旅
行

の
打

ち
合

わ
せ

等
で

の
飲

食
費

1
0
1

2
8
4

0
.6

%
0
.5

%
1
7

7
2
4

飲
食

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
の

旅
行

前
支

出
1
0
3

2
9
8

0
.6

%
0
.5

%
1
7

8
2
5

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

参
加

費
9
0
8

6
,1

1
7

5
.3

%
1
1
.3

%
1
5
2

1
6
0

3
1
2

運
輸

附
帯

サ
ー

ビ
ス

航
空

（
長

距
離

移
動

）
3
1
4

2
,5

4
4

1
.8

%
4
.7

%
5
2

6
7

1
1
9

航
空

輸
送

新
幹

線
・
鉄

道
（
長

距
離

移
動

）
2
,0

9
7

4
,2

1
9

1
2
.1

%
7
.8

%
3
5
1

1
1
0

4
6
1

鉄
道

輸
送

長
距

離
バ

ス
2
0
0

4
1
8

1
.2

%
0
.8

%
3
3

1
1

4
4

道
路

輸
送

(除
自

家
輸

送
）

航
空

（
短

距
離

移
動

）
1
2
6

3
9
3

0
.7

%
0
.7

%
2
1

1
0

3
1

航
空

輸
送

鉄
道

･モ
ノ

レ
ー

ル
（
短

距
離

移
動

）
5
2
5

9
0
0

3
.0

%
1
.7

%
8
8

2
4

1
1
1

鉄
道

輸
送

近
郊

バ
ス

5
5

1
3
4

0
.3

%
0
.2

%
9

4
1
3

道
路

輸
送

(除
自

家
輸

送
）

タ
ク

シ
ー

・
ハ

イ
ヤ

ー
1
3
5

3
2
8

0
.8

%
0
.6

%
2
3

9
3
1

道
路

輸
送

(除
自

家
輸

送
）

船
舶

3
8

2
9
6

0
.2

%
0
.5

%
6

8
1
4

水
運

レ
ン

タ
カ

ー
・
カ

ー
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
1
2
2

7
8
9

0
.7

%
1
.5

%
2
0

2
1

4
1

物
品

賃
貸

サ
ー

ビ
ス

ガ
ソ

リ
ン

1
,5

3
6

2
,3

8
8

8
.9

%
4
.4

%
2
5
7

6
3

3
1
9

石
油

製
品

そ
の

他
交

通
費

1
,3

7
3

2
,3

4
5

7
.9

%
4
.3

%
2
3
0

6
1

2
9
1

運
輸

附
帯

サ
ー

ビ
ス

宿
泊

費
　

　
0

9
,9

7
6

0
.0

%
1
8
.4

%
0

2
6
1

2
6
1

宿
泊

業

飲
食

費
2
,0

0
8

6
,4

7
7

1
1
.6

%
1
1
.9

%
3
3
6

1
7
0

5
0
5

飲
食

サ
ー

ビ
ス

菓
子

類
6
0
1

1
,3

7
7

3
.5

%
2
.5

%
1
0
0

3
6

1
3
6

食
料

品

農
産

物
2
4
0

3
0
2

1
.4

%
0
.6

%
4
0

8
4
8

耕
種

農
業

水
産

物
2
0
2

3
7
4

1
.2

%
0
.7

%
3
4

1
0

4
4

漁
業

そ
の

他
食

料
品

・
飲

料
・
酒

・
た

ば
こ

4
3
2

8
2
2

2
.5

%
1
.5

%
7
2

2
2

9
4

食
料

品
(1

/
3
)   飲

料
（
1
/
3
）

た
ば

こ
（
1
/
3
）

衣
類

・
帽

子
・
ハ

ン
カ

チ
な

ど
繊

維
製

品
3
6
5

5
6
2

2
.1

%
1
.0

%
6
1

1
5

7
6

衣
服

・
そ

の
他

の
繊

維
既

製
品

靴
・
か

ば
ん

な
ど

皮
革

製
品

1
5
0

2
2
1

0
.9

%
0
.4

%
2
5

6
3
1

な
め

し
革

・
毛

皮
・
同

製
品

化
粧

品
・
医

薬
品

・
写

真
フ

ィ
ル

ム
な

ど
5
0

8
7

0
.3

%
0
.2

%
8

2
1
1

医
薬

品
（
1
/
2
）

化
学

最
終

製
品

（
除

医
薬

品
）
（
1
/
2
）

陶
磁

器
・
ガ

ラ
ス

製
品

2
9

1
4
7

0
.2

%
0
.3

%
5

4
9

ガ
ラ

ス
・
ガ

ラ
ス

製
品

（
1
/
2
）

陶
磁

器
（
1
/
2
）

そ
の

他
土

産
代

・
買

物
代

1
,4

3
5

3
,2

4
0

8
.3

%
6
.0

%
2
4
0

8
5

3
2
5

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

温
泉

・
温

浴
施

設
・
エ

ス
テ

・
リ

ラ
ク

ゼ
ー

シ
ョ

ン
2
4
2

4
1
9

1
.4

%
0
.8

%
4
0

1
1

5
1

洗
濯

・
理

容
・
美

容
・
浴

場
業

テ
ー

マ
パ

ー
ク

・
遊

園
地

4
7
1

9
2
4

2
.7

%
1
.7

%
7
9

2
4

1
0
3

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

美
術

館
・
博

物
館

・
資

料
館

・
動

植
物

園
・
水

族
館

な
ど

1
4
9

3
2
6

0
.9

%
0
.6

%
2
5

9
3
3

教
育

ス
キ

ー
場

リ
フ

ト
4
5

9
3

0
.3

%
0
.2

%
7

2
1
0

鉄
道

輸
送

ス
ポ

ー
ツ

施
設

利
用

料
2
0
1

1
6
8

1
.2

%
0
.3

%
3
4

4
3
8

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

ス
ポ

ー
ツ

観
戦

3
9

4
7

0
.2

%
0
.1

%
6

1
8

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

舞
台

・
音

楽
鑑

賞
2
3
9

2
9
4

1
.4

%
0
.5

%
4
0

8
4
8

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

展
示

会
・
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

参
加

費
6
0

5
5

0
.3

%
0
.1

%
1
0

1
1
2

そ
の

他
の

非
営

利
団

体
サ

ー
ビ

ス

レ
ン

タ
ル

料
1
8

9
4

0
.1

%
0
.2

%
3

2
5

物
品

賃
貸

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
娯

楽
等

サ
ー

ビ
ス

費
1
5
0

3
1
8

0
.9

%
0
.6

%
2
5

8
3
3

娯
楽

サ
ー

ビ
ス

そ
の

他
　

1
4
1

4
5
5

0
.8

%
0
.8

%
2
4

1
2

3
5

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

写
真

の
現

像
・
プ

リ
ン

ト
3
4

8
8

0
.2

%
0
.2

%
6

2
8

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

2
9

9
4

0
.2

%
0
.2

%
5

2
7

洗
濯

・
理

容
・
美

容
・
浴

場
業

そ
の

他
　

　
　

　
1
1
2

3
0
0

0
.7

%
0
.6

%
1
9

8
2
7

そ
の

他
の

対
個

人
サ

ー
ビ

ス

旅
行

前
2
,4

1
2

6
,2

0
6

1
4
.0

%
1
1
.4

%
4
0
3

1
6
2

5
6
6

旅
行

中
1
4
,6

9
7

4
7
,6

5
0

8
5
.0

%
8
7
.7

%
2
,4

5
7

1
,2

4
7

3
,7

0
5

旅
行

後
1
7
6

4
8
2

1
.0

%
0
.9

%
2
9

1
3

4
2

合
計

1
7

,2
8

5
5

4
,3

3
8

1
0

0
.0

%
1

0
0

.0
%

2
,8

9
0

1
,4

2
2

4
,3

1
2

秋
田

県
産

業
連

関
表

へ
の

振
り

分
け

先

旅行前旅行中旅行後

実
数

　
【
円

】
品

目
別

構
成

比
【
％

】

消
費

支
出

額
（
最

終
需

要
）

【
百

万
円

】
旅

行
消

費
額

（
除

く
海

外
旅

行
）
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2
1
 

 

 

②
事
業
活
動
需
要
の
推
計

 

 
「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
予
算
申
請
書
な
ど
を
利
用
し
て
、
事
業
活
動
需
要
を
推
計
し
た
。
事

業
活
動
需
要
は
大
き
く
「
地
域
産
品
磨
き
上
げ
事
業
」
と
「
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
よ
る
観
光
振
興
事
業
」
の

2
事
業
を
詳
細
に
推
計
し
た
。

 

【
事

業
活

動
需

要
の

推
計

（
地

域
産

品
磨

き
上

げ
事

業
）

】
 

 

    

地
域

産
品

磨
き

上
げ

事
業

費
（
予

算
）

事
業

名
金

額
（
千

円
）

商
品

開
発

、
メ

ニ
ュ

ー
開

発
、

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

な
ど

に
精

通
し

た
外

部
専

門
家

招
聘

5
,0

0
0

市
場

調
査

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
販

路
開

拓
な

ど
1
0
,0

0
0

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

開
催

1
,0

0
0

新
た

な
視

点
で

の
商

品
開

発
、

商
標

取
得

3
,1

0
0

シ
ェ

フ
ツ

ア
ー

、
レ

ス
ト

ラ
ン

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

3
,0

0
0

見
本

市
出

展
1
,9

0
0

臨
時

職
員

雇
用

4
,0

0
0

※
人

件
費

は
試

算
に

含
ま

ず

事
業

費
合

計
　

①
2
8
,0

0
0

商
品

開
発

、
メ

ニ
ュ

ー
開

発
、

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

な
ど

に
精

通
し

た
外

部
専

門
家

招
聘

4
,0

0
0

市
場

調
査

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
販

路
開

拓
な

ど
5
,0

0
0

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

開
催

1
,0

0
0

商
品

開
発

2
,0

0
0

シ
ェ

フ
ツ

ア
ー

、
レ

ス
ト

ラ
ン

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

2
,0

0
0

見
本

市
出

展
5
,0

0
0

臨
時

職
員

雇
用

5
,0

0
0

※
人

件
費

は
試

算
に

含
ま

ず

事
業

費
合

計
　

②
2
4
,0

0
0

商
品

開
発

、
メ

ニ
ュ

ー
開

発
、

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

な
ど

に
精

通
し

た
外

部
専

門
家

招
聘

7
0
0

市
場

調
査

、
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

、
販

路
開

拓
な

ど
5
,5

0
0

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
、

セ
ミ

ナ
ー

開
催

5
0
0

商
品

開
発

3
,0

0
0

シ
ェ

フ
ツ

ア
ー

、
レ

ス
ト

ラ
ン

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

1
,0

0
0

見
本

市
出

展
6
,5

0
0

臨
時

職
員

雇
用

1
,8

0
0

※
人

件
費

は
試

算
に

含
ま

ず

事
業

費
合

計
　

③
1
9
,0

0
0

地
域

産
品

磨
き

上
げ

事
業

2
0
1
6
年

度
～

2
0
1
8
年

度
事

業
費

計
（
①

+
②

+
③

）
6
0
,2

0
0

※
人

件
費

除
く

2
0
1
6
年

度
（
2
0
1
6
/
9
-
2
0
1
7
/
3
）

2
0
1
7
年

度
（
2
0
1
7
/
4
-
2
0
1
8
/
3
）

2
0
1
8
年

度
（
2
0
1
8
/
4
-
2
0
1
9
/
3
）
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2
2
 

 

【
事

業
活

動
需

要
の

推
計

（
地

域
連

携
Ｄ

Ｍ
Ｏ

秋
田

犬
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
よ

る
観

光
振

興
事

業
）

】
 

                    

地
域

連
携

Ｄ
Ｍ

Ｏ
秋

田
犬

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

よ
る

観
光

振
興

事
業

費
（
予

算
）

事
業

名
①

事
業

名
②

金
額

（
千

円
）

職
員

人
件

費
5
,6

7
8

※
人

件
費

は
試

算
に

含
ま

ず

法
人

運
営

諸
費

2
,3

5
5

総
合

プ
ロ

デ
ュ

ー
ス

2
1
,9

7
8

備
品

購
入

費
1
,5

0
0

旅
費

5
0

Ｄ
Ｍ

Ｏ
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

人
材

派
遣

委
託

9
,0

0
0

市
場

調
査

及
び

分
析

1
1
,9

0
0

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

開
催

1
,4

0
6

お
も

て
な

し
講

座
開

催
3
,2

4
0

指
さ

し
会

話
集

制
作

1
,0

8
0

セ
ー

ル
ス

Ｆ
Ａ

Ｍ
ツ

ア
ー

開
催

3
,1

0
0

英
語

対
応

（
Ｗ

Ｅ
Ｂ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
）

6
,7

1
4

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

実
施

9
,0

0
0

広
告

実
施

4
,0

0
0

8
1
,0

0
1

法
人

運
営

諸
経

費
1
8
7

事
務

局
人

件
費

（
現

職
員

3
名

）
1
,6

8
4

※
人

件
費

は
試

算
に

含
ま

ず

外
部

専
門

家
招

聘
（
事

務
局

長
）

1
,3

1
0

Ｃ
Ｍ

Ｏ
並

び
に

推
進

ス
タ

ッ
フ

（
3
名

）
1
,2

2
0

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

9
4

派
遣

会
社

経
費

7
6
8

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
全

体
戦

略
立

案
・
実

施
運

営
1
6
7

運
営

会
社

の
戦

略
策

定
・
運

営
支

援
1
,3

1
0

外
部

専
門

家
招

聘
-

1
5
,1

2
4

受
入

体
制

整
備

-
3
,6

9
3

情
報

発
信

-
1
4
,7

7
3

直
接

セ
ー

ル
ス

-
1
5
,9

4
9

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
-

3
,7

2
1

6
0
,0

0
0

法
人

運
営

諸
経

費
1
,0

0
0

事
務

局
人

件
費

（
現

職
員

3
名

）
9
,0

0
0

※
人

件
費

は
試

算
に

含
ま

ず

外
部

専
門

家
招

聘
（
事

務
局

長
）

7
,0

0
0

Ｃ
Ｍ

Ｏ
並

び
に

推
進

ス
タ

ッ
フ

（
3
名

）
6
,5

1
7

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

5
0
0

派
遣

会
社

経
費

4
,1

0
4

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
全

体
戦

略
立

案
・
実

施
運

営
8
9
4

運
営

会
社

の
戦

略
策

定
・
運

営
支

援
7
,0

0
0

商
品

造
成

、
売

り
込

み
5
,0

0
0

自
社

W
E
B

ペ
ー

ジ
の

充
実

5
,0

0
0

競
合

分
析

、
W

E
B

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
、

情
報

発
信

1
5
,5

0
0

イ
ン

フ
ル

エ
ン

サ
ー

と
の

連
携

、
育

成
5
,0

0
0

メ
デ

ィ
ア

タ
イ

ア
ッ

プ
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

6
,0

0
0

秋
田

犬
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

1
0
,0

0
0

富
裕

層
向

け
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

5
,0

0
0

お
も

て
な

し
研

修
、

講
演

等
5
,0

0
0

古
民

家
や

農
家

民
宿

な
ど

の
活

用
調

査
2
,0

0
0

ア
ン

ケ
ー

ト
、

満
足

度
調

査
2
,0

0
0

観
光

用
リ

ム
ジ

ン
経

費
3
,0

0
0

観
光

用
予

約
シ

ス
テ

ム
使

用
料

1
,7

5
0

タ
ク

シ
ー

配
車

シ
ス

テ
ム

開
発

・
運

営
5
,0

0
0

タ
ク

シ
ー

ガ
イ

ド
養

成
2
,5

0
0

外
国

語
音

声
ガ

イ
ド

案
内

開
発

5
,0

0
0

エ
ン

タ
テ

イ
ン

メ
ン

ト
開

発
・
運

営
1
0
,0

0
0

オ
リ

ジ
ナ

ル
土

産
品

開
発

・
製

造
1
8
,0

0
0

オ
リ

ジ
ナ

ル
食

事
メ

ニ
ュ

ー
企

画
4
,0

0
0

オ
リ

ジ
ナ

ル
ツ

ア
ー

企
画

2
,0

0
0

ヒ
ア

リ
ン

グ
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

等
の

調
査

3
,0

0
0

サ
ー

ビ
ス

レ
ベ

ル
評

価
シ

ス
テ

ム
経

費
5
,0

0
0

古
民

家
（
宮

越
商

店
）
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
調

査
、

基
本

設
計

5
,0

0
0

古
民

家
（
石

田
邸

）
リ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
調

査
、

基
本

設
計

5
,0

0
0

1
6
5
,7

6
5

2
9
0
,4

0
4

※
人

件
費

除
く

「
旅

中
」
「
旅

後
」
へ

の
取

り
組

み

事
業

費
合

計
　

③

地
域

連
携

Ｄ
Ｍ

Ｏ
秋

田
犬

ツ
ー

リ
ズ

ム
に

よ
る

観
光

振
興

事
業

2
0
1
7
年

度
～

2
0
1
8
年

度
事

業
費

計
（
①

＋
②

＋
③

）

法
人

運
営

経
費

事
業

費
合

計
　

②

2
0
1
8
年

度
（
2
0
1
8
/
交

付
決

定
日

-
2
0
1
9
/
3
）

法
人

運
営

経
費

「
旅

前
」
へ

の
取

り
組

み
　

事
業

費
合

計
　

①

2
0
1
7
年

度
（
2
0
1
7
/
5
-
2
0
1
8
/
3
）

2
0
1
6
年

度
（
2
0
1
6
/
9
-
2
0
1
7
/
3
）

法
人

運
営

費

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ

受
入

体
制

整
備

情
報

発
信
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2
3
 

 

 

③
最
終
需
要
の
「
秋
田
県
産
業
連
関
表
」へ
の
振
り
分
け
結
果

 

 
推
計
し
た
観
光
客
需
要
と
事
業
活
動
需
要
を
｢秋

田
県
産
業
連
関
表
（

1
0
8
部
門
）
｣に

振
り
分
け

た
。

 

【
最
終
需
要
の
「
秋
田
県
産
業
連
関
表
」
へ
の
振
り
分
け
結
果
】

 

 
(
注

)四
捨
五
入
に
よ
り
合
計
額
と
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
。

 

 
 

（単
位

：百
万

円
）

観
光

客

需
要

活
動

需
要

最
終

需
要

観
光

者

需
要

活
動

需
要

最
終

需
要

①
②

①
+②

①
②

①
+②

001
耕

種
農

業
48

          
7

           
55

          
055

電
子

計
算

機
・同

附
属

装
置

1
           

1
           

002
畜

産
-

           
-

           
056

乗
用

車
-

           
-

           

003
農

業
サ

ー
ビ

ス
-

           
-

           
057

そ
の

他
の

自
動

車
-

           
-

           

004
林

業
-

           
-

           
058

自
動

車
部

品
・同

附
属

品
-

           
-

           

005
漁

業
44

          
-

           
44

          
059

船
舶

・同
修

理
-

           
-

           

006
金

属
鉱

物
-

           
-

           
060

そ
の

他
の

輸
送

機
械

・同
修

理
-

           
-

           

007
石

炭
・原

油
・天

然
ガ

ス
-

           
-

           
061

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

423
        

-
           

423
        

008
非

金
属

鉱
物

-
           

-
           

062
再

生
資

源
回

収
・加

工
処

理
-

           
-

           

009
食

料
品

311
        

29
          

340
        

063
建

築
10

          
10

          

010
飲

料
69

          
1

           
70

          
064

建
設

補
修

-
           

-
           

011
飼

料
・有

機
質

肥
料

（別
掲

を
除

く
。

）
-

           
-

           
065

公
共

事
業

-
           

-
           

012
た

ば
こ

69
          

-
           

69
          

066
そ

の
他

の
土

木
建

設
-

           
-

           

013
繊

維
工

業
製

品
1

           
1

           
067

電
力

0
           

0
           

014
衣

服
・そ

の
他

の
繊

維
既

製
品

168
        

-
           

168
        

068
ガ

ス
・熱

供
給

0
           

0
           

015
木

材
・木

製
品

1
           

1
           

069
水

道
0

           
0

           

016
家

具
・装

備
品

-
           

-
           

070
廃

棄
物

処
理

-
           

-
           

017
パ

ル
プ

・紙
・板

紙
・加

工
紙

0
           

0
           

071
商

業
-

           
-

           

018
紙

加
工

品
-

           
-

           
072

金
融

・保
険

5
           

5
           

10
          

019
印

刷
・製

版
・製

本
8

           
8

           
073

不
動

産
仲

介
及

び
賃

貸
-

           
-

           

020
化

学
肥

料
-

           
-

           
074

住
宅

賃
貸

料
-

           
-

           

021
無

機
化

学
工

業
製

品
-

           
-

           
075

住
宅

賃
貸

料
（帰

属
家

賃
）

-
           

-
           

022
石

油
化

学
基

礎
製

品
-

           
-

           
076

鉄
道

輸
送

582
        

13
          

595
        

023
有

機
化

学
工

業
製

品
（石

油
化

学
基

礎
製

品
を

除
く
。

）
-

           
-

           
077

道
路

輸
送

（自
家

輸
送

を
除

く
。

）
88

          
16

          
104

        

024
合

成
樹

脂
-

           
-

           
078

自
家

輸
送

3
           

3
           

025
化

学
繊

維
-

           
-

           
079

水
運

14
          

-
           

14
          

026
医

薬
品

10
          

-
           

10
          

080
航

空
輸

送
150

        
13

          
163

        

027
化

学
最

終
製

品
（医

薬
品

を
除

く
。

）
10

          
-

           
10

          
081

貨
物

利
用

運
送

3
           

3
           

028
石

油
製

品
319

        
-

           
319

        
082

倉
庫

-
           

-
           

029
石

炭
製

品
-

           
-

           
083

運
輸

附
帯

サ
ー

ビ
ス

603
        

17
          

620
        

030
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
-

           
-

           
084

郵
便

・信
書

便
1

           
1

           

031
ゴ

ム
製

品
-

           
-

           
085

通
信

0
           

0
           

032
な

め
し

革
・毛

皮
・同

製
品

60
          

-
           

60
          

086
放

送
-

           
-

           

033
ガ

ラ
ス

・ガ
ラ

ス
製

品
4

           
-

           
4

           
087

情
報

サ
ー

ビ
ス

21
          

21
          

034
セ

メ
ン

ト
・セ

メ
ン

ト
製

品
-

           
-

           
088

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
附

随
サ

ー
ビ

ス
18

          
18

          

035
陶

磁
器

4
           

-
           

4
           

089
映

像
・音

声
・文

字
情

報
制

作
8

           
12

          
20

          

036
そ

の
他

の
窯

業
・土

石
製

品
-

           
-

           
090

公
務

-
           

-
           

037
銑

鉄
・粗

鋼
-

           
-

           
091

教
育

33
          

1
           

34
          

038
鋼

材
-

           
-

           
092

研
究

-
           

-
           

039
鋳

鍛
造

品
-

           
-

           
093

医
療

-
           

-
           

040
そ

の
他

の
鉄

鋼
製

品
-

           
-

           
094

保
健

衛
生

-
           

-
           

041
非

鉄
金

属
製

錬
・精

製
-

           
-

           
095

社
会

保
険

・社
会

福
祉

-
           

-
           

042
非

鉄
金

属
加

工
製

品
-

           
-

           
096

介
護

-
           

-
           

043
建

設
・建

築
用

金
属

製
品

-
           

-
           

097
そ

の
他

の
非

営
利

団
体

サ
ー

ビ
ス

12
          

-
           

12
          

044
そ

の
他

の
金

属
製

品
-

           
-

           
098

物
品

賃
貸

サ
ー

ビ
ス

53
          

3
           

56
          

045
は

ん
用

機
械

-
           

-
           

099
広

告
13

          
13

          

046
生

産
用

機
械

-
           

-
           

100
自

動
車

整
備

・機
械

修
理

-
           

-
           

047
業

務
用

機
械

-
           

-
           

101
そ

の
他

の
対

事
業

所
サ

ー
ビ

ス
78

          
78

          

048
電

子
デ

バ
イ

ス
-

           
-

           
102

宿
泊

業
261

        
10

          
272

        

049
そ

の
他

の
電

子
部

品
3

           
-

           
3

           
103

飲
食

サ
ー

ビ
ス

529
        

13
          

542
        

050
産

業
用

電
気

機
器

-
           

-
           

104
洗

濯
・理

容
・美

容
・浴

場
業

101
        

2
           

103
        

051
民

生
用

電
気

機
器

-
           

-
           

105
娯

楽
サ

ー
ビ

ス
230

        
12

          
242

        

052
電

子
応

用
装

置
・電

気
計

測
器

-
           

-
           

106
そ

の
他

の
対

個
人

サ
ー

ビ
ス

95
          

39
          

134
        

053
そ

の
他

の
電

気
機

械
3

           
-

           
3

           
107

事
務

用
品

1
           

1
           

054
通

信
機

械
・同

関
連

機
器

1
           

1
           

108
分

類
不

明
-

           
-

           

4,312
      

351
        

4,663
      

計
　

（百
万

円
）
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2
4
 

 （
２
）参
考
：
４
エ
リ
ア
の
観
光
客
数
か
ら
み
る
経
済
波
及
効
果
の
概
要

 

①
観
光
客
需
要
の
推
計

 

以
下
の
手
順
に
従
っ
て
観
光
客
需
要
を
推
計
し
た
。

 

（
１
）
宿
泊
客
の
推
計

 

 
宿
泊
客
数
＝

4
エ
リ
ア
の
年
間
旅
館
収
容
定
員
×
宿
泊
施
設
稼
働
率
：

7
6
1

,0
6

9
人

 

 
う
ち
、
県
外
宿
泊
客
数
＝
宿
泊
客
数
×
宿
泊
率
（
県
外
客
）
：

5
2
8

,9
6

8
人

 

 
う
ち
、
県
内
宿
泊
客
数
＝
宿
泊
客
数
×
宿
泊
率
（
県
内
客
）
：

2
3
2

,1
0

1
人

 

（
２
）
日
帰
客
の
推
計

 

 
日
帰
客
数
＝
来
場
者
数
－
宿
泊
客
数
：

2
,4

6
7

,8
1

6
人

 

 
う
ち
、
県
外
日
帰
客
数
＝
日
帰
客
数
×
入
込
客
率
（
県
外
客
）
：

9
2
2

,9
7

7
人

 

 
う
ち
、
県
内
日
帰
客
数
＝
日
帰
客
数
×
入
込
客
率
（
県
内
客
）
：

1
,5

4
4

,8
3
9
人

 

（
３
）
来
場
者
需
要
（
支
出
額
）
の
推
計

 

 
県
外
日
帰
客
支
出
額
＝
県
外
日
帰
客
数
×
消
費
単
価
（
県
外
日
帰
客
）
：

4
,3

9
6

,1
3

9
,4

5
1
円

 

 
県
外
宿
泊
客
支
出
額
＝
県
外
宿
泊
客
数
×
消
費
単
価
（
県
外
宿
泊
客
）
：

1
1
,9

5
5

,2
0

5
,7

6
8
円

 

 
県
内
日
帰
客
支
出
額
＝
県
内
日
帰
客
数
×
消
費
単
価
（
県
内
日
帰
客
）
：

5
,2

5
5

,5
4

2
,2

7
6
円

 

 
県
内
宿
泊
客
支
出
額
＝
県
内
宿
泊
客
数
×
消
費
単
価
（
県
内
宿
泊
客
）
：

3
,4

9
0

,5
6

6
,9

3
9
円

 

 

（
注

2
）

 
下
記
パ
ラ
メ
ー
タ
は
四
捨
五
入
し
て
表
示
し
て
い
る
た
め
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
計
算
と
手
計
算
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。
 

＜
パ
ラ
メ
ー
タ
＞

 

■
観
光
客
数

 

 
観
光
客
数
：

3
,2

2
8

,8
8

5
人

 

（
大
館
市

9
4

1
,5

5
1
人
、
北
秋
田
市

9
9

0
,8

4
3
人
、
小
坂
町

9
9

0
,0

8
5
人
、
上
小
阿
仁
村

3
0

6
,4

0
6
人
）

 

出
典
：
平
成

3
0
年
秋
田
県
観
光
統
計
よ
り

4
エ
リ
ア
の
観
光
入
込
客
数
の
合
計

 

■
4
エ
リ
ア
の
旅
館
収
容
定
員

 

 
年
間
旅
館
収
容
定
員
：

2
,7

1
4

,8
7

0
人
（

1
日
の
収
容
人
数

7
,4

3
8
人
×

3
6
5
日
）

 

出
典
：
秋
田
県
生
活
衛
生
課
資
料
「
令
和
元
年
度
業
務
概
要
」

 

■
宿
泊
施
設
稼
働
率

 

 
客
室
稼
働
率
：

0
.2

8
0

 

出
典
：
観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
」

 
年
の
確
定
値
（

1
月
～

1
2
月
分
）
フ
ァ
イ
ル
＞
第

6
表
（
年
間
）
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2
5
 

 

 

■
宿
泊
客
の
県
内
外
比
率

 

 
県
外
客
：

0
.6

9
5

 

 
県
内
客
：

0
.3

0
5

 

出
典
：
秋
田
県
「
秋
田
県
観
光
統
計
」
（
平
成

2
8
～

3
0
年
の
平
均
値
）

 

■
入
込
客
の
県
内
外
比
率

 

 
県
外
客
：

0
.3

7
4

 

 
県
内
客
：

0
.6

2
6

 

出
典
：
秋
田
県
「
秋
田
県
観
光
統
計
」
（
平
成

2
8
～

3
0
年
の
平
均
値
）

 

■
消
費
単
価

 

 
県
外
客
（
日
帰
）
：

 
4

,7
6

3
円

 

 
県
外
客
（
宿
泊
）
：

2
2
,6

0
1
円

 

 
県
内
客
（
日
帰
）
：

 
3

,4
0

2
円

 

 
県
内
客
（
宿
泊
）
：

1
5
,0

3
9
円

 

出
典
：
秋
田
県
「
秋
田
県
観
光
統
計
」
（
平
成

2
8
～

3
0
年
の
平
均
値
）
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2
6
 

 ②
最
終
需
要
の
「
秋
田
県
産
業
連
関
表
」へ
の
振
り
分
け
結
果

 

 
推
計
し
た
観
光
客
需
要
を
｢秋

田
県
産
業
連
関
表
（

1
0

8
部
門
）
｣に

振
り
分
け
た
。

 

【
最
終
需
要
の
「
秋
田
県
産
業
連
関
表
」
へ
の
振
り
分
け
結
果
】

 

                    
 

（単
位

：百
万

円
）

最
終

需
要

最
終

需
要

001
耕

種
農

業
220

        
055

電
子

計
算

機
・同

附
属

装
置

-
           

002
畜

産
-

           
056

乗
用

車
-

           

003
農

業
サ

ー
ビ

ス
-

           
057

そ
の

他
の

自
動

車
-

           

004
林

業
-

           
058

自
動

車
部

品
・同

附
属

品
-

           

005
漁

業
219

        
059

船
舶

・同
修

理
-

           

006
金

属
鉱

物
-

           
060

そ
の

他
の

輸
送

機
械

・同
修

理
-

           

007
石

炭
・原

油
・天

然
ガ

ス
-

           
061

そ
の

他
の

製
造

工
業

製
品

2,217
      

008
非

金
属

鉱
物

-
           

062
再

生
資

源
回

収
・加

工
処

理
-

           

009
食

料
品

1,623
      

063
建

築
-

           

010
飲

料
356

        
064

建
設

補
修

-
           

011
飼

料
・有

機
質

肥
料

（別
掲

を
除

く
。

）
-

           
065

公
共

事
業

-
           

012
た

ば
こ

356
        

066
そ

の
他

の
土

木
建

設
-

           

013
繊

維
工

業
製

品
-

           
067

電
力

-
           

014
衣

服
・そ

の
他

の
繊

維
既

製
品

919
        

068
ガ

ス
・熱

供
給

-
           

015
木

材
・木

製
品

-
           

069
水

道
-

           

016
家

具
・装

備
品

-
           

070
廃

棄
物

処
理

-
           

017
パ

ル
プ

・紙
・板

紙
・加

工
紙

-
           

071
商

業
-

           

018
紙

加
工

品
-

           
072

金
融

・保
険

40
          

019
印

刷
・製

版
・製

本
-

           
073

不
動

産
仲

介
及

び
賃

貸
-

           

020
化

学
肥

料
-

           
074

住
宅

賃
貸

料
-

           

021
無

機
化

学
工

業
製

品
-

           
075

住
宅

賃
貸

料
（帰

属
家

賃
）

-
           

022
石

油
化

学
基

礎
製

品
-

           
076

鉄
道

輸
送

2,971
      

023
有

機
化

学
工

業
製

品
（
石

油
化

学
基

礎
製

品
を

除
く
。

）
-

           
077

道
路

輸
送

（自
家

輸
送

を
除

く
。

）
469

        

024
合

成
樹

脂
-

           
078

自
家

輸
送

-
           

025
化

学
繊

維
-

           
079

水
運

106
        

026
医

薬
品

58
          

080
航

空
輸

送
1,081

      

027
化

学
最

終
製

品
（医

薬
品

を
除

く
。

）
58

          
081

貨
物

利
用

運
送

-
           

028
石

油
製

品
1,537

      
082

倉
庫

-
           

029
石

炭
製

品
-

           
083

運
輸

附
帯

サ
ー

ビ
ス

3,679
      

030
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

品
-

           
084

郵
便

・信
書

便
-

           

031
ゴ

ム
製

品
-

           
085

通
信

-
           

032
な

め
し

革
・毛

皮
・同

製
品

332
        

086
放

送
-

           

033
ガ

ラ
ス

・ガ
ラ

ス
製

品
29

          
087

情
報

サ
ー

ビ
ス

-
           

034
セ

メ
ン

ト
・セ

メ
ン

ト
製

品
-

           
088

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
附

随
サ

ー
ビ

ス
-

           

035
陶

磁
器

29
          

089
映

像
・音

声
・文

字
情

報
制

作
47

          

036
そ

の
他

の
窯

業
・土

石
製

品
-

           
090

公
務

-
           

037
銑

鉄
・粗

鋼
-

           
091

教
育

176
        

038
鋼

材
-

           
092

研
究

-
           

039
鋳

鍛
造

品
-

           
093

医
療

-
           

040
そ

の
他

の
鉄

鋼
製

品
-

           
094

保
健

衛
生

-
           

041
非

鉄
金

属
製

錬
・精

製
-

           
095

社
会

保
険

・社
会

福
祉

-
           

042
非

鉄
金

属
加

工
製

品
-

           
096

介
護

-
           

043
建

設
・建

築
用

金
属

製
品

-
           

097
そ

の
他

の
非

営
利

団
体

サ
ー

ビ
ス

49
          

044
そ

の
他

の
金

属
製

品
-

           
098

物
品

賃
貸

サ
ー

ビ
ス

373
        

045
は

ん
用

機
械

-
           

099
広

告
-

           

046
生

産
用

機
械

-
           

100
自

動
車

整
備

・機
械

修
理

-
           

047
業

務
用

機
械

-
           

101
そ

の
他

の
対

事
業

所
サ

ー
ビ

ス
-

           

048
電

子
デ

バ
イ

ス
-

           
102

宿
泊

業
2,836

      

049
そ

の
他

の
電

子
部

品
23

          
103

飲
食

サ
ー

ビ
ス

3,099
      

050
産

業
用

電
気

機
器

-
           

104
洗

濯
・理

容
・美

容
・浴

場
業

520
        

051
民

生
用

電
気

機
器

-
           

105
娯

楽
サ

ー
ビ

ス
1,113

      

052
電

子
応

用
装

置
・電

気
計

測
器

-
           

106
そ

の
他

の
対

個
人

サ
ー

ビ
ス

542
        

053
そ

の
他

の
電

気
機

械
23

          
107

事
務

用
品

-
           

054
通

信
機

械
・同

関
連

機
器

-
           

108
分

類
不

明
-

           

25,097
     

計
　

（百
万

円
）
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2
7
 

 

 

４
．
経
済
波
及
効
果
の
計
算
過
程

 

経
済
波
及
効
果
の
計
算
式
は
以
下
の
通
り
。

 

Δ
Ｘ

１
＝
Δ
Ｆ
＋
［
Ｉ
－
（
Ｉ
－
Ｍ ．
）
Ａ
］

－
１
（
Ｉ
－
Ｍ ．
）

a
Δ
Ｆ

 
 
 

 
 

 
 
 

 
…
①

 

Δ
Ｘ

２
＝
［
Ｉ
－
（
Ｉ
－
Ｍ ．
）
Ａ
］

－
１
（
Ｉ
－
Ｍ ．
）

c
k
w
Δ
Ｘ

１
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
…
②

 

Δ
Ｘ

 
＝
Δ
Ｘ

１
＋
Δ
Ｘ

２
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 
…
③

 

但
し

 
 

 
 
 
 
Δ
Ｘ

１
：
県
内
生
産
誘
発
額
（
直
接
効
果
＋
第
１
次
間
接
効
果
）

 

Δ
Ｘ

２
：
県
内
生
産
誘
発
額
（
第
２
次
間
接
効
果
）

 

Δ
Ｘ

 
：
県
内
生
産
誘
発
額
（
経
済
波
及
効
果
）

 

Δ
Ｆ

 
：
自
給
率
調
整
済
み
最
終
需
要
額
（
直
接
効
果
）

 

a
 
：
中
間
投
入
率
（
列
ベ
ク
ト
ル
）

 

k
 
：
平
均
消
費
性
向
（
ス
カ
ラ
ー
）

 

w
 
：
雇
用
者
所
得
率
（
行
ベ
ク
ト
ル
）

 

［
Ｉ
－
（
Ｉ
－
Ｍ ．
）
Ａ
］

－
１
：
レ
オ
ン
チ
ェ
フ
逆
行
列

 

（
Ｉ
－
Ｍ ．
）
：
自
給
率
対
角
行
列

 

Ｍ ．
 
：
輸
入
係
数
対
角
行
列

 

（
注
１
）

 
各
パ
ラ
メ
ー
タ
は
次
の
よ
う
に
し
て
求
め
た
値
を
使
用
し
て
い
る
。

 

Δ
Ｆ
：
最
終
需
要
額
に
「
平
成

2
3
年
秋
田
県
産
業
連
関
表
」
の
県
内
自
給
率
を
乗
じ
た
値
。

 

ｋ
：
総
務
省
「
家
計
調
査
報
告
」
よ
り
平
成

2
7
～

2
9
年
の
平
均
値
を
使
用

 

ｗ
：
「
平
成

2
3
年
秋
田
県
産
業
連
関
表
」
よ
り
、
部
門
ご
と
に
雇
用
者
所
得
／
県
内
生
産
額
に

よ
っ
て
求
め
た
値
を
使
用
。

 

そ
の
他
：
「
平
成

2
3
年
秋
田
県
産
業
連
関
表
」
よ
り
、
所
与
。

 

（
注
２
）

 
経
済
波
及
効
果
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
粗
付
加
価
値
が
誘
発
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
ど
れ
だ
け
雇
用
者

所
得
が
誘
発
さ
れ
た
か
も
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
計
算
式
は
以
下
の
通
り
。

 

「
粗
付
加
価
値
誘
発
額
」
＝
Δ
Ｘ

 
×

 
「
付
加
価
値
率
」

 

「
雇
用
者
所
得
誘
発
額
」
＝
Δ
Ｘ

 
×

 w
 

但
し
、

 

「
付
加
価
値
率
」
＝
粗
付
加
価
値
部
門
計
／
県
内
生
産
額

 

雇
用
創
出
効
果
の
計
算
式
は
以
下
の
通
り
。

 








1
0
21

n
n

n
e

Δ
Ｘ

Δ
Ｅ
＝

　
　

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
…
④

 

但
し
、

 

Δ
Ｅ

 ：
誘
発
さ
れ
る
雇
用
者
数

 

n
e

：
雇
用
誘
発
係
数
（
産
業
別
就
業
者
数
／
産
業
別
県
内
総
生
産
）

 

1
0

8
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2
8
 

 ５
．
留
意
点

 

以
下
は
産
業
連
関
分
析
に
関
す
る
一
般
的
な
留
意
事
項
で
あ
る
。
分
析
結
果
を
読
み
解
く
際
の
前

提
条
件
と
し
て
参
考
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

・
 
す
べ
て
の
生
産
は
最
終
需
要
を
満
た
す
た
め
に
行
わ
れ
る
（
生
産
波
及
の
過
程
で
は
、
在
庫
積
み

増
し
の
た
め
の
生
産
は
行
わ
れ
ず
、
注
文
に
応
じ
た
額
だ
け
生
産
が
行
わ
れ
る
）
。

 

・
 
生
産
波
及
は
途
中
で
中
断
す
る
こ
と
は
な
い
（
生
産
波
及
の
過
程
で
は
、
過
剰
在
庫
の
処
分
や
資

材
不
足
に
よ
る
操
業
停
止
に
よ
っ
て
、
生
産
活
動
が
停
止
す
る
こ
と
は
な
い
）
。

 

・
 
短
期
的
に
は
、
技
術
革
新
に
よ
る
生
産
技
術
の
変
化
は
一
切
な
い
（
投
入
と
産
出
の
関
係
は
一
定

で
あ
り
、
「
規
模
の
経
済
」
は
な
い
）
。

 

・
 
経
済
波
及
効
果
が
及
ぶ
時
間
は
不
明
（
産
業
連
関
表
は
産
業
間
の

1
年
間
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
取

引
額
を
表
し
て
い
る
が
、
経
済
波
及
効
果
が
何
年
に
わ
た
っ
て
現
れ
る
か
は
不
明
）
。

 

・
 
第

2
次
間
接
効
果
に
は
「
投
資
ル
ー
ト
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
（
生
産
の
増
加
に
伴
う
企
業
利
潤

の
増
加
、
企
業
利
潤
の
増
加
に
伴
う
設
備
投
資
の
増
加
、
設
備
投
資
の
増
加
に
伴
う
生
産
の
増
加

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
は
想
定
し
て
い
な
い
）
。

 

・
 
ス
ト
ッ
ク
は
新
た
な
フ
ロ
ー
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。
「
秋
田
犬
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
知
名
度
が
高

ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
需
要
を
誘
発
す
る
効
果
な
ど
は
想
定
し
て
い
な
い
。
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都道府県等名 山形県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

「第18回果樹王国ひがしねさくらんぼマ

ラソン大会」の経済波及効果推計 

令元.10 有 山形銀行（やまぎん情報開発

研究所） 

平成 23 年山形県産業連関

表（39 部門表） 

・参加者数 １万 2,564 人 

・最終需要 ５億 34 百万円 

・総合効果 ４億 64 百万円 

・波及倍率 0.87 倍 

別添資料あり 

果樹王国ひがしね

さくらんぼマラソ

ン大会実行委員会

の委託により実施 
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2
0

1
9

.1
2

0
6 １

．
は

じ
め

に

　
「

果
樹

王
国

ひ
が

し
ね

さ
く

ら
ん

ぼ
マ

ラ
ソ

ン
大

会
」

は
、

さ
く

ら
ん

ぼ
の

生
産

量
日

本
一

を
誇

る
山

形
県

東

根
市

で
、

2
0

0
2

年
よ

り
毎

年
開

催
さ

れ
て

い
る

市
民

マ
ラ

ソ
ン

大
会

で
あ

る
。

市
内

の
小

中
学

生
に

よ
る

沿

道
で

の
応

援
や

、
JR

さ
く

ら
ん

ぼ
東

根
駅

に
お

け
る

お

出
迎

え
・

お
見

送
り

、
さ

く
ら

ん
ぼ

を
は

じ
め

と
す

る

地
元

名
産

物
が

提
供

さ
れ

る
充

実
し

た
エ

イ
ド

ス
テ

ー

シ
ョ

ン
な

ど
で

、
全

国
的

に
人

気
を

博
し

て
い

る
。

参

加
者

数
は

毎
年

１
万

人
を

超
え

、
東

北
で

も
有

数
の

規

模
の

大
会

と
な

っ
て

い
る

。

　
今

回
は

、
2

0
1

9
年

６
月

２
日

に
開

催
さ

れ
た

「
第

1
8

回
果

樹
王

国
ひ

が
し

ね
さ

く
ら

ん
ぼ

マ
ラ

ソ
ン

大

会
」

の
開

催
に

よ
る

山
形

県
内

へ
の

経
済

波
及

効
果

に

つ
い

て
推

計
を

行
っ

た
。

な
お

、
本

調
査

は
果

樹
王

国

ひ
が

し
ね

さ
く

ら
ん

ぼ
マ

ラ
ソ

ン
大

会
実

行
委

員
会

の

委
託

に
よ

り
、

山
形

銀
行

が
実

施
し

た
も

の
で

あ
る

。

２
．

最
終

需
要

の
推

計

　
経

済
波

及
効

果
の

推
計

に
あ

た
り

、
大

会
の

開
催

に

よ
る

最
終

需
要

の
増

加
分

と
し

て
、

Ａ
．

大
会

参
加

者

と
そ

の
同

伴
者

（
マ

ラ
ソ

ン
に

は
出

走
せ

ず
、

応
援

な

ど
の

た
め

に
同

行
し

た
人

）
の

消
費

支
出

、
Ｂ

．
大

会

運
営

に
伴

う
支

出
の

２
つ

を
想

定
し

、
Ａ

に
つ

い
て

は

大
会

参
加

者
を

対
象

に
実

施
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の

結
果

を
も

と
に

推
計

を
行

っ
た

。

（
１

）
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果

①
　

日
帰

り
・

宿
泊

の
割

合

　
有

効
回

答
者

の
う

ち
、

県
内

か
ら

の
参

加
者

は

2
5

.9
％

で
、

県
外

か
ら

の
参

加
者

は
7

4
.1

％
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
そ

れ
ぞ

れ
の

日
帰

り
・

宿
泊

の
割

合
は

、

県
内

参
加

者
が

日
帰

り
9

5
.4

％
、

宿
泊

4
.6

％
、

県
外

参
加

者
が

日
帰

り
3

6
.5

％
、

宿
泊

6
3

.5
％

と
な

っ
た

。

　
宿

泊
参

加
者

に
宿

泊
数

に
つ

い
て

た
ず

ね
た

と
こ

ろ
、

平
均

泊
数

は
、

県
内

参
加

者
が

1
.1

泊
、

県
外

参
加

者

が
1

.3
泊

と
な

っ
た

。
延

べ
宿

泊
数

に
占

め
る

宿
泊

地

の
割

合
に

つ
い

て
は

、
山

形
市

が
3

1
.2

％
、

東
根

市
が

同
2

8
.3

％
、

天
童

市
が

同
2

0
.8

％
と

な
り

、
こ

の
３

市
で

８
割

以
上

を
占

め
た

。

②
　

同
伴

者
数

　
大

会
へ

の
参

加
に

あ
た

っ
て

、
同

伴
者

が
い

る
か

ど

う
か

た
ず

ね
た

と
こ

ろ
、「

い
る

」
と

回
答

し
た

の
は

全

体
の

3
7

.5
％

で
、

そ
の

同
伴

者
数

の
合

計
は

1
,6

8
0

人

と
な

っ
た

。
こ

の
結

果
、

参
加

者
１

人
あ

た
り

の
同

伴

者
数

は
下

表
の

通
り

と
な

っ
た

。

（
２

）
大

会
参

加
者

と
同

伴
者

の
消

費
支

出

　
大

会
参

加
者

数
は

、
実

際
の

大
会

参
加

者
の

県
内

・

県
外

割
合

と
、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
算

出
し

た
日

帰

り
・

宿
泊

割
合

を
用

い
て

、
４

つ
の

属
性

（
県

内
日

帰

り
・

県
内

宿
泊

・
県

外
日

帰
り

・
県

外
宿

泊
）

に
分

類

し
推

計
を

行
っ

た
。

ま
た

、
同

伴
者

数
に

つ
い

て
は

、

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
か

ら
算

出
し

た
、

４
つ

の
属

性
ご

と

の
参

加
者

１
人

あ
た

り
同

伴
者

数
を

も
と

に
推

計
し

た
。

こ
の

結
果

、
属

性
別

の
大

会
参

加
者

数
お

よ
び

同
伴

者

数
は

下
表

の
通

り
と

な
っ

た
。

　
大

会
参

加
者

の
消

費
支

出
単

価
に

つ
い

て
は

、
ア

ン

「
第

1
8

回
果

樹
王

国
ひ

が
し

ね
さ

く
ら

ん
ぼ

マ
ラ

ソ
ン

大
会

」
の

経
済

波
及

効
果

推
計

〈
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
概

要
〉

調
査

方
法

　
　

事
前

に
ア

ン
ケ

ー
ト

を
配

布
し

、

　
　

　
　

　
　

大
会

当
日

に
回

収

調
査

対
象

者
　

大
会

参
加

者
1

2
,5

6
4

人

有
効

回
答

者
　

2
,4

6
4

人
（

有
効

回
答

率
1
9

.6
％

）

日
帰

り

3
6

.5
％

宿
泊

6
3

.5
％

日
帰

り
・

宿
泊

割
合

（
県

外
）

日
帰

り

9
5

.4
％

宿
泊

4
.6

％ 日
帰

り
・

宿
泊

割
合

（
県

内
）

　
　

　
　

　
　

　
  参

加
者

1
人

あ
た

り
同

伴
者

数
　

　
　

　
 　

（
人

）

県
外

県
内

宿
泊

日
帰

り
宿

泊
日

帰
り

0
.7

0
.6

0
.6

0
.8

人
数

　
　

　
　

　
　

　
 属

性
別

参
加

者
数

、
同

伴
者

数
　

　
　（

人
、

％
）

合
計

県
外

県
内

宿
泊

日
帰

り
宿

泊
日

帰
り

1
2

,5
6

4
4

,8
0

8
2

,7
6

3
2

3
0

4
,7

6
3

参
加

者
数

8
,9

7
2

3
,3

6
6

1
,6

5
8

1
3

8
3

,8
1

0
同

伴
者

数

2
1

,5
3

6
8

,1
7

4
4

,4
2

1
3

6
8

8
,5

7
3

合
計

1
0

0
.0

3
8

.0
2

0
.5

1
.7

3
9

.8
構

成
比

ト
ピ

ッ
ク

ス
②
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2
0

1
9

.1
2

0
7

ケ
ー

ト
結

果
よ

り
、

山
形

県
内

に
お

い
て

支
出

し
た

金

額
（

事
前

準
備

費
、

宿
泊

費
、

交
通

費
、

飲
食

費
、

買

い
物

代
、

観
光

費
）

の
平

均
を

消
費

支
出

単
価

と
し

た
。

た
だ

し
、

県
外

参
加

者
に

つ
い

て
は

事
前

準
備

費

（
ウ

ェ
ア

、
靴

な
ど

の
購

入
費

）
を

除
外

し
た

。
ま

た
、

同
伴

者
の

消
費

支
出

単
価

に
つ

い
て

は
、

事
前

準
備

費

は
除

外
し

、
そ

れ
以

外
の

費
目

は
参

加
者

と
同

様
と

み

な
し

た
。

こ
の

結
果

、
大

会
参

加
者

お
よ

び
同

伴
者

の

消
費

支
出

単
価

は
下

表
の

通
り

と
な

っ
た

。

　
大

会
参

加
者

数
、

同
伴

者
数

と
消

費
支

出
単

価
を

も

と
に

、
大

会
参

加
者

と
同

伴
者

の
消

費
支

出
総

額
を

推

計
す

る
と

、
消

費
支

出
額

の
合

計
は

４
億

3
9

百
万

円
と

な
っ

た
。

（
３

）
最

終
需

要
の

推
計

結
果

　
大

会
参

加
者

と
同

伴
者

の
消

費
支

出
総

額
と

、
人

件

費
を

除
く

大
会

運
営

に
伴

う
支

出
9

5
百

万
円

を
合

計

す
る

と
、

大
会

の
開

催
に

よ
っ

て
増

加
し

た
最

終
需

要

は
５

億
3

4
百

万
円

と
な

っ
た

。
な

お
、

大
会

運
営

に
伴

う
支

出
の

う
ち

、
人

件
費

に
つ

い
て

は
、

消
費

を
通

じ

て
間

接
二

次
効

果
を

発
生

さ
せ

る
雇

用
者

所
得

の
増

加

に
あ

た
る

た
め

、
最

終
需

要
か

ら
は

除
外

し
て

い
る

。

３
．

経
済

波
及

効
果

の
推

計

　「
平

成
2

3
年

山
形

県
産

業
連

関
表（

3
9

部
門

表
）」を

用
い

て
、

産
業

連
関

分
析

の
手

法
（

レ
オ

ン
チ

ェ
フ

の

均
衡

産
出

高
モ

デ
ル

）
に

よ
り

県
内

に
お

け
る

経
済

波

及
効

果
を

求
め

る
と

、
総

合
効

果
は

４
億

6
4

百
万

円
と

な
り

、
最

終
需

要
比

で
は

0
.8

7
倍

、
大

会
運

営
に

伴
う

支
出

と
の

比
較

で
は

4
.8

8
倍

と
な

っ
た

。

　
総

合
効

果
の

内
訳

は
、
「

直
接

効
果

」（
消

費
や

投
資

な
ど

の
最

終
需

要
の

増
加

に
よ

っ
て

生
産

が
誘

発
さ

れ

る
効

果
）

が
３

億
2

7
百

万
円

、「
間

接
一

次
効

果
」（

直

接
効

果
に

よ
っ

て
必

要
と

な
る

原
材

料
等

の
生

産
が

誘

発
さ

れ
る

効
果

）
が

8
9

百
万

円
、「

間
接

二
次

効
果

」

（
直

接
効

果
と

間
接

一
次

効
果

に
よ

っ
て

誘
発

さ
れ

た

生
産

に
よ

り
、

雇
用

者
所

得
が

生
じ

、
そ

れ
が

消
費

に

回
る

こ
と

で
さ

ら
に

生
産

が
誘

発
さ

れ
る

効
果

）
が

4
8

百
万

円
と

な
っ

て
い

る
。

　
経

済
波

及
効

果
を

主
要

部
門

別
に

み
る

と
、

対
個

人

サ
ー

ビ
ス

が
1

億
4

7
百

万
円

（
構

成
比

3
1

.7
％

）
で

最
も

大
き

く
な

り
、

次
い

で
運

輸
・

郵
便

が
9

6
百

万

円
（

同
2

0
.6

％
）、

対
事

業
者

サ
ー

ビ
ス

が
5

8
百

万

円
（

同
1

2
.5

％
）、

商
業

が
4

6
百

万
円

（
同

1
0

.0
％

）、

不
動

産
が

3
1

百
万

円
（

同
6

.6
％

）
の

順
に

な
っ

た
。

４
．

ま
と

め

　
今

回
の

推
計

に
お

い
て

は
、

大
会

参
加

者
と

同
伴

者

の
う

ち
県

外
宿

泊
者

の
割

合
が

全
体

の
3

8
.0

％
と

高

い
割

合
と

な
っ

た
。

交
通

費
や

宿
泊

費
な

ど
の

消
費

支

出
単

価
が

大
き

い
遠

方
か

ら
の

参
加

者
が

比
較

的
多

い

こ
と

で
、

全
体

の
消

費
支

出
総

額
が

大
き

く
な

り
、

相

応
の

規
模

の
経

済
波

及
効

果
を

生
み

出
し

て
い

る
こ

と

が
明

ら
か

と
な

っ
た

。

　
ま

た
、

経
済

波
及

効
果

と
い

う
数

字
に

表
れ

る
面

だ

け
で

は
な

く
、

大
会

を
通

じ
て

県
内

外
の

参
加

者
に

地

域
の

特
産

品
や

景
観

の
美

し
さ

と
い

っ
た

東
根

市
の

魅

力
を

ア
ピ

ー
ル

す
る

こ
と

が
で

き
る

と
い

う
こ

と
も

、

大
会

開
催

が
も

た
ら

す
メ

リ
ッ

ト
と

し
て

大
き

い
と

考

え
ら

れ
る

。
本

大
会

は
多

く
の

リ
ピ

ー
タ

ー
が

参
加

し

て
い

る
点

か
ら

考
え

る
と

、
そ

う
し

た
効

果
も

十
分

に

出
て

い
る

も
の

と
み

ら
れ

る
。

今
後

も
参

加
者

の
満

足

度
を

高
め

る
工

夫
を

継
続

し
て

行
い

、
地

域
の

魅
力

が

さ
ら

に
伝

わ
る

よ
う

な
大

会
と

な
る

こ
と

が
期

待
さ

れ

る
。

　
　

　
    　

参
加

者
、

同
伴

者
の

消
費

支
出

単
価

      　
　（

円
）

県
外

県
内

宿
泊

日
帰

り
宿

泊
日

帰
り

4
2

,4
9

7
8

,6
2

4
1

8
,6

3
8

7
,7

5
2

参
加

者

4
2

,4
9

7
8

,6
2

4
1

4
,7

9
3

2
,5

7
0

同
伴

者

最
終

需
要

4
億

3
9

百
万

円
A

.
消

費
支

出
総

額

9
5

百
万

円
B

.
大

会
運

営
に

伴
う

支
出

5
億

3
4

百
万

円
最

終
需

要

経
済

波
及

効
果

5
億

3
4

百
万

円
①

最
終

需
要

9
5

百
万

円
　

①
ａ

 大
会

運
営

に
伴

う
支

出

3
億

2
7

百
万

円
②

直
接

効
果

　
※

8
9

百
万

円
③

間
接

一
次

効
果

4
8

百
万

円
④

間
接

二
次

効
果

4
億

6
4

百
万

円
⑤

経
済

波
及

効
果

（
②

＋
③

＋
④

）

0
.8

7
倍

波
及

倍
率

（
⑤

／
①

）

4
.8

8
倍

大
会

運
営

費
と

の
比

較
（

⑤
／

①
a

）
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都道府県等名 福島県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

「東北絆祭り２０１９福島」の経済波及 

効果 

 

令元．７．２７ 

（新聞報道） 

有 とうほう地域総合研究所 不明 令和元年 6月 1日、2日に開催された「東北絆祭り２０１

９福島」の経済波及効果を試算。 

・波及効果 ４，１８８百万円 

・雇用誘発者数 ４３０人 

福島市委託 
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都道府県等名 栃木県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

第３回ツール・ド・とちぎの経済波及効

果について 

令元.６ 有 NPO 法人ツール･ド・とちぎ

の会 

平成 23 年（2011 年）栃木

県産業連関表 

第３回ツール・ド・とちぎの開催に伴う県内への経済波

及効果を試算 

・経済波及効果 約 11.3 億円 

 

2 

 

 

アフターDC 期間経済波及効果 令元.10 有 栃木県観光交流課 平成 23 年（2011 年）栃木

県産業連関表 

アフターデスティネーションキャンペーン（アフター

DC）が開催された平成 31 年４月～６月の観光全体の経

済波及効果を試算 

・経済波及効果 約 2,331 億円 
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都道府県等名 群馬県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

EV シフトによる群馬県内自動車部品製造

業への影響調査 

平 31.4 不明 （一財）群馬経済研究所 平成 23 年群馬県産業連関

表（108 部門） 

県内完成車メーカーが EVを生産した場合の県内経済への

影響について試算。 

県内乗用車生産に占める EV の割合が 15％（経産省の EV

普及見通しによる）の場合、 

生産誘発効果  ２２５億円 

うち、直接効果  ５７８億円 

   間接効果 ▲３５２億円 

 

別添資料あり 
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都道府県等名 千葉県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

千葉県における旅行・観光に関する経済

波及効果 

令和元年 12 月 有 千葉県商工労働部 

観光企画課 

平成 23 年千葉県産業連関

表 

平成 30 年の観光消費額から、平成 23 年千葉県産業連関

表を用い、千葉県における旅行・観光に関する経済波及

効果を推計 

詳細は「平成 30 年

千葉県観光入込調

査報告書」を参照 
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都道府県等名 富山県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

 

1  
 

 
富山マラソン 2019 の経済波及効果 

 
令元.5 月 

 
有 

 
富山大学 

 

平成 23 年富山県産業連関

表(37 部門表) 

 

富山マラソン 2019 の開催に伴う富山県内の経済波及効

果を試算 

・波及効果   1,525 百万円 

・うち直接効果   1,011 百万円 

・うち生産誘発額  514 百万円(2 次効果まで) 
 

 

富山マラソン実行

委員会が委託 
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「
富
山
マ
ラ
ソ
ン
２
０
１
８
」
ラ
ン
ナ
ー
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ
い
て

 

１
 
調
査
方
法
 

①
対
象
：
1,500

人
(出

走
者

)を
層
化
多
段
階
に
基
づ
き
無
作
為
抽
出
し
、
郵
送
法
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
大
会
開
催
後
に
実
施

 

②
回
収
：
772

部
を
回
収
し
、

727
部
の
有
効
回
答
が
得
ら
れ
た
（
有
効
回
答
率

48.5％
）

③
内
容
：
ラ
ン
ナ
ー
の
基
本
的
属
性
、
行
動
・
心
理
特
性
、
観
光
行
動
の
有
無
、
消
費
額
（
単
価
）
等

④
経
済
効
果
の
算
定
：「

経
済
波
及
効
果
分
析
ツ
ー
ル

(富
山
県
)」

を
用
い
て
自
動
算
定

＜
調
査
実
施
＞
富
山
大
学
人
間
発
達
科
学
部

 地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス
 

神
野

 賢
治
研
究
室
（
講
師
、
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
／
ス
ポ
ー
ツ
政
策
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
領
域
）
 

２
 
調
査
結
果
の
概
要
 

 
＜
社
会
的
効
果
＞

 

①
参
加
状
況
：
家
族
や
友
人
と
の
参
加
が
増
加
傾
向
に
あ
る
（図

1）

②
情
報
入
手
：
知
人
か
ら
聞
く
（
い
わ
ゆ
る
口
コ
ミ
）が

19.4
％
と
最
多
。
新
聞
等
が
昨
年
よ
り
増
加
（図

2）

③
観
光
行
動
：
大
会
前
後
の
観
光
行
動
は

21.5％
と
減
少
傾
向
。
大
会
前
が
約
半
数
を
占
め
る
（図

3）

④
観
光
地
：
コ
ー
ス
周
辺
が
主
で
あ
る
が
、
過
去
大
会
と
比
べ
る
と
分
散
傾
向
（図

4
）

⑤
観
光
を
し
な
い
理
由
：
大
会
参
加
（マ
ラ
ソ
ン
）の
み
の
目
的
が
多
数
（図

5）

⑥
総
合
満
足
度
：

92.2％
の
ラ
ン
ナ
ー
が
満
足
感
を
得
た
（図

6）

⑦
再
参
加
意
欲
：

86.6％
の
ラ
ン
ナ
ー
が
次
回
大
会
へ
の
参
加
意
欲
を
示
し
た
（図

7）

⑧
富
山
に
対
す
る
意
識
：

82.4％
の
ラ
ン
ナ
ー
が
、
富
山
県
に
対
す
る
興
味
関
心
や
愛
着
を
高
め
た
（図

8）

⑨
リ
ピ
ー
タ
ー
の
存
在
：
全
大
会
の
リ
ピ
ー
タ
ー
は

35.1
％
と
増
加
、
初
め
て
の
参
加
者
は

21.2％
（
図

9）

⑩
県
内
ラ
ン
ナ
ー
の
動
態
：
県
内
ラ
ン
ナ
ー
は
富
山
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
を
経
て
運
動
ス
ポ
ー
ツ
・習

慣
を
確
立

し
て
い
る
（過

去
全
調
査
の
縦
断
的
な
解
析
に
よ
る
結
果
、
図

11） 

図
1 
同
行
者
（複
数
回
答
、
％
）
 

 
 

図
2
 
情
報
入
手
経
路
（複
数
回
答
、
％
）
 

0.1 

15.8 

6.2 

1.8 

23.5 

3
6

.5
 

27.6 

0.0
10.0

20.0
30.0

40.0

そ
の
他

ラ
ン
ナ
ー

仲
間

会
社
の
同
僚

恋
人

友
人

家
族

一
人

5.5 

2.2 
1

9
.4

 

13.5 

2.2 

16.2 

9.2 

8.7 

2.6 

18.0 

2.5 

0
.0

10.0
20.0

そ
の
他

他
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
会
場

知
人
か
ら
聞
い
た

ラ
ン
ネ
ッ
ト

ラ
ン
ナ
ー
ズ
誌

新
聞
記
事
・
雑
誌
・
情
報
誌

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー

SN
S（Fa

ceb
o

o
k・Tw

itter）

大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

H25.4.18 
マ
ラ
ソ
ン
班
 

「
富
山
マ
ラ
ソ
ン
2019」

第
一
回
実
行
員
会
(令
和
元
年
5月

28日
）
資
料
よ
り
抜
粋

８
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図
3
 
観
光
行
動
の
有
無
と
時
期
（
％
）
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図

8  
富
山
県
に
対
す
る
意
識
（
％
）

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
図

9 
 
参
加
頻
度
（
％
）

 

『
富
山
県
に
対
す
る
興
味
関
心
（
愛
着
）
が
増
え
た
か
』
 

 

＜
経
済
的
効
果
＞

 

①
消
費
額
の
推
計

 

区
 

 
分

 
人
数

 
消
費
単
価

 
消
費
推
計
額

 

(百
万
円

) 

ラ
ン
ナ
ー

 
13,718 

   
 

31
8 

同
行
者

 
7,528 

16
8 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
5,053 

1
2 

沿
道
応
援
等

 
172,000 

41
3 

 
 

 
計

 
198,299 

91
1 

注
１
）
ラ
ン
ナ
ー
、
同
行
者
の
消
費
額
は
、
県
内
・
県
外
、
日
帰
り
・
宿
泊
の
区
分
毎
に
積
算
 

 
 

 注
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
沿
道
応
援
等
の
消
費
額
は
、
宿
泊
費
、
そ
の
他
を
除
い
て
積
算
 

②
経
済
波
及
効
果

 

 
 

  
１
５

.３
億
円
  

【
経
済
波
及
効
果
倍
率
】
 
約
１
.５

倍
  

 
 区

 
 
分

 
消
費
推
計
額

 

(百
万
円

) 

       

経
済
波
及
効
果

 

(百
万
円

) 

ラ
ン
ナ
ー

 
318 

386 

同
行
者

 
168 

      204 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 
12 

        15 

沿
道
応
援
等

 
413 

501      
 

事
業
費

 
 

 
345

 
      419 

 
 
計

 
 

1
,2

56
 

1
,5

25
 

 

 
金
額
（
百
万
円
）

 
備
考
 

2
01

8
 

2017
（
第

3
回
）
 

 
直
接
効
果

 
1
,0

11
 

1,025
 

 

第
1
次
波
及
効
果

 
3
06

 
311

 
 

第
2
次
波
及
効
果
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経
済
波
及
効
果
 

1
,5
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そ
う
思
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な
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思
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1.8 

ど
ち
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と
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え
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い
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そ
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思
う
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大
変
そ
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思
う

33.3 

2
1
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4
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3
5
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リ
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ー
タ
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全
て
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リ
ピ
ー
タ
ー
（

2
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）
初
回

×
 

経
済
波
及
効
果

分
析
ツ
ー
ル

 

 

【富
山
県
】 

 

(自
動
算
定

) 

【
宿
泊
費
】
、
【
交
通
費
】
、

 

【
飲
食
費
】
、
【
娯
楽
費
】
、

 

【
お
土
産
】
、
【
そ
の
他
】 
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図
10  

経
済
波
及
効
果
の
拡
が
り

 

 

 

図
11 

県
内
ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
動
態
（
共
分
散
構
造
分
析
に
よ
る
モ
デ
リ
ン
グ
）
 

 ３
 
今
後
の
成
果
抽
出
課
題
 

 
 
１
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
大
会
関
係
者
、
沿
道
応
援
者
や
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
な
ど
の
地
域
住
民
へ
対
象
を
拡
大
し
、
社

会
的
・
経
済
的
効
果
を
計
測
す
る
 

 
 
２
）
観
光
行
動
に
つ
い
て
、
参
加
者
の
消
費
行
動
や
行
動
エ
リ
ア
な
ど
を
詳
細
に
把
握
す
る
 

 
 
３
）
海
外
か
ら
の
参
加
者
（
ラ
ン
ナ
ー
）
に
対
す
る
効
果
検
証
 

 

以
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光
・
情
報

ホ
ス
ピ
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ィ

再
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満
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都道府県等名 石川県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

「金沢マラソン 2019」石川県内への経済

波及効果 

令 2.3 無 金沢マラソン組織委員会 平成 23 年石川県産業連関

表（37 部門） 

金沢マラソンの開催に伴う石川県内の経済波及効果を推

計。 

・波及効果(第２次波及効果まで) 

 約 22.6 億円 

 

2 

 

 

「北陸地域におけるインバウンド消費に

よる経済波及効果」 

令 2.2.13 無 日本銀行金沢支店 平成 23 年石川県産業連関

表（37 部門） 

石川県におけるインバウンド消費額についての経済波及

効果を推計。 

・波及効果 146 億円 
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都道府県等名 長野県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  軽井沢町 G20 関係閣僚会合による経済波

及効果 

令元.12.12 有 G20 関係閣僚会合軽井沢町

推進町民会議 

平成 23 年長野県産業連関

表（37 部門） 

2019 年 6 月に開催した「G20 持続可能な成長のためのエ

ネルギー転換と地球環境に関する関係閣僚会合」が長野

県にもたらした経済波及効果を試算。 

・経済波及効果 11 億 2400 万円

2 松本山雅 FC の 2019 シーズンの経済波及

効果 

令元.12.20 有 特定非営利活動法人 SCOP 平成 23 年長野県産業連関

表（37 部門） 

2019 年シーズンの活動によって生じた経済波及効果を試

算。J1に初めて挑戦した 2015 年シーズンと比べ 9億 9400

万円の増。 

・経済波及効果 64 憶 4600 万円 
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都道府県等名 岐阜県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

観光消費が県経済に及ぼす影響分析 令元.12 無 岐阜県商工労働部観光国際

局観光企画課 

平成 23 年岐阜県産業連関

表（108 部門） 

平成 30年度の観光消費における岐阜県内の経済波及効果

を試算。 

・経済波及効果 417,244 百万円（1.48 倍） 

            （２次効果まで） 

・就業誘発効果  41,189 人 

別添資料あり 

2 

 

 

大河ドラマ「麒麟がくる」の経済波及効

果 

令２.１ 有 （株）十六総合研究所 

 

平成 23 年岐阜県産業連関

表（108 部門） 

NHK 大河ドラマ「麒麟がくる」の放映に伴う岐阜県内の経

済波及効果を試算。 

・経済波及効果 7,303 百万円（２次効果まで） 

別添資料あり 
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平
成
３
０
年
岐
阜
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査

 

    

 

     

令
和
元
年
１
２
月
 

岐
阜
県
観
光
国
際
局
観
光
企
画
課
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- 1
 - 

 １
 
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
）
・
観
光
消
費
額

 

 

 
区

 
 
分
 

平
成
３
０
年
（
対
前
年
比
）

 
参
考
：
平
成
２
９
年

 

観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）

 
 

７
，
１
０
０
万
人

 
 
  （

△
0.

1
%）

 
７
，
１
０
４
万
８
千
人
 

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
 

 
 
９
８
６
万
５
千
人

  
 
(△

0
.
8
%) 

９
９
４
万
６
千
人
 

観
光
消
費
額

 

全
 

 
体

 
２
，
８
２
１
億
８
５
百
万
円

 
 
 
(
0.
1
%)
  

２
，
８
１
８
億
７
０
百
万
円

 
 

日
帰
り
客

 
１
，
３
７
７
億
３
７
百
万
円

 
 (
△

7.
6
%)
  

１
，
４
９
０
億
２
２
百
万
円

 

宿
泊

客
 

１
，
４
４
４
億
４
８
百
万
円

 
 

(
8.
7
%) 

１
，
３
２
８
億
円
４
９
百
円

 

 

※
平
成
２
３
年
の
調
査
よ
り
、
観
光
庁
が
策
定
し
た
「
観
光
入
込
客
統
計
に
関
す
る
共
通
基
準
」
を
導
入
し
、
調
査
手
法
を
変
更
し
て
い
る
。

 

※
千
人
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
対
前
年
比
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
や
、
内
訳
の
計
と
合
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 

 ○
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
は
、
７
，
１
０
０
万
人
（
対
前
年
比
△

0
.1

%
）
と
な
り
、
前
年
に
比

べ
減
少
し
た
。

 

 ○
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
は
、
９
８
６
万
５
千
人

(対
前
年
比
△

0
.8

%
)と

な
り
、

前
年
に
比
べ
減
少
し
た
。

 

 ○
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
は
、
４
，
６
０
２
万
８
千
人
（
対
前
年
比
＋

1
.0

%
）
と
、
前
年
に
比
べ

増
加
し
た
。（

４
頁
参
照
）
 

 

○
観
光
消
費
額
の
総
額
は
２
，
８
２
１
億
８
５
百
万
円
（
対
前
年
比
＋

0
.1

%
）
で
、
う
ち
日
帰
り
客
分

は
１
，
３
７
７
億
３
７
百
万
円
（
対
前
年
比
△

7
.6

%
）、

宿
泊
客
分
は
１
，
４
４
４
億
４
８
百
万
円
（
対

前
年
比
＋

8
.7
％
）
で
あ
っ
た
。
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- 2
 - 

 

○
主
な
傾
向
は
、
以
下
の
と
お
り
。

 

・
平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
災
害
や
夏
季
の
猛
暑
、
台
風
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
の
、
朝
ド
ラ
の
放
送
や

県
内
観
光
施
設
の
新
規
オ
ー
プ
ン
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
よ
る
集
客
効
果
に
よ
り
、
入
込
客

数
は
概
ね
前
年
並
み
を
保
っ
た
。
 

 
・
観
光
消
費
額
は
、
一
人
当
た
り
の
平
均
消
費
額
に
つ
い
て
日
帰
り
客
分
が
減
少
し
た
（
３
，
７
１
９

円
→
３
，
４
２
８
円
）
反
面
、
宿
泊
客
分
は
増
加
と
な
っ
た
（
２
４
，
２
１
７
円
→
２
４
，
７
２
３

円
）。

全
体
の
観
光
消
費
額
は
、
宿
泊
客
数
の
消
費
額
単
価
及
び
入
込
客
数
の
増
加
に
伴
い
、
前
年
と

比
較
し
微
増
と
な
っ
た
。
 

 
・
外
国
人
観
光
客
（
実
人
数
）
に
つ
い
て
は
、
中
国
人
観
光
客
が
団
体
旅
行
・
個
人
手
配
旅
行
と
も
に

大
き
く
増
加
し
た
ほ
か
、
客
単
価
の
高
い
欧
米
か
ら
の
観
光
客
が
飛
騨
地
域
を
中
心
に
好
調
で
あ
り
、

増
加
と
な
っ
た
。
 

 

 ２
 
観
光
地
点
別
の
集
客
数
（
県
内
ト
ッ
プ
１
０
）
 

（
単
位
：
万
人
）
 
 

○
観
光
地
点
毎
の
入
込
客
数
は
、
１
位
か
ら
４
位
ま
で
の
地
点
の
順
位
に
変
動
は
な
か
っ
た
。
 

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
半
分
、
青
い
。」

の
放
送
に
よ
り
、
舞
台
の
ロ
ケ
地
と
な
っ
た
恵
那
市
岩

村
町
で
は
、
入
込
客
数
が
大
幅
に
増
加
し
た
。

 

＊
参
考
：
岩
村
城
下
町
（
恵
那
市
）
 
33.5

万
人
（
前
年
比

195.4%増
）
 

○
清
流
長
良
川
あ
ゆ
パ
ー
ク
（
郡
上
市
）、

道
の
駅
「
パ
レ
ッ
ト
ピ
ア
お
お
の
」（

大
野
町
）
の
新
規
オ

ー
プ
ン
や
岐
阜
か
か
み
が
は
ら
航
空
宇
宙
博
物
館
（
各
務
原
市
）
、
ぎ
ふ
清
流
里
山
公
園
（
美
濃
加
茂

市
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
立
地
市
町
村
を
中
心
に
入
込
客
数
が
増
加
し
た
。
 

○
平
成
３
０
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
Ｊ
Ｒ
高
山
線
運
休
や
台
風
２
１
号
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
飛
騨

圏
域
で
は
入
込
客
数
が
減
少
し
た
。
 

   順
位
 

観
光
地
点
名

 
入
込
客
数

 
参
考
：
２
９
年
 

順
位

 
入
込
客
数

 

1
 

土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

 
6
7
8
.2 

1
 

7
1
9
.7 

2
 

河
川
環
境
楽
園

（
ア
ク
ア
・
ト
ト
ぎ
ふ
含
む
）
（
各
務
原
市
）
 

5
0
9
.4 

2
 

4
9
4
.2 

3
 

高
山
市
街
地
エ
リ
ア

 
3
4
4
.8 

3
 

3
6
1
.3 

4
 

白
川
郷
合
掌
造
り
集
落
（
白
川
村
）

 
1
8
8
.8

 
 

4
 

1
7
6
.1

 
 

5
 

千
代
保
稲
荷
神
社
（
海
津
市
）

 
1
7
0
.0 

6
 

1
5
7
.3 

6
 

湯
の
華
ア
イ
ラ
ン
ド
（
可
児
市
）

 
1
6
2
.2 

5
 

1
6
3
.4 

7
 

伊
奈
波
神
社
（
岐
阜
市
）
 

1
4
7
.4 

7
 

1
4
9
.9 

8
 

千
本
松
原
・
国
営
木
曽
三
川
公
園
（
海
津
市
）

 
1
4
0
.7 

8
 

1
3
4
.1 

9
 

世
界
イ
ベ
ン
ト
村
ぎ
ふ

（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
）
（
岐
阜
市
）
 

1
3
6
.7 

9
 

1
2
8
.7 

1
0 

下
呂
温
泉
（
旅
館
の
宿
泊
利
用
及
び
日
帰
り
利
用
）

 
1
2
2
.5 

1
0 

1
2
3
.3 
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３
 
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
入
込
客
数
（
県
内
ト
ッ
プ
１
０
）

 
（
単
位
：
万
人
）

 

○
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
毎
の
入
込
客
数
の
県
内
ト
ッ
プ
は
、
昨
年
と
同
じ
「
長
良
川
花
火
大
会
」（

岐
阜

市
）
で
６
５
万
人
、
２
位
は
「
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
市
」（

大
垣
市
）
で
４
５
万
人
、
３
位
が
十
万
石
ま
つ

り
（
大
垣
市
）
で
３
０
万
人
と
な
っ
た
。
 

○
天
候
に
よ
っ
て
入
込
が
大
き
く
変
動
す
る
た
め
、
前
年
に
日
並
び
や
天
候
に
恵
ま
れ
た
「
高
山
祭
」

の
ほ
か
、「

道
三
ま
つ
り
」
は
順
位
を
下
げ
た
。
 

  
 

  ４
 
経
済
波
及
効
果
（
試
算
）
 

 
平
成
３
０
年
の
県
内
観
光
消
費
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
（
観
光
関
連
産
業
の
経
済
波
及
効
果
）
を
 

試
算

し
た

と
こ

ろ
、

生
産

誘
発

額
は

４
，

１
７

２
億

４
４

百
万

円
、

就
業

誘
発

効
果

は
、
 

４
１
，
１
８
９
人
と
な
っ
た
。

 

順
位
 

行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
名

 
入
込
客
数

 
参
考
：
２
９
年
 

順
位

 
入
込
客
数

 

1
 

長
良
川
花
火
大
会
（
岐
阜
市
）

 
6
5
.
0 

1
 

7
0
.
0 

2
 

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
市

 （
大
垣
市
）

 
4
4
.
5 

5
 

3
3
.
0 

3
 

十
万
石
ま
つ
り

 
3
0
.
0 

2
3 

1
2
.
0 

4
 

高
山
祭

 
2
9
.
6 

2
 

4
3
.
2 

5
 

郡
上
お
ど
り

 
2
9
.
1 

6
 

2
9
.
6 

6
 

道
三
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

 
2
9
.
0 

3
 

4
1
.
0 

7
 

ぎ
ふ
信
長
ま
つ
り
（
岐
阜
市
）

 
2
8
.
0 

4
 

3
5
.
0 

8
 

土
岐
美
濃
焼
ま
つ
り

 
2
7
.
0 

9
 

2
5
.
0 

9
 

刃
物
ま
つ
り

 
（
関
市
）

 
2
6
.
0 

8
 

2
6
.
0 

1
0 

濃
尾
大
花
火
（
羽
島
市
・
一
宮
市
市
民
花
火
大
会
）

 
2
4
.
0 

1
0 

2
4
.
0 
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 ＜
参
考
＞
 
旅
行
者
分
類
別
デ
ー
タ

 

県
内
観
光
客
の
動
向
を
よ
り
詳
細
に
分
析
す
る
た
め
、
観
光
入
込
客
数
を
実
人
数
に
換
算
し
、
旅
行

者
分
類
別
、
県
内
圏
域
別
の
入
込
客
数
、
外
国
人
宿
泊
客
数
等
を
算
出
し
た
。

 

※
詳
細
は
、
別
添
「
参
考
表
」
参
照

 

※
千
人
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
対
前
年
比
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
や
、
内
訳
の
計
と
合

計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 

 （
１
）
日
帰
り
・
宿
泊
別
観
光
入
込
客
数

 

 

＜
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
＞
 

区
 

 
分

 
 
平
成
３
０
年
（
対
前
年
比
）

 
 

参
考
：
平
成
２
９
年
 
 

 

全
 

 
体

 
４
，
６
０
２
万
８
千
人

 
 （

1
.0

%
） 

４
，
５
５
５
万
７
千
人
 

日
帰
り
客

 
 
 
 
 ４

，
０
１
８
万
５
千
人

 
（

0
.3

%
) 

４
，
０
０
７
万
１
千
人

 

宿
泊

客
 

【
 う

ち
外
国
人

 】
 

５
８
４
万
３
千
人

 
  

(
6.
5
%) 

 
【
 １

０
１
万
９
千
人
 

(2
1.
6%
) 
】
 

５
４
８
万
６
千
人

 

 
【

 ８
３
万
８
千
人
】
 

 
 
 
※
宿
泊
客
の
「
う
ち
外
国
人
」
に
つ
い
て
は
、
観
光
庁
の
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
に
お
け
る
本
県
の
外
国
人

 

延
べ
宿
泊
者
数
を
も
と
に
算
出
し
て
い
る
。（

平
成

3
0
年
外
国
人
延
べ
宿
泊
者
数

 
1
4
8
.4
万
人
）

 

 

 

 

平
成
３
０
年
の
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）
は
４
，
６
０
２
万
８
千
人
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
日

帰
り
・
宿
泊
別
に
み
る
と
、
日
帰
り
客
は
４
，
０
１
８
万
５
千
人
、
宿
泊
客
は
５
８
４
万
３
千
人
で

あ
り
、
依
然
と
し
て
日
帰
り
客
が
多
い
。（

図
１
）
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 （
２
）
居
住
地
別
観
光
入
込
客
数
 

 

居
住
地
別
に
見
る
と
、
県
全
体
で
は
県
内
客
は
１
，
４
７
７
万
７
千
人
（
構
成
比

3
2

.1
％
）、

県
外

客
は
３
，
１
２
５
万
１
千
人
（
構
成
比

6
7

.9
％
）
と
、
県
外
客
が
多
く
を
占
め
た
。
特
に
飛
騨
圏
域

で
は
県
外
客
の
割
合
が

8
3

.1
%
と
高
い
。

 

県
外
客
の
う
ち
お
よ
そ
７
割
が
東
海
地
方
か
ら
の
観
光
客
で
あ
り
、
以
下
近
畿
、
関
東
地
方
と
続

い
て
い
る
。（

図
２
）

 

 

（
３
）
男
女
別
・
年
齢
別
観
光
入
込
客
数
 

 

 男
女
別
で
見
る
と
、
男
性
が
２
，
６
４
４
万
人
（
構
成
比

5
7

.4
%
）、

女
性
は
１
，
９
５
８
万
８
千

人
（
構
成
比

4
2

.6
%
）
と
前
年
に
引
き
続
き
男
性
が
多
か
っ
た
。

 

年
齢
別
で
は
、
６
０
歳
以
上
が

3
1

.6
％
と
最
も
多
く
、
続
い
て
５
０
歳
代
、
４
０
歳
代
が
多
い
傾

向
は
変
わ
ら
な
い
。（

図
３
）
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 （
４
）
利
用
交
通
機
関
別
観
光
入
込
客
数
 

 

利
用
交
通
機
関
別
に
見
る
と
、
自
家
用
車
が
最
も
多
く
全
体
の

8
0

.7
%
を
占
め
、
鉄
道
や
路
線
 

 

バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
割
合
は
低
い
。（

図
４
）

 

 （
５
）
同
行
者
別
観
光
入
込
客
数
 

 
 

 
 

同
行
者
人
数
別
に
見
る
と
、「
（
本
人
を
含
め
）
２
～
３
人
」
が
最
も
多
く
全
体
の

6
4

.8
%
を
占
め
、
続

い
て
「（

本
人
を
含
め
）
４
～
５
人
」
が

1
5

.7
%
で
あ
っ
た
。

 

同
行
者
別
に
見
る
と
、「

団
体
旅
行
」
の
割
合
は
全
体
の

4
.2

%
に
と
ど
ま
り
、「

家
族
」
が

6
7

.3
%
と
最

も
多
く
、
次
い
で
「
友
人
」

1
4

.2
%
と
個
人
旅
行
が
主
流
と
な
っ
て
お
り
、
「
一
人
旅
」
も
増
え
て
い
る
。

（
図
５
）
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 （
６
）
観
光
地
分
類
別
観
光
入
込
客
数
 

 

観
光
地
分
類
別
に
見
る
と
、「

歴
史
・
文
化
」、「

道
の
駅
等
」、
「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
の

順
に
多
く
、
以
下
、「

都
市
型
観
光
（
買
物
・
食
等
）」、「

温
泉
・
健
康
」、「

自
然
」
と
続
く
。（

図
６
）

 

※
観
光
地
の
分
類
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
頁
＜
調
査
の
概
要
＞
参
照
 

  ○
 
平
均
訪
問
地
点
数
と
平
均
宿
泊
数

 

１
人
当
た
り
平
均
訪
問
地
点
数
（
「
観
光
地
点
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）」

を
「
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）」

で
除
し
た
も
の
）
は
、
１
．
５
地
点
（
△
０
．
１
地
点
）
で
、
四
半
期
別
に
見
る
と
、
１
～
３
月
が

 

１
．
７
地
点
（
＋
０
．
３
地
点
）
、
４
～
６
月
が
１
．
６
地
点
（
＋
０
．
１
地
点
）
、
７
～
９
月
が

 

１
．
４
地
点
（
△
０
．
１
地
点
）
、
１
０
～
１
２
月
が
１
．
５
地
点
（
△
０
．
４
地
点
）
で
あ
っ
た
。

 

ま
た
、
同
一
施
設
に
お
け
る
１
人
当
た
り
平
均
宿
泊
数
（「

宿
泊
客
数
（
延
べ
人
数
）
」
を
「
宿
泊
客
数
（
実

人
数
）
」
で
除
し
た
も
の
）
は
、
１
．
２
泊
（
＋
０
．
１
泊
）
で
、
四
半
期
別
に
見
る
と
、
１
～
３
月
が

 

１
．
１
泊
（
±
０
泊
）
、
４
～
６
月
が
１
．
１
泊
（
△
０
．
１
）
、
７
～
９
月
が
１
．
３
泊
（
＋
０
．
２
泊
）
、

１
０
～
１
２
月
が
１
．
２
泊
（
＋
０
．
１
泊
）
で
あ
っ
た
。
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＜
調
査
の
概
要
＞

 

本
調
査
は
、
観
光
庁
が
策
定
し
た
「
観
光
入
込
客
統
計
に
関
す
る
共
通
基
準
」（
平
成
２

5
年

3
月
改
定
）

に
基
づ
き
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

 １
．
調
査
期
間

 

平
成
３
０
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
３
０
年
１
２
月
３
１
日
ま
で

 

 

２
．
調
査
対
象
観
光
地
点
等

 

①
観
光
地
点
の
定
義

 

・
非
日
常
利
用
が
多
い
と
判
断
さ
れ
る
地
点
。

 

・
観
光
入
込
客
数
が
適
切
に
把
握
で
き
る
地
点
。

 

・
前
年
の
観
光
入
込
客
数
が
年
間
１
万
人
以
上
、
若
し
く
は
前
年
の
特
定
月
の
観
光
入
込
客
数

が
５
千
人
以
上
で
あ
る
地
点
。

 

 
 

 
②
観
光
地
点
等
の
分
類

 
 

 
 

 
 
観
光
地
点
等
の
分
類
は
以
下
の
区
分
に
よ
る
。

 

■
観
光
地
点

 

 

自
然

 
山
岳
、
高
原
、
湖
沼
、
河
川
、
海
岸
、
海
中
、
島
、
そ
の
他
自

然
（
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
）

 

歴
史
・
文
化

 
史
跡
、
城
、
神
社
・
仏
閣
、
庭
園
、
歴
史
的
ま
ち
並
み
、
旧
街

道
、
博
物
館
、
美
術
館
、
記
念
・
資
料
館
、
動
・
植
物
園
、
水

族
館
、
産
業
観
光
、
歴
史
的
建
造
物
、
そ
の
他
歴
史

 

温
泉
・
健
康

 
温
泉
地
、
そ
の
他
温
泉
・
健
康

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン

 

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、
ス
キ
ー
場
、
キ
ャ
ン

プ
場
、
釣
り
場
、
海
水
浴
場
、
マ
リ
ー
ナ
・
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
、

公
園
、
レ
ジ
ャ
ー
ラ
ン
ド
・
遊
園
地
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
、
そ
の

他
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

 

都
市
型
観
光

 

－
買
物
・
食
等
－

 

商
業
施
設
、
地
区
・
商
店
街
、
食
・
グ
ル
メ
、
そ
の
他
都
市
型

観
光
－
買
物
・
食
等
－
（
農
水
産
品
の
直
売
所
、
物
産
館
等
）

 

道
の
駅
等

 
他
に
分
類
さ
れ
な
い
観
光
地
点
（
道
の
駅
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
等
）

 

■
行
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト

 
行
・
祭
事
、
花
見
、
初
詣
、
花
火
大
会
、
郷
土
芸
能
、
地
域
風

俗
、
博
覧
会
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、
映
画
祭
、
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
国
際
会
議
、
他
に
分
類
さ
れ
な
い
行
祭
事
・

イ
ベ
ン
ト
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３
．
調
査
プ
ロ
セ
ス

 

（
１
）
観
光
地
点
等
入
込
客
数
調
査

 

 
 

 
 
統
計
の
基
礎
と
な
る
観
光
地
点
等
ご
と
の
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）
を
把
握
す
る
。

 

（
２
）
観
光
地
点
パ
ラ
メ
ー
タ
調
査

 

 
 

 
 
県
内
の
２
０
観
光
地
点
を
訪
れ
た
観
光
客
を
対
象
に
調
査
を
行
い
、
属
性
別
の
構
成
比
、
平

均
訪
問
地
点
数
、
平
均
消
費
額
単
価
な
ど
の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
算
出
す
る
。

 

（
３
）
観
光
入
込
客
数
（
実
人
数
）・

観
光
消
費
額
単
価
・
観
光
消
費
額
の
推
計

 

 
 

 
 
上
記
（
１
）
、（

２
）
及
び
観
光
庁
よ
り
提
供
さ
れ
る
以
下
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
推
計
す
る
。

 

 
 

 
 
・
観
光
目
的
別
・
居
住
地
別
の
宿
泊
観
光
入
込
客
数

 

 
 

 
 
・
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
・
県
外
の
日
帰
り
観
光
入
込
客
数

 

 
 

 
 
・
観
光
目
的
別
・
宿
泊
／
日
帰
り
別
の
訪
日
外
国
人
の
観
光
消
費
額
単
価

 

 
 

 
 
・
ビ
ジ
ネ
ス
目
的
・
宿
泊
／
日
帰
り
別
、
県
内
／
県
外
別
の
観
光
消
費
額
単
価

 

 
 

 
 

 
 

 
 
・
観
光
／
ビ
ジ
ネ
ス
別
、
県
内
／
県
外
別
実
家
・
キ
ャ
ン
プ
場
等
利
用
補
正
係
数
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1
 

十
六
総
合
研
究
所

 

 

 
2020

年
１
月

10
日

 

  

大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
の
経
済
波
及
効
果
推
計
に
つ
い
て

 
  ・
今
年

1
月

19
日
（日

）よ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『麒

麟
が
く
る
』の
放
映
が
開
始
さ
れ
る
。

 

・
岐
阜
県
は
、
主
人
公
の
明
智
光
秀
に
ゆ
か
り
の
あ
る
地
が
多
く
、
岐
阜
・可

児
・恵

那
の

3
か
所
に
大
河
ド
ラ
マ
館
が
設
置
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
観
光
客
数
の
増
加
や
岐
阜
県
経
済
へ
の
波
及
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 

・
そ
こ
で
、
観
光
消
費
額
の
増
加
が
お
よ
ぼ
す
県
内
へ
の
波
及
効
果
に
つ
い
て
試
算
し
た
。

 

 ＜
概
要
＞

 

・
県
内
に
お
い
て
増
加
が
予
想
さ
れ
る
宿
泊
客
、
日
帰
り
客
数
の
合
計
は
約

85
万
人
。

 

・
観
光
消
費
額
の
増
加
予
想
額
は
、
約

53
億
円
。

 

・
経
済
波
及
効
果
は
約

7
3
億
円
と
予
想
。
内
訳
は
、
岐
阜
県
内
企
業
へ
の
直
接
効
果
が
約

48
億
円
、
県
内
企
業
の
従
業
員
の
給
料

増
加
に
よ
る
消
費
分
お
よ
び
県
内
企
業
と
取
引
が
あ
る
県
外
企
業
等
へ
の
間
接
効
果
が
約

25
億
円
。

 

 ＜
算
出
方
法
＞

 

１
．

 来
岐
者
増
加
数
の
推
計

 

（
１
）
 宿
泊
客
増
加
数
の
推
計

 

①
 
過
去
の
大
河
ド
ラ
マ
に
お
け
る
延
べ
宿
泊
客
の
動
向

 

2
0
12～

18
年
に
放
映
さ
れ
た

N
H

K
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
地
に
つ
い
て
、
各
舞
台
地
が
所
在
す
る
都
道
府
県
別
に
お
け
る
宿
泊

客
数
の
対
前
年
増
減
率
を
算
出
。
県
外
宿
泊
客
増
加
率
の
平
均
値
を

3.9
％
（Ⅰ

）、
県
内
宿
泊
客
増
加
率
の
平
均
値
を

-1.2％

（
Ⅱ
）と
算
定
し
た
。

 

 

②
 
宿
泊
客
増
加
数
の
推
計

 

2
0
18
年
の
岐
阜
県
に
お
け
る
県
外
宿
泊
客
数
（除

く
外
国
人
）：

3,081,740
人
お
よ
び
県
内
宿
泊
客
数
：
815,700

人
に
、
前
述

の
増
加
率
Ⅰ
、
Ⅱ
を
そ
れ
ぞ
れ
乗
じ
、
合
計
し
た

110,970
人
（Ａ
）
を
宿
泊
客
増
加
数
と
し
た
。

 

（出
所
）観

光
庁
「宿

泊
旅
行
統
計
調
査
」※

県
外
に
は
外
国
人
宿
泊
客
を
除
く
 

      

株
式
会
社

 
十
六
総
合
研
究
所

 

岐
阜
市
神
田
町
７
－
１
２
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2
 

十
六
総
合
研
究
所

 

（
２
）
 日
帰
客
増
加
数
の
推
計

 

①
 
過
去
の
大
河
ド
ラ
マ
に
お
け
る
日
帰
客
（
日
本
人
・観

光
目
的
）の
動
向

 

2
0
12～

18
年
に
放
映
さ
れ
た

N
H

K
大
河
ド
ラ
マ
の
舞
台
地
に
つ
い
て
、
各
舞
台
地
が
所
在
す
る
都
道
府
県
別
に
お
け
る
日
帰

客
数
の
対
前
年
増
減
率
を
算
出
。
日
帰
客
数
増
加
率
の
平
均
値
を

1.9
％
（Ⅲ

）と
算
定
し
た
。

 

 

②
 
日
帰
客
増
加
数
の
推
計

 

2
0
18
年
の
岐
阜
県
に
お
け
る
日
帰
客
数
：
40,185

,300
人
に
、
前
述
の
増
加
率
Ⅲ
を
乗
じ
た

744,492
人
（Ｂ
）を
日
帰
客
増
加

数
と
し
た
。

 

 
 

 
（出

所
）岐

阜
県
「岐

阜
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
」 

（
３
）
 来
岐
者
増
加
数

 

宿
泊
客
増
加
数

110,97
0
人
（Ａ
）
＋
日
帰
客
増
加
数

744,492
人
（Ｂ
）＝

855,462
人
（Ｃ
） 

を
来
岐
者
増
加
数
と
算
出
し
た
。
 

 ２
．

 観
光
消
費
額
増
加
額
の
推
計

 

（
１
）
 宿
泊
客
に
よ
る
増
加
額
の
推
計

 

宿
泊
客
増
加
数

 
110,970

人
×
１
人
あ
た
り
観
光
消
費
額

24,723
円
＝

2,744
百
万
円
…
Ⅾ

 

（出
所
）岐

阜
県
「岐

阜
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
」 

（
２
）
 日
帰
客
に
よ
る
増
加
額
の
推
計

 

日
帰
客
増
加
数

 
744,492

人
×
１
人
あ
た
り
観
光
消
費
額

23,428
円
＝

2,552
百
万
円
…
Ｅ

 

（出
所
））岐

阜
県
「岐

阜
県
観
光
入
込
客
統
計
調
査
」 

（
３
）
 来
岐
阜
者
に
よ
る
観
光
消
費
額
増
加
額

 

宿
泊
客
に
よ
る
増
加
額

2,744
百
万
円
＋
日
帰
客
に
よ
る
増
加
額

2,552
百
万
円
＝

5,296
百
万
円
…
Ｆ

 
（Ⅾ

+Ｅ
） 

３
．

 経
済
波
及
効
果
の
推
計

 

上
記
観
光
消
費
額
の
増
加
額
を
観
光
庁
「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」
に
よ
り
産
業
連
関
表
の
業
種
ご
と
に
分
類
し
、
岐
阜
県

「
岐
阜
県
産
業
連
関
表
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
分
析
シ
ス
テ
ム
（
R
ipple2016

）」
を
用
い
て
経
済
波
及
効
果
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
、

以
下
の
結
果
と
な
っ
た
。

 

 

 
※
直
接
効
果
：観

光
消
費
額
増
加
額
の
う
ち
、
県
内
企
業
が
生
産
す
る
財
貨
・サ
ー
ビ
ス
（県

産
品
） 

 
 

 間
接
効
果
：
直
接
効
果
に
よ
り
県
内
産
業
に
も
た
ら
さ
れ
る
生
産
増
加
分
（１
次
波
及
効
果
）と

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
直
接
効
果
及
び
１
次
波
及
効
果
に
よ
り
生
じ
た
雇
用
者
所
得
の
増
加
分
が
消
費
に

 

向
け
ら
れ
る
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
る
生
産
増
加
分
（２
次
波
及
効
果
）の
合
計

 

経
済
波
及
効
果
（
百
万
円
）

7
,
3
0
3

う
ち
、
直
接
効
果

4
,
7
7
8

う
ち
、
間
接
効
果

2
,
5
2
5
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3
 

十
六
総
合
研
究
所

 

■
お
わ
り
に

 

 
「麒

麟
が
く
る
」に
よ
り
、
岐
阜
県
内
の
宿
泊
客
数
が
１
１
万
人
、
日
帰
客
数
が
７
４
万
人
、
合
計
８
５
万
人
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
約
５
３

億
円
の
需
要
が
生
ま
れ
、
約
７
３
億
円
の
経
済
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
。
内
訳
は
、
岐
阜
県
内
企
業
へ
の
直
接
効
果
が
約
４
８
億
円
、

県
内
企
業
の
従
業
員
の
給
料
増
加
に
よ
る
消
費
分
お
よ
び
県
内
企
業
と
取
引
が
あ
る
県
外
企
業
等
へ
の
間
接
効
果
が
約
２
５
億
円
と

試
算
さ
れ
る
。

 

 
 

県
内
で
は
、

2020
年

7
月
に
「
関
ヶ
原
古
戦
場
記
念
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
、
同
じ
戦
国
時
代
を
扱
う
記
念
館
と
し
て
観
光
客
が
行
き
来

す
る
こ
と
等
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
「麒

麟
が
く
る
」
で
は
、
舞
台
が
岐
阜
か
ら
滋
賀
・京

都
に
も
進
ん
で
い
く
こ
と
で
隣
県
同
士
の
連
携
が

さ
ら
に
太
い
も
の
と
な
り
、
全
体
の
波
及
効
果
が
さ
ら
に
上
振
れ
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

 

こ
う
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
大
河
ド
ラ
マ
に
よ
る
観
光
客
・消

費
額
増
加
が
一
過
性
に
終
わ
ら
ず
、
「ま
た
岐
阜
に
来
た
い
」と
い
う

気
持
ち
を
来
岐
者
に
起
こ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
戦
略
を
練
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

か
。

 

以
上

 

ご
　
照
　
会
　
先

十
六
総
合
研
究
所

リ
サ
ー
チ
部

T
E

L
　

(0
5
8
) 2

6
6
-1

9
1
6
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都道府県等名 静岡県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

富士山静岡空港の県内経済波及効果(平

成 30 年度分) 

令元.10.25 有 静岡県空港管理課 平成 23 年静岡県産業連関

表 

平成 30 年４月～平成 31 年３月までの富士山静岡空港

の利用に伴う経済波及効果を推計。 

 ・経済波及効果 370 億 3 千万円 

・雇用創出効果 2,576 人 

・税収効果   25 億 3 千万円 

 

2 

 

 

ラグビーワールドカップ2019静岡県開催

による県内への経済波及効果 

令 2.3.4 有 一般財団法人静岡経済研究

所 

平成 23 年静岡県産業連関

表 

 

「ラグビーワールドカップ 2019」開催に伴う支出額をも

とに、静岡県内の経済波及効果を推計。 

 ・経済波及効果 234 億円(暫定値）  

委託元 静岡県ラ

グビーワールドカ

ップ 2019 推進課 

3 

 

 

「TGC しずおか 2020」開催に伴う経済波

及効果 

令 2.3.30  有 県地域経済分析学会 

 

平成 23 年静岡県産業連関

表 

 

ファッションイベント「TGC しずおか 2020」開催に伴う

支出額をもとに、静岡県内の経済波及効果を推計。 

 1.直接効果      1 億 3,850 万円 

 2.間接効果      1 億 8,470 万円 

 経済波及効果(1＋2）  3 億 2,320 万円 
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都道府県等名 愛知県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  G20 愛知・名古屋外務大臣会合の開催に

よる経済波及効果について 

令 2.3 有 名古屋市立大学都市政策研

究センター 

平成 23（2011）年愛知県

産業連関表（43 部門） 

令和元（2019）年 11 月に名古屋市内で開催された G20

愛知・名古屋外務大臣会合による経済波及効果を試算。 

・ 経済波及効果 16億 2,755 万円

G20 愛知・名古屋

外務大臣会合推進

協議会が実施機関

に委託して実施。 
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都道府県等名 三重県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 

 

 

三重県内の再生可能エネルギー（4 分野）

の 1 年間の売電収益にかかる経済波及効

果 

（非公表）  無 三重県雇用経済部ものづくり・

イノベーション課 

三重県戦略企画部統計課 

平成 23 年三重県内外 2地

域間産業連関表（39 部門） 

平成 31 年 3月末現在で三重県内に設置された再生可能エ

ネルギー4分野（太陽光、風力、バイオマス、小水力）の各電

力設備の導入容量を基に計算される 1年間の売電収入によ

る収益が三重県内外に及ぼす経済波及効果を算定したも

の。 

 

 

内部検討資料とし

てのみ作成 

 

 

 

（作成年月） 

令和元年 8月 

2 

 

 

みえメディカルバレープロジェクト経済効果

（平成 24 年度から平成 30 年度までの実績

分）再算定 

（非公表）  無 三重県健康福祉部ライフイノ

ベーション課 

三重県戦略企画部統計課 

 

平成 17 年三重県内外 2地

域間産業連関表（36 部門）

平成 23 年三重県内外 2地

域間産業連関表（39 部門） 

「みえメディカルバレープロジェクト」について外部機関に委

託して算定した平成 14 年度から平成 23 年度までの経済波

及効果を受けて、それ以降の平成 24 年度から平成 30 年度

の 7 年間の取組みにおける経済波及効果について、「医薬

品」の製造品出荷額などの直近における関連統計データの

実績値を受けて再算定をしたもの 

内部検討資料とし

てのみ作成 

 

 

 

 

 

 

（作成年月） 

令和元年 8月 

3 

 

 

みえ松阪マラソン開催による経済波及効

果 

 

 

 

 

令和 2年 2月

29 日 

有 

 

みえ松阪マラソン実行委員

会事務局（松阪市教育委員

会事務局教育総務課内） 

 

平成 23 年三重県地域産業

連関表（部門数など不

明） 

 

 

令和 2年 12 月（その後、令和 3年 12 月に延期）にフル

マラソンとして初開催となる「みえ松阪マラソン」によ

っておよそ県内外から１万人におよぶ参加者等の観光消

費や運営費用等によってもたらされる経済波及効果につ

いて平成 23 年三重県地域産業連関表を用いて簡易的に

分析。 

経済波及効果は年 6億円程度との試算がされた（大会総

運営費およそ 2億円）。 

令和 2 年 2 月 29 日

夕刊三重 

令和 2 年 3 月 2 日

伊勢新聞で報道 

 

 

 

 

 

（作成年月） 

令和 2年 3月 
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都道府県等名 三重県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

4 三重の観光（観光客の観光消費が各地域

にもたらす経済波及効果の推計） 

令和 2年 3月

24 日 

 

無 三重県雇用経済部観光政策

課 

三重県戦略企画部統計課 

平成 23 年三重県産業連関

表（42 部門） 

平成30年の三重県内観光入込客による観光消費額の推

計値（5,338 億円）が県内にもたらす経済波及効果を算定

したもの。 

・生産誘発額（総合効果）   6,940 億円 

    うち直接効果               4,797 億円 

   うち第 1次間接波及効果      1,207 億円 

  うち第 2次間接波及効果        936 億円 

・うち付加価値額 

4,048 億円（県内総生産の 4.9％） 

・雇用創出効果 

63,256 人（県内就業者数の 7.2％） 

三重県観光振興基

本計画(令和２年度

～５年度)の参考資

料（34 頁）に記載 

 

 

 

 

 

 

 

（作成年月） 

令和元年 8月 

5 「三重とこわか国体・三重とこわか大

会」の志摩市会場開催分における経済波

及効果 

 

 

 

（非公表） 無 三重県雇用経済部観光政策

課 

三重県戦略企画部統計課 

平成 23 年三重県産業連関

表（42 部門） 

令和 3年 9月、10 月に行われる「三重とこわか国体・

三重とこわか大会」の志摩市会場開催分における大会参

加者やスタッフ等による観光消費額や運営費用がもたら

す経済波及効果について分析 

内部検討資料とし

てのみ作成 

 

 

（作成年月） 

令和 2年 3月 

6 伊勢志摩サミット経済波及効果（ポスト

サミット分）再算定 

 

 

 

 

 

（非公表） 無 三重県雇用経済部サミット

総務課 

三重県戦略企画部統計課 

平成 23 年三重県地域産業

連関表（42 部門） 

 

平成 28 年 5月に三重県志摩市で開催された「伊勢志

摩サミット首脳会議」で生じた誘客効果等の「ポストサ

ミット分」として平成 28 年から 5年間の県外からの観

光入込客数増加による三重県内における経済波及効果に

ついて、3年目にあたる平成 30 年分の県外からの観光入

込客数の実績値を受けて再算定をしたもの 

 

内部検討資料とし

てのみ作成 

 

 

 

（作成年月） 

令和 2年 3月 
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都道府県等名 大阪府  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1 

 

 

「第９回大阪マラソン」の経済効果 令和２.２.12 有 関西大学名誉教授  

宮本 勝浩 

摂南大学経済学部准教授 

郭 進 

大阪府立大学客員研究員  

王 秀芳 

平成 23 年大阪府産業連関

表 

 

＊「第９回大阪マラソン」の経済効果を試算 

・大阪府域：約 177 億円 

 

2 

 

 

「大阪・光の饗宴 2019」による経済波及

効果 

令和２.２.21 有 大阪・光の饗宴実行委員会 平成 23 年大阪府産業連関

表 

＊「大阪・光の饗宴 2019」の経済波及効果を試算 

 経済波及効果：約 1,053 億円（平成 30 年度は約 855 億

円） 

委託調査 
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■
 宮

本
勝
浩
 関

西
大
学
名
誉
教
授
ら
が
推
定
 ■

 

「第
９
回
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
」の

経
済
効
果
は
約
１
７
７
億
円

 
 

こ
の

た
び

関
西

大
学

 
宮

本
勝

浩
名

誉
教

授
が

、
2

0
1

9
年

1
2

月
1

日
に

開
催

さ
れ

た
第

9
回

大
阪

 
 

 

マ
ラ

ソ
ン

の
経

済
効

果
に
つ

い
て

計
算

し
た

結
果

、
約

1
7

7
億

円
と
な

り
ま

し
た

。
 

宮
本

名
誉

教
授

は
、
「

大
阪

マ
ラ

ソ
ン

は
運

営
費

用
が

少
額

で
あ

る
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
地

域
経

済
に

 
 

も
た

ら
す

経
済

波
及

効
果

、
マ

ス
コ

ミ
の

宣
伝

広
告

効
果

に
よ

る
大

阪
の

知
名

度
の

向
上

効
果

、
大

阪
人

の

精
神

的
な

盛
り

上
が

り
効

果
を

考
え

れ
ば

、
経

済
効

率
の

高
い

素
晴

ら
し

い
イ

ベ
ン

ト
で

あ
る

と
言

え
る

」

と
推

察
し

て
い

ま
す

。
 

分
析

結
果

に
つ

い
て

、
別
紙

資
料

※
に

て
紹

介
い

た
し

ま
す

。
 

【
資

料
概

要
】

 

1
 

テ
ー

マ
 

 
 
「

第
9
回

大
阪

マ
ラ

ソ
ン

の
経

済
波

及
効

果
の

検
証

」
 

2
 

発
表

者
 

 
 

関
西

大
学

名
誉

教
授

 
宮

本
 
勝

浩
 

 
 

 
 

 
 

 
 
摂

南
大

学
経

済
学

部
准

教
授

 
郭

 
進

 

 
 

 
 

 
 

 
 
大

阪
府

立
大

学
客

員
研

究
員

 
王

 
秀

芳
 

3
 

発
表

日
 

 
 

2
0

2
0
年

2
月

1
2
日

（
水

）
 

4
 

内
 

容
 

 
 
［

Ⅰ
］

 
は
じ
め
に
 

［
Ⅱ

］
 
直

接
効

果
の

項
目

 

［
Ⅲ

］
 
大

会
参

加
者

の
消

費
支

出
と

大
会

運
営

費
に

よ
る

消
費

支
出

総
計

 

［
Ⅳ

］
 
経

済
波

及
効

果
 

［
Ⅴ

］
 
結

論
 

以
 
上

 

※
推

計
方

法
お

よ
び

分
析

結
果

の
無

断
転

載
・

無
断

転
用

を
 
防

ぐ
た

め
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
は

詳
細

資
料

を
 

掲
載

し
て

お
り

ま
せ

ん
。

報
道

機
関

で
ご

入
用

の
方

は
、

関
西

大
学

広
報

課
（

k
o
u
h
o
u
@
m
l
.
k
a
n
d
a
i
.
j
p
）

 
 

ま
で

資
料

請
求

く
だ

さ
い
ま

す
よ

う
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

※
分

析
結

果
か

ら
デ

ー
タ
な

ど
を

引
用

さ
れ

る
場

合
は

、
そ

の
旨

付
記

し
て

く
だ

さ
い

。
 

※
本

発
表

は
報

道
資

料
と

し
て

発
表

し
て

お
り

ま
す

。
資

料
提

供
元

と
の

取
り

決
め

等
に

よ
り

、
報

道
機

関
 

以
外

の
方

へ
の

資
料

提
供
は

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

の
で

、
ご

了
承

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

研
究
活
動
、
経
済
効
果
 

2020
年

2
月

12
日
／

N
o.73 
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■
 
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
 ＜

宮
本

 
勝
浩
（
み
や
も
と
・
か
つ
ひ
ろ
）

＞
 

【
生
年
月
日
】
 

1
9

4
5
（
昭
和

2
0
）
年

1
月

1
2
日

 （
7
5
歳
）
 
 
【
本
 
 
籍
】
 
和
歌
山
県

 

【
学
 
 
歴
】
 
大
阪
大
学
 
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
 
経
済
学
博
士
（
神
戸
大
学
）

 

【
職
 
 
歴
】
 
大
阪
府
立
大
学
経
済
学
部
教
授
、
経
済
学
部
長
、
副
学
長
歴
任
後
、
平
成

1
8
年

4
月
よ
り
関
西
大
学

 

大
学
院
会
計
研
究
科
教
授
。
平
成

2
7
年

3
月
に
定
年
退
職
し
、
現
在
は
関
西
大
学
名
誉
教
授
。

 

 
 
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
、
上
海
同
済
大
学
、

 

南
京
理
工
大
学
、
ロ
シ
ア
極
東
国
立
商
科
大
学
な
ど
の
客
員
研
究
員
や
客
員
教
授
を
歴
任

 

【
専
門
分
野
】
 
国
際
経
済
学
（
移
行
経
済
論
）、

理
論
経
済
学
、
関
西
経
済
論
、
ス
ポ
ー
ツ
経
済
学

 

【
著
 
 
書
】
 
「
大
阪
経
済
学
」（

共
著
）
経
営
書
院
、「

移
行
経
済
の
理
論
」
中
央
経
済
社
、

 

「
経
済
効
果
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
中
央
経
済
社

 
な
ど

 

【
公
 
 
職
】
 
（
元
）
財
務
省
財
政
制
度
等
審
議
会
臨
時
委
員
、（

元
）
総
務
省
情
報
通
信
行
政
・
郵
政
行
政
審
議
会
委
員
、

 

 
 
 
 
 
 
 
（
元
）
大
阪
広
域
水
道
企
業
団
経
営
・
事
業
評
価
委
員
会
委
員
長
、

 

 
 
 
 
 
 
 
公
益
財
団
法
人
大
阪
府
市
町
村
振
興
協
会
理
事
、
公
益
信
託
泉
州
地
域
振
興
基
金
運
営
委
員
会
委
員
長
、
 

 
 
 
 
 
 
 
公
益
財
団
法
人
堺
都
市
政
策
研
究
所
顧
問
 
 
 
 
な
ど

 

業
 
 
績
 

 

以
 
上

2
0

0
5
年

 
「
阪
神
優
勝
の
経
済
効
果
」、「

セ
パ
交
流
戦
の
経
済
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

0
6
年

 
「

2
0

0
8
年
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
誘
致
の
経
済
効
果
」、「

デ
ィ
ー
プ
イ
ン
パ
ク
ト
の
経
済
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

0
7
年

 
「
世
界
陸
上
・
大
阪
大
会
の
経
済
効
果
」、「

シ
ャ
ー
プ
の
堺
市
へ
の
液
晶
工
場
進
出
の
経
済
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

0
8
年

 
「
東
国
原
英
夫
宮
崎
県
知
事
就
任
以
後
の
宮
崎
県
と
東
国
原
知
事
の
経
済
効
果
」、

 

「
く
い
だ
お
れ
人
形
の
経
済
波
及
効
果
」、「

三
毛
猫
『
た
ま
駅
長
』
の
経
済
波
及
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

0
9
年

 
「

W
B

C
の
経
済
波
及
効
果
」、「

タ
バ
コ
値
上
げ
の
経
済
効
果
」、

 

「
奈
良
県
桜
井
市
の
邪
馬
台
国
遺
跡
発
見
の
経
済
波
及
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

1
0
年

 
「
カ
ナ
ダ
・
バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪

 
日
本
に
お
け
る
経
済
波
及
効
果
」
、「

奈
良
の
大
仏
の
建
造
費
用
」、

 

「
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
経
済
波
及
効
果
」、「

Ｕ
Ｓ
Ｊ

1
0
周
年
の
経
済
波
及
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

1
1
年

 
「
上
野
動
物
園
の
パ
ン
ダ

 
リ
ー
リ
ー
と
シ
ン
シ
ン
の
経
済
波
及
効
果
」
、「

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
開
園

1
0
周
年

の
経
済
波
及
効
果
」
、「

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
経
済
波
及
効
果
の
検
証
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

1
2
年

 
「
天
橋
立
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
経
済
波
及
効
果
」、「

Ｕ
Ｓ
Ｊ
今
後

1
0
年
間
の
経
済
波
及
効
果
予
測
」、

 

「
第

2
4
回
な
に
わ
淀
川
花
火
大
会
の
経
済
波
及
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

1
3
年

 
「
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
 
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
経
済
波
及
効
果
」、「『

街
コ
ン
』
の
経
済
波
及
効
果
」、

 

「
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
優
勝
の
経
済
波
及
効
果
」
な
ど
を
発
表

 

2
0

1
4
年

 
「
田
中
将
大
投
手
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
入
団
の
経
済
波
及
効
果
」
、
「
大
阪
道
頓
堀
の
グ
リ
コ
の
新
電
光
看
板
の
経
済
波
及

効
果
」、「

2
0

1
4
年

子
ど

も
が

楽
し

ん
だ

も
の

の
経

済
波

及
効

果
」

な
ど

を
発
表

 

2
0

1
5
年

 
「

関
西

国
際

空
港

の
L

C
C

就
航

に
よ

る
経

済
波

及
効

果
」
、
「

紀
の
国
わ
か
や
ま
国
体
・
紀
の
国
わ
か
や
ま

 
 

大
会
の
経
済
波
及
効
果
」
、
「

又
吉

直
樹

氏
の

『
火

花
』

の
経

済
効

果
」

な
ど

を
発

表
 

2
0

1
6
年

 
「

ネ
コ

ノ
ミ

ク
ス

の
経

済
効

果
」
、
「

四
国

八
十

八
ヶ

所
お

遍
路

さ
ん

の
経

済
効

果
」
、
「

平
成

2
8

年
夏

の
 

甲
子

園
全

国
高

校
野

球
の

経
済

効
果

」
、「

S
M

A
P
解

散
で

失
わ

れ
る

経
済

効
果

」
、「

2
0

1
6
年

広
島

東
洋

カ

ー
プ

優
勝

の
経

済
効

果
」

な
ど

を
発

表
 

2
0

1
7
年

 
「

2
0

1
7

年
W

B
C

優
勝

の
経

済
効

果
」
、
「

第
8

9
回

春
の

選
抜

高
等

学
校

野
球

大
会

の
経

済
効

果
」
、

 
 

 

「
稀

勢
の

里
の

横
綱

昇
進

に
よ

る
経

済
効

果
」
、「

第
9

9
回

夏
の

甲
子

園
大

会
の

経
済

効
果

」
、「

上
野

動
物

園
パ

ン
ダ

の
赤

ち
ゃ

ん
誕

生
の

経
済

効
果

」
、「

2
0

1
7
年
広
島
カ
ー
プ
優
勝
の
経
済
効
果
」
、「

清
宮
幸
太
郎
選
手

が
日
本
ハ
ム
に
入
団
し
た
時
の
経
済
効
果
」
、
「

大
谷
翔
平
選
手
の
エ
ン
ゼ
ル
ス
入
団
の
経
済
効
果
」

な
ど

を
発

表
 

2
0

1
8
年

 
「

せ
ん

と
く

ん
の

経
済

効
果

」
、
「

D
M

M
か

り
ゆ

し
水

族
館

の
経

済
効

果
」
、
「

日
本

の
お

花
見

の
経

済
効

果
」
、「

第
1

0
回

A
K

B
総

選
挙

in
名

古
屋

の
経

済
効

果
」
、「

イ
ニ

エ
ス

タ
選

手
の

ヴ
ィ

ッ
セ

ル
神

戸
入

団

の
経

済
効

果
」
、「

第
1

0
0
回

夏
の

甲
子

園
の

経
済

効
果

」「
広

島
カ

ー
プ

優
勝

の
経

済
効

果
」
な

ど
を

発
表

 

2
0

1
9
年

 
「

G
W

1
0

連
休

の
経

済
効

果
」
「

埋
蔵

携
帯

の
総

価
値

額
_
2

0
1

9
年

版
」
「

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

よ
る

マ
イ

ナ
ス

の
経

済
効

果
」

な
ど

を
発

表
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ホ
ー
ム

 >
 報
道
発
表
資
料

 >
 詳
細

 

提
供
日

提
供
時
間

内
容 「
大
阪
・
光
の
饗
宴

2
0
1
9
」
の
来
場
者
数
及
び
経
済
波
及
効
果
等
を
発
表
し
ま
す

代
表
連

絡
先

府
民
文
化
部

  
都
市
魅
力
創
造
局
魅
力

づ
く
り
推
進
課

  
魅
力
推
進
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
グ
ル
ー
プ

 
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
番
号
：
0
6
-
6
2
1
0
-
9
3
0
4
 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：
to

sh
im

iryo
ku

-
g0

3
@

sb
o
x.pre

f.o
saka.lg.jp

2
0
2
0
年

2
月

2
1
日

1
7
時

4
0
分

 
大
阪
・
光
の
饗
宴
実
行
委
員
会
は
、
令
和
元
年

1
1
月

4
日
（
月
曜
日
・
振
替
休
日
）
か
ら
令
和

2
年

1
月

3
1
日
（
金
曜

日
）
ま
で
実
施
し
た
「
大
阪
・
光
の
饗
宴

2
0
1
9
」
の
来
場
者
数
及
び
経
済
波
及
効
果
等
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
の
で
発
表

し
ま
す
。

 
期
間
中
は
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
 
大
阪
・
光
の
饗
宴

2
0
1
9
来
場
者
数

 
 
約

2
,0

2
2
万
人
（
平
成

3
0
年
度
は
約

1
,7

0
9
万
人
）
 

 
（
令
和
元
年

1
1
月

4
日
（
月
曜
日
・
振
替
休
日
）
か
ら
令
和

2
年

1
月

3
1
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
エ

リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
来
場
者
の
延
べ
人
数
）

 
 
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

    ※
来
場
者
の
延
べ
人
数
は
、
千
の
位
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
内
訳
の
計
と
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

 

（
１
）
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
来
場
者
数

 
・
御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

2
0
1
9

 
 
約

5
7
8
万
人
（
平
成

3
0
年
度
は
約

5
2
0
万
人
）

 
・
O

S
A

K
A
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス

2
0
1
9

 
 
約

3
5
1
万
人
（
平
成

3
0
年
度
は
約

3
3
3
万
人
）

（
２
）
エ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
来
場
者
数

 
 
全
体
合
計
数

 
 
約

1
,0

9
3
万
人
（
平
成

3
0
年
度
は
約

8
5
5
万
人
）

 
 
大
阪
府
内
各
所
で
開
催
さ
れ
た
、

2
1
団
体

2
5
の
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
来
場
者
数

 
 
※

2
5
の
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
期
間
の
う
ち
、
令
和
元
年

1
1
月

4
日
（
月
曜
日
・
振
替
休
日
）
か
ら
令
和

2
年

1
月

3
1
日
（
金
曜
日
）
ま
で
に
お
け
る
来
場
者
の
延
べ
人
数
を
合
計
し
た
も
の
で
す
。

 

２
 
大
阪
・
光
の
饗
宴

2
0
1
9
 
経
済
波
及
効
果

 
 
約

1
,0

5
3
億
円
（
平
成

3
0
年
度
は
約

8
5
5
億
円
）
 

 
（
令
和
元
年

1
1
月

4
日
（
月
曜
日
・
振
替
休
日
）
か
ら
令
和

2
年

1
月

3
1
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
、
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び

エ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
対
象
に
、
大
阪
府
産
業
連
関
表
（
※
）
を
も
と
に
算
出
し
た
経
済
波
及
効
果
（
民
間
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
に
委
託
し
算
出
）
）

※
大
阪
府
産
業
連
関
表
と
は
、
大
阪
府
経
済
を
構
成
す
る
各
産
業
が
、
域
内
・
域
外
の
産
業
と
相
互
に
関
連
し
な
が

ら
生
産
し
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
相
互
関
係
を
表
し
た
も
の
で
す
。

３
 
そ
の
他

 
大
阪
・
光
の
饗
宴

2
0
1
9
の
期
間
中
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
来
場
者
を
対
象
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
結

果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

  各
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
、
約

9
割
の
方
が
「
大
変
良
か
っ
た
」
「
良
か
っ
た
」
と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

  添
付
資
料
「
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）

〇
大
阪
・
光
の
饗
宴

2
0
1
9
開
催
概
要

１
 
コ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

Page 1 of 2
大
阪
府
／
報
道
発
表
資
料
／
「
大
阪
・
光
の
饗
宴

2019
」
の
来
場
者
数
及
び
経
済
波
及
効
果
等

...

2020/09/07
http://w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/hodo/index.php?site=fum
in&

pageId=37002
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関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ添
付
資
料

資
料
提
供

ID

ペ
ー
ジ
の
先
頭
へ

報
道
発
表
資
料
の
ト
ッ
プ
へ

（
１
）
御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

2
0
1
9

 
 
・
開
催
期
間

 
令
和
元
年

1
1
月

4
日
（
月
曜
日
・
振
替
休
日
）
か
ら

1
2
月

3
1
日
（
火
曜
日
）
ま
で

 
 
・
開
催
場
所

 
御
堂
筋
（
阪
神
前
交
差
点
か
ら
難
波
西
口
交
差
点
）

（
２
）
O

S
A

K
A
光
の
ル
ネ
サ
ン
ス

2
0
1
9

 
 
・
開
催
期
間

 
 

 
 
令
和
元
年

1
2
月

1
4
日
（
土
曜
日
）
か
ら

1
2
月

2
5
日
（
水
曜
日
）
ま
で

 
 
・
一
部
点
灯
期
間

 
令
和
元
年

1
1
月

4
日
（
月
曜
日
・
振
替
休
日
）
か
ら

1
2
月

1
3
日
（
金
曜
日
）
ま
で
、

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
1
2
月

2
6
日
（
木
曜
日
）
か
ら

1
2
月

3
1
日
（
火
曜
日
）
ま
で

 
 
・
開
催
場
所

 
 

 
 
大
阪
市
役
所
周
辺
か
ら
中
之
島
公
園

２
 
エ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
各
団
体
が
主
催
し
た
光
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

 
添
付
資
料
「
エ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
令
和
元
年

1
1
月

4
日
（
月
曜
日
・
振
替
休
日
）
か
ら

1
2
月

3
1
日
（
火
曜
日
）
ま
で
の
来
場
者
の
延
べ
人
数
及
び
経

済
波
及
効
果

    来
場
者
数
：
約

1
,7

3
0
万
人

 
 
経
済
波
及
効
果
：
約

9
2
1
億
円

※
来
場
者
数
は
、
通
行
量
調
査
を
も
と
に
算
出
し
た
も
の
で
す
。

 
 

 
 

「
大
阪
・
光
の
饗
宴
」
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 
（
P

d
fフ
ァ
イ
ル
、

4
4
2
K
B
）

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 
（
E
xc

e
lフ
ァ
イ
ル
、

5
8
K
B
）

エ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細

 
（
P

d
fフ
ァ
イ
ル
、

8
4
3
K
B
）

エ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
詳
細

 
（
W

o
rd
フ
ァ
イ
ル
、

1
6
K
B
）

3
7
0
0
2

Page 2 of 2
大
阪
府
／
報
道
発
表
資
料
／
「
大
阪
・
光
の
饗
宴

2019
」
の
来
場
者
数
及
び
経
済
波
及
効
果
等

...

2020/09/07
http://w

w
w

.pref.osaka.lg.jp/hodo/index.php?site=fum
in&

pageId=37002
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都道府県等名 兵庫県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

平成30年度尼崎市グリーンニューディー

ル事業の経済波及効果 

令元.8 無 兵庫県立大学地域経済指標

研究会（兵庫県、尼崎市、兵

庫県立大学） 

平成 23 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

平成 23 年尼崎市産業連関

表（40 部門）※ 

※兵庫県立大学地域経済

指標研究会推計 

平成 30年度グリーンニューディール事業の経済波及効

果を推計 

兵庫県内  生産誘発額   4.9 億円 

付加価値誘発額 2.1 億円 

雇用創出効果   22 人 

尼崎市内  生産誘発額   3.9 億円 

付加価値誘発額 1.6 億円 

      雇用創出効果   17 人 

 

2 

 

 

観光による兵庫県内の経済波及効果 令元.9 有 兵庫県産業労働部観光振興

課 

平成 23 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

平成 30年度観光消費の兵庫県内の経済波及効果を推計 

  生産誘発額    1 兆 8,642 億円(1.45 倍） 

  付加価値誘発額 1 兆 174 億円(H30 県 GDP 比 3.5％） 

  雇用創出効果    220 千人 

兵庫県観光動態調

査 

(R1.9.20 公表） 

3 

 

 

第 9 回神戸マラソンの経済波及効果 令 2.3 有 兵庫県立大学地域経済指標

研究会 

平成 27 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

平成 23 年神戸市産業連関

表(39 部門） 

第 9回神戸マラソンの兵庫県内及び神戸市内の経済波

及効果を推計（ﾗﾝﾅｰ向けｱﾝｹｰﾄ、沿線観察調査、ﾋｱﾘﾝｸﾞ調

査を実施） 

期 間   R1 年 11月 15 日～17 日 

場 所   兵庫県神戸市 

生産誘発額   80.0 億円(1.48 倍） 

うち神戸市内 73.4 億円 

 付加価値誘発額 44.2 億円(H30 県 GDP 比 0.02％） 

 雇用創出効果     863 人 (うち神戸市内 662 人) 

 

4 

 

 

観光による兵庫県内の経済波及効果 令 2.3 有 兵庫県産業労働部観光振興

課 

平成 27 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

平成 30年度観光消費の兵庫県内の経済波及効果を推計 

  生産誘発額    1 兆 8,930 億円(1.47 倍） 

  付加価値誘発額 1 兆 347 億円(H30 県 GDP 比 3.5％） 

  雇用創出効果    211 千人 

※平成 27 年表で再

推計 

別添資料あり 

5 

 

 

B1 グランプリ in 明石開催による経済波

及効果 

令 2.3 無 兵庫県立大学地域経済指標

研究会 

平成 27 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

平成 23 年明石市産業連関

B-1ｸﾞﾗﾝﾌﾟﾘin明石の兵庫県内及び明石市内の経済波及

効果を推計 

期 間   R 元年 11 月 25 日～26 日 
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表(40 部門） 場 所   兵庫県明石市 

  生産誘発額  19.8 億円(1.49 倍） 

うち明石市内 13.3 億円 

 付加価値誘発額 11.6 億円(同 7.6 億円） 

  雇用創出効果     197 人 (同 178 人) 

6 災害に強い森づくり事業（第 3期）によ

る経済波及効果 

令 2.3 無 兵庫県農政環境部豊かな森

づくり課 

平成 27 年兵庫県産業連関

表（39 部門） 

災害に強い森づくり事業（第 3期）の経済波及効果を

推計 

期 間     平成 28 年度～令和 2年度 

  生産誘発額     121.6 億円(1.38 倍）  

  付加価値誘発額 80.5 億円 

  雇用創出効果    1,437 人 

 

 

 

 

- 97 -



     

平
 成

 ３
０
 年

 度
 

   

兵
庫

県
観

光
客

動
態

調
査

報
告

書
 

                        

兵
庫

県
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１
．
平
成
30年

度
の
観
光
客
入
込
動
向
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地
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光
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光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
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光
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果
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・
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21 

６
．
資
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(1) 地

域
別
・
市
町
別
観
光
客
入
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客
数
 
(平

成
30年

４
月
～
平
成
31年

３
月
（
資
料
１
）
)・

・
・
・
・
・
・
・
  22 

 
 

          

（
注
）
本
調
査
は
、
年
間
入
込

10,000
人
以
上
及
び
特
定
月

5,000
人
以
上
の
観
光
地
、
観
光
施
設
、
イ
ベ
ン
ト
等
の
延
べ
入

込
客
数
に
つ
い
て
、
県
内
各
市
町
に
お
い
て
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
、
県
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

延
べ
入
込
客
数
調
査
の
た
め
、
複
数
の
観
光
地
等
を
訪
れ
た
場
合
は
重
複
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
る
。
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-
 
1
9
 
-
 

 ５
．

観
光

消
費

額
及

び
そ

の
経

済
波

及
効

果
 

   【
県
内
観
光
消
費
額
に
つ
い
て
】
 

 
観
光
客
が
支
出
す
る
交
通
費
、
宿
泊
費
、
土
産
品
費
、
飲
食
費
、
そ
の
他
の
費
用
の
合
計
額
を

観
光
消
費
額
と
し
て
と
ら
え
、
平
成
３
０
年
度
の
本
県
へ
の
観
光
入
込
客
の
消
費
額
を
関
連
資
料
に
よ
り

推
計
し
た
。
 

 【
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
つ
い
て
】
 

観
光
産
業
は
、
運
輸
、
宿
泊
、
小
売
、
飲
食
な
ど
複
数
の
産
業
部
門
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
 

そ
の
中
で
、
観
光
に
対
応
す
る
産
出
額
（
売
上
高
に
相
当
）
か
ら
中
間
投
入
額
（
経
費
）
を
控
除
し

た
付
加
価
値
額
の
合
計
額
を
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
と
と
ら
え
、
関
連
資
料
に
よ
り

観
光
産
業
の
付
加
価
値
額
を
推
計
し
た
。
 

こ
の
指
標
に
基
づ
き
、
経
済
の
総
合
指
標
で
あ
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
な
ど
と
の
比
較
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら
に

は
、
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
内
訳
を
分
析
す
る
こ
と
で
観
光
客
消
費
行
動
の
県
内

経
済
活
動
へ
の
関
わ
り
や
観
光
産
業
の
現
況
、
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

 

 ＜
具
体
の
算
出
方
法
＞
 

 １
）
観
光
及
び
観
光
関
連
産
業
の
概
念
定
義
 

観
 
 
 
 
光
：
余
暇
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
、
日
常
生
活
圏
を
離
れ
、
継
続
し
て
１
年
を
超
え

な
い
期
間
の
旅
行
を
し
、
ま
た
滞
在
す
る
人
々
の
諸
活
動
 

観
光
関
連
産
業
：
運
輸
・
通
信
業
、
商
業
（
商
業
マ
ー
ジ
ン
）、

個
人
サ
ー
ビ
ス
業
（
飲
食
・
宿
泊
業
な
ど
）
の
う

ち
観
光
に
か
か
る
部
門
 

 ２
）
推
計
対
象
 

 
ア
 
旅
行
中
消
費
額
：
宿
泊
旅
行
、
日
帰
り
旅
行
、
別
荘
・
保
養
所
の
消
費
額
 

 
イ
 
旅
行
前
後
消
費
額
：
旅
行
用
品
の
購
入
、
写
真
プ
リ
ン
ト
、
衣
類
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
 
等
 

 
ウ
 
間
接
消
費
額
：
産
業
連
関
分
析
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
を
推
計
 

 
 
 
（
内
訳
）
原
材
料
波
及
効
果
（
１
次
効
果
）：

宿
泊
施
設
の
食
材
（
農
業
）
の
調
達
 
等
 

 
 
 
 
 
 
 
家
計
迂
回
効
果
（
２
次
効
果
）：

所
得
増
に
よ
る
家
計
消
費
増
が
生
み
出
し
た
新
た
な
売
上
増
 

 ３
）
推
計
方
法
 

 
・
 
観
光
消
費
額
＝
観
光
客
数
（
Ａ
）
×
 
観
光
消
費
単
価
（
Ｂ
）
 

 
 
 
（
内
訳
）
交
通
費
、
宿
泊
費
、
飲
食
費
（
食
事
、
飲
食
、
飲
酒
）、

土
産
代
、
施
設
入
場
料
等
 

・
 
観
光
産
業
付
加
価
値
額
＝
観
光
消
費
額
 
×
 
付
加
価
値
比
率
（
Ｃ
）
 

＜
主
な
使
用
デ
ー
タ
の
出
典
＞
 

 
Ａ
：
兵
庫
県
観
光
交
流
課
「
兵
庫
県
観
光
客
動
態
調
査
」
 

 
Ｂ
：
観
光
庁
「
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」
/ 

(公
社
)日

本
観
光
振
興
協
会
「
観
光
の
実
態
と
志
向
」
 

 
Ｃ
：
兵
庫
県
統
計
課
「
兵
庫
県
民
経
済
計
算
」
 

 

※
名

目
値

[現
在

の
経

済
規

模
を

図
る

]：実
際

に
市

場
で

取
引

さ
れ

て
い

る
価

格
(市

場
価

格
)に

基
づ

い
て

推
計

さ
れ

た
値

 
 

実
質

値
[経

済
成

長
を

比
較

]：基
準

年
次

(平
成

23
年

)か
ら

の
物

価
の

変
動

分
(上

昇
・下

落
)を

名
目

値
か

ら
取

り
除

い
た

値
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 （
１
）
県
内
観
光
消
費
額
及
び
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
 

平
成
３
０
年
度
の
県
内
観
光
消
費
額
（
名
目
）
は
１
兆
２
，
８
５
７
億
円
で
対
前
年
度
比
３
．
０
％
減
、
 

観
光
産
業
の
付
加
価
値
額
で
あ
る
観
光
産
業
県
内
総
生
産
(名

目
)は

７
，
３
１
８
億
円
で
あ
る
。
 

 
 
 
物
価
変
動
を
除
い
た
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
実
質
）
は
、
７
，
１
９
６
億
円
で
前
年
度
比
４
．
１
％
減
、

県
内
総
生
産
(実

質
)比

３
．
５
％
で
あ
る
。
 

 表
１
 
兵
庫
県
内
観
光
消
費
額
及
び
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
 

  
     

      
     

    
     

      
     

    
     

      
    

 
 
  
  

 （
単
位
：
億
円
）
 

県
内

観
光

消
費

額
 

（名
目

） 

観
光

産
業

県
内

総
生

産
 

県
内

総
生

産
 

（実
質

）（B
） 

県
内

総
生

産
（実

質
）比

 

（C
＝

A
/B

）（％
） 

（名
目

） 
（実

質
）（A

） 

１
２
，
８
５
７
 

７
，
３
１
８
 

７
，
１
９
６
 

２
０
６
，
６
０
５
 

３
.５

％
 

 
※
兵
庫
県
統
計
課
「
四
半
期
別
兵
庫
県
内

GDP
速
報
」（

令
和
元
年

12
月
）
 

※
県
実
質
値
は
平
成

23
年
連
鎖
価
格
 

 表
２
 
地
域
別
観
光
消
費
額
及
び
観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
 

（
単
位
：
億
円
、
％
）
 

区
 
 
分
 

県
内
観
光
消
費
額
（
名
目
）
 

観
光
産
業
県
内
総
生
産
（
名
目
）
 

 
  

構
成
比
 
 
 
 
 
（
観
光
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
 

  
構
成
比
 

県
計
 

１
２
，
８
５
７
 

100.0 
７
，
３
１
８
（
７
，
１
９
６
）
 

100.0 

神
戸
地
域
 

３
，
６
１
７
 

28.1 
２
，
０
５
０
（
２
，
０
１
６
）
 

28.0 

阪
神
南
地
域
 

１
，
３
４
９
 

10.5 
７
７
２
（
 
 
７
５
９
）
 

10.6 

阪
神
北
地
域
 

１
，
６
５
４
 

12.9 
９
４
９
（
 
 
９
３
４
）
 

13.0 

東
播
磨
地
域
 

８
３
８
 

6.5 
４
７
８
（
 
 
４
７
０
）
 

6.5 

北
播
磨
地
域
 

１
，
０
６
２
 

8.3 
６
０
９
（
 
 
５
９
９
）
 

8.3 

中
播
磨
地
域
 

１
，
１
１
２
 

8.6 
６
３
０
（
 
 
６
２
０
）
 

8.6 

西
播
磨
地
域
 

５
５
８
 

4.3 
３
１
８
（
 
 
３
１
２
）
 

4.3 

但
馬
地
域
 

１
，
０
９
４
 

8.5 
６
１
５
（
 
 
６
０
５
）
 

8.4 

丹
波
地
域
 

３
８
９
 

3.0 
２
２
３
（
 
 
２
１
９
）
 

3.0 

淡
路
地
域
 

１
，
１
８
４
 

9.2 
６
７
３
（
 
 
６
６
１
）
 

9.2 

  
     

      
     

    
     

      
     

    
     

      
     

    
   

※
（
 
）
の
数
値
は
実
質
値
（
平
成
２
３
年
連
鎖
価
格
）
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〔
観
光
消
費
額
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
〕
 

平
成
３
０
年
度
の
観
光
消
費
額
が
県
内
の
生
産
額
に
ど
れ
だ
け
波
及
し
効
果
を
高
め
、
付
加
価

値
を
生
み
だ
し
、
ま
た
雇
用
を
ど
れ
だ
け
増
大
さ
せ
た
か
を
産
業
連
関
表
（
兵
庫
県
統
計
課
「
平

成
27
年
兵
庫
県
産
業
連
関
表
」
）
を
用
い
て
推
計
し
た
。

 

 ＜
算
出
方
法
の
概
略
＞
 

 １
）
生
産
誘
発
額
（
＝
直
接
効
果
＋
間
接
効
果
）
 

・
直
接
効
果
：
県
内
観
光
消
費
額
 

・
間
接
効
果
：
産
業
連
関
分
析
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
を
推
計
 

 
（
内
訳
）
原
材
料
波
及
効
果
（
１
次
効
果
）：

宿
泊
施
設
の
食
材
（
農
業
）
の
調
達
 
等
 

 
 
 
 
 
家
計
迂
回
効
果
（
２
次
効
果
）：

所
得
増
に
よ
る
家
計
消
費
増
が
生
み
出
し
た
新
た
な
売
上
増
 

 
２
）
付
加
価
値
誘
発
額
 

 
 
県
内
観
光
消
費
に
よ
り
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
付
加
価
値
額
（
雇
用
者
の
賃
金
や
企
業
の
営
業
利
益
等
）
 

 
 
 ※
兵
庫
県
統
計
課
「
平
成

27
年
兵
庫
県
産
業
連
関
表
」
を
用
い
て
推
計
 

 
 （
２
）
観
光
に
よ
る
兵
庫
県
内
の
経
済
波
及
効
果
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
単
位
：
億
円
）
 

県
内
観
光
消
費
額
（
名
目
）
 

(直
接
効
果
) 

生
産
誘
発
額
 

（
経
済
波
及
効
果
）
 

付
加
価
値
誘
発
額
 

就
業
者
誘
発
数
 

（
千
人
）
 

１
２
，
８
５
７
 

１
８
，
９
３
０
 

１
０
，
３
４
７
 

２
１
１
 

 
 
 

①
 
 
生
産
誘
発
額
 

 
 
 
  平

成
３
０
年
度
の
県
内
観
光
消
費
額
（
直
接
効
果
）
１
兆
２
，
８
５
７
億
円
に
よ
る
生
産
誘
発
額
（
経
済

波
及
効
果
）
は
１
兆
８
，
９
３
０
億
円
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
県
内
観
光
消
費
額
の

1.47
倍
に
当
た
る
。
 

○
 生

産
誘
発
額
（
＝
直
接
効
果
＋
間
接
効
果
）
  

・
直
接
効
果
：
県
内
観
光
消
費
額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
・
間
接
効
果
：
産
業
連
関
分
析
に
よ
り
経
済
波
及
効
果
を
推
計
 

（
内
訳
）
原
材
料
波
及
効
果
（
１
次
効
果
）
：
宿
泊
施
設
の
食
材
（
農
業
）
の
調
達
 
等
 

家
計
迂
回
効
果
（
２
次
効
果
）
：
所
得
増
に
よ
る
家
計
消
費
増
が
生
み
出
し
た
新
た
な
売
上
増
 

 

②
 
 
付
加
価
値
誘
発
額
 

県
内
観
光
消
費
に
よ
り
新
た
に
生
み
出
さ
れ
た
付
加
価
値
誘
発
額
は

1
兆
３
４
７
億
円
。
こ
の
付
加
価
値

誘
発
額
は
、
平
成
３
０
年
度
県
内
総
生
産
（
２
０
兆
６
，
６
０
５
億
円
※
）（

名
目
）
の
３
．
５
％
に
あ
た
る
。
 

○
 付

加
価
値
誘
発
額
:観

光
消
費
に
よ
り
新
た
に
生
み
出
さ
れ
る
付
加
価
値
額
(雇

用
者
の
賃
金
や
企
業
の
営
業
利

益
等
) 

 
（
※
）
兵
庫
県
統
計
課
「
四
半
期
別
兵
庫
県
内
GDP速

報
」
（
令
和
元
年
12月

）
 

 

③
 
 
就
業
者
誘
発
数
 

県
内
観
光
消
費
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
就
業
者
誘
発
数
は
２
１
１
千
人
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
平
成
３
０
年
の

県
内
就
業
者
総
数
（
２
，
７
４
８
千
人
 ※

）
の
７
．
７
％
に
あ
た
る
。
 

（
※
）
総
務
省
「
平
成
30年

労
働
力
調
査
」
都
道
府
県
別
モ
デ
ル
推
計
値
（
令
和
元
年
5月

）
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都道府県等名 和歌山県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  ねんりんピック紀の国わかやま2019経済

波及効果等推計業務 

令和 2年 1月 有 （一財）和歌山社会経済研究所 平成 23 年和歌山県産業

連関表（37 部門） 

 県内で実施されたねんりんピックについて、大会参加

者、一般来場者を対象にアンケート調査を実施。宿泊費、

土産物費に関する回答結果を集計。産業連関表を活用し、

経済波及効果を算出。  

・経済波及効果 約 100 億 9700 万円

和歌山県からの委

託調査 

2 ねんりんピック紀の国わかやま2019開催

による和歌山市への経済波及効果推計業

務 

非公表 無 （一財）和歌山社会経済研究所 地域経済循環分析用デ

ータ（和歌山市、39 部

門）環境省提供 

県内で実施されたねんりんピックについて、大会参加

者、一般来場者を対象にアンケート調査を実施。和歌山

市内会場分を抽出し、宿泊費、土産物費に関する回答結

果を集計。産業連関表を活用し、経済波及効果を算出。 

・経済波及効果 非公表

和歌山市からの委

託調査 
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『ね
ん
りん
ピ
ック
紀
の
国
わ
か
や
ま
2019』

「大
会
ア
ン
ケ
ー
ト集

計
結
果
」及
び
「経
済
波
及
効
果
」

51.3%

29.9%

35.4%

17.6%

16.5%

52.9%

22.1%

20.9%

23.5%

38.4%

46.2%45.7%

33.8%

30.8%

38.7%

45.9%

40.6%45.0%

9.5%

22.4%

17.7%

30.1%

29.3%

7.8%

30.7%

35.1%

27.2%

0.6%

1.4%

0.9%

12.4%

17.8%

0.5%

1.1%

3.1%

3.3%

0.2%

0.2%

0.3%

6.1%

5.6%

0.2%

0.1%

0.3%

1.0%

0%
20%

40%
60%

80%
100%

総
合
開
会
式

き
い
ち
ゃ
ん
広
場
開
会
式
会
場

種
目
別
交
流
大
会

宿
泊
施
設

会
場
間
の
移
動

係
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応

全
国
の
参
加
者
と
の
交
流

地
元
の
人
々
と
の
交
流

昼
食
弁
当

大
変
良
い

良
い

普
通

あ
ま
り
良
く
な
い

良
く
な
い

大
会
に
参
加
した
感
想

大
会
開
催
期
間
中
（
令
和
元
年
１
１
月
９
日
～
１
２
日
）
に
実
施
した
大
会
アンケ

ー
トの
集
計
結
果
及

び
集
計
結
果
等
を基
に
推
計
した
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、別
添
の
とお
り取
りまとめ

ました
。主
な
概
要
は
、以

下
の
とお
りで
す
。

【１
大
会
ア
ン
ケ
ー
ト集

計
結
果
】

（
回
答
数
）
大
会
参
加
者
（
選
手
・役
員
等
）

3,819人
一
般
来
場
者

4,068人

◯
大
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

和
歌
山
に
ま
た
来
た
い
か

大
会
参
加
者
に
対
す
る
アンケ

ー
ト結
果
に
お
い
て
、「係

員
や
ボ
ランテ

ィアの
対
応
」に
対
す
る
評
価
が
最

も
高
く、「大

変
良
い
」・「良

い
」の
合
計
が
91.6%

を占
め
た
。

さらに
、「総

合
開
会
式
」に
つ
い
て
は
89.7%

、「種
目
別
交
流
大
会
」に
つ
い
て
は
81.1%

を「大
変
良

い
」・「良

い
」が
占
め
た
。

また
、「和

歌
山
に
また
来
た
い
か
」との

問
い
に
対
し、95.9%

が
「は
い
」と回

答
した
。

県
民
総
参
加
で
の
お
も
て
な
しな
どに
より、全

体
的
に
満
足
度
の
高
い
評
価
を得
た
と考
え
る
。

お
問
い
合
わ
せ
：
ね
ん
りん
ピック紀

の
国
わ
か
や
ま2019実

行
委
員
会
事
務
局
（
担
当
：
松
下
、中
谷
）

〒
640-8585

和
歌
山
市
小
松
原
通
1-1（

県
庁
東
別
館
5階

ね
ん
りん
ピック推

進
課
内
）

TEL：
073-441-2570

FAX：
073-436-1570

M
AIL：

nenrin2019@
pref.w

akayam
a.lg.jp

お
問
い
合
わ
せ
：
ね
ん
りん
ピック紀

の
国
わ
か
や
ま2019実

行
委
員
会
事
務
局
（
担
当
：
松
下
、中
谷
）

〒
640-8585

和
歌
山
市
小
松
原
通
1-1（

県
庁
東
別
館
5階

ね
ん
りん
ピック推

進
課
内
）

TEL：
073-441-2570

FAX：
073-436-1570

M
AIL：

nenrin2019@
pref.w

akayam
a.lg.jp

令
和
2年
1月
２
8日

記
者

発
表
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（
参
考
）
過
去
５
か
年
の
実
績

◯
一
般
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト

【２
経
済
波
及
効
果
】

大
会
運
営
に
要
した
県
及
び
会
場
２
１
市
町
の
「大
会
事
業
費
」並
び
に
大
会
アンケ

ー
トに
お
い
て
回
答
の

あ
った
参
加
者
等
の
消
費
支
出
額
の
集
計
を基
に
、一
般
財
団
法
人
和
歌
山
県
社
会
経
済
研
究
所
が
推
計
を

実
施
した
。

推
計
額
は
、約
１
０
０
億
９
７
０
０
万
円
で
、過
去
５
か
年
の
大
会
平
均
（
９
９
億
３
３
０
０
万

円
）
を上
回
る
結
果
とな
った
。

一
般
来
場
者
に
対
す
る
アンケ

ー
トの
うち
、「大

会
をきっか

け
として

、今
後
取
り組
み
た
い
こと」に

つ
い
て
、

「健
康
づ
くり」の

回
答
が
67.6%

で
最
も
多
か
った
。来
場
を通
じ、県

民
の
「健
康
づ
くり」へ

の
関
心
が
高

まった
と考
え
られ
る
。

大
会
を
き
っか
け
として

、今
後
取
り組
み
た
い
こと

67.6%

28.1%

15.5%18.7%

8.5%

63.9%

26.0%

16.5%

17.7%

10.5%

69.7%

29.4%

15.3%18.3%

7.4%

0.0%
10.0%

20.0%
30.0%

40.0%
50.0%

60.0%
70.0%

80.0%

健
康
づ
く
り

生
き
が
い
づ
く
り

社
会
貢
献
活
動

仲
間
づ
く
り

特
に
な
し

全
体

男
性

女
性

2019和
歌
山

2018富
山

2017秋
田

2016長
崎

2015山
口

2014栃
木

100億
9,700万

円
110億

4,600万
円

106億
8,000万

円
97億

5,200万
円

93億
5,700万

円
88億

3,200万
円
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 ね

ん
り

ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま
２
０

１
９
実

行
委
員
会

 
委

託
事

業
 

     「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の

国
わ
か
や
ま
２
０
１
９
」
の
開
催
に

か
か
る
 

大
会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
及
び
 

経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
 

                

2
02
0
年

1
月

 

 

 
 

一
般
財
団
法
人
 
和
歌
山
社
会
経
済
研
究
所
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・
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２
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1 
 １
．
調
査
・
目
的
 

「
ね

ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国

わ
か
や
ま

2
0
1
9
」

の
開

催
期

間
中

に
、

次
の

こ
と

を
目

的
に

ア
ン

ケ

ー
ト

調
査
を
実
施
し
た
。
 

（
１

）
大
会
参
加
者
及
び
一
般
来
場
者
の

大
会
の

印
象
や
意

見
の

集
約
 

（
２

）
大
会
参
加
者
及
び
一
般
来
場
者
の

消
費
動

向
の
把
握

 

（
３

）
大
会
が
県
内
経
済
に
与
え
た
経
済

波
及
効

果
の
推
計

 

 ２
．
調
査
対
象
・
調
査
方
法
 

（
１

）
大
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
 

①
調
査
対
象
：
選
手
、
監
督
、
役
員

そ
の

他
の
大

会
参
加
者

 

②
調
査
方
法
 

県
内
：
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
を
配

布
し
、

大
会
終
了

後
に

郵
送

に
て
回

収
 

 
 
 
県
外
：
監
督
会
議
等
に
お
い
て
ア
ン

ケ
ー

ト
調
査
票

を
配

布
し

、
各
会

場
に
て
回

収
 

（
２

）
一
般
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
 

①
調

査
対
象
：
総
合
開
会
式
会
場
の
紀
三

井
寺
運

動
公
園
陸

上
競

技
場

及
び
各

イ
ベ
ン
ト

会
場

へ

の
一
般
来
場
者
 

②
調

査
方
法
：
各
会
場
で
実
施
本
部
員
及

び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

ス
タ

ッ
フ

が
一
般
来

場
者
に

声
掛

け

の
上
、
記
入
を
依
頼
し
回
収
 

 ３
．

回
答
者
数
 

（
１

）
大
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
 

3
,
81
9
人
（

県
内
：
1
8
1
人

、
県

外
：

3,
6
3
8
人
）

 

（
２

）
一
般
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
 

4
,
06
8
人
 

 ４
．
調
査
結
果
 

（
１

）
大
会
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
 

 

①
 
回

答
者
属
性
（
不
明
、
無
回
答

を
除

く
）
 

 
 
（

年
齢
）
 

 
年

代
 

6
0

歳
代

 
7
0

歳
代

 
8
0

歳
代

 
9
0

歳
代

 
そ

の
他

 
回

答
者

数
 

県内
 

人
数

 

(構
成

比
) 

9
2

人
 

(5
0
.8%

) 

6
5

人
 

(3
5
.9%

) 

1
9

人
 

(1
0
.5%

) 

0
人

 

(0
.0

%) 

5
人

 

(2
.8

%) 
1
8
1

人
 

県外
 

人
数

 

(構
成

比
) 

2
,2

2
1

人
 

(6
1
.3%

) 

1
,2

2
3

人
 

(3
3
.7%

) 

1
6
9

人
 

(4
.7

%) 

3
人

 

(0
.1

%) 

1
0

人
 

(0
.3

%) 
3
,6

2
6

人
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2 
 

（
性
別
）
 

  
 
 
 

   
 
 

  
 

（
居
住
地
）
 

 
 
 
 

          

（
参
加
し
た
立
場
）
 

（
複

数
回
答

）
 

   
 

 
性

別
 

男
性

 
女

性
 

回
答

者
数

 

県
 

内
 

人
数

 
1
1
7

人
 

6
1

人
 

1
7
8

人
 

(構
成

比
) 

(6
5
.7

%
) 

(3
4
.3

%
) 

県
 

外
 

人
数

 
2
,5

6
0

人
 

1
,0

1
8

人
 

3
,5

7
8

人
 

(構
成

比
) 

(7
1
.5

%
) 

(2
8
.5

%
) 

地
 

域
 

人
数

 
構

成
比

 

和
歌

山
県

内
 

2
0
7

人
 

5
.5

%
 

北
海

道
・
東

北
地

方
 

4
3
3

人
 

1
1
.4

%
 

関
東

地
方

 
6
5
9

人
 

1
7
.4

%
 

中
部

地
方

 
7
6
3

人
 

2
0
.1

%
 

近
畿

地
方

（
和

歌
山

県
除

く
）
 

5
4
8

人
 

1
4
.4

%
 

中
国

・
四

国
地

方
 

6
3
0

人
 

1
6
.6

%
 

九
州

・
沖

縄
地

方
 

5
5
7

人
 

1
4
.7

%
 

回
答

者
数

 
3
,7

9
7

人
 

1
0
0
.0

%
 

立
 

場
 

人
数

 
構

成
比

 

選
手

・
監

督
 

3
,7

4
9

人
 

9
8
.5

%
 

役
員

 
1
8

人
 

0
.5

%
 

そ
の

他
 

5
0

人
 

1
.3

%
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3 
 

（
和
歌
山
県
内
参
加
者
の
居
住
地
）
 

 
「

参
加
し
た
立
場
」
を
回
答
し
た
人
の

居
住
地

（
参
加
し

た
立

場
は

複
数
回

答
）
 

市
町

村
 

選
手

・
監

督
 

役
員

 
そ

の
他

 
実

人
数

 
構

成
比

 

和
歌

山
市

 
8
0
 

3
 

1
 

8
1
 

4
8
.2

％
 

海
南

市
 

1
0
 

1
 

0
 

1
0
 

6
.0

％
 

橋
本

市
 

9
 

0
 

0
 

9
 

5
.4

％
 

有
田

市
 

3
 

0
 

0
 

3
 

1
.8

％
 

御
坊

市
 

2
 

0
 

0
 

2
 

1
.2

％
 

田
辺

市
 

8
 

0
 

0
 

8
 

4
.8

％
 

新
宮

市
 

8
 

1
 

2
 

1
0
 

6
.0

％
 

紀
の

川
市

 
1
0
 

0
 

0
 

1
0
 

6
.0

％
 

岩
出

市
 

8
 

0
 

0
 

8
 

4
.8

％
 

紀
美

野
町

 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

か
つ

ら
ぎ

町
 

2
 

0
 

1
 

3
 

1
.8

％
 

九
度

山
町

 
3
 

1
 

0
 

3
 

1
.8

％
 

高
野

町
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

湯
浅

町
 

2
 

0
 

0
 

2
 

1
.2

％
 

広
川

町
 

2
 

0
 

0
 

2
 

1
.2

％
 

有
田

川
町

 
1
 

0
 

0
 

1
 

0
.6

％
 

美
浜

町
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

日
高

町
 

1
 

0
 

0
 

1
 

0
.6

％
 

由
良

町
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

印
南

町
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

み
な

べ
町

 
1
 

1
 

0
 

1
 

0
.6

％
 

日
高

川
町

 
4
 

0
 

0
 

4
 

2
.4

％
 

白
浜

町
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

上
富

田
町

 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

す
さ

み
町

 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

那
智

勝
浦

町
 

1
 

0
 

0
 

1
 

0
.6

％
 

太
地

町
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

古
座

川
町

 
0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

北
山

村
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
.0

％
 

串
本

町
 

8
 

0
 

0
 

8
 

4
.8

％
 

県
外

居
住

 
1
 

0
 

0
 

1
 

0
.6

％
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4 
 

64.9%

47.1%

41.8%

32.3%

31.6%

25.1%

22.0%

2.7%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

全
国

の
参

加
者

と
の

交
流

健
康

の
維

持
増

進

充
実

感
や

生
き

が
い

を
味

わ
う

大
会

で
の

勝
利

地
元

の
人

々
と

の
交

流

和
歌

山
の

観
光

技
や

技
術

の
追

求

そ
の

他

9.7%
9.1%

8.0%
6.9%
6.9%

6.3%
5.1%
5.1%
5.1%
5.1%

4.6%
4.6%
4.6%

3.4%
2.9%

2.3%
2.3%

1.7%
1.1%
1.1%
1.1%
1.1%

0.6%
0.6%
0.6%

0.0%
0.0%

0%
2%

4%
6%

8%
10%

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
ゴ

ル
フ

卓
球

テ
ニ

ス

サ
ッ

カ
ー

水
泳

ペ
タ

ン
ク

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

太
極

拳

合
気

道

剣
道

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

民
謡

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

将
棋

健
康

マ
ー

ジ
ャ

ン

マ
ラ

ソ
ン

弓
道

ボ
ウ

リ
ン

グ

な
ぎ

な
た

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

ゴ
ル

フ

囲
碁

オ
リ

エ
ン

テ
ー

リ
ン

グ

俳
句

17.2%
13.3%

10.1%
8.4%

7.3%
7.0%

6.1%
4.8%

3.8%
3.7%
3.6%

3.1%
3.0%

1.6%
1.5%
1.2%
1.0%

0.7%
0.6%
0.6%
0.4%
0.4%
0.3%
0.2%
0.1%
0.0%
0.0%

0%
5%

10%
15%

20%

サ
ッ

カ
ー

ソ
フ

ト
ボ

ー
ル

弓
道

ソ
フ

ト
バ

レ
ー

ボ
ー

ル

太
極

拳

剣
道

健
康

マ
ー

ジ
ャ

ン

ウ
ォ

ー
ク

ラ
リ

ー

ゴ
ル

フ

な
ぎ

な
た

マ
ラ

ソ
ン

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

ボ
ウ

リ
ン

グ

ゲ
ー

ト
ボ

ー
ル

オ
リ

エ
ン

テ
ー

リ
ン

グ

将
棋

水
泳

ペ
タ

ン
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
・
ゴ

ル
フ

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

ダ
ン

ス
ス

ポ
ー

ツ

卓
球

囲
碁

民
謡

テ
ニ

ス

合
気

道

俳
句

②
 
参

加
し
た
交
流
大
会
に
つ
い
て

 

 

図
1
 
参
加

し
た
交

流
大
会
 

県
内

参
加
者

（
回
答
者
数

175
人
）
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 
県
外

参
加
者

（
回
答
者
数

3
,
631

人
）
 

                    

③
 
大

会
に
参
加
し
た
理
由
 

大
会
に
参
加
し
た
理
由
は
、「

全
国
の

参
加

者
と
の

交
流
」
が

6
4
.
9
%
と
最

も
多
く

、
以

下
「

健

康
の

維
持
増
進
」
47
.
1
%
、「

充
実
感
や
生

き
が

い
を

味
わ

う
」

4
1
.
8
%
と

続
い

て
い

る
。
（

図
２

）
 

 

図
2
 

大
会
に
参
加
し
た
理
由

（
複

数
回

答
）
（
回
答
者
数

 
3,
799

人
）
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5 
 

51.3%

29.9%

35.4%

17.6%

16.5%

52.9%

22.1%

20.9%

23.5%

38.4%

46.2%45.7%

33.8%

30.8%

38.7%

45.9%

40.6%45.0%

9.5%

22.4%

17.7%

30.1%

29.3%

7.8%

30.7%

35.1%

27.2%

0.6%

1.4%

0.9%

12.4%

17.8%

0.5%

1.1%

3.1%

3.3%

0.2%

0.2%

0.3%

6.1%

5.6%

0.2%

0.1%

0.3%

1.0%

0%
20%

40%
60%

80%
100%

総
合

開
会

式

き
い

ち
ゃ

ん
広

場
開

会
式

会
場

種
目

別
交

流
大

会

宿
泊

施
設

会
場

間
の

移
動

係
員

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

対
応

全
国

の
参

加
者

と
の

交
流

地
元

の
人

々
と

の
交

流

昼
食

弁
当

大
変

良
い

良
い

普
通

あ
ま

り
良

く
な

い
良

く
な

い

④
 
大

会
に

参
加

し
た
感

想
 

大
会

に
参

加
し

た
感

想
は

、
「

係
員

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

対
応

」
に

対
す

る
評

価
が

最
も

高
く

「
大

変
良

い
」

及
び

「
良

い
」

の
合

計
が

9
1
.
6%

を
占

め
て

い
る

。
ま

た
、
「

総
合

開
会

式
」

に

つ
い

て
は

「
大

変
良

い
」

及
び

「
良

い
」

の
合

計
が

8
9.7

%
を

占
め

、
「

種
目

別
交

流
大

会
」

に

つ
い

て
は
「

大
変
良

い
」
及
び

「
良

い
」

の
合
計

が
8
1.1

%
を

占
め
て

い
る

。（
図

3）
 
 

ま
た

、
県

外
選
手

団
を
対

象
に
「

和
歌

山
に
ま

た
来
た

い
か

」
と
い

う
問
い

に
対
し

て
は

、「
は

い
」

が
9
5.
9
%
を
占

め
て
い
る

。
（

図
4）

 

 

図
3
 

参
加

し
た
感

想
 

                 

図
4
 

和
歌

山
に
ま

た
来
た
い

（
回

答
者

数
 

3
,2

30
人

）
 

         
 

平
均

階
級

値
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5
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.4

4
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答
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3
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人
) 

3
.3

5
(回

答
者

数
 

3
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人
) 

4
.4

4
(回

答
者

数
 

3
522

人
) 

3
.8

9
(回

答
者

数
 

3
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人
) 

3
.7

9
(回

答
者

数
 

3
427

人
) 

3
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(回

答
者

数
 

3
353

人
) 
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6 
 

⑤
 
県

内
の

滞
在

人
数
と

観
光
予
定

 

 
 

 
観
光

も
含
め

た
和
歌
山

県
内

へ
の

滞
在
日

数
は

、
全

体
で

は
「
4
泊

5
日

」
1
,
498

人
（

4
1
.
9%
）

と
最

も
多
い

が
、
県

内
参

加
者

の
宿

泊
者

に
つ
い

て
は

、「
日

帰
り
」
が
、
1
2
8
人
（
7
3
.
6
%）

と

最
も

多
く
な

っ
て
い

る
。
（
図

5
）
 

 
 

 
大
会

期
間
中

及
び
期
間

後
の

観
光

予
定
に

つ
い
て
は

、
全

体
で

は
「

あ
る

」
が

5
6
.
5
%
を

占
め

て
お

り
、
う

ち
、「

ね
ん

り
ん

ピ
ッ

ク
紀

の
国
わ

か
や
ま

2
0
1
9
の
観

光
ツ
ア

ー
に
申

込
」
が

40
5

人
（

1
1
.
4
%）
、
「

独
自

に
手
配

し
て

観
光

」
が

1
,
6
0
3
人
（

4
5
.
1
%
）
と

な
っ
て

い
る
。（

図
6
）
 

 
 

 
ま
た

、
旅

行
先

と
し
て

は
、
紀

北
エ

リ
ア
が

8
4
6
人
（

4
8
.
1
%
）、
紀

中
エ

リ
ア
が

1
6
6
人
（

9
.
4%
）
、

紀
南

エ
リ
ア

が
9
43

人
（

53.
6
%
）

と
な
っ

て
い
る

（
図

7
）
。
 

  
図

5
 

和
歌

山
県
内

へ
の
滞
在

日
数
 

 

全
体

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
県

内
参

加
者
 

 
 
 
 

 
 

県
外

参
加
者
 

（
回

答
者

数
 

3,
577

人
）

 
 

 
 

 
 

 
（

回
答

者
数

 
174

人
）

 
 

 
 

 
（

回
答

者
数

 
3,

4
03

人
）

 

   
   

 

      

図
6
 

観
光

予
定
（

複
数
回
答

）
 

 
 

 
 
 

全
体
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
県
内

参
加
者
 

 
 

 
 

 
 
 

県
外
参
加

者
 

（
回

答
者

数
 

3,
558

人
）

 
 

 
 

 
 

（
回

答
者

数
 

171
人

）
 

 
 

 
 

 
（

回
答

者
数

 
3,

3
87 

人
）
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7 
 

図
7
 

旅
行

先
（
複

数
回
答
）

 

  
 

 
 
 
全

体
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

県
内
参
加

者
 

 
 

 
 
 

 
県
外
参

加
者
 

（
回

答
者

数
 

1,
758

人
）

 
 

 
 

 
 

 
 

（
回

答
者

数
 

13
人

）
 

 
 

 
（

回
答

者
数

 
1,

74
5
人

）
 

           

旅
行

人
数
に

つ
い
て

は
、「

7
人

以
上

」
が

3
4
.
2％

と
最
も

多
く

、
以
下

、「
6
人

」
が

1
4
.
0％

と
続

い
て
い

る
（
図

8
）
。
ま
た

食
べ

た
い
・
購

入
し

た
い
も

の
に

つ
い

て
、「

あ
る

」
が

7
3
.
2
％
、

「
な

い
」
が

2
6
.
8％

と
な
っ

て
い

る
（

図
9
）。

 

 

図
8
 

あ
な

た
以
外

の
旅
行
人

数
 

 
 

 
 
 

図
9 

和
歌

山
の
ま

た
食
べ

た
い
 

・
購

入
し
た

い
も
の

 

（
回

答
者

数
1
,7

10
人
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（

回
答

者
数

2
,5
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人

）
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12.3%

18.0%19.3%

25.9%

22.2%

2.3%
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万
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３
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未
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以
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～
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万
円

未
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５
万

以
上

～
10

万
円

未
満

10
万

円
以

上

⑥
 
大

会
参

加
者

の
消
費

支
出
額
 

 
 

 
大
会

参
加
に

際
し
て
消

費
支

出
し

た
金
額

は
、
回
答

者
1
人

あ
た

り
、

県
内

24
,
5
6
3
円

、
県

外
1
1
5
,
9
65

円
と
な

っ
て
い
る

。
（

図
10
～

図
18
）
 

 

図
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内

参
加
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消
費
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出
額
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図
1
2
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２
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図
1
6
 

和
歌

山
県
内

で
の
飲

食
代
 

県
内
参
加
者
（
回
答
者
数
 
1
70

人
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
県

外
参
加

者
（
回
答
者
数
 
3,
3
43 人

）
 

           

図
1
7
 

和
歌

山
県
内

で
の
土

産
代
 

県
内
参
加
者
（
回
答
者
数

 
1
71

人
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
県
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加
者
（
回
答
者
数
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11 
 （
２

）
一
般

来
場
者

ア
ン
ケ
ー

ト
 

①
 
回

答
者

属
性
 

回
答

者
の

年
代

構
成

を
み

る
と

、
「

7
0 

歳
以

上
」

が
3
3
.8

％
と

最
も

多
く

、
以

下
、
「

6
0
 
歳

代
」

が
2
4.
9
％

と
続

い
て
い

る
（

図
1
9
）
。
性

別
構
成
を

み
る

と
、「

女
性

」
が

6
2.
8
％

を
占
め

て
い

る
（
図

2
0
）
。
居

住
地
で

み
る

と
、「

県
内
」

が
8
2.
0
％

、
「

県
外

」
が

1
8
.
0
％
と

な
っ
て

い
る
（

図
2
1
）
。
県

内
市
町

村
別

で
み

る
と

、「
和

歌
山

市
」
が

7
0
.
9
％
と

な
っ
て

い
る
（
図

2
2
）
。

全
国

地
区
別

で
み
る

と
、「

近
畿

地
方
（

和
歌
山

県
を
除
く

）
」

が
38
.
2
％
と

最
も
多
く

、
以

下
、

「
関

東
地
方

」
が

1
6
.
8
％
、「

中
部

地
方

」
が

1
6
.
2
％
と

続
い

て
い

る
（
図

2
3
）。

 

 

図
1
9
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町
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町
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4.2%5.3%

2.8%

3.5%

18.1%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

新
聞

テ
レ

ビ

ラ
ジ

オ

広
報

紙
・
チ

ラ
シ

友
人

・
知

人

他
の

イ
ベ

ン
ト

大
会

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

屋
外

広
告

た
ま

た
ま

来
場

そ
の

他

②
 
情

報
源
 

大
会
を
知
っ
た
情
報
源
に
つ
い
て
は

、「
広

報
誌

・
チ
ラ
シ

」
が

4
1.
1
%
と
最

も
多
く
、

以
下

、

「
友

人
・
知
人
」
19
.
2
%
、「

新
聞
」

1
9
.0
%
と

続
い

て
い
る

。
（

図
24
）
 

 

図
2
4
 

大
会
を
知
っ
た
情
報

源
（

複
数

回
答

）
（
回
答
者
数

 
3,
992

人
）
 

             

③
 
普

段
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

及
び
今

後
、
取

り
組
ん
で

み
た

い
活

動
 

 
 
 
普
段
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
活
動

に
つ
い

て
は

、「
ス

ポ
ー

ツ
活

動
」
が

4
7.
4
%
、「

文
化
活

動
」

が
2
2
.
3
%
、「

特
に
な
し
」
が

4
2
.
6
%と

な
っ
て

い
る

。（
図

2
5
）
 

 
 
 
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
し
て
は
、「

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ
」
が

1
5
.
3
%と

最
も
多

く
、
以
下

、
｢
水
泳

｣
3
.
7
%、

「
ジ
ョ
ギ
ン
グ
」
「
ゴ
ル
フ
」
が
各

3
.2
%
と

続
い

て
い
る

。
（

表
1）

 

 
 
 
文
化
活
動
と
し
て
は

、
「
音
楽
」

が
4
.
7
%
と

最
も
多

く
、

以
下

「
絵

画
」

3
.
9
%
、
「

書
道

」
が

3
.
3
%
と
続
い
て
い
る
。
（
表

2
）
 

           

- 119 -



13 
 

項
目

男
性

女
性

全
体

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

1
5
.4

%
1
5
.1

%
1
5
.3

%
ジ

ョ
ギ

ン
グ

5
.8

%
1
.6

%
3
.2

%
卓

球
3
.0

%
2
.3

%
2
.7

%
テ

ニ
ス

3
.5

%
2
.1

%
2
.6

%
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
0
.5

%
0
.5

%
0
.5

%
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
2
.6

%
0
.3

%
1
.1

%
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
1
.4

%
0
.8

%
1
.1

%
ペ

タ
ン

ク
1
.8

%
1
.2

%
1
.5

%
ゴ

ル
フ

6
.8

%
1
.0

%
3
.2

%
マ

ラ
ソ

ン
2
.3

%
0
.8

%
1
.4

%
弓

道
0
.5

%
0
.2

%
0
.3

%
剣

道
1
.3

%
0
.3

%
0
.6

%
水

泳
3
.6

%
3
.6

%
3
.7

%
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
2
.6

%
1
.4

%
2
.0

%
オ

リ
エ

ン
テ

ー
リ

ン
グ

0
.2

%
0
.0

%
0
.1

%
ボ

ウ
リ

ン
グ

2
.5

%
1
.0

%
1
.5

%
サ

ッ
カ

ー
2
.2

%
0
.1

%
0
.8

%
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

0
.8

%
0
.8

%
0
.8

%
な

ぎ
な

た
0
.0

%
0
.3

%
0
.2

%
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

0
.6

%
0
.7

%
0
.8

%
太

極
拳

0
.3

%
1
.6

%
1
.1

%
ダ

ン
ス

ス
ポ

ー
ツ

1
.6

%
2
.6

%
2
.2

%
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
1
.0

%
0
.7

%
0
.9

%
合

気
道

0
.8

%
0
.2

%
0
.4

%
そ

の
他

の
ス

ポ
ー

ツ
6
.1

%
1
1
.0

%
9
.1

%

項
目

男
性

女
性

全
体

囲
碁

1
.5

%
0
.2

%
0
.7

%
将

棋
0
.9

%
0
.1

%
0
.4

%
俳

句
0
.5

%
1
.0

%
0
.9

%
健

康
マ

ー
ジ

ャ
ン

1
.5

%
0
.3

%
0
.8

%
民

謡
0
.1

%
0
.5

%
0
.4

%
絵

画
3
.7

%
3
.7

%
3
.9

%
彫

刻
・
工

芸
1
.1

%
1
.3

%
1
.2

%
書

道
2
.2

%
4
.1

%
3
.3

%
写

真
3
.9

%
1
.2

%
2
.2

%
音

楽
3
.8

%
5
.2

%
4
.7

%
そ

の
他

の
文

化
活

動
2
.9

%
6
.8

%
5
.2

%

47.4%

22.3%

42.6%

53.3%

20.1%

38.7% 42.9%

23.5%

45.7%

0.0%
10.0%

20.0%
30.0%

40.0%
50.0%

60.0%

ス
ポ

ー
ツ

活
動

文
化

活
動

特
に

な
し

全
体

男
性

女
性

図
2
5
 

普
段
か
ら
取
り
組
ん
で
い

る
活

動
（
複

数
回
答
）
（
回
答
者
数
 
3
,8
31

人
）
 

             表
1
 
普
段
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
 
 
表

2
 
普
段
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
文
化
活
動
 

（
複
数
回
答
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
複
数
回
答
）
 

                  

今
後
、
取
り
組
み
た
い
活
動
に
つ

い
て
は

、
「
ス

ポ
ー
ツ
活

動
」

が
4
0
.
0
%
、「

文
化
活

動
」

が

2
6
.
5
%
、
「
特
に
な
し
」
が

44
.
6
%
と
な
っ

て
い
る

。
（
図

2
6
）
 

 
 
 
ス
ポ
ー
ツ
活
動
と
し
て
は
、「

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ
」
が

9
.
4
%
と

最
も

多
く
、
以
下

、「
水

泳
」
3.
7
％

、

（
注
）
全
体
の
比
率
は
、
性
別
無
回
答
者
を
含

む
総
回
答
数
に
お
け
る
比
率
と
し
た
。
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項
目

男
性

女
性

全
体

囲
碁

1
.4

%
0
.5

%
0
.8

%
将

棋
1
.7

%
0
.3

%
0
.8

%
俳

句
1
.4

%
1
.2

%
1
.3

%
健

康
マ

ー
ジ

ャ
ン

4
.2

%
1
.0

%
2
.1

%
民

謡
0
.2

%
0
.5

%
0
.4

%
絵

画
3
.3

%
5
.9

%
4
.9

%
彫

刻
・
工

芸
1
.9

%
2
.0

%
1
.8

%
書

道
2
.1

%
5
.3

%
4
.1

%
写

真
4
.7

%
2
.5

%
3
.3

%
音

楽
3
.8

%
6
.8

%
5
.5

%
そ

の
他

の
文

化
活

動
2
.5

%
2
.2

%
2
.3

%

40.0%

26.5%

44.6%

37.9%

25.2%

46.9%

41.6%

27.5%

42.9%

0.0%
5.0%

10.0%
15.0%

20.0%
25.0%

30.0%
35.0%

40.0%
45.0%

50.0%

ス
ポ

ー
ツ

活
動

文
化

活
動

特
に

な
し

全
体

男
性

女
性

項
目

男
性

女
性

全
体

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

7
.7

%
1
0
.7

%
9
.4

%
ジ

ョ
ギ

ン
グ

3
.0

%
2
.0

%
2
.3

%
卓

球
2
.5

%
2
.3

%
2
.3

%
テ

ニ
ス

1
.6

%
3
.6

%
2
.7

%
ソ

フ
ト

テ
ニ

ス
0
.5

%
0
.7

%
0
.6

%
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
1
.9

%
0
.3

%
0
.8

%
ゲ

ー
ト

ボ
ー

ル
0
.3

%
0
.2

%
0
.3

%
ペ

タ
ン

ク
1
.0

%
1
.3

%
1
.1

%
ゴ

ル
フ

2
.6

%
0
.6

%
1
.3

%
マ

ラ
ソ

ン
2
.7

%
1
.1

%
1
.7

%
弓

道
0
.8

%
0
.8

%
0
.8

%
剣

道
0
.8

%
0
.2

%
0
.4

%
水

泳
2
.3

%
4
.6

%
3
.7

%
グ

ラ
ウ

ン
ド

ゴ
ル

フ
1
.1

%
0
.8

%
1
.1

%
オ

リ
エ

ン
テ

ー
リ

ン
グ

0
.3

%
0
.0

%
0
.1

%
ボ

ウ
リ

ン
グ

2
.1

%
2
.0

%
2
.1

%
サ

ッ
カ

ー
1
.6

%
0
.3

%
0
.8

%
ソ

フ
ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

0
.4

%
0
.3

%
0
.4

%
な

ぎ
な

た
0
.2

%
0
.4

%
0
.3

%
ウ

ォ
ー

ク
ラ

リ
ー

0
.9

%
1
.2

%
1
.1

%
太

極
拳

1
.5

%
2
.9

%
2
.3

%
ダ

ン
ス

ス
ポ

ー
ツ

0
.8

%
1
.9

%
1
.5

%
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
1
.1

%
0
.8

%
1
.0

%
合

気
道

0
.7

%
0
.3

%
0
.5

%
そ

の
他

の
ス

ポ
ー

ツ
2
.9

%
3
.8

%
3
.4

%

「
テ
ニ
ス
」
2
.
7
%と

続
い
て
い
る
。
（
表

3
）
 

 
 
 
文
化
活
動
と
し
て
は
、「

音
楽
」
が

5
.5
%
と

最
も
多

く
、
以
下

、「
絵

画
」
4
.
9%
、
｢
書

道
｣
4
.
1
%

と
続
い
て
い
る
。
（
表

4
）
 

 

図
2
6
 

今
後
取
り
組
ん
で
み

た
い

活
動

（
複
数

回
答

）
（
回
答
者
数

 
3,
061

人
）
 

             表
3
 
今
後
取
り
組
ん
で
み
た
い
ス
ポ
ー
ツ
活
動
 
 
 
 
表

4
 

今
後
取
り
組
ん
で
み
た
い
文
化
活
動
 

（
複
数
回
答
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
複
数
回
答
）
 

                 

（
注
）
全
体
の
比
率
は
、
性
別
無
回
答
者
を
含

む
総
回
答
数
に
お
け
る
比
率
と
し
た
。
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47.5%

10.1%

8.2%

4.0%

10.4%

17.3%

10.4%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

自
家

用
車

鉄
道

公
共

バ
ス

（
有

料
）

無
料

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

徒
歩

自
転

車

そ
の

他

67.6%

28.1%

15.5%18.7%

8.5%

63.9%

26.0%

16.5%

17.7%

10.5%

69.7%

29.4%

15.3%18.3%

7.4%

0.0%
10.0%

20.0%
30.0%

40.0%
50.0%

60.0%
70.0%

80.0%

健
康

づ
く
り

生
き

が
い

づ
く
り

社
会

貢
献

活
動

仲
間

づ
く
り

特
に

な
し

全
体

男
性

女
性

④
 
大

会
を
き
っ
か
け
と
し
て
取
り

組
み

た
い

と
思
っ

た
こ
と
 

 
 
 
大
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
今
後
取
り

組
み

た
い
と
思

っ
た

こ
と

は
、「
健

康
づ
く
り

」
が

6
7
.
6
7%

と
最
も
多
く
、
以
下
、
「
生
き
が
い
づ

く
り

」
2
8
.
1
%
、
「

仲
間

づ
く

り
」

1
8
.
7
%
と

続
い

て
い

る
。

（
図

2
7
）
 

  
 
図

2
7 

大
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
今

後
取
り
組
み
た
い
こ
と
（

複
数

回
答
）（

回
答
者
数
 

3,
770

人
）
 

               

⑤
 
会

場
ま
で
の
交
通
手
段
 

 
 
 
会
場
ま
で
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

は
、「

自
家
用
車

」
が

47
.
5
%
と
最

も
多
く
、
以

下
、「

自
転

車
」
1
7
.
3
%、
「
徒
歩
」
1
0
.4%

と
続
い

て
い

る
。（

図
2
8）

 

 

図
2
8
 

会
場
ま
で
の
交
通
手

段
（

複
数

回
答

）
（
回
答
者
数

 
3,
847

人
）
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⑥
 
大

会
の

感
想
 

 
 

 
大

会
の

感
想

は
、
「

大
変

良
い

」
及

び
「

良
い

」
の

合
計

が
、
「

総
合

開
会

式
」

に
つ

い
て

は

8
8
.
2
%
、
「

イ
ベ

ン
ト

」
に

つ
い

て
は

8
9
.
7
%
、
「

係
員

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

対
応

」
に

つ
い

て
は

8
9
.
0
%
、

を
占

め
て
い

る
。（

図
2
9
）
 

 

図
2
9
 

大
会

の
感
想
 

          
 

平
均

階
級

値
 

 

 4
.3

4
 

(回
答

者
数

 
2
22

7
人

) 

  4
.3

2
 

(回
答

者
数

 
32

60
人

) 

  4
.3

5
 

(回
答

者
数

 
3
52

4
人

) 
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52.3%

30.5%

4.2%

1.4%

1.1%2.3%

8.2%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%

な
し

２
千

円
未

満

２
千

以
上

～
３

千
円

未
満

３
千

以
上

～
４

千
円

未
満

４
千

以
上

～
５

千
円

未
満

５
千

以
上

～
１

万
円

未
満

１
万

円
以

上

⑦
 
一

般
来

場
者

の
消
費

支
出
額
 

 
 

 
来
場

に
際
し

て
消
費
支

出
し

た
金

額
は
、

回
答
者

1
人

当
た

り
1
5
,
2
9
6
円
と

な
っ

て
い

る
。

費
目

別
に
見

る
と

、「
宿
泊
費

」
4
,
6
72

円
、「

往
復
交

通
費

」
4
,
0
24

円
、「

土
産
代

」
1
,
9
3
2
円

、

「
飲

食
代
」

1
,
5
11

円
、
「
そ

の
他

」
3,
1
5
7
円

と
な
っ
て

い
る

。
（
図

3
0～

図
3
5）

 

 

図
3
0
 

一
般

来
場
者

一
人
当

た
り

の
消

費
支
出

額
 

（
合

計
 

15
,2

96
円

）
 

                

図
3
1
 

会
場

ま
で
の

往
復
交

通
費

（
回

答
者

数
 

3,
648

人
）
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34.4%

50.5%

8.3%

2.1%

1.0%

1.9%

1.7%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%

な
し

２
千

円
未

満

２
千

以
上

～
３

千
円

未
満

３
千

以
上

～
４

千
円

未
満

４
千

以
上

～
５

千
円

未
満

５
千

以
上

～
１

万
円

未
満

１
万

円
以

上

49.0%

32.7%

7.8%

2.7%

1.5%3.0%

3.3%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%

な
し

２
千

円
未

満

２
千

以
上

～
３

千
円

未
満

３
千

以
上

～
４

千
円

未
満

４
千

以
上

～
５

千
円

未
満

５
千

以
上

～
１

万
円

未
満

１
万

円
以

上

83.1%

2.6%

2.1%

3.3%

2.0%6.9%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

80%
90%

な
し

５
千

円
未

満

５
千

以
上

～
１

万
円

未
満

１
万

円
以

上
～

２
万

円
未

満

２
万

円
以

上
～

３
万

円
未

満

３
万

円
以

上

図
3
2
 

飲
食

代
（
回
答
者
数
 
3
,
666

人
）
 

            

図
3
3
 

土
産

代
（
回
答
者
数
 
3
,
643

人
）
 

            

図
3
4
 

宿
泊

費
（
回

答
者
数

 
3
,
4
72

人
）
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19 
 

70.2%

17.8%

4.1%

3.6%

1.7%

2.6%

0%
10%

20%
30%

40%
50%

60%
70%

80%

な
し

５
千

円
未

満

５
千

以
上

～
１

万
円

未
満

１
万

円
以

上
～

２
万

円
未

満

２
万

円
以

上
～

３
万

円
未

満

３
万

円
以

上

図
3
5
 

そ
の
他

の
費

用
（
回
答
者
数
 

3,
436

人
）
 

           ５
．
経
済
波
及
効
果

 

 
 
大

会
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
等
を
基

に
、
一

般
財
団

法
人

和
歌

山
社
会

経
済
研
究

所
が

分
析

し

た
経

済
波
及
効
果
は
、
次
の
と
お
り
、
10
0
億

9,
7
0
0
万
円

と
な

っ
た

。
 

 

表
5
 

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の

国
わ

か
や

ま
2
01
9
の

経
済

波
及

効
果
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

                 

注
1
）
需
要

額
の
う
ち
、「

大
会
事
業
費
」
は

2017
～

2019
年
度
に
県
及
び
市
町
が
大
会
の
た
め
に
要
し
た
額
（

2017
、

2018
年
度
は
決
算
額
、

2019
年
度
は
予
算
額
）

 
注

2
）
需
要

額
の
う
ち

、「
大
会
参
加
者
・
一
般
来
場
者
の
消
費
支
出
額
」
は
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国
わ
か
や
ま

2019
実

行
委

員
会

が
各

会
場

で
カ

ウ
ン
ト

し
た

大
会

参
加

者
数

及
び

一
般

来
場

者
数

に
、

ア
ン

ケ
ー
ト

調
査
に

基
づ

い
て

算
出

し
た

一
人

当
た

り
の

消
費
支

出
額

を
乗

じ
て

推
計

し
た

額
（
大

会
参

加
者

は
県

内
・

県
外

に
分
類

し
て

算
出
）

 

単
位

：
百

万
円

粗
付

加
価

値
誘

発
額

雇
用

者
所

得
誘

発
額

①
 需

要
額

（
百

万
円

）
1
0
,2

2
9

―
―

―

②
 直

接
効

果
（
百

万
円

）
6
,7

1
9

3
,1

1
5

3
,6

0
4

1
,9

9
5

③
 間

接
１

次
波

及
効

果
 

（
百

万
円

）
2
,1

8
1

1
,0

9
8

1
,0

8
3

4
8
7

④
 間

接
２

次
波

及
効

果
（
百

万
円

）
1
,1

9
6

4
7
4

7
2
3

2
8
0

⑤
 経

済
波

及
効

果
合

計
（
百

万
円

）
1
0
,0

9
7

4
,6

8
7

5
,4

0
9

2
,7

6
2

⑥
 経

済
波

及
効

果
/
需

要
額

（
倍

）
0
.9

9

⑦
 経

済
波

及
効

果
/
直

接
効

果
（
倍

）
1
.5

0

⑧
 雇

用
誘

発
効

果
 

（
人

）
1
,0

4
4

⑨
 県

内
総

生
産

押
上

効
果

（
％

）
0
.1

5

　
　

和
歌

山
県

内
総

生
産

（
百

万
円

）
3
,6

7
6
,4

7
1

※
各

数
値

は
端

数
処

理
さ

れ
て

い
る

た
め

、
各

数
値

の
合

計
等

が
見

た
目

上
一

致
し

な
い

場
合

が
あ

る
。

和
歌

山
県

「
平

成
2
8 年

度
市

町
村

民
経

済
計

算
」

生
産

誘
発

額
（
需

要
額

は
金

額
）

粗
付

加
価

値
誘

発
額

合
計

／
和

歌
山

県
内

総
生

産

中
間

投
入

額
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都道府県等名 鳥取県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

平成 30 年度（2018 年度） 

コンベンション経済波及効果 

令和元年 5月 有 公益財団法人 

とっとりコンベンション 

ビューロー 

平成 17 年 

鳥取県産業連関表 

平成 30年に鳥取県で開催されたコンベンションにおける 

鳥取県内の経済波及効果を試算 

別添資料あり 

2 

 

 

「砂の美術館」第 12 期展示の経済波及効

果 

令和 2年 1月 有 鳥取市 観光・ジオパーク推

進課 

平成 23 年鳥取県産業連関

表 

鳥取市が同市福部町で開催した「砂の美術館」第 12 期展

示（H31.4.13～R2.1.5）の経済波及効果を、来場者アン

ケートを基に試算。 

〇経済波及効果 117 億 4,000 万円 

 ＜内訳＞ 

  ・直接的経済効果（宿泊・飲食・土産・交通費等） 

    76 億 3,000 万円 

  ・間接的経済効果（1次波及効果・2次波及効果） 

    41 億 1,000 万円 

〇宣伝効果 2億 5,000 万円 

 

別添資料 

3 

 

 

令和元年度文化庁補助事業実施効果に係

る調査及び効果検証 

公表はしていな

い。 

（令和 2年 3月 

報告） 

無 鳥取県地域づくり推進部 

文化政策課 

（委託先：株式会社 山陰合

同銀行） 

平成 23 年鳥取県産業連関

表 

令和元年度に実施した文化庁補助事業が鳥取県内に及ぼ

した経済波及効果を推計。 

（1）未来へつなぐ！とっとり文化遺産魅力創造発信事業

「とっとり博」（文化資源活用推進事業） 

 ・波及効果 140,985 千円 

（2）「アートピアとっとり」プロジェクト 2019（文化芸

術創造拠点形成事業） 

 ・波及効果 198,796 千円 

委託調査 

別添資料あり 

4  

 

 

智頭農林高校の智頭町内における経済効

果及び本校の存続意義について 

令元年 12 月 無 智頭農林高等学校 

地域研究同好会 

平成 23 年鳥取県産業連関

表（39 部門） 

全校生徒・教職員への消費アンケートと学校の歳出決算

状況を基に、智頭農林高等学校の存在によって地域内で

生じている需要額を推計。さらに地域へ与える経済波及

効果を推計。 

第 13 回鳥取県ジュ

ニア郷土研究大会 

高校の部 県知事賞 
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砂
の
美
術
館
第
１
２
期
展
示
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
 

 
 
砂
の
美
術
館
第
1
2
期
展
示
「
砂
で
世
界
旅
行
・
南
ア
ジ
ア
編
」
で
は
、
5
0
0
,3
0
9
人
（
第
1
1
期
4
4
8
,80
2
人
、

昨
年
比
5
1
,5
0
7
人
増
 
）
の
来
館
者
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
9
4
.8
％
の
方
に
砂
の
美
術
館
の
印
象
は
「
と
て
も
良
い
・
良
い
」
と
い
う
高
い
評
価
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
来
館
者
全
体
の
9
4
.5
％
を
県
外
者
が
占
め
、
ま
た
全
体
の
7
1
.3
％
の
方
が
宿
泊
さ
れ
る
な
ど
、

砂
の
美
術
館
が
地
域
経
済
の
活
性
化
や
観
光
振
興
の
充
実
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
等
に
基
づ
い
た
経
済
波
及
効
果
及
び
宣
伝
効
果
の
概
要
に
つ
い
て
、
以
下
の
と
お

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

経
済
波
及
効
果

１
１
７
億
４
千
万
円
 
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
も
と
に
鳥
取
県
産
業
連
関
表
を
用

い
て
算
出

経
済
波
及
効
果
の
内
訳
 

□
直
接
的
経
済
効
果
 
７
６
億
３
千
万
円
 

・
直
接
的
経
済
効
果
と
は
実
際
に
支
出
さ
れ
た
額
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

※
算
出
方
法
：
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
県
外
、
県
内
及
び
宿
泊
、
日
帰
り
に
分
け
鳥
取
県
統
計
課
の
「平
成
23
年
鳥
取

県
産
業
連
関
表
：経
済
波
及
効
果
推
計
ツ
ー
ル
1」
を
利
用
し
観
光
消
費
額
を
推
計
。

□
間
接
的
経
済
効
果
 
４
１
億
１
千
万
円
 

・
間
接
的
経
済
効
果
と
は
大
き
く

1
次
波
及
効
果
と

2
次
波
及
効
果
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

第
１
次
波
及
効
果
 
２
６
億
円
 

・
１
次
波
及
効
果
は
直
接
的
経
済
効
果
分
の
支
出
に
対
し
て
、
調
達
し
た
財
・サ
ー
ビ
ス
の
内
訳
を
指
し
ま
す
。

第
２
次
波
及
効
果
 
１
５
億
１
千
万
円
 

・
２
次
波
及
効
果
は
1
次
波
及
効
果
で
発
生
し
た
額
が
各
家
計
に
所
得
と
し
て
割
り
振
ら
れ
消
費
に
回
さ
れ
た
額
を
指
し
ま
す
。
 

宣
 
伝
 
効
 
果

２
億
５
千
万
円
 

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新
聞
、
雑
誌
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
（
全
国
版
、
地
方

版
）
の
放
送
、
掲
載
等
よ
り
広
告
料
換
算
し
算
出
 

・
テ
レ
ビ
全
国
版
 
約
30
分
程
度
放
送
：
1
億
8
万
円
 

【
テ
レ
ビ
朝
日
（グ
ッ
ド
！
モ
ー
ニ
ン
グ
）
、
日
本
テ
レ
ビ
（Ｚ
ＩＰ
）、
N
H
K
（2
0
2
0
年
新
春
！
ニ
ッ
ポ
ン
“に
ぎ
わ
い
”リ
レ
ー
）
ほ
か
】
 

・
テ
レ
ビ
地
方
版
 
約
46
分
程
度
放
送
：
5
3
00
万
円
 

【
N
K
T
、
T
SK
、
B
S
S
、
N
H
K
、
関
西
テ
レ
ビ
、
N
C
N
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
、
海
外
メ
デ
ィ
ア
ほ
か
】 

・
新
聞
、
雑
誌
、
ラ
ジ
オ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
、
そ
の
他
：
1
70
0
万
円
 

【
日
本
海
新
聞
、
読
売
新
聞
、
朝
日
新
聞
、
毎
日
新
聞
、
山
陰
中
央
新
報
、
産
経
新
聞
、
中
国
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
F
M
山
陰
、
F
M
鳥
取
ほ
か
】

傾
向
と
分
析
 

第
1
2
期
は
比
較
的
天
候
に
恵
ま
れ
、
大
型
G
W
の
1
0
連
休
や
年
末
年
始
の
9
連
休
、
ま
た
山
陰
道
鳥
取
西
道
路
の
開
通
効
果
な
ど
に
よ
り
、

来
館
者
数
は
好
調
に
推
移
し
た
。
 

■
指
定
管
理
者
の
主
な
取
り
組
み
 

・
イ
ズ
ミ
テ
ク
ノ
が
会
員
約
1
3
0
万
人
に
向
け
、
ゆ
め
カ
ー
ド
（
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
）
の
明
細
書
と
と
も
に
送
る
情
報
誌
や
サ
イ
ト
に
広
告
を
掲
載

・
JR
西
日
本
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
、
山
陰
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ア
フ
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
連
携
し
た
広
報
を
実
施

（
D
C
パ
ン
フ
へ
の
掲
載
、
大
阪
駅
で
の
柱
広
告
な
ど
）
 

■
そ
の
他
 

台
湾
、
香
港
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
（
外
国
人
観
光
客
の
増
加
）
、
鳥
取
駅
前
風
紋
広
場
の
シ
ン
ボ
ル
砂
像
（
モ
ン
ス
タ
ー
ハ

ン
タ
ー
砂
像
）
と
連
動
し
た
P
R
効
果
、
3
D
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の
開
催

 
記
者
発
表
資
料

令
和

2
年

1
月

10
日
（
金
）

担
当
課

担
当
者

観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
課

山
根
、
伊
藤

連
絡
先

30-8291
（
内
線

7531
）
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【
砂
の
美
術
館
第
1
2
期
展
示
経
済
波
及
効
果
参
考
資
料
】

【
経
済
波
及
効
果
】

直
接
的
経
済
効
果

【
第
1
2
期
展
示
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
】

砂
の
美
術
館
第
1
2
期
展
示
開
催
中
、
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
2
,5
7
4
人
の
方
か
ら
御
回
答
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※
第
1
1
期
：
2
,1
6
9
人
、
第
1
0
期
：
1
,8
8
2
人
、
第
9
期
：
2
,4
4
7
人

全
体
の
9
4
.5
％
が
県
外
者
（
海
外
者
含
む
）
。

全
体
の
7
1
.3
％
が
宿
泊
者
。
そ
の
う
ち
4
2
.3
％
が
鳥
取
市
内
に
宿
泊
。

○
県
内
外
比
率
【
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
】
（
単
位
：
％
）

近
畿

中
国

関
東

東
海

四
国

そ
の
他

１
２
期
展
示
(H
3
1
)

5
.4

9
2
.8

4
2
.9

1
7
.4

1
5
.7

8
.8

5
.2

1
0
.0

1
.7

１
１
期
展
示
(H
3
0
)

7
.7

9
0
.2

4
6
.8

1
8
.5

1
2
.7

9
.0

5
.4

7
.6

2
.1

１
０
期
展
示
(H
2
9
)

8
.5

8
9
.8

4
4
.3

2
0
.9

1
3
.6

8
.4

5
.0

7
.8

1
.7

９
期
展
示
(H
2
8
)

8
.6

8
8
.6

4
5
.8

2
1
.6

1
2
.0

7
.8

4
.3

8
.5

2
.8

○
旅
行
形
態
比
率
【
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
】
（
単
位
：
％
）

１
泊

２
泊
以
上

１
２
期
展
示
(H
3
1
)

2
8
.7

7
1
.3

5
3
.4

4
6
.6

１
１
期
展
示
(H
3
0
)

3
4
.3

6
5
.7

5
6
.8

4
3
.2

3
7
.3

１
０
期
展
示
(H
2
9
)

3
3
.4

6
6
.6

5
8
.9

4
1
.1

3
9
.2

2
7
.4

９
期
展
示
(H
2
8
)

3
4
.3

6
5
.7

5
7
.4

4
2
.6

3
7
.7

2
8
.0

○
宿
泊
場
所
比
率
【
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
】
（
単
位
：
％
）

市
内

県
東
部

そ
の
他

１
２
期
展
示
(H
3
1
)

8
4
.5

4
2
.3

4
.5

5
3
.2

1
5
.5

１
１
期
展
示
(H
3
0
)

8
6
.0

3
7
.7

4
.5

5
7
.8

1
4
.0

１
０
期
展
示
(H
2
9
)

8
9
.2

3
5
.9

3
.2

6
0
.9

1
0
.8

0
.3
2
0
2
2
8

９
期
展
示
(H
2
8
)

7
8
.8

3
8
.6

3
.6

5
7
.8

2
1
.2

0
.3
0
4
1
6
8

○
砂
の
美
術
館
の
印
象
比
率
【
来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
】
（
単
位
：
％
）

と
て
も
良
い

良
い

普
通

あ
ま
り
良
く
な
い

悪
い

１
２
期
展
示
(H
3
1
)

7
3
.3

2
1
.5

4
.4

0
.5

0
.4

１
１
期
展
示
(H
3
0
)

6
9
.6

2
3
.7

5
.8

0
.7

0
.2

１
０
期
展
示
(H
2
9
)

6
9
.8

2
5
.0

4
.6

0
.2

0
.4

９
期
展
示
(H
2
8
)

6
9
.2

2
4
.8

5
.5

0
.3

0
.2

【
過
去
の
砂
の
美
術
館
経
済
波
及
効
果
】

う
ち
外
国
人

第
１
期
展
示

-

第
２
期
展
示

-

第
３
期
展
示

-

第
４
期
展
示

-

第
５
期
展
示

-

第
６
期
展
示

-

第
７
期
展
示

9
,0
2
4
人

第
８
期
展
示

1
1
,8
8
5
人

第
９
期
展
示

1
5
,9
6
9
人

第
１
０
期
展
示

2
1
,4
5
7
人

第
１
１
期
展
示

3
0
,2
4
9
人

第
１
2
期
展
示

3
1
,7
5
8
人

日
帰
り

宿
泊

県
内

間
接
的
経
済
効
果

県
内

県
外

海
外

宿
泊
費
や
飲
食
費
、
お
土
産
代
、
交
通
費
な
ど
来
場
者
が
実
際
に
支
出
・
消
費
し
た
額
を
指
し
ま
す
。

来
館
者
数

開
催
期
間

経
済
波
及
効
果

宣
伝
効
果

間
接
的
経
済
効
果
と
は
大
き
く
1
次
波
及
効
果
と
2
次
波
及
効
果
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

1
次
波
及
効
果
は
直
接
的
経
済
効
果
分
の
支
出
に
対
し
て
、
調
達
し
た
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
内
訳
を
指
し
、
2
次
波
及
効
果

は
1
次
波
及
効
果
で
発
生
し
た
額
が
各
家
計
に
所
得
と
し
て
割
り
振
ら
れ
消
費
に
回
さ
れ
た
額
を
指
し
ま
す
。

県
外

2
0
0
6
.1
1
.1
8
-
2
0
0
7
.1
.3

５
億
７
千
万
円

１
億
円

1
1
0
,9
6
2
人

2
0
0
8
.4
.2
6
-
2
0
0
9
.1
.3

５
１
億
円

４
億
円

3
2
2
,1
9
7
人

2
0
0
9
.9
.1
8
-
2
0
1
0
.1
.3

３
６
億
６
千
万
円

５
千
万
円

1
7
1
,6
7
9
人

2
0
1
0
.4
.2
9
-
2
0
1
1
.1
.1
0

７
２
億
２
千
万
円

１
億
２
千
万
円

4
1
4
,3
2
3
人

2
0
1
2
.4
.1
4
-
2
0
1
3
.1
.6

１
１
６
億
５
千
万
円

１
億
３
千
万
円

5
2
6
,7
6
8
人

2
0
1
3
.4
.2
0
-
2
0
1
4
.1
.5

１
３
３
億
６
千
万
円

６
億
４
千
万
円

5
5
5
,3
5
5
人

4
0
5
,3
2
8
人

2
0
1
4
.4
.1
9
-
2
0
1
5
.1
.4

１
１
２
億
２
千
万
円

４
億
５
千
万
円

4
6
4
,3
7
7
人

2
0
1
5
.4
.1
8
-
2
0
1
6
.1
.3

１
１
９
億
３
千
万
円

３
億
４
千
万
円

4
7
9
,1
1
7
人

2
0
1
6
.4
.1
6
-
2
0
1
7
.1
.3

１
０
８
億
９
千
万
円

２
億
６
千
万
円

4
4
8
,1
3
8
人

2
0
1
7
.4
.1
5
-
2
0
1
8
.1
.3

９
３
億
８
千
万
円

２
億
５
千
万
円

2
0
1
9
.4
.1
3
-
2
0
2
0
.1
.5

１
１
７
億
４
千
万
円

２
億
５
千
万
円

5
0
0
,3
0
9
人

2
0
1
8
.4
.1
4
-
2
0
1
9
.1
.6

１
０
０
億
７
千
万
円

２
億
３
千
万
円

4
4
8
,8
0
2
人
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令
和

元
年

度
 

文
化

庁
補

助
事

業
実

施
効

果
に

係
る

調
査

 

及
び

効
果

検
証

委
託

事
業

 

報
告

書
 

                 

令
和

２
年

３
月

２
５

日
 

株
式

会
社

 
山

陰
合

同
銀

行
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1
 

1
. 
調

査
概

要
 

 1
.1

. 
調

査
の

目
的

 

 

本
業

務
は

、
鳥

取
県

が
文

化
庁

補
助

事
業

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

そ
の

事
業

実
施

に
よ

る
文

化
的

・

社
会

的
効

果
及

び
経

済
波

及
効

果
等

に
つ

い
て

、
ア

ン
ケ

ー
ト

、
聞

き
取

り
調

査
な

ど
の

実
態

調
査

等
に

基
づ
い
て
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

 

対
象
と
す
る
実
施
事
業
は
、
次
の

2
事
業
と
す
る
。

 

1
）

未
来

へ
つ

な
ぐ

！
と

っ
と

り
文

化
遺

産
魅

力
創

造
発

信
事

業
「

と
っ

と
り

博
」
（

文
化

資
源

活
用

推
進
事
業
）
 

（
以
下
、
「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
と
す
る
）

 

2
）
「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
1
9
（
文
化
芸
術
創
造
拠
点
形
成
事
業
）

 

（
以
下
、
「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
と
す
る
）

 

  1
.2

. 
文

化
的

・
社

会
的

効
果

の
推

計
に

つ
い

て
 

 

本
調

査
で

は
、

文
化
庁

補
助

事
業
実

施
に

よ
る
文

化
的

・
社
会

的
効

果
に
つ

い
て

、
主
に

来
場

者
1に

対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
と

主
催

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
か

ら
検

証
す

る
。

こ
こ

で
は

、
特

に
以

下
の

点
に

留
意

し
て
検
証
を
行
う
。

 

「
と

っ
と

り
文

化
遺

産
魅

力
創

造
発

信
事

業
」

の
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

は
、

事
業

実
施

回
数

や
来

場

者
数
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
（
結
果
）
だ
け
で
な
く
、
ア
ウ
ト
カ
ム
（
成
果
）（

及
び
イ
ン
パ
ク
ト
（
波

及
効
果
）
）
を
検
証
す
る
た
め
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
、
問
い
を
設
定
し
た
。

 

ま
ず

は
、

事
業

に
対

す
る

満
足

度
を

把
握

す
る

問
い

に
よ

り
、

事
業

そ
の

も
の

に
対

す
る

来
場

者
の

評

価
を
検
証
す
る
。

 

ま
た

、
鳥

取
県

の
地

方
文

化
芸

術
推

進
基

本
計

画
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
い

る
「

ア
ー

ト
ピ

ア
と

っ

と
り
行
動
指
針
」
（
平
成

3
1
年

3
月
策
定
）
で
は
、
数
値
目
標
と
し
て
、

 

1
）
「
過
去

1
年
間
に
、
文
化
芸
術
を
直
接
鑑
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
す
る
割
合

 

2
）
「
過
去

1
年
間
に
、
文
化
芸
術
に
関
わ
る
活
動
を
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
す
る
割
合

 

3
）
「
鳥
取
県
の
文
化
芸
術
活
動
に
つ
い
て
、
鑑
賞
・
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
」
と
す
る
割
合

 

4
）
「

文
化

芸
術

を
鑑

賞
し

た
り

習
い

事
を

し
た

り
す

る
機

会
な

ど
、

鳥
取

県
の

文
化

的
な

環
境

に
満

足

し
て
い
る
」
と
す
る
割
合

 

5
）
文
化
芸
術
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
（
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
芸
術
・
学
術
に
関
係
し
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
行
動
者
率
）

 

の
5

つ
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
各
種
事
業
が
、
こ
う
し
た
目
標
達
成
の
た
め
に
必
要
な
文
化
芸
術
活

                                                  
1 

本
調

査
の

対
象
事

業
に

訪
れ

る
人

（
展

示
会

・
公

演
の

観
覧

者
、

講
演

会
の

受
講

者
、

ツ
ア

ー
の

ツ
ア

ー
客

等
）

に
つ

い

て
、

本
調

査
で

は
「

来
場

者
」

で
統

一
す

る
。
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2
 

動
に
対
す
る
興
味
関
心
に
、
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た
の
か
を
み
る
た
め
、
「
○
○
に
対
す
る
興
味
・
関
心

が
高
ま
っ
た
」（

○
○
は
事
業
ご
と
の
主
要
テ
ー
マ
）
と
い
う
問
い
を
入
れ
、
効
果
を
測
定
す
る
。

 

ま
た
、
「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
に
つ
い
て
、
文
化
庁
に
提
出
し
た
実
施
計
画
書
の

「
期
待
さ
れ
る
文
化
的
・
社
会
的
・
経
済
的
効
果
等
」
で
は
、「

鳥
取
県
の
新
た
な
魅
力
（
価
値
）
ア
ッ
プ
」

を
謳

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
「

こ
の

地
域

（
鳥

取
県

）
や

そ
の

歴
史

に
対

す
る

誇
り

や
魅

力
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
問
い
を
入
れ
、
効
果
を
測
定
す
る
。

 

主
催

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
に

お
い

て
は

、
来

場
者

を
迎

え
入

れ
る

地
域

・
団

体
が

果
た

し
た

役
割

や

地
域

住
民

と
の

関
わ

り
、

関
係

機
関

と
の

連
携

、
地

域
の

賑
わ

い
等

に
つ

い
て

聴
取

し
、

文
化

庁
補

助
事

業
実

施
が

地
域

に
及

ぼ
し

た
文

化
的

・
社

会
的

効
果

を
検

証
す

る
。

こ
れ

は
、

文
化

庁
に

提
出

し
た

実
施

計
画

書
の

「
期

待
さ

れ
る

文
化

的
・

社
会

的
・

経
済

的
効

果
等

」
に

お
い

て
「

関
係

機
関

・
団

体
等

と
の

連
携
」
に
よ
り
各
種
効
果
が
期
待
で
き
る
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
に
対
応
し
て
い
る
。

 

  1
.3

. 
経

済
波

及
効

果
の

推
計

に
つ

い
て

 

 

本
調

査
で

は
、

来
場

者
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

等
の

実
態

調
査

を
踏

ま
え

、
文

化
庁

補
助

事
業

が
鳥

取

県
内
に
及
ぼ
し
た
経
済
波
及
効
果
を
推
計
し
た
。

 

文
化
庁
補
助
事
業
は
、
鳥
取
の
経
済
に
多
様
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
調
査
で
は
、

 

①
 
来
場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
効
果

 

②
 
事
業
実
施
に
係
る
経
費
（
事
業
費
）
に
よ
る
効
果

 

の
2
つ
に
焦
点
を
当
て
、
経
済
波
及
効
果
を
推
計
す
る
も
の
と
す
る
。

 

 

2
つ
の
効
果

 

①
 来

場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
効
果
 

文
化
庁
補
助
事
業
に
あ
わ
せ
、
来
場

者
が
来
訪
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、
交
通
費
、
宿

泊
費
、
飲
食
費
な
ど
の
消
費
が
行
わ
れ
、
鳥
取
県
内
に
新
た
な
需
要
を
生
み
出
し
、
こ
の
需
要
を

満
た
す
た
め
に
新
た
な
生
産
が
誘
発

さ
れ
る
。

 

 ②
 事

業
実
施
に
係
る
経
費
（
事
業
費
）
に
よ
る
効
果
 

文
化
庁
補
助
事
業
の
実
施
に
あ
わ
せ
、
チ
ラ
シ
・
ポ
ス
タ
ー
等
の
制
作
、
警
備
、
広
告
等
の
様
々

な
経
費
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
、
事
業
実
施
に
係
る
支
出
が
鳥
取
県
内
の
産
業
へ
の
新
た

な
需
要
を
生
み
出
し
、
新
た
な
生
産
が
誘
発
さ
れ
る
。
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3
 

推
計
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成

2
3
年
鳥
取
県
産
業
連
関
表
を
使
用
し
、
本
調
査
の
産
業
連
関
分
析
に
使
用

す
る
測
定
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
図
表

1
-1

の
よ
う
に
、
直
接
効
果
、

1
次
波
及
効
果
、

2
次
波
及
効
果
の

3

段
階
に
分
け
て
推
計
を
行
う
。

 

 

直
接

効
果

 …
 最

終
需
要
の
増
加
に
よ
っ
て
生
じ
る
県
内
生
産
の
増
加
額

 

1
次

波
及

効
果

 …
 直

接
効
果
の
原
材

料
等
の
増
加
に
よ
っ
て
県
内
各
産
業
部
門
で
誘
発
さ
れ
た

 

 
 生

産
額

 

2
次

波
及

効
果

 …
 直

接
効
果
及
び

1
次
波
及
効
果
に
よ
る
生
産
活
動
で
生
じ
た
所
得
が
、
家
計

 

 
 を

経
由
し
て
支
出

さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
誘
発
さ
れ
た
生
産
額

 

 

図
表

1
-1
 

経
済
波
及
効
果
推
計
フ
ロ
ー
（
イ
メ
ー
ジ
）

 

 

 
 

文
化
庁
補
助
事
業
に
係
る
来
場
者
の
消
費
支
出
お
よ
び
事
業
費

県
外
調
達
額

県
内
最
終
需
要
額

原
材
料
需
要
増
加
額

粗
付
加
価
値
誘
発
額

雇
用
者
所
得
誘
発
額

県
内
需
要
増
加
額

県
外
調
達
額

1次
生
産
誘
発
額

粗
付
加
価
値
誘
発
額

雇
用
者
所
得
誘
発
額⺠
間
支
出
増
加
額

県
内
需
要
増
加
額

県
外
調
達
額

2次
生
産
誘
発
額

粗
付
加
価
値
誘
発
額

雇
用
者
所
得
誘
発
額

直
接
効
果

1次
波
及
効
果

2次
波
及
効
果

総
合
効
果
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4
 

2
. 
未

来
へ

つ
な

ぐ
！

と
っ

と
り

文
化

遺
産

魅
力

創
造

発
信

事
業

の
効

果
 

 2
.1

. 
未

来
へ

つ
な

ぐ
！

と
っ

と
り

文
化

遺
産

魅
力

創
造

発
信

事
業

の
事

業
一

覧
 

 

本
調

査
で
効
果
を

検
証
す
る
「

と
っ
と
り
文

化
遺
産
魅
力

創
造
発
信
事

業
」
の
事
業

は
、
図
表

2
-1

の

1
0
事
業
で
あ
る
（
当
初
は

1
1
事
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、
令
和

2
年

3
月

2
1
日
実
施
予
定
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ツ
ア
ー
（
青
谷
上
寺
地
）
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

1
0
事
業
と
す
る
）
。

 

 

図
表

2
-1
 

「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
事
業
一
覧

 

区
分

 
事

業
名

 
実

施
時

期
 

会
場

 
来

場
者

数
 

万
葉

の
郷

と
っ

と
り

け
ん

魅
力

発
信

事
業

 

令
和

に
よ

み
が

え
る

万
葉

フ
ォ

ー
ラ

ム

in
鳥

取
 

※
1

 

令
和

2
年

 

2
月

2
4
日

 

鳥
取

市
文

化
ホ

ー
ル

 

 

3
7

0
人

 

万
葉

ゆ
か

り
の

地
を

巡
る

バ
ス

ツ
ア

ー
 

（
因

幡
コ

ー
ス

、
伯

耆
・
出

雲
コ

ー
ス

）
 

令
和

元
年

 

1
0
月

1
3
日

 

（
ツ

ア
ー

）
 

5
8
人

 

創
作

演
劇

公
演

 

「
憶

良
の

翼
・

伝
～

新
し

き
年

～
」

 

令
和

2
年

 

1
月

1
2
日
・

1
3
日

 

倉
吉

交
流

プ
ラ

ザ
視

聴
覚

ホ
ー

ル
 

2
3

1
人

 

と
っ

と
り

の
民

藝
と

文
化

に
出

会
う

魅
力

発
信

事
業

 

県
内

3
ヵ

所
の

歴
史

的
建

物
で

の
展

示
 

・
仁

風
閣

で
と

っ
と

り
民

工
芸

に
出

会

う
展

示
会

 

・
倉

吉
淀

屋
で

と
っ

と
り

民
工

芸
に

出

会
う

展
示

会
 

・
山

陰
歴

史
館

で
弓

浜
絣

を
知

る
展

示

会
 

令
和

元
年

 

1
1
月

1
日

 

～
1
2
月

2
日

※
2
 

 ・
仁

風
閣

 

 ・
倉

吉
淀

屋
 

 ・
山

陰
歴

史
館

 

6
,8

2
4
人

 

と
っ

と
り

の
民

藝
と

文
化

に
出

会
う

旅
 

・
東

部
 

・
西

部
 

・
中

部
 

令
和

元
年

 

1
1
月

1
6
日

・
2

3

日
・

3
0
日

 

（
ツ

ア
ー

）
 

5
8
人

 

弥
生

の
王

国
魅

力
発

信
事

業
 

重
要

文
化

財
指

定
記

念
講

演
会

 

魅
力

発
見

！
弥

生
の

ブ
ラ

ン
ド

 

令
和

元
年

 

9
月

1
4
日

 

と
り

ぎ
ん

文
化

会
館

 
1
3

0
人

 

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

む
き

ば
ん

だ
 

令
和

元
年

 

1
0
月

1
8
日

 

～
2
0
日

 

む
き

ば
ん

だ
史

跡
公

園
 

1
0

0
人

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ツ
ア

ー
 

（
む

き
ば

ん
だ

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

）
 

令
和

元
年

 

1
0
月

1
9
日

 

（
ツ

ア
ー

）
 

1
2
人

 

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ツ
ア

ー
 

（
青

谷
上

寺
地

）
 

令
和

2
年

 

3
月

2
1
日

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
に

よ
り

中
止

 

 

文
化

遺
産

新
た

な
魅

力
創

造
事

業
 

と
っ

と
り

の
お

宝
お

ひ
ろ

め
 

鳥
取

県
指

定
文

化
財

新
規

指
定

記
念

展
 

令
和

元
年

 

8
月

3
1
日

 

～
1
0
月

2
0
日

※
3

 

鳥
取

市
歴

史
博

物
館

 

倉
吉

博
物

館
 

2
,7

9
2
人

 

谷
口

ジ
ロ

ー
の

世
界

1
（

原
画

展
）

 
令

和
元

年
 

1
0
月

1
日

 

～
2
0
日

 

ギ
ャ

ラ
リ

ー
鳥

た
ち

の
い

え
 

5
8

5
人

 

※
1
：
台

風
に

よ
り

、
開

催
日

程
を

当
初

予
定

の
令

和
元

年
1

0
月

1
2
日

か
ら

変
更

。
ま

た
、
当

初
予

定
し

て
い

た
雅

楽
・
伎

楽
公

演
は

中
止

と
な

っ
た

。
 

※
2
：

会
場

に
よ

り
開

催
時

期
は

異
な

る
。
仁

風
閣

及
び

山
陰

歴
史

館
で

は
令

和
元

年
1
1
月

1
日

～
1
2
月

1
日

、
倉

吉
淀

屋
で

は

令
和

元
年

1
1
月

2
1
日

～
1

2
月

2
日

に
開

催
。

 

※
3
：
会

場
に

よ
り

開
催

時
期

は
異

な
る

。
鳥

取
市

歴
史

博
物

館
で

は
令

和
元

年
8
月

3
1
日

～
9
月

2
9
日

、
倉

吉
博

物
館

で
は

令

和
元

年
1

0
月

5
日

～
1
0
月

2
0
日

に
開

催
。
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5
 

2
.2

. 
未

来
へ

つ
な

ぐ
！

と
っ

と
り

文
化

遺
産

魅
力

創
造

発
信

事
業

の
文

化
的

・
社

会
的

効
果

 

 

本
調
査
で
は
、「

と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
来
場

者
に

対
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

と
主

催
者

へ
の

聞
き

取
り

調
査

を
実

施
し

た
。

以
下

で
は

、
各

調
査

結
果

よ
り
文
化
的
・
社
会
的
効
果
に
絞
り
、
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
。

 

  2
.2

.1
. 

来
場
者
ア

ン
ケ

ー
ト
に

よ
る

効
果
測

定
 

「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
の
う
ち
、
図
表

2
-2

の
7
事

業
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た

2。
こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、「

1
.2

文
化
的
・
社
会
的
効
果
の
推
計
に
つ
い
て
」
で

記
載
し
た
通
り
、
「
事
業
の
満
足
度
」
、
「
興
味
関
心
に
与
え
た
影
響
」、

「
地
域
や
そ
の
歴
史
に
対
す
る
誇
り

や
魅
力
の
体
感
」
等
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

 

 

図
表

2
-2
 

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
事
業
一
覧

 

事
業
名

 
開
催
日
時

 

令
和
に
よ
み
が
え
る
万
葉
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
鳥
取

 

（
以
下
、
「
万
葉
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
）

 
令
和

2
年

2
月

2
4
日

 

万
葉
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

 

（
以
下
、
「
万
葉
ツ
ア
ー
」
）

 
令
和
元
年

1
0
月

1
3
日

 

創
作
演
劇
公
演
「
憶
良
の
翼
・
伝
～
新
し
き
年
～
」

 

（
以
下
、
「
創
作
演
劇
公
演
」）

 
令
和

2
年

1
月

1
2
日
・

1
3
日

 

県
内

3
ヵ
所
の
歴
史
的
建
物
で
の
展
示

 

（
以
下
、
「
民
藝
展
示
」
）

 

令
和
元
年

1
1
月

1
日

 

～
1

2
月

2
日

 

と
っ
と
り
の
民
藝
と
文
化
に
出
会
う
旅

 

（
以
下
、
「
民
藝
ツ
ア
ー
」
）

 

令
和
元
年

1
1
月

1
6
日

 

・
1
1
月

2
3
日
・

1
1
月

3
0
日

 

重
要
文
化
財
指
定
記
念
講
演
会
 

魅
力
発
見
！
弥
生
の
ブ
ラ
ン
ド

 

（
以
下
、
「
文
化
財
講
演
会
」）

 
令
和
元
年

9
月

1
4
日

 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
（
む
き
ば
ん
だ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
）

 

（
以
下
、
「
む
き
ば
ん
だ
ツ
ア
ー
」
）

 
令
和
元
年

1
0
月

1
9
日

 

  
 

                                                  
2 

た
だ

し
、

ア
ン
ケ

ー
ト

の
設

問
は

、
事

業
ご

と
に

異
な

っ
て

い
る

。
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6
 

（
1
）
居
住
地

 

来
場
者
の
居
住
地
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
表

2
-3

の
通
り
と
な
っ
た
。
県
外
か
ら
の
来
場
者
の
割
合
を
み

る
と
、
講
演
会
・
公
演
で
は

5
%
程
度
で
あ
る
が
、
展
示
で
は

4
割
を
超
え
て
い
る
。

 

な
お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

7
事
業
ご
と
の
来
場
者
（
図
表

2
-1

参
照
）
を
乗
じ
て
、
県
内
外
別

の
来
場
者
数
を
推
計
す
る
と
、

7
事
業
合
計
で
は
、
県
内
来
場
者

4
,7

1
9
人
、
県
外
来
場
者

2
,9

6
4
人
と
な

り
、
県
外
来
場
者
の
割
合
は

3
8
.6

%
と
な
っ
た
。

 

 

図
表

2
-3
 

来
場
者
の
居
住
地

 

 

 

図
表

2
-4
 

県
内
・
県
外
別
来
場
者
数
の
推
計

 

事
業
名

 
県
内
来
場
者

 
県
外
来
場
者

 
計

 

万
葉
フ
ォ
ー
ラ
ム

 
3

4
8
 

2
2
 

3
7

0
 

万
葉
ツ
ア
ー

 
5

7
 

1
 

5
8
 

創
作
演
劇
公
演

 
2

1
8
 

1
3
 

2
3

1
 

民
藝
展
示

 
3

,9
0

8
 

2
,9

1
6
 

6
,8

2
4
 

民
藝
ツ
ア
ー

 
5

2
 

6
 

5
8
 

文
化
財
講
演
会

 
1

2
4
 

6
 

1
3

0
 

む
き
ば
ん
だ
ツ
ア
ー

 
1

2
 

0
 

1
2
 

計
 

4
,7

1
9
 

2
,9

6
4
 

7
,6

8
3
 

 
 

9
4
.2

%

9
8
.1

%

9
4
.3

%

5
7
.3

%

8
9
.7

%

9
5
.2

%

1
0
0
.0

%

5
.8

%1
.9

%

5
.7

%

4
2
.7

%

1
0
.3

%4
.8

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

万
葉

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
n
=

1
5
4
）

万
葉

ツ
ア

ー
（
n
=

5
2
）

創
作

演
劇

公
演

（
n
=

1
7
6
）

民
藝

展
示

（
n
=

2
2
7
）

民
藝

ツ
ア

ー
（
n
=

5
8
）

文
化

財
講

演
会

（
n
=

8
4
）

む
き

ば
ん

だ
ツ

ア
ー

（
n
=

1
2
）

県
内

県
外
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7
 

（
2
）
事
業
の
満
足
度

 

事
業
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
設
問
が
あ
っ
た

6
事
業
の
結
果
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
満
足
」
と
「
や

や
満
足
」
（
文
化
財
講
演
会
は
「
大
変
よ
か
っ
た
」
と
「
よ
か
っ
た
」）

の
合
計
が

9
割
を
超
え
て
お
り

、

高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

 

 

図
表

2
-5
 

事
業
の
満
足
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 

 

注
）
万

葉
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

は
、
基

調
講

演
、
短

歌
披

露
、
座

談
会

の
3
つ

の
プ

ラ
グ

ラ
ム

ご
と

の
満

足
度

を

聞
い

て
い

る
が

、
こ

こ
で

は
、
「

基
調

講
演

の
満

足
度

」
の

結
果

を
採

用
し

た
。

ま
た

、
文

化
財

講
演

会
の

選

択
肢

は
「

大
変

よ
か

っ
た

」
、
「

よ
か

っ
た

」
、
「

普
通

」
、
「

わ
る

か
っ

た
」
、
「

大
変

わ
る

か
っ

た
」

の
5
段

階
。 

 （
3
）
興
味
関
心
に
与
え
た
影
響

 

各
事
業
に
参
加
し
て
「
（
展
示
・
ツ
ア
ー
内
容
）
に
対
す
る
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ
た
」
と
思
う
か
ど
う

か
を
尋
ね
て
い
る

3
事
業
の
結
果
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
そ
う
思
う
」
が
概
ね

9
割
を
超
え
て
い
る
。

事
業
の
実
施
に
は
、
文
化
芸
術
活
動
に
対
す
る
興
味
関
心
を
高
め
る
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
 

 

図
表

2
-6
 

興
味
関
心
に
与
え
た
影
響
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 

 

注
）

万
葉

ツ
ア

ー
、

む
き

ば
ん

だ
ツ

ア
ー

で
は

「
こ

の
地

域
の

文
化

や
歴

史
に

対
す

る
興

味
・

関
心

が
高

ま
っ

た
」

か
ど

う
か

、
民

藝
展

示
で

は
「

と
っ

と
り

の
民

工
芸

や
民

工
芸

作
品

へ
の

興
味
・
関

心
が

高
ま

っ
た

」
か

ど
う

か
を

聞
い

た
。

 

  

7
0
.9

%

7
9
.2

%

8
1
.6

%

6
7
.4

%

4
2
.4

%

8
3
.3

%

2
1
.2

%1
6
.7

%

1
4
.5

%

2
4
.3

%

5
0
.6

%

8
.3

%

6
.6

%4
.2

%

3
.9

%

7
.9

%

5
.9

%

8
.3

%

1
.3

%

0
.3

%

1
.2

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

万
葉

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
n
=

1
5
1
）

万
葉

ツ
ア

ー
（
n
=

4
8
）

創
作

演
劇

公
演

（
n
=

1
7
9
）

民
藝

展
示

（
n
=

3
0
4
）

文
化

財
講

演
会

（
n
=

8
5
）

む
き

ば
ん

だ
ツ

ア
ー

（
n
=

1
2
）

満
足

や
や

満
足

ふ
つ

う
や

や
不

満
不

満

9
2
.0

%

8
7
.1

%1
0
0
.0

%

2
.0

%

3
.3

%

6
.0

%

9
.6

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

万
葉

ツ
ア

ー
（
n
=

5
0
）

民
藝

展
示

（
n
=

3
0
4
）

む
き

ば
ん

だ
ツ

ア
ー

（
n
=

1
2
）

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

ど
ち

ら
で

も
な

い
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8
 

（
4
）
地
域
や
そ
の
歴
史
に
対
す
る
誇
り
や
魅
力
の
体
感

 

各
事

業
に

参
加

し
て

「
こ

の
地

域
や

そ
の

歴
史

に
対

す
る

誇
り

や
魅

力
を

感
じ

る
よ

う
に

な
っ

た
」

と

思
う
か
ど
う
か
を
尋
ね
て
い
る

5
事
業
の
結
果
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
そ
う
思
う
」
が

8
割
を
超
え
て

い
る

。
事

業
の

実
施

が
、

地
域

や
そ

の
歴

史
に

対
す

る
誇

り
や

魅
力

を
感

じ
る

契
機

と
な

っ
た

こ
と

が
確

認
で
き
る
。

 

 

図
表

2
-7
 

地
域
や
そ
の
歴
史
に
対
す
る
誇
り
や
魅
力
の
体
感
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 

 

 （
5
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
小
括

 

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
よ

り
、

各
事

業
と

も
、

事
業

に
対

す
る

満
足

度
は

非
常

に
高

い
も

の
と

な
っ

て

い
る

。
ま

た
、

各
事

業
は

、
芸

術
文

化
へ

の
興

味
関

心
を

高
め

る
、

地
域

や
そ

の
歴

史
に

対
す

る
誇

り
や

魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
っ
た
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

 

   
 

8
0
.6

%9
4
.0

%

8
9
.4

%

8
3
.4

%

9
1
.7

%

7
.5

%

2
.0

%

3
.7

%

2
.4

%

1
1
.9

%

4
.0

%

6
.8

%

1
4
.2

%

8
.3

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

万
葉

フ
ォ

ー
ラ

ム
（
n
=

1
3
4
）

万
葉

ツ
ア

ー
（
n
=

5
0
）

創
作

演
劇

公
演

（
n
=

1
6
1
）

民
藝

展
示

（
n
=

2
9
6
）

む
き

ば
ん

だ
ツ

ア
ー

（
n
=

1
2
）

そ
う

思
う

そ
う

思
わ

な
い

ど
ち

ら
で

も
な

い
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9
 

2
.2

.2
. 

主
催
者
・

関
係

者
へ
の

聞
き

取
り
調

査
に

よ
る
効

果
測

定
 

（
1
）
文
化
的
・
社
会
的
効
果
に
係
る
意
見

 

各
事
業
の
主
催
者
・
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
文
化
的
・
社
会
的
効
果
に
係
る
も
の
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。

 

 令
和
に
よ

み
が
え

る
万
葉

フ
ォ
ー

ラ
ム

in
鳥
取

 

フ
ォ

ー
ラ

ム
に

つ
い

て
は

、
新

聞
報

道
で

も
取

り
上

げ
ら

れ
、

基
調

講
演

に
お

け
る

「
家

持
・

憶
良

が
い

た
鳥

取
県

は
、

と
っ

て
お

き
の

県
」

と
の

発
言

な
ど

、
来

場
者

の
み

な
ら

ず
県

民
が

万
葉

集
ゆ

か
り

の
地

で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
地
域
に
誇
り
を
も
つ
契
機
と
な
っ
た
。

 

短
歌

大
会

に
つ

い
て

学
年

ぐ
る

み
で

応
募

に
取

り
組

ん
だ

学
校

で
は

、
今

ま
で

経
験

の
な

か
っ

た
高

校
生

が
短

歌
を

詠
む

き
っ

か
け

と
な

る
な

ど
、

高
校

生
が

改
め

て
日

本
の

伝
統

的
な

文
芸

文
化

に
触

れ
関

心
を

高

め
る
機
会
と
な
っ
た
。

 

万
葉
ゆ
か

り
の
地

を
巡
る

バ
ス
ツ

ア
ー

 

専
門
ガ
イ
ド
の
好
評
で
、
参
加
者
の
興
味
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

 

も
と

も
と

万
葉

集
や

万
葉

歌
人

に
興

味
が

な
か

っ
た

人
が

、
バ

ス
ツ

ア
ー

を
契

機
に

興
味

を
も

つ
よ

う
に

な
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
た
。

 

創
作
演
劇

公
演
「

憶
良
の

翼
・
伝

～
新
し

き
年
～

」
 

鳥
取

県
と

深
い

縁
の

あ
る

山
上

憶
良

や
大

伴
家

持
を

登
場

人
物

と
し

た
創

作
演

劇
公

演
を

実
施

す
る

こ
と

で
、

改
め

て
こ

の
二

人
を

顕
彰

す
る

こ
と

が
で

き
、

観
客

か
ら

「
興

味
を

も
つ

き
っ

か
け

に
な

っ
た

」
と

の

感
想
も
多
数
聞
か
れ
た
。

 

ま
た

、
若

者
を

中
心

と
し

た
出

演
に

よ
り

、
未

来
を

担
う

若
い

世
代

に
鳥

取
の

誇
る

歴
史

資
源

に
触

れ
て

も
ら
う
機
会
を
創
出
で
き
た
。

 

重
要
文
化

財
指
定

記
念
講

演
会
 

魅
力
発

見
！
弥

生
の
ブ

ラ
ン
ド

 

受
講
者
か
ら
、「

青
谷
上
寺
地
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
が
い
か
に
貴
重
で
独
特
だ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
が

良
く

わ
か

っ
た

」
と

い
う

趣
旨

の
意

見
を

多
数

い
た

だ
い

た
こ

と
か

ら
、

郷
土

の
文

化
財

の
理

解
を

促
進

す

る
た
め
に
は
講
演
会
等
の
こ
う
し
た
企
画
が

有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
体
感
し
た
。

 

地
域

で
も

特
に

重
要

な
文

化
財

の
内

容
を

詳
し

く
知

っ
て

い
た

だ
く

こ
と

で
、

郷
土

に
対

す
る

理
解

や
誇

り
を

高
め

る
こ

と
が

で
き

た
と

考
え

る
。

本
県

の
歴

史
を

語
る

上
で

重
要

な
青

谷
上

寺
地

遺
跡

の
情

報
を

分

か
り

や
す

い
形

で
発

信
す

る
こ

と
で

、
郷

土
の

文
化

の
価

値
と

重
要

性
を

具
体

的
に

理
解

い
た

だ
く

こ
と

が

で
き
た
。

 

ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
む

き
ば
ん

だ
 

「
夜
の
弥
生
の
ム
ラ
」
と
い
っ
た
、
い
つ
も
と
は
違
う
光
景
に
概
ね
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

2
0
代
～

3
0
代
の
若
い
世
代
が
来
園
さ
れ
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
に
よ
り
淀
江
・
大
山
町
方
面
に
興
味
・
関
心
を
も
つ
き

っ
か
け
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 

と
っ
と
り

の
お
宝

お
ひ
ろ

め
 

鳥
取
県
指

定
文
化

財
新
規

指
定
記

念
展

 

地
域

住
民

に
参

加
い

た
だ

き
、

地
域

に
関

す
る

理
解

と
郷

土
に

対
す

る
愛

着
の

育
成

に
つ

な
が

っ
た

。
地

域
の

新
し

い
指

定
文

化
財

を
通

し
て

、
歴

史
・

文
化

に
新

た
に

関
心

を
抱

い
て

い
た

だ
け

た
。

身
近

に
文

化

財
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
方
に
も
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
た
。

 

谷
口
ジ
ロ

ー
の
世
界

1
（
原
画
展

）
 

多
く

の
地

域
住

民
が

、
地

元
出

身
の

谷
口

ジ
ロ

ー
先

生
の

業
績

を
顕

彰
し

、
理

解
を

深
め

る
良

い
契

機
と

な
っ
た
。
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1
0

（
2
）
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
に
係
る
意
見

 

各
事

業
の

主
催

者
・

関
係

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

地
域

の
関

係
機

関
と

の
連

携
・

地
域

住
民

と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。

 

 令
和
に
よ

み
が
え

る
万
葉

フ
ォ
ー

ラ
ム

in
鳥
取

 

鳥
取

市
と

の
共

催
に

よ
り

開
催

し
た

。
ま

た
、

企
画

段
階

に
お

い
て

、
鳥

取
市

、
倉

吉
市

等
と

出
演

者
に

つ
い
て
協
議
し
、
と
も
に
出
演
交
渉
す
る
な
ど
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

 

短
歌

大
会

で
は

、
初

め
て

の
試

み
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
県

内
の

歌
人

、
短

歌
関

係
団

体
等

か
ら

助
言

を
受

け
た
。
ま
た
、
出
場
チ
ー
ム
の
募
集
や
当
日

の
大
会
運
営
等
に
県
内
高
校
の
教
員
か
ら
協
力
い
た
だ
い
た
。

 

中
止

と
な

っ
た

が
、

雅
楽

・
伎

楽
公

演
会

場
に

お
い

て
、

当
日

運
営

（
会

場
設

営
、

受
付

等
）

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
か
ら
の
協
力
を
予
定
し
て
い
た
。

 

創
作
演
劇

公
演
「

憶
良
の

翼
・
伝

～
新
し

き
年
～

」
 

主
催

の
劇

団
だ

け
で

な
く

、
鳥

取
県

内
の

他
の

劇
団

や
若

手
演

劇
活

動
家

、
キ

ッ
ズ

劇
団

な
ど

広
く

鳥
取

県
内

の
演

劇
関

係
者

が
、

出
演

者
及

び
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

連
携

し
て

公
演

を
実

施
し

た
（

出
演

者
及

び
ス

タ

ッ
フ
は
全
て
鳥
取
県
民
）
。

 

重
要
文
化

財
指
定

記
念
講

演
会
 

魅
力
発

見
！
弥

生
の
ブ

ラ
ン
ド

 

「
青
谷
上
寺
地
遺
跡
を
学
ぶ
会
」「

む
き

ば
ん
だ
遺
跡
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
」
な
ど
地
域
の
文
化
財

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
関
わ
る
方
々
に
多
数
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。

 

ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
む

き
ば
ん

だ
 

竹
灯
籠
の
一
部
を
一
般
の
方
に
製
作
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
た
。

 

と
っ
と
り

の
お
宝

お
ひ
ろ

め
 

鳥
取
県
指

定
文
化

財
新
規

指
定
記

念
展

 

鳥
取

市
教

育
委

員
会

、
倉

吉
市

教
育

委
員

会
、

公
益

財
団

法
人

鳥
取

市
文

化
財

団
、

鳥
取

市
歴

史
博

物
館

と
共
催
し
、
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
、
倉
吉
博

物
館
に
て
展
示
や
講
演
会
を
開
催
し
た
。

 

「
智

頭
の

林
業

関
係

用
具

」
に

関
連

し
て

所
蔵

先
で

あ
る

智
頭

町
旧

山
形

小
学

校
で

講
演

会
と

と
も

に
森

林
鉄
道
の
見
学
会
を
開
催
し
、
地
域
住
民
に

参
加
い
た
だ
い
た
。

 

谷
口
ジ
ロ

ー
の
世
界

1
（
原
画
展

）
 

鳥
取

市
役

所
と

連
携

し
、

中
心

市
街

地
の

関
連

団
体

（
観

光
協

会
、

商
店

街
組

合
、

谷
口

ジ
ロ

ー
先

生
出

身
地

に
近

い
町

内
会

等
）

へ
の

告
知

及
び

情
報

拡
散

を
図

っ
た

。
ま

た
中

心
市

街
地

等
に

所
在

す
る

高
等

学

校
と
連
携
し
告
知
及
び
情
報
拡
散
を
図
っ
た
。

 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
は
地
元
の
人
々
も
参
加
し
た
。

 

  （
3
）
聞
き
取
り
調
査
結
果
の
小
括

 

主
催

者
・

関
係

者
か

ら
の

聞
き

取
り

調
査

で
は

、
多

く
の

事
業

で
、

文
化

芸
術

に
触

れ
る

契
機

と
な

っ

た
、

関
心

を
も

つ
よ

う
に

な
っ

た
、

と
い

っ
た

意
見

が
み

ら
れ

た
。

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

も
同

様
の

結
果

で
あ

っ
た

が
、

各
事

業
と

も
、

文
化

芸
術

に
対

す
る

興
味

・
関

心
を

高
め

る
効

果
を

及
ぼ

し
て

い
る

こ
と

が
確
認
で
き
た
。

 

ま
た

、
多

く
の

事
業

で
は

、
開

催
に

あ
た

っ
て

地
元

の
関

係
機

関
と

連
携

し
た

り
、

地
元

住
民

が
ボ

ラ

ン
テ

ィ
ア

等
で

参
加

し
た

り
し

て
お

り
、

文
化

芸
術

活
動

へ
の

参
加

の
契

機
と

な
っ

て
い

る
こ

と
も

確
認

で
き
る
。
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1
1

 

2
.3

. 
未

来
へ

つ
な

ぐ
！

と
っ

と
り

文
化

遺
産

魅
力

創
造

発
信

事
業

の
経

済
波

及
効

果
 

 

本
調
査
で
は
、「

1
.3

経
済
波
及
効
果
の
推
計
に
つ
い
て
」（

p
.2
）
で
示
し
た
通
り
、「

来
場
者
の
消
費
支

出
に
よ
る
効
果
」
及
び
「
事
業
実
施
に
係
る
経
費
（
事
業
費
）
に
よ
る
効
果
」
の

2
つ
に
焦
点
を
当
て
て

経
済
波
及
効
果
を
推
計
す
る
。

 

  2
.3

.1
. 

直
接
需
要

の
推

計
 

（
1
）
来
場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
直
接
需
要

 

県
内

・
県
外
別

の
来

場
者
数

 

「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
の
事
業
ご
と
の
来
場
者
は
、
図
表

2
-1

の
通
り
で
、
合
計

は
1
1
,1

6
0
人
で
あ
る
。
ま
た
、
居
住
地
及
び
旅
行
日
程
（
日
帰
り
・
宿
泊
の
別
）
を
聞
い
て
い
る
万
葉
フ

ォ
ー
ラ
ム
、
万
葉
ツ
ア
ー
、
創
作
演
劇
公
演
、
民
藝
展
示
、
む
き
ば
ん
だ
ツ
ア
ー
の

5
事
業
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
居
住
地
別
・
旅
行
日
程
別
の
構
成
比
を
算
出
す
る
と
、
図
表

2
-8

の
通
り
と
な
り
、
こ
の
結

果
か
ら
居
住
地
別
・
旅
行
日
程
別
の
来
場
者
数
を
推
計
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
内
居
住
者
・
日
帰
り
は

7
,7

8
7

人
、
県
内
居
住
者
・
宿
泊
は

3
人
、
県
外
居
住
者
・
日
帰
り
は

1
,3

1
1
人

、
県
外
居
住
者
・
宿
泊
は

2
,0

5
9

人
と
な
っ
た
。

 

 

図
表

2
-8
 

居
住
地
・
旅
行
日
程
別
の
来
場
者
数

 

 
構
成
比

 
来
場
者
数

 

県
内
居
住
者
・
日
帰
り

 
6

9
.7

7
%

 
7

,7
8

7
人

 

県
内
居
住
者
・
宿
泊

 
0

.0
3

%
 

3
人

 

県
外
居
住
者
・
日
帰
り

 
1
1

.7
5

%
 

1
,3

1
1
人

 

県
外
居
住
者
・
宿
泊

 
1

8
.4

5
%

 
2

,0
5

9
人
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1
2

消
費

単
価

 

来
場
者
の
消
費
単
価
は
、
鳥
取
県
交
流
人
口
拡
大
本
部
観
光
交
流
局
観
光
戦
略
課
「
平
成

3
0
年
観
光
客

入
込
動
態
調
査
結
果
」
に
あ
る
「
日
帰
宿
泊
・
費
目
別
一
人
当
た
り
観
光
消
費
額
単
価
」（

図
表

2
-9

参
照

）

を
使
用
す
る

3。
 

 

図
表

2
-9
 

来
場
者

1
人
あ
た
り
の
消
費
額
（
消
費
単
価
）

 

費
目

 
県
内
・
日
帰
り

 
県
内
・
宿
泊

 
県
外
・
日
帰
り

 
県
外
・
宿
泊

 

宿
泊
費

 
 

1
4

,3
7
6
円

 
 

1
4

,9
5
5
円

 

交
通
費

 
3

8
4
円

 
9

1
2
円

 
7

6
2
円

 
1

,6
1

8
円

 

飲
食
代

 
1

,1
6

4
円

 
1

,9
5

9
円

 
1

,8
6

6
円

 
3

,9
5

8
円

 

土
産
代
 
等

 
4

,4
5

7
円

 
3

,9
7

2
円

 
5

,8
2

8
円

 
7

,9
8

5
円

 

計
 

6
,0

0
5
円

 
2

1
,2

1
9
円

 
8

,4
5

6
円

 
2

8
,5

1
6
円

 

資
料

）
鳥

取
県

交
流

人
口

拡
大

本
部

観
光

交
流

局
観

光
戦

略
課

「
平

成
3

0
年

観
光

客
入

込
動

態
調

査
結

果
」

 

  来
場

者
の
消
費

支
出

に
よ
る

直
接

需
要

 

来
場
者
数
（
図
表

2
-8
）
に
消
費
単
価
（
図
表

2
-9
）
を
乗
じ
、
来
場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
直
接
需
要

を
算
出
す
る
と
、
総
計
で

1
1
6
,6

2
5
千

円
と
な
る
（
図
表

2
-1

0
参
照
）
。

 

 

図
表

2
-1

0
 

来
場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
直
接
需
要
額

 

（
単

位
：

千
円

）
 

費
目

 
県
内
・
日
帰
り

 
県
内

・
宿
泊

 
県
外
・
日
帰
り

 
県
外
・
宿
泊

 
計

 

宿
泊
費

 
 

4
3
 

 
3

0
,7

9
2
 

3
0

,8
3

5
 

交
通
費

 
2

,9
9

0
 

3
 

9
9

9
 

3
,3

3
1
 

7
,3

2
3
 

飲
食
代

 
9

,0
6

4
 

6
 

2
,4

4
6
 

8
,1

5
0
 

1
9

,6
6

6
 

土
産
代
等

 
3

4
,7

0
7
 

1
2
 

7
,6

4
1
 

1
6

,4
4

1
 

5
8

,8
0

0
 

計
 

4
6

,7
6

1
 

6
4
 

1
1

,0
8

6
 

5
8

,7
1

4
 

1
1

6
,6

2
5
 

  産
業

部
門
別
の

来
場

者
消
費

支
出

額
 

図
表

2
-1

0
の

費
目

別
消

費
支

出
額

を
基

に
、

産
業

連
関

分
析

を
行

う
た

め
産

業
部

門
別

に
分

類
す

る
。

宿
泊
費
と
飲
食
費
は
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
、
交
通
費
は
運
輸
・
郵
便
と
し
、
土
産
代
等
に
つ
い
て
は
観
光
庁

「
2
0
1
8
年
旅
行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」
に
あ
る
旅
行
中
の
買
物
代
及
び
娯
楽
等
サ
ー
ビ
ス
費
・
そ
の
他

の
細
目
に
従
っ
て
分
類
し
た
。
結
果
は
、
図
表

2
-1

1
の
通
り
で
あ
る
。

 

                                                    
3 

平
成

2
7
年

度
文

化
庁

委
託

事
業
「

文
化

産
業

の
経

済
規

模
及

び
経

済
波

及
効

果
に

関
す

る
調

査
研

究
事

業
報

告
書

」
で

は
、

芸
術

祭
の

観
客

等
の

消
費

支
出

を
算

出
す

る
際

、
観

光
庁
「

旅
行
・
観

光
産

業
の

経
済

効
果

に
関

す
る

調
査

研
究

」
の

国
内

旅
行

に
お

け
る

観
光
・
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

旅
行

単
価

を
使

用
し

て
い

る
。
本

調
査

で
は

、
こ

れ
を

参
考

に
、
鳥

取
県
「

観

光
客

入
込

動
態

調
査

結
果

」
の

消
費

単
価

を
使

用
し

た
。
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1
3

図
表

2
-1

1
 

産
業
部
門
別
の
来
場
者
消
費
支
出
額

 

（
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
消
費
支
出
額

 

農
業

 
4

,0
1

2
 

水
産
業

 
3

,9
8

3
 

飲
食
料
品

 
1

8
,6

6
8
 

繊
維
製
品

 
6

,6
4

1
 

化
学
製
品

 
8

5
4
 

窯
業
・
土
石
製
品

 
8

0
1
 

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
2

,8
1

8
 

運
輸
・
郵
便

 
7

,3
2

3
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
7

1
,5

2
4
 

計
 

1
1

6
,6

2
5
 

注
）

支
出

額
が

あ
る

産
業

部
門

の
み

を
表

記
 

  （
2
）
事
業
実
施
に
係
る
経
費
に
よ
る
直
接
需
要

 

鳥
取
県
よ
り
提
供
さ
れ
た
資
料
よ
り
、
「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
の
各
事
業
の
事
業

費
を
整
理
す
る
と
、
図
表

2
-1

2
の

通
り
と
な
り
、
総
計
は

1
5
,5

2
6
千
円
で
あ
る
。

 

こ
の
事
業
費
を
、
県
外
へ
の
支
出
額
を
控
除
し
、
支
出
項
目
別
に
産
業
部
門
別
に
分
類
す
る
と
、
図
表

2
-1

3
の

通
り
と
な
る
。

 

 

図
表

2
-1

2
 

「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
の
事
業
費

 

（
単

位
：

千
円

）
 

事
業
名

 
事
業
費

 

令
和
に
よ
み
が
え
る
万
葉
フ
ォ
ー
ラ
ム

in
鳥
取

 
3

,2
2

5
 

万
葉
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

 
1

,0
4

3
 

創
作
演
劇
公
演
「
憶
良
の
翼
・
伝
～
新
し
き
年
～
」

 
1

,2
3

0
 

県
内

3
ヵ
所
の
歴
史
的
建
物
で
の
展
示

 
2

,2
4

1
 

と
っ
と
り
の
民
藝
と
文
化
に
出
会
う
旅

 
1

,4
1

6
 

重
要
文
化
財
指
定
記
念
講
演
会

 
3

3
5
 

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
む
き
ば
ん
だ

 
1

,1
9

5
 

む
き
ば
ん
だ
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
 
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ツ
ア
ー

 
4

7
4
 

と
っ
と
り
の
お
宝
お
ひ
ろ
め

 
2

,4
8

8
 

谷
口
ジ
ロ
ー
の
世
界

1
（
原
画
展

）
 

1
,8

8
0
 

計
 

1
5

,5
2

6
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1
4

図
表

2
-1

3
 

産
業
部
門
別
の
事
業
費

 （
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
消
費
支
出
額

 

農
業

 
1

8
 

飲
食
料
品

 
2

9
 

繊
維
製
品

 
2

8
 

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

 
4

 

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
1

,9
9

9
 

商
業

 
6

7
 

運
輸
・
郵
便

 
3

,9
8

2
 

情
報
通
信

 
4

9
 

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

 
2

7
9
 

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

 
4

,3
8

8
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
4

,6
5

9
 

計
 

1
5

,5
0

1
 

注
）

支
出

額
が

あ
る

産
業

部
門

の
み

を
表

記
 

  （
3
）
直
接
需
要
の
総
計

 

以
上
（

1
）
、（

2
）
よ
り
、「

と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
に
お
け
る
直
接
需
要
の
総
計
を

算
出

す
る

。
た

だ
し

、
来

場
者

の
消

費
支

出
に

含
ま

れ
る

「
対

象
事

業
の

参
加

料
・

入
場

料
等

」
は

、
各

事
業

の
主

催
者

の
収

入
と

な
り

事
業

経
費

と
し

て
支

出
さ

れ
る

こ
と

に
な

る
の

で
、

単
純

に
足

し
合

わ
せ

る
と

二
重

計
上

と
な

る
。

こ
の

た
め

、
来

場
者

の
消

費
支

出
か

ら
こ

の
部

分
を

除
い

て
直

接
需

要
の

総
計

を
算
出
す
る
。
そ
の
結
果
、「

と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
に
お
け
る
直
接
需
要
の
総
計
は
、

1
3
0
,4

8
9
千

円
と
な
る
。
ま
た
、
産
業
部
門
別
の
直
接
需
要
は
、
図
表

2
-1

4
の
通
り
で
あ
る
。
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1
5

図
表

2
-1

4
 

産
業
部
門
別
の
直
接
需
要
額

 

（
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
事
業
費

 
来
場
者
消
費

 
控
除

 
合
計

 

農
業

 
1

8
 

4
,0

1
2
 

 
4

,0
3

0
 

林
業

 
 

 
 

 
水
産
業

 
 

3
,9

8
3
 

 
3

,9
8

3
 

鉱
業

 
 

 
 

 
飲
食
料
品

 
2

9
 

1
8

,6
6

8
 

 
1

8
,6

9
7
 

繊
維
製
品

 
2

8
 

6
,6

4
1
 

 
6

,6
6

9
 

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

 
4
 

 
 

4
 

化
学
製
品

 
 

8
5

4
 

 
8

5
4
 

石
油
・
石
炭
製
品

 
 

 
 

 
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

 
 

 
 

 
窯
業
・
土
石
製
品

 
 

8
0

1
 

 
8

0
1
 

鉄
鋼

 
 

 
 

 
非
鉄
金
属

 
 

 
 

 
金
属
製
品

 
 

 
 

 
は
ん
用
機
械

 
 

 
 

 
生
産
用
機
械

 
 

 
 

 
業
務
用
機
械

 
 

 
 

 
電
子
部
品

 
 

 
 

 
電
気
機
械

 
 

 
 

 
情
報
・
通
信
機
器

 
 

 
 

 
輸
送
機
械

 
 

 
 

 
そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
1

,9
9

9
 

2
,8

1
8
 

 
4

,8
1

7
 

建
設

 
 

 
 

 
電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

 
 

 
 

 
水
道

 
 

 
 

 
廃
棄
物
処
理

 
 

 
 

 
商
業

 
6

7
 

 
 

6
7
 

金
融
・
保
険

 
 

 
 

 
不
動
産

 
 

 
 

 
運
輸
・
郵
便

 
3

,9
8

2
 

7
,3

2
3
 

 
1
1

,3
0

5
 

情
報
通
信

 
4

9
 

 
 

4
9
 

公
務

 
 

 
 

 
教
育
・
研
究

 
 

 
 

 
医
療
・
福
祉

 
 

 
 

 
そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

 
2

7
9
 

 
 

2
7

9
 

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

 
4

,3
8

8
 

 
 

4
,3

8
8
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
4

,6
5

9
 

7
1

,5
2

4
 

1
,6

3
7
 

7
4

,5
4

7
 

事
務
用
品

 
 

 
 

 
分
類
不
明

 
 

 
 

 
計

 
1

5
,5

0
1
 

1
1

6
,6

2
5
 

1
,6

3
7
 

1
3

0
,4

8
9
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1
6

2
.3

.2
. 

経
済
波
及

効
果

の
推
計

 

（
1
）
直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）
の
推
計

 

前
ペ
ー
ジ
図
表

2
-1

4
の

産
業
部
門
別
直
接
需
要
額
を
基
に
、
平
成

2
3
年

鳥
取
県
産
業
連
関
表
等
を
用

い
て
直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）
を
推
計
す
る
と
、

9
2
,2

1
0
千
円
と
な
る
（
図
表

2
-1

5
参
照
）
。

 

 

図
表

2
-1

5
 

直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）
の
推
計

 

 

  （
2
）
経
済
波
及
効
果
の
推
計

 

上
記
の
直
接
効
果
が
各
産
業
の
生
産
を
誘
発
す
る
こ
と
で
、
鳥
取
県
内
で

3
0
,9

8
3
千
円
の

1
次
波
及
効

果
（

生
産

誘
発

額
）

が
創

出
さ

れ
る

。
こ

の
生

産
誘

発
効

果
に

よ
り

労
働

の
対

価
と

し
て

雇
用

者
所

得
が

創
出
さ
れ
、
そ
れ
が
消
費
活
動
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
生
産
が
誘
発
さ
れ
る
。
こ
の

2
次
波

及
効
果
の
生
産
誘
発
額
は

1
7
,7

9
1
千

円
と
な
る
。
以
上
よ
り
、
生
産
誘
発
額
の
総
合
効
果
（
直
接
効
果
及

び
1
次
波
及
効
果
、

2
次
波
及
効
果
の
合
計
）
は

1
4
0
,9

8
5
千
円
と
な
る
。

 

ま
た
、
粗
付
加
価
値
誘
発
額
の
総
合
効
果
は

7
6
,4

9
0
千
円
、
雇
用
者
所
得
誘
発
額
の
総
合
効
果
は

3
9
,9

9
0

千
円
と
な
る
。

 

 

図
表

2
-1

6
 

「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
の
経
済
波
及
効
果

 

カ
テ
ゴ
リ

 
 

 
 

総
合
効
果

 
直
接
効
果

 
1
次
波
及
効
果

 
2
次
波
及
効
果

 

生
産
誘
発
額

 
（

千
円

）
 

9
2

,2
1

0
 

3
0

,9
8

3
 

1
7

,7
9

1
 

1
4

0
,9

8
5
 

粗
付
加
価
値
誘
発
額

 
（

千
円

）
 

4
8

,8
7

1
 

1
6

,2
6

5
 

1
1

,3
5

5
 

7
6

,4
9

0
 

雇
用
者
所
得
誘
発
額

 
（

千
円

）
 

2
7

,8
4

8
 

7
,9

0
4
 

4
,2

3
7
 

3
9

,9
9

0
 

 

 

直
接
需
要
額
（
文
化
庁
補
助
事
業
に
係
る
来
場
者
の
消
費
支
出
お
よ
び
事
業
費
）

130,489千
円

県
外
調
達
額

38,279千
円

直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）

92,210千
円

9
2
,2

1
0
 

3
0
,9

8
3
 

1
7
,7

9
1
 

1
4
0
,9

8
5
 

4
8
,8

7
1
 

1
6
,2

6
5
 

1
1
,3

5
5
 

7
6
,4

9
0
 

2
7
,8

4
8
 

7
,9

0
4
 

4
,2

3
7
 

3
9
,9

9
0
 

0

2
0
,0

0
0

4
0
,0

0
0

6
0
,0

0
0

8
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
2
0
,0

0
0

1
4
0
,0

0
0

1
6
0
,0

0
0

直
接

効
果

1
次

波
及

効
果

2
次

波
及

効
果

総
合

効
果

生
産

誘
発

額
粗

付
加

価
値

誘
発

額
雇

用
者

所
得

誘
発

額
（
千

円
）

- 164 -



 
1
7

図
表

2
-1

7
 

経
済
波
及
効
果
結
果
（
フ
ロ
ー
図
）

 

 

 
 

文
化
庁
補
助
事
業
に
係
る
来
場
者
の
消
費
支
出
お
よ
び
事
業
費

130,489千
円

県
外
調
達
額

38,279千
円

県
内
最
終
需
要
額

92,210千
円

原
材
料
需
要
増
加
額

43,339千
円

粗
付
加
価
値
誘
発
額

48,871千
円

雇
用
者
所
得
誘
発
額

27,848千
円

県
内
需
要
増
加
額

23,475千
円

県
外
調
達
額

19,864千
円

1次
生
産
誘
発
額

30,983千
円

粗
付
加
価
値
誘
発
額

16,265千
円

雇
用
者
所
得
誘
発
額

7,904千
円

⺠
間
支
出
増
加
額

19,737千
円

県
内
需
要
増
加
額

14,113千
円

県
外
調
達
額

5,624千
円

2次
生
産
誘
発
額

17,791千
円

粗
付
加
価
値
誘
発
額

11,355千
円

雇
用
者
所
得
誘
発
額

4,237千
円

直
接
効
果

1次
波
及
効
果

2次
波
及
効
果

総
合
効
果
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1
8

図
表

2
-1

8
 

産
業
部
門
別
の
経
済
波
及
効
果
（
総
合
効
果
）

 （
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
生
産
誘
発
額

 
粗
付
加
価
値

 

誘
発
額

 

雇
用
者
所
得

 

誘
発
額

 

農
業

 
4

,1
1

0
 

1
,9

7
9
 

3
0

8
 

林
業

 
8

6
 

6
5
 

2
0
 

水
産
業

 
6

4
3
 

3
6

6
 

1
2

8
 

鉱
業

 
9

0
 

3
5
 

1
1
 

飲
食
料
品

 
6

,8
2

1
 

1
,5

9
3
 

9
0

4
 

繊
維
製
品

 
1

5
8
 

5
3
 

7
6
 

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

 
5

7
6
 

1
5

2
 

6
0
 

化
学
製
品

 
3

 
1

 
0

 

石
油
・
石
炭
製
品

 
1

3
4
 

4
4
 

1
5
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

 
1

6
7
 

6
4
 

2
6
 

窯
業
・
土
石
製
品

 
2

2
0
 

9
8
 

3
8
 

鉄
鋼

 
1

 
0

 
0

 

非
鉄
金
属

 
－

0
 

－
0
 

－
0
 

金
属
製
品

 
8

5
 

3
7
 

2
3
 

は
ん
用
機
械

 
2

 
1

 
1

 

生
産
用
機
械

 
4

 
2

 
1

 

業
務
用
機
械

 
5

 
1

 
0

 

電
子
部
品

 
9

 
3

 
2

 

電
気
機
械

 
7

0
 

2
1
 

1
5
 

情
報
・
通
信
機
器

 
5

7
 

1
5
 

1
0
 

輸
送
機
械

 
4

1
 

9
 

6
 

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
1

,0
7

9
 

4
4

9
 

3
0

5
 

建
設

 
1

,1
2

2
 

4
9

1
 

3
0

2
 

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

 
2

,9
3

5
 

1
,2

0
1
 

2
0

3
 

水
道

 
1

,1
8

8
 

5
5

2
 

2
1

9
 

廃
棄
物
処
理

 
1

,1
1

0
 

7
9

6
 

4
5

0
 

商
業

 
1

4
,9

0
8
 

9
,9

0
7
 

6
,8

9
0
 

金
融
・
保
険

 
2

,6
9

9
 

1
,7

7
7
 

7
2

3
 

不
動
産

 
6

,9
9

6
 

5
,9

5
5
 

1
8

6
 

運
輸
・
郵
便

 
1

4
,9

8
1
 

6
,7

2
9
 

4
,6

7
6
 

情
報
通
信

 
2

,3
4

7
 

1
,1

8
9
 

3
9

1
 

公
務

 
2

2
4
 

1
6

6
 

9
9
 

教
育
・
研
究

 
8

1
8
 

6
3

3
 

5
1

6
 

医
療
・
福
祉

 
9

5
7
 

5
7

2
 

4
2

4
 

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

 
1

,0
9

6
 

6
2

2
 

5
4

8
 

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

 
6

,6
7

4
 

4
,0

9
8
 

2
,4

5
6
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
6

7
,7

2
6
 

3
6

,6
5

4
 

1
9

,9
5

0
 

事
務
用
品

 
2

2
6
 

0
 

0
 

分
類
不
明

 
6

1
7
 

1
6

1
 

5
 

計
 

1
4

0
,9

8
5
 

7
6

,4
9

0
 

3
9

,9
9

0
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1
9

2
.4

. 
未

来
へ

つ
な

ぐ
！

と
っ

と
り

文
化

遺
産

魅
力

創
造

発
信

事
業

の
事

業
効

果
検

証
 

 

「
と

っ
と

り
文

化
遺

産
魅

力
創

造
発

信
事

業
」

の
実

施
計

画
書

で
は

、
事

業
実

施
の

ね
ら

い
と

し
て

、
 

「
新
元
号
「
令
和
」
の
典
拠
と
な
っ
た
万
葉
集
ゆ
か
り
の
地
域
資
源
や
「
妻
木
晩
田
遺
跡
」
「
青
谷
上
寺
地

遺
跡

」
な

ど
弥

生
遺

跡
等

の
様

々
な

文
化

資
源

を
観

光
資

源
と

し
て

活
用

し
、

さ
ら

に
手

仕
事

や
「

用
の

美
」

と
し

て
の

魅
力

を
持

ち
歴

史
的

に
も

節
目

を
迎

え
る

鳥
取

民
藝

、
県

出
身

漫
画

家
作

品
に

よ
る

鳥
取

の
原
風
景
な
ど
、

2
0
2
0
東

京
オ
リ
パ
ラ
を
契
機
と
し
、
国
内
外
の
方
々
に
古
く
て
新
し
い
と
っ
と
り
の
文

化
的

魅
力

を
満

喫
し

て
も

ら
う

取
組

実
施

と
そ

れ
ら

を
一

元
的

に
情

報
発

信
す

る
こ

と
で

広
く

集
客

を
図

る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

 

ま
た
、
期
待
さ
れ
る
文
化
的
・
社
会
的
・
経
済
的
効
果
等
に
つ
い
て
は
、「

本
計
画
の
実
施
に
よ
り
、「

日

本
博

」
を

契
機

と
し

た
鳥

取
県

の
文

化
資

源
の

多
面

的
な

価
値

を
発

掘
・

強
化

し
、

戦
略

的
に

活
用

・
国

内
外

へ
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

、
鳥

取
県

の
新

た
な

魅
力

（
価

値
）

ア
ッ

プ
に

つ
な

げ
、

関
係

機
関

・
団

体
等

と
の

連
携

に
よ

り
、

地
場

産
業

・
観

光
産

業
等

の
振

興
や

交
流

人
口

、
関

係
人

口
、

移
住

・
定

住
の

増
加
等
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
が
期
待
で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

 

こ
の

う
ち

、
文

化
的

・
社

会
的

効
果

は
、

後
で

み
る

経
済

的
効

果
と

異
な

り
、

金
額

換
算

で
き

る
も

の

で
は
な
く
、
定
量
的
に
は
把
握
し
づ
ら
い
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
等
の
結
果
を
み
る
と
、
「
と

っ
と

り
文

化
遺

産
魅

力
創

造
発

信
事

業
」

の
実

施
は

、
来

場
者

・
利

用
者

の
芸

術
・

文
化

に
対

す
る

関
心

の
喚

起
や

地
域

の
魅

力
の

認
識

に
つ

な
が

っ
て

い
る

こ
と

が
確

認
で

き
る

。
す

な
わ

ち
、

事
業

実
施

が
、

計
画

に
あ

る
「

鳥
取

県
の

文
化

資
源

の
多

面
的

な
価

値
を

発
掘

・
強

化
」
、
「

鳥
取

県
の

新
た

な
魅

力
ア

ッ

プ
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

 

ま
た

、
実

施
に

あ
た

っ
て

、
地

域
の

関
連

団
体

等
と

の
連

携
、

地
域

住
民

の
参

画
も

行
わ

れ
て

お
り

、

文
化

芸
術

活
動

へ
の

参
加

意
欲

の
高

揚
に

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

推
測

で
き

る
。

こ
こ

か
ら

、
計

画
に

あ
る
「
関
係
機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
」
に
も
好
影
響
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

 

数
値
的
な
面
で
は
、
参
加
者
数
の
目
標

1
0
,0

0
0
人

に
対
し
、
実
績
値
は

1
1
,1

6
0
人
で
、
目
標
値
を
超

え
て
い
る
。
ま
た
、
鳥
取
県
外
か
ら
の
参
加
者
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

7
事
業
の
合
計
で

3
8
.6

%

と
な

っ
て
お
り
、

目
標
値
で
あ
る

2
0
%
を
超

え
て
い
る
。

た
だ
し
、
訪

日
外
国
人
に

つ
い
て
は
、

モ
ニ
タ

ー
ツ

ア
ー

と
し

て
外

国
籍

の
者

の
参

加
が

約
半

数
で

あ
っ

た
民

藝
ツ

ア
ー

を
除

き
、

そ
も

そ
も

ア
ン

ケ
ー

ト
が

日
本

語
の

も
の

し
か

な
く

、
正

確
な

数
値

は
取

れ
て

い
な

い
が

、
唯

一
訪

日
外

国
人

が
確

認
で

き
た

「
県
内

3
ヵ
所
の
歴
史
的
建
物
で
の
展
示
」
で
も

1
.3

%
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
目
標
値
の

5
.0

%
に
は
届

い
て
い
な
い
。

 

こ
う
し
た
点
よ
り
、
「
と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
は
、
数
値
目
標
で
一
部
未
達
成
の
も

の
も

あ
る

が
、

全
体

的
に

は
鳥

取
県

の
文

化
・

芸
術

に
好

影
響

を
与

え
て

お
り

、
文

化
的

・
社

会
的

効
果

を
上
げ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。

 

次
に
経
済
的
効
果
を
み
る
。「

と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
は

、
総
計

1
5
,5

2
6
千
円
（
県

外
へ
の
支
払
を
含
む
）
の
事
業
費
で
実
施
さ
れ
、
来
場
者
の
消
費
支
出
を
加
え
る
と
、

1
3
0
,4

8
9
千
円
の

直

接
需
要
額
を
生
み
出
し
た
。
こ
の
直
接
需
要
は
鳥
取
県
内
に

9
2
,2

1
0
千
円
の
直
接
効
果
を
も
た
ら
し
、
こ

れ
が
各
産
業
の
生
産
を
誘
発
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に

1
4
0
,9

8
5

千
円
の
経
済
波
及
効
果
を
創
出
し
た
と
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2
0

推
計
さ
れ
る
。
事
業
実
施
計
画
書
で
は
、
経
済
波
及
効
果
の
目
標
値
を

9
0
,0

0
0
千
円
と
し
て
い
る
が
、
本

調
査

の
推

計
値

は
こ

の
目

標
を

超
え

て
お

り
、

本
事

業
が

鳥
取

県
内

の
経

済
面

に
与

え
た

影
響

も
大

き
い

も
の
で
あ
っ
た
と
判
断
で
き
る
。

 

以
上
の
通
り
、「

と
っ
と
り
文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
」
は
、
事
業
実
施
計
画
書
の
数
値
目
標
を
概

ね
達

成
し

て
お

り
、

定
性

面
か

ら
み

て
も

、
地

域
に

好
影

響
を

与
え

て
い

る
こ

と
か

ら
、

十
分

な
成

果
が

あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
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2
1

3
. 
「

ア
ー

ト
ピ

ア
と

っ
と

り
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0

1
9
の

効
果

 

 3
.1

. 
「

ア
ー

ト
ピ

ア
と

っ
と

り
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
1
9
の

事
業

概
要

 

 

本
調
査
で
効
果
を
検
証
す
る
「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
事
業
は
、
図
表

3
-1

の
8
事
業
で
あ
る
（
当

初
は
、

9
事
業
を
予
定
し
て
い
た
が
、
令
和

2
年

2
月

2
9
日
～

3
月

1
日
実
施
予
定
の
浜
村
温
泉
湯
け
む

り
映
画
祭
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

8
事
業
と
す
る
）
。

 

 

図
表

3
-1
 

「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
事
業
一
覧

 

区
分

 
事

業
名

 
実

施
時

期
 

会
場

 
来

場
者

数
 

鳥
の

演
劇

祭
1
2

 
鳥

の
演

劇
祭

1
2
＋

ベ
セ

ト
演

劇
祭

2
6

 
令

和
元

年
 

1
0
月

2
4
日

 

～
1
1
月

1
7
日

 

鳥
の

劇
場

及
び

そ
の

周
辺

（
鳥

取
市

鹿
野

町
）

 

6
,4

4
3
人

 

工
芸

・
ア

ー
ト

村
 

西
郷

工
芸

の
郷

 
 

 
 

 
西

郷
工

芸
祭

り
 

令
和

元
年

 

1
0
月

2
6
日

 

～
2
7
日

 

鳥
取

市
河

原
町
（

西
郷

地
区

）
 

2
,4

0
0
人

 

 
人

間
国

宝
フ

ォ
ー

ラ
ム

 
令

和
元

年
 

1
1
月

1
7
日

 

と
り

ぎ
ん

文
化

会
館

 
2
0

0
人

 

イ
ト

ナ
ミ

ダ
イ

セ
ン

藝
術

祭
 

令
和

元
年

 

1
1
月

2
日

 

～
1
1
月

1
0
日

 

大
山

町
長

田
集

落
 
ほ

か
 

4
,4

9
7
人

 

西
い

な
ば

工
芸

・
ア

ー
ト

村
 

 
 

 

 
鹿

野
藝

術
祭

 
令

和
元

年
 

1
0
月

1
2
日

 

～
1
3
日

 

鳥
取

市
鹿

野
町

鹿
野

 
3
0

0
人

 

 
浜

村
温

泉
湯

け
む

り
映

画
祭

 
令

和
2
年

 

2
月

2
9
日

 

～
3
月

1
日

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
に

よ
り

中
止

 

 

ア
ー

ト
に

よ
る

地
域

魅
力

創
造

事
業

 

（
A

IR
）

 

岩
美

現
代

美
術

展
 

令
和

元
年

 

1
0
月

1
2
日

 

～
2
2
日

 

岩
美

町
中

央
公

民
館

 

・
旧

岩
美

病
院

 

1
,4

0
0
人

 

A
IR

4
7
5
 

2
0
1

9
 

令
和

元
年

 

9
月

1
日

 

～
令

和
2
年

 
 

2
月

2
9
日

 

米
子

市
美

術
館
・
米

子

市
中

心
市

街
地

 
ほ

か
 

2
,7

3
2
人

 

明
倫

A
IR

2
0
1

9
 

令
和

元
年

 

5
月

1
1
日

 

～
2
月

2
2
日

 

コ
レ

デ
堂
・
倉

吉
博

物

館
・
横

木
邸
・
徳

吉
邸

宅
 

1
,3

1
0
人
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2
2

3
.2

. 
「

ア
ー

ト
ピ

ア
と

っ
と

り
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
1
9
の

文
化

的
・

社
会

的
効

果
 

 

本
調
査
で
は
、「

ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
効
果
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
来
場
者
に
対
す
る
ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
と

主
催

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
を

実
施

し
た

。
以

下
で

は
、

各
調

査
結

果
よ

り
文

化
的

・
社

会
的
効
果
に
絞
り
、
結
果
を
取
り
ま
と
め
る
。

 

  3
.2

.1
. 

来
場
者
ア

ン
ケ

ー
ト
に

よ
る

効
果
測

定
 

「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
う
ち
、
図
表

3
-2

の
3
事
業
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

4。
こ
れ

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
基
に
、
「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
文
化
的
・
社
会
的
効
果
に
つ
い
て
検
証
す

る
。

 

 

図
表

3
-2
 

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
事
業
一
覧

 

事
業
名

 
開
催
日
時

 

鳥
の
演
劇
祭

1
2
＋
ベ
セ
ト
演
劇
祭

2
6
 

（
以
下
、
「
鳥
の
演
劇
祭
」
）

 

令
和
元
年

1
0
月

2
4
日

 

～
1
1
月

1
7
日

 

西
郷
工
芸
祭
り

 
令
和
元
年

1
0
月

2
6
日

 

～
1

0
月

2
7
日

 

A
IR

4
7

5
 

2
0
1

9
 

（
以
下
、
「

A
IR

4
7
5
」
）

 

令
和
元
年

9
月

1
日

 

～
令
和

2
年

2
月

2
9
日

 

  （
1
）
居
住
地

 

来
場
者
の
居
住
地
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
図
表

3
-3

の
通
り
と
な
っ
た
。
県
外
か
ら
の
来
場
者
の
割
合
を
み

る
と
、
鳥
の
演
劇
祭
が

2
5
.4

%
、
西
郷
工
芸
祭
り
が

6
.4

%
、

A
IR

4
7
5
が

1
8
.4

%
と
な
っ
た
。

 

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

3
事

業
の
来
場
者
（
図
表

3
-1

参
照
）
を
乗
じ
て
、
県
内
外
別
の
来
場
者
数

を
推
計
す
る
と
、

3
事
業
合
計
で
、
県
内
来
場
者

9
,2

5
7
人
、
県
外
来
場
者

2
,3

1
8
人
と
な
り
、
県
外
来

場

者
の
割
合
は

2
0
.0

%
と
な
っ
た
。

 

 

図
表

3
-3
 

来
場
者
の
居
住
地

 

 

                                                  
4 

た
だ

し
、

ア
ン
ケ

ー
ト

の
設

問
は

、
事

業
ご

と
に

異
な

っ
て

い
る

。
 

7
4
.6

%

9
3
.6

%

8
1
.6

%

2
5
.4

%

6
.4

%

1
8
.4

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

鳥
の

演
劇

祭
（
n
=

5
7
4
）

西
郷

工
芸

祭
り

（
n
=

3
7
4
）

A
IR

4
7
5
（

n
=

7
6
）

県
内

県
外
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2
3

図
表

3
-4
 

県
内
・
県
外
別
来
場
者
数
の
推
計

 

事
業
名

 
県
内
来
場
者

 
県
外
来
場
者

 
計

 

鳥
の
演
劇
祭

 
4

,7
8

2
 

1
,6

6
1
 

6
,4

4
3
 

西
郷
工
芸
祭
り

 
2

,2
4

6
 

1
5

4
 

2
,4

0
0
 

A
IR

4
7

5
 

2
,2

2
9
 

5
0

3
 

2
,7

3
2
 

計
 

9
,2

5
7
 

2
,3

1
8
 

1
1

,5
7

5
 

  （
2
）
事
業
の
満
足
度

 

事
業
の
満
足
度
に
つ
い
て
の
設
問
が
あ
っ
た

2
事
業
の
結
果
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
「
と
て
も
良
か
っ

た
」
と
「
良
か
っ
た
」
の
合
計
が
約

9
割
あ
り
、
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

 

 

図
表

3
-5
 

事
業
の
満
足
度
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

 

 

  （
3
）
地
域
と
の
連
携

 

鳥
の

演
劇

祭
で

は
「

今
回

、
鹿

野
の

ま
ち

な
か

の
展

示
や

お
店

に
も

足
を

運
ば

れ
た

（
運

ぶ
予

定
）

で

し
ょ
う
か
」
と
聞
い
た
と
こ
ろ
、

6
割
以
上
が
「
は
い
」
と
答
え
て
お
り
、
「
い
い
え
」
は

2
割
以
下
に
と

ど
ま

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
事

業
の

実
施

が
、

単
に

そ
の

事
業

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
関

連
イ

ベ
ン

ト
と

も
相
俟
っ
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

 

図
表

3
-6
 

地
域
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
意
向

 

 

 （
4
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
小
括

 

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
よ

り
、

各
事

業
と

も
、

事
業

に
対

す
る

満
足

度
は

非
常

に
高

い
も

の
と

な
っ

て

い
る

。
ま

た
、

鳥
の

演
劇

祭
で

は
、

地
域

イ
ベ

ン
ト

と
の

相
乗

効
果

が
み

ら
れ

、
地

域
活

性
化

に
貢

献
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

 

4
3
.2

%5
2
.8

%

4
5
.9

%3
8
.9

%

1
0
.3

%

8
.3

%

0
.5

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

西
郷

工
芸

祭
り

（
n
=

3
7
0
）

A
IR

4
7
5
（

n
=

7
2
）

と
て

も
良

か
っ

た
良

か
っ

た
ま

あ
ま

あ
あ

ま
り

良
く
な

か
っ

た
良

く
な

か
っ

た

6
1
.8

%
1
6
.3

%
2
1
.8

%

0
%

2
0
%

4
0
%

6
0
%

8
0
%

1
0
0
%

鳥
の

演
劇

祭
（
n
=

5
6
3
）

は
い

い
い

え
わ

か
ら

な
い

（
検

討
中

）
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2
4

3
.2

.2
. 

主
催
者
・

関
係

者
へ
の

聞
き

取
り
調

査
に

よ
る
効

果
測

定
 

（
1
）
文
化
的
・
社
会
的
効
果
に
係
る
意
見

 

各
事
業
の
主
催
者
・
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
文
化
的
・
社
会
的
効
果
に
係
る
も
の
と
し
て
、

以
下
の
よ
う
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。

 

 鳥
の
演
劇
祭

1
2
＋
ベ

セ
ト
演
劇
祭

2
6
 

活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
の
文
化
・
芸
術

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
特
に

3
年
前
か
ら
は
、

「
鹿

野
学

園
」

に
お

い
て

、
演

劇
を

使
っ

た
表

現
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
授

業
に

取
り

入
れ

て
も

ら
う

、
と

い

う
活
動
を
始
め
た
。
実
際
に
劇
団
員
が
学
校

に
入
っ
て
、
一
緒
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
と
「
鳥
の
劇
場
」
の
距
離
が
と

て
も
近
く
な
っ
て
い
る
。

 

芸
術

・
文

化
の

町
お

こ
し

が
、

地
域

の
観

光
振

興
に

も
つ

な
が

っ
て

い
る

。
た

だ
し

、
観

光
地

と
し

て
盛

り
上
げ
て
い
く
際
に
は
、
地
域
住
民
の
生
活

に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
事
に
な
る
。

 

西
郷
工
芸

の
郷

 

作
家
の
移
住
や
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
に
よ
っ
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
着
実
に
活
性
化
し
て
い
る
。

 

事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
西
郷
地
区
の
住
民
の
結
束
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
印
象
が
あ
る
。

 

月
に

一
回

、
西

郷
地

区
在

住
の

作
家

が
集

ま
っ

て
意

見
交

換
す

る
場

が
設

け
ら

れ
る

な
ど

、
作

家
同

士
の

定
期
的
な
交
流
も
生
ま
れ
て
い
る
。

 

移
住
の
公
募
に
応
じ
る
作
家
が
複
数
現
れ
て
お
り
、
地
域
に
活
気
が
出
て
き
て
い
る
。

 

イ
ト
ナ
ミ

ダ
イ
セ

ン
藝
術

祭
 

2
年

に
わ

た
っ

て
長

田
集

落
で

藝
術

祭
を

開
催

し
た

こ
と

に
よ

っ
て

、
地

域
住

民
の

理
解

が
深

ま
っ

て
い

る
。

 

集
落

の
住

民
を

中
心

と
し

て
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
作

品
に

取
り

組
む

な
ど

、
新

た
な

こ
と

に
挑

戦
し

よ
う

と
い

う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

 

中
山
間
地
の
集
落
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
地
域
に
活
気
が
出
て
き
て
い
る
。

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
移
住
希
望
者
が
増
え
て
い
る
。

 

西
い
な
ば

工
芸
・

ア
ー
ト

村
 

ア
ー

ト
に

よ
る

地
域

づ
く

り
団

体
と

ま
ち

づ
く

り
団

体
と

の
連

携
に

よ
っ

て
、

地
域

の
賑

わ
い

創
出

に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

 

鹿
野

芸
術

祭
で

は
、

若
手

作
家

が
鹿

野
学

園
の

児
童

と
作

品
制

作
を

行
う

こ
と

で
、

子
ど

も
た

ち
が

ア
ー

ト
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を
創
出
し
て
い
る
。

 

浜
村

温
泉

湯
け

む
り

映
画

塾
で

は
、

実
行

委
員

会
の

設
立

を
模

索
す

る
な

ど
、

多
く

の
人

に
関

わ
っ

て
も

ら
え
る
よ
う
模
索
し
て
い
る
。

 

西
い

な
ば

在
住

の
作

家
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

に
積

極
的

に
声

が
け

す
る

な
ど

、
体

制
の

強
化

や
作

品
づ

く
り

に
参
加
す
る
人
の
数
を
拡
大
す
る
た
め
の
試

み
を
行
う
よ
う
に
な
り
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

 

岩
美
現
代

美
術
展

 

芸
術

作
品

の
鑑

賞
や

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

と
の

交
流

を
通

し
て

、
地

域
住

民
が

芸
術

に
関

心
を

も
ち

、
理

解
を

深
め
る
こ
と
で
地
域
の
文
化
芸
術
の
振
興
に

寄
与
し
て
い
る
。

 

関
連
事
業
と
し
て
、
地
元
有
志
に
よ
る
作
品
制
作
・
展
示
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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2
5

A
IR

4
7

5
 

2
0
1

9
 

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
作

品
制

作
に

協
働

し
て

取
り

組
む

こ
と

で
、

私
た

ち
自

身
が

地
域

の
魅

力
や

価
値

を
新

た
な
視
点
か
ら
捉
え
直
し
、
地
域
へ
の
認
識
を
深
め
、
可
能
性
を
知
る
と
い
う
点
を
重
要
視
し
て
い
る
。

 

地
域

の
埋

も
れ

た
歴

史
や

地
域

の
文

化
、

風
土

等
か

ら
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

着
想

し
た

作
品

と
、

ま
た

制
作

過
程

で
の

多
方

面
の

人
た

ち
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
つ

う
じ

て
、

地
域

へ
の

理
解

と
地

域
へ

の
愛

着

を
醸
成
し
て
い
る
。

 

空
き

家
や

空
き

店
舗

を
ア

ー
ト

と
結

び
つ

け
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
街

に
介

在
す

る
状

況
を

つ
く

り
、

ア
ー

ト
の
持
つ
可
能
性
を
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
活
か
す
取
組
を
継
続
し
て
い
る
。

 

明
倫

A
IR

2
0

1
9

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
（

A
IR

）
を
通
じ
て
、
多
様
性
に
寛
容
な
地
域
を
つ
く
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
が
、
地
域
の
人
が
ア
ー
ト
作

品
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
直
接
触
れ
合
う
場
の
提
供
、

A
IR

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
構

築
に

よ
る

地
元

の
人

た
ち

の
つ

な
が

り
の

形
成

、
ア

ー
ト

活
動

を
通

じ
た

自
然

な
形

で
の

官

学
民

連
携

の
形

成
、

県
外

か
ら

の
来

客
者

と
地

域
住

民
の

交
流

に
よ

る
関

係
人

口
の

形
成

等
々

、
地

域
に

対

し
て
有
形
無
形
の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

 

博
物

館
に

お
け

る
展

示
会

を
と

お
し

て
、

長
谷

川
富

三
郎

や
高

木
啓

太
郎

な
ど

地
域

で
活

躍
し

た
作

家
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
再
認
識
が
進
ん
で
い
る
。

 

  （
2
）
地
域
の
関
係
機
関
と
の
連
携
・
地
域
住
民
と
の
関
わ
り
に
係
る
意
見

 

各
事

業
の

主
催

者
・

関
係

者
へ

の
聞

き
取

り
調

査
で

は
、

地
域

の
関

係
機

関
と

の
連

携
・

地
域

住
民

と

の
関
わ
り
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
聞
か
れ
た
。

 

 鳥
の
演
劇
祭

1
2
＋
ベ

セ
ト
演
劇
祭

2
6
 

最
初

は
地

域
の

方
の

寄
り

合
い

に
参

加
す

る
な

ど
し

、
関

係
性

を
構

築
す

る
と

こ
ろ

か
ら

始
ま

っ
た

。
町

お
こ
し
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

 

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、「

鹿
野
ぶ
ら
ぶ
ら
町
歩
き
」
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
な
ど
で
連
携
し
て
い
る
。
ま

た
、

地
域

の
方

と
一

緒
に

ダ
ン

ス
作

品
を

つ
く

っ
て

い
く

取
り

組
み

で
あ

る
「

と
り

っ
と

ダ
ン

ス
」

な
ど

の

活
動
も
演
目
の
一
つ
と
し
て
実
施
し
て
い
る

。
 

西
郷
工
芸

の
郷

 

「
（

一
社

）
西

郷
工

芸
の

郷
あ

ま
ん

じ
ゃ

く
」

が
、
「

い
な

ば
西

郷
む

ら
づ

く
り

協
議

会
」
、
「

鳥
取

市
西

郷

地
区
公
民
館
」
等
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

 

「
西

郷
工

芸
祭

り
」

は
、

地
域

の
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

定
着

し
て

き
て

お
り

、
地

域
住

民
も

積
極

的
に

協
力

し
て
い
る
。

 

イ
ト
ナ
ミ

ダ
イ
セ

ン
藝
術

祭
 

「
こ

っ
ち

の
大

山
研

究
所

」
が

、
大

山
町

地
域

自
主

組
織

「
ふ

れ
あ

い
の

郷
か

あ
ら

山
」

や
長

田
集

落
と

連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

 

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

、
街

歩
き

の
実

施
の

ほ
か

、
自

宅
を

ギ
ャ

ラ
リ

ー
に

提
供

す
る

な
ど

、
地

域
住

民
が

積
極

的
に
協
力
し
て
い
る
。
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2
6

西
い
な
ば

工
芸
・

ア
ー
ト

村
 

「
西

い
な

ば
ま

ち
づ

く
り

株
式

会
社

」
（

道
の

駅
西

い
な

ば
気

楽
里

）
、
「

鹿
野

芸
術

祭
実

行
委

員
会

」
（

鹿

野
町

）
、
「

こ
と

る
り

舎
」
（

気
高

町
）

な
ど

が
、
「

い
ん

し
ゅ

う
鹿

野
ま

ち
づ

く
り

協
議

会
」

や
「

逢
坂

む
ら

づ
く
り
協
議
会
」
等
の
地
域
づ
く
り
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

 

鹿
野

芸
術

祭
の

開
催

や
浜

村
温

泉
湯

け
む

り
映

画
塾

の
映

画
制

作
に

お
い

て
、

地
域

住
民

が
積

極
的

に
協

力
し
て
い
る
。

 

岩
美
現
代

美
術
展

 

岩
美
町
か
ら
「
岩
美
現
代
美
術
展
実
行
委
員
会
補
助
金
」
の
交
付
を
受
け
実
施
し
た
。

 

委
員
会
の
事
務
局
は
岩
美
町
役
場
商
工
観
光
課
に
置
き
、
官
民
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
。

 

滞
在

期
間

中
、

招
聘

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
講

師
と

な
り

地
域

住
民

を
対

象
に

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
、

地
域
住
民
と
の
交
流
を
図
っ
た
。

 

A
IR

4
7

5
 

2
0
1

9
 

米
子
市
、
米
子
市
教
育
委
員
会
、
（
一
財

）
米
子
市
文
化
財
団
米
子
市
美
術
館
と
共
同
で
事
業
を
実
施
し
、

米
子
市
、
米
子
市
美
術
館
の
ス
タ
ッ
フ
と
協
働
で
作
業
を
進
め
た
。

 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

企
画

展
を

通
し

て
、

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
地

域
の

住
民

と
交

流
し

、
鳥

取
県

立
美

術
館

の
開
館
時
期
に
合
わ
せ
た
芸
術
祭
を
実
現
す

る
た
め
の
土
壌
を
形
成
し
て
い
る
。

 

明
倫

A
IR

2
0

1
9

 

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

4
5
日
間
に
わ
た
っ
て
滞
在
制
作
を
行
う
こ
と
で
、
来
訪
し
た
地
域
住
民
と
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
交
流
が
深
ま
っ
た
。

 

倉
吉

在
郷

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
や

民
藝

関
係

者
と

の
交

流
の

場
を

設
け

る
と

と
も

に
、

交
流

の
場

を
一

般
に

も
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
地
域
住
民
と
県
内
外
の
文
化
・
芸
術
の
担
い
手
を
つ
な
げ
て
い
る
。

 

  （
3
）
聞
き
取
り
調
査
結
果
の
小
括

 

主
催

者
・

関
係

者
か

ら
の

聞
き

取
り

調
査

で
は

、
多

く
の

活
動

が
地

域
と

密
着

し
て

行
わ

れ
て

い
る

こ

と
が

確
認

で
き

た
。

イ
ベ

ン
ト

等
の

実
施

が
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

刺
激

を
与

え
、

活
動

に
参

加
す

る
こ

と
で
文
化
・
芸
術
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
そ
の
結
果
、
地
域
住
民
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
。

 

ま
た

、
地

域
の

観
光

振
興

や
移

住
促

進
に

つ
な

が
っ

て
い

る
事

例
も

み
ら

れ
る

。
交

流
・

移
住

の
拡

大

は
、
人
口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
各
地
域
に
と
っ
て
、
非
常
に
重
要
な
成
果
で
あ
る
。
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2
7

3
.3

. 
「

ア
ー

ト
ピ

ア
と

っ
と

り
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
1
9
の

経
済

波
及

効
果

 

 

「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て
、
上
述
の
「

2
.3

未
来
へ
つ
な
ぐ
！
と
っ
と
り

文
化
遺
産
魅
力
創
造
発
信
事
業
の
経
済
波
及
効
果
」
（

p
.1

1
～

）
と
同
様
の
方
法
で
推
計
す
る
。

 

  3
.3

.1
. 

直
接
需
要

の
推

計
 

（
1
）
来
場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
直
接
需
要

 

県
内

・
県
外
別

の
来

場
者
数

 

「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
事
業
ご
と
の
来
場
者
は
、
図
表

3
-1

の
通
り
で

、
合
計
は

1
9
,2

8
2
人
で

あ
る
。
ま
た
、
鳥
の
演
劇
祭
、
西
郷
工
芸
の
郷
、

A
IR

4
7
5
の

3
つ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
居

住
地

別
・

旅
行
日
程
別
の
構
成
比
を
算
出
す
る
と
、
図
表

3
-7

の
通
り
と
な
り
、
こ
の
結
果
か
ら
居
住
地
別
・
旅
行
日

程
別
の
来
場
者
数
を
推
計
し
た
。
そ
の
結
果
、
県
内
居
住
者
・
日
帰
り
は

1
5
,1

9
4
人
、
県
内
居
住
者
・
宿

泊
は

2
1
7
人
、
県
外
居
住
者
・
日
帰
り
は

2
,0

9
9
人
、
県
外
居
住
者
・
宿
泊
は

1
,7

7
3
人
と
な
っ
た

5。
 

 

図
表

3
-7
 

居
住
地
・
旅
行
日
程
別
の
来
場
者
数

 

 
構
成
比

 
来
場
者
数

 

県
内
居
住
者
・
日
帰
り

 
7

8
.8

0
%

 
1

5
,1

9
4
 

県
内
居
住
者
・
宿
泊

 
1

.1
2

%
 

2
1

7
 

県
外
居
住
者
・
日
帰
り

 
1

0
.8

9
%

 
2

,0
9

9
 

県
外
居
住
者
・
宿
泊

 
9

.1
9

%
 

1
,7

7
3
 

  消
費

単
価

 

来
場
者
の
消
費
単
価
は
、
鳥
取
県
交
流
人
口
拡
大
本
部
観
光
交
流
局
観
光
戦
略
課
「
平
成

3
0
年
観
光
客

入
込

動
態

調
査

結
果

」
に

あ
る

「
日

帰
宿

泊
・

費
目

別
一

人
当

た
り

観
光

消
費

額
単

価
」
（

p
.1

2
の

図
表

2
-9

参
照
）
を
使
用
す
る
。

 

  来
場

者
の
消
費

支
出

に
よ
る

直
接

需
要

 

来
場
者
数
（
図
表

3
-7
）
に
消
費
単
価
（
図
表

2
-9
）
を
乗
じ
、
来
場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
直
接
需
要

を
算
出
す
る
と
、
総
計
で

1
6
4
,1

5
3
千

円
と
な
る
（
図
表

3
-8

参
照
）
。

 

                                                      
5 

四
捨

五
入

し
て
い

る
た

め
、

来
場

者
数

の
項

目
の

合
計

が
1
9
,2

8
3
人

と
な

る
が

、
以

降
は

こ
の

数
値

で
推

計
を

行
う

。
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2
8

図
表

3
-8
 

来
場
者
の
消
費
支
出
に
よ
る
直
接
需
要
額

 

（
単

位
：

千
円

）
 

費
目

 
県
内
・
日
帰
り

 
県
内

・
宿
泊

 
県
外
・
日
帰
り

 
県
外
・
宿
泊

 
計

 

宿
泊
費

 
 

3
,1

2
0
 

 
2

6
,5

1
5
 

2
9

,6
3

5
 

交
通
費

 
5

,8
3

4
 

1
9

8
 

1
,5

9
9
 

2
,8

6
9
 

1
0

,5
0

1
 

飲
食
代

 
1

7
,6

8
6
 

4
2

5
 

3
,9

1
7
 

7
,0

1
8
 

2
9

,0
4

5
 

土
産
代
等

 
6

7
,7

2
0
 

8
6

2
 

1
2

,2
3

3
 

1
4

,1
5

7
 

9
4

,9
7

2
 

計
 

9
1

,2
4

0
 

4
,6

0
5
 

1
7

,7
4

9
 

5
0

,5
5

9
 

1
6

4
,1

5
3
 

  産
業

部
門
別
の

来
場

者
消
費

支
出

額
 

図
表

3
-8

の
費
目
別
消
費
支
出
額
を
基
に
産
業
連
関
分
析
用
に
産
業
部
門
別
に
分
類
す
る
。
宿
泊
費
と
飲

食
費
は
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
、
交
通
費
は
運
輸
・
郵
便
と
し
、
土
産
代
等
に
つ
い
て
は
観
光
庁
「

2
0
1
8
年
旅

行
・
観
光
消
費
動
向
調
査
」
に
あ
る
旅
行
中
の
買
物
代
及
び
娯
楽
等
サ
ー
ビ
ス
費
・
そ
の
他
の
細
目
に
従

っ
て
分
類
し
た
。
結
果
は
、
図
表

3
-9

の
通
り
で
あ
る
。

 

 

図
表

3
-9
 

産
業
部
門
別
の
来
場
者
消
費
支
出
額

 

（
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
消
費
支
出
額

 

農
業

 
6

,7
2

5
 

水
産
業

 
6

,3
4

2
 

飲
食
料
品

 
2

9
,4

1
8
 

繊
維
製
品

 
1
1

,2
2

0
 

化
学
製
品

 
1

,4
1

3
 

窯
業
・
土
石
製
品

 
1

,1
1
1
 

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
4

,7
2

6
 

運
輸
・
郵
便

 
1

0
,5

0
1
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
9

2
,6

9
8
 

計
 

1
6

4
,1

5
3
 

注
）

支
出

額
が

あ
る

産
業

部
門

の
み

を
表

記
 

  （
2
）
事
業
実
施
に
係
る
経
費
に
よ
る
直
接
需
要

 

鳥
取

県
よ

り
提

供
さ

れ
た

資
料

よ
り

、
「

ア
ー

ト
ピ

ア
と

っ
と

り
」

各
事

業
の

事
業

費
を

整
理

す
る

と
、

図
表

3
-1

0
の
通
り
と
な
り
、
総
計
は

5
3
,5

8
7
千

円
で
あ
る
。

 

こ
の

事
業

費
を

、
県

外
へ

の
支

出
額

を
控

除
し

、
支

出
項

目
別

に
産

業
部

門
別

に
分

類
す

る
と

、
図

表

3
-1

1
の

通
り
と
な
る
。
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2
9

図
表

3
-1

0
 

「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
事
業
費

 

（
単

位
：

千
円

）
 

事
業
名

 
事
業
費

 

鳥
の
演
劇
祭

1
2
＋
ベ
セ
ト
演
劇
祭

2
6
 

※
 

3
4

,3
3

8
 

西
郷
工
芸
の
郷

 
5

,3
8

0
 

イ
ト
ナ
ミ
ダ
イ
セ
ン
藝
術
祭

 
5

,0
0

0
 

西
い
な
ば
工
芸
・
ア
ー
ト
村

 
4

,2
3

5
 

岩
美
現
代
美
術
展

 
1

,9
9

3
 

A
IR

4
7

5
 

2
0
1

9
 

1
,5

1
0
 

明
倫

A
IR

2
0

1
9

 
1

,1
3

0
 

計
 

5
3

,5
8

7
 

※
事

業
費

は
、

鳥
の

演
劇

祭
1

2
の

み
 

 

図
表

3
-1

1
 

産
業
部
門
別
の
事
業
費

 （
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
消
費
支
出
額

 

飲
食
料
品

 
1

0
0
 

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

 
1
 

石
油
・
石
炭
製
品

 
2

0
 

窯
業
・
土
石
製
品

 
2

1
5
 

電
気
機
械

 
1

2
 

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
4

,5
8

4
 

建
設

 
5

0
 

商
業

 
5

5
 

金
融
・
保
険

 
1

5
7
 

運
輸
・
郵
便

 
1

,7
4

6
 

情
報
通
信

 
6

5
0
 

教
育
・
研
究

 
1

2
8
 

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

 
4

0
3
 

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

 
8

,2
0

4
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
1
1

,2
7

8
 

事
務
用
品

 
9

2
8
 

計
 

2
8

,5
3

1
 

注
）

支
出

額
が

あ
る

産
業

部
門

の
み

を
表

記
 

  （
3
）
直
接
需
要
の
総
計

 

以
上
（

1
）
、（

2
）
よ
り
、「

ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
に
お
け
る
直
接
需
要
の
総
計
を
算
出
す
る
。
た
だ

し
、

来
場

者
の

消
費

支
出

に
含

ま
れ

る
「

対
象

事
業

の
参

加
料

・
入

場
料

等
」

は
、

各
事

業
の

主
催

者
の

収
入

と
な

り
事

業
経

費
と

し
て

支
出

さ
れ

る
こ

と
に

な
る

の
で

、
単

純
に

足
し

合
わ

せ
る

と
二

重
計

上
と

な
る

。
こ

の
た

め
、

来
場

者
の

消
費

支
出

か
ら

こ
の

部
分

を
除

い
て

直
接

需
要

の
総

計
を

算
出

す
る

。
そ

の
結
果
、
「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
に
お
け
る
直
接
需
要
の
総
計
は
、

1
8
9
,6

6
5
千
円
と
な
る
。
ま
た
、

産
業
部
門
別
の
直
接
需
要
は
、
図
表

3
-1

2
の
通
り
で
あ
る
。
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3
0

図
表

3
-1

2
 

産
業
部
門
別
の
直
接
需
要
額

 

（
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
事
業
費

 
来
場
者
消
費

 
控
除

 
合
計

 

農
業

 
 

6
,7

2
5
 

 
6

,7
2

5
 

林
業

 
 

 
 

 

水
産
業

 
 

6
,3

4
2
 

 
6

,3
4

2
 

鉱
業

 
 

 
 

 

飲
食
料
品

 
1

0
0
 

2
9

,4
1

8
 

 
2

9
,5

1
8
 

繊
維
製
品

 
 

1
1

,2
2

0
 

 
1
1

,2
2

0
 

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

 
1
 

 
 

1
 

化
学
製
品

 
 

1
,4

1
3
 

 
1

,4
1

3
 

石
油
・
石
炭
製
品

 
2

0
 

 
 

2
0
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

 
 

 
 

 

窯
業
・
土
石
製
品

 
2

1
5
 

1
,1

1
1
 

 
1

,3
2

6
 

鉄
鋼

 
 

 
 

 

非
鉄
金
属

 
 

 
 

 

金
属
製
品

 
 

 
 

 

は
ん
用
機
械

 
 

 
 

 

生
産
用
機
械

 
 

 
 

 

業
務
用
機
械

 
 

 
 

 

電
子
部
品

 
 

 
 

 

電
気
機
械

 
1

2
 

 
 

1
2
 

情
報
・
通
信
機
器

 
 

 
 

 

輸
送
機
械

 
 

 
 

 

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
4

,5
8

4
 

4
,7

2
6
 

 
9

,3
1

0
 

建
設

 
5

0
 

 
 

5
0
 

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

 
 

 
 

 

水
道

 
 

 
 

 

廃
棄
物
処
理

 
 

 
 

 

商
業

 
5

5
 

 
 

5
5
 

金
融
・
保
険

 
1

5
7
 

 
 

1
5

7
 

不
動
産

 
 

 
 

 

運
輸
・
郵
便

 
1

,7
4

6
 

1
0

,5
0

1
 

 
1

2
,2

4
6
 

情
報
通
信

 
6

5
0
 

 
 

6
5

0
 

公
務

 
 

 
 

 

教
育
・
研
究

 
1

2
8
 

 
 

1
2

8
 

医
療
・
福
祉

 
 

 
 

 

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

 
4

0
3
 

 
 

4
0

3
 

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

 
8

,2
0

4
 

 
 

8
,2

0
4
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
1
1

,2
7

8
 

9
2

,6
9

8
 

3
,0

1
8
 

1
0

0
,9

5
8
 

事
務
用
品

 
9

2
8
 

 
 

9
2

8
 

分
類
不
明

 
 

 
 

 

計
 

2
8

,5
3

1
 

1
6

4
,1

5
3
 

3
,0

1
8
 

1
8

9
,6

6
5
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3
1

3
.3

.2
. 

経
済
波
及

効
果

の
推
計

 

（
1
）
直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）
の
推
計

 

前
ペ
ー
ジ
図
表

3
-1

2
の

産
業
部
門
別
直
接
需
要
額
を
基
に
、
平
成

2
3
年

鳥
取
県
産
業
連
関
表
等
を
用

い
て
直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）
を
推
計
す
る
と
、

1
3
0
,0

0
9
千
円
と
な
る
（
図
表

3
-1

3
参
照
）
。

 

 

図
表

3
-1

3
 

直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）
の
推
計

 

 

  （
2
）
経
済
波
及
効
果
の
推
計

 

上
記
の
直
接
効
果
が
各
産
業
の
生
産
を
誘
発
す
る
こ
と
で
、
鳥
取
県
内
で

4
3
,7

7
6
千
円
の

1
次
波
及
効

果
（

生
産

誘
発

額
）

が
創

出
さ

れ
る

。
こ

の
生

産
誘

発
効

果
に

よ
り

労
働

の
対

価
と

し
て

雇
用

者
所

得
が

創
出
さ
れ
、
そ
れ
が
消
費
活
動
を
刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
生
産
が
誘
発
さ
れ
る
。
こ
の

2
次
波

及
効
果
の
生
産
誘
発
額
は

2
5
,0

1
1
千

円
と
な
る
。
以
上
よ
り
、
生
産
誘
発
額
の
総
合
効
果
（
直
接
効
果

及

び
1
次
波
及
効
果
、

2
次
波
及
効
果
の
合
計
）
は

1
9
8
,7

9
6
千
円
と
な
る
。

 

ま
た

、
粗

付
加

価
値

誘
発

額
の

総
合

効
果

は
1
0
7
,6

1
3

千
円

、
雇

用
者

所
得

誘
発

額
の

総
合

効
果

は

5
6
,2

1
8
千

円
と
な
る
。

 

 

図
表

3
-1

4
 

「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
の
経
済
波
及
効
果

 

カ
テ
ゴ
リ

 
 

 
 

総
合
効
果

 
直
接
効
果

 
1
次
波
及
効
果

 
2
次
波
及
効
果

 

生
産
誘
発
額

 
（

千
円

）
 

1
3

0
,0

0
9
 

4
3

,7
7

6
 

2
5

,0
1
1
 

1
9

8
,7

9
6
 

粗
付
加
価
値
誘
発
額

 
（

千
円

）
 

6
8

,7
2

9
 

2
2

,9
2

1
 

1
5

,9
6

2
 

1
0

7
,6

1
3
 

雇
用
者
所
得
誘
発
額

 
（

千
円

）
 

3
9

,1
3

4
 

1
1

,1
2

7
 

5
,9

5
7
 

5
6

,2
1

8
 

 

 

直
接
需
要
額
（
文
化
庁
補
助
事
業
に
係
る
来
場
者
の
消
費
支
出
お
よ
び
事
業
費
）

189,665千
円

県
外
調
達
額

59,656千
円

直
接
効
果
（
県
内
最
終
需
要
額
）

130,009千
円

1
3
0
,0

0
9
 

4
3
,7

7
6
 

2
5
,0

1
1
 

1
9
8
,7

9
6
 

6
8
,7

2
9
 

2
2
,9

2
1
 

1
5
,9

6
2
 

1
0
7
,6

1
3
 

3
9
,1

3
4
 

1
1
,1

2
7
 

5
,9

5
7
 

5
6
,2

1
8
 

0

5
0
,0

0
0

1
0
0
,0

0
0

1
5
0
,0

0
0

2
0
0
,0

0
0

2
5
0
,0

0
0

直
接

効
果

1
次

波
及

効
果

2
次

波
及

効
果

総
合

効
果

生
産

誘
発

額
粗

付
加

価
値

誘
発

額
雇

用
者

所
得

誘
発

額
（
千

円
）
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3
2

図
表

3
-1

5
 

経
済
波
及
効
果
結
果
（
フ
ロ
ー
図
）

 

 

 
 

文
化
庁
補
助
事
業
に
係
る
来
場
者
の
消
費
支
出
お
よ
び
事
業
費

189,665千
円

県
外
調
達
額

59,656千
円

県
内
最
終
需
要
額

130,009千
円

原
材
料
需
要
増
加
額

61,280千
円

粗
付
加
価
値
誘
発
額

68,729千
円

雇
用
者
所
得
誘
発
額

39,134千
円

県
内
需
要
増
加
額

33,127千
円

県
外
調
達
額

28,153千
円

1次
生
産
誘
発
額

43,776千
円

粗
付
加
価
値
誘
発
額

22,921千
円

雇
用
者
所
得
誘
発
額

11,127千
円

⺠
間
支
出
増
加
額

27,746千
円

県
内
需
要
増
加
額

19,840千
円

県
外
調
達
額

7,907千
円

2次
生
産
誘
発
額

25,011千
円

粗
付
加
価
値
誘
発
額

15,962千
円

雇
用
者
所
得
誘
発
額

5,957千
円

直
接
効
果

1次
波
及
効
果

2次
波
及
効
果

総
合
効
果
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3
3

図
表

3
-1

6
 

産
業
部
門
別
の
経
済
波
及
効
果
（
総
合
効
果
）

 （
単

位
：

千
円

）
 

産
業
部
門

 
生
産
誘
発
額

 
粗
付
加
価
値

 

誘
発
額

 

雇
用
者
所
得

 

誘
発
額

 

農
業

 
6

,4
0

3
 

3
,0

8
3
 

4
7

9
 

林
業

 
1

2
1
 

9
1
 

2
9
 

水
産
業

 
9

8
4
 

5
6

1
 

1
9

6
 

鉱
業

 
1

2
8
 

4
9
 

1
6
 

飲
食
料
品

 
1

0
,1

1
1
 

2
,3

6
1
 

1
,3

4
0
 

繊
維
製
品

 
2

5
9
 

8
6
 

1
2

5
 

パ
ル
プ
・
紙
・
木
製
品

 
1

,0
4

6
 

2
7

6
 

1
0

9
 

化
学
製
品

 
5

 
2

 
1

 

石
油
・
石
炭
製
品

 
1

7
5
 

5
8
 

1
9
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ゴ
ム

 
2

5
6
 

9
8
 

4
0
 

窯
業
・
土
石
製
品

 
3

5
1
 

1
5

7
 

6
1
 

鉄
鋼

 
2

 
1

 
0

 

非
鉄
金
属

 
-1

 
-0

 
-0

 

金
属
製
品

 
1

2
1
 

5
3
 

3
3
 

は
ん
用
機
械

 
3

 
1

 
1

 

生
産
用
機
械

 
6

 
3

 
2

 

業
務
用
機
械

 
8

 
1

 
1

 

電
子
部
品

 
1

6
 

4
 

3
 

電
気
機
械

 
1

0
3
 

3
2
 

2
2
 

情
報
・
通
信
機
器

 
8

1
 

2
1
 

1
5
 

輸
送
機
械

 
6

0
 

1
3
 

8
 

そ
の
他
の
製
造
工
業
製
品

 
1

,9
7

5
 

8
2

2
 

5
5

9
 

建
設

 
1

,6
1

4
 

7
0

7
 

4
3

4
 

電
力
・
ガ
ス
・
熱
供
給

 
4

,1
2

9
 

1
,6

8
9
 

2
8

5
 

水
道

 
1

,6
3

3
 

7
5

9
 

3
0

2
 

廃
棄
物
処
理

 
1

,5
1

3
 

1
,0

8
5
 

6
1

3
 

商
業

 
2

3
,0

1
3
 

1
5

,2
9

3
 

1
0

,6
3

6
 

金
融
・
保
険

 
3

,9
1

9
 

2
,5

8
1
 

1
,0

5
0
 

不
動
産

 
9

,8
1

7
 

8
,3

5
6
 

2
6

1
 

運
輸
・
郵
便

 
1

8
,4

7
8
 

8
,3

0
0
 

5
,7

6
7
 

情
報
通
信

 
3

,6
6

8
 

1
,8

5
8
 

6
1

0
 

公
務

 
3

2
1
 

2
3

7
 

1
4

2
 

教
育
・
研
究

 
1

,3
0

4
 

1
,0

0
8
 

8
2

2
 

医
療
・
福
祉

 
1

,3
4

4
 

8
0

4
 

5
9

6
 

そ
の
他
の
非
営
利
団
体
サ
ー
ビ
ス

 
1

,5
4

3
 

8
7

6
 

7
7

1
 

対
事
業
所
サ
ー
ビ
ス

 
1

0
,3

4
8
 

6
,3

5
4
 

3
,8

0
8
 

対
個
人
サ
ー
ビ
ス

 
9

1
,8

3
5
 

4
9

,7
0

2
 

2
7

,0
5

2
 

事
務
用
品

 
1

,2
1

6
 

0
 

0
 

分
類
不
明

 
8

9
2
 

2
3

2
 

7
 

計
 

1
9

8
,7

9
6
 

1
0

7
,6

1
3
 

5
6

,2
1

8
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3
4

3
.4

. 
「

ア
ー

ト
ピ

ア
と

っ
と

り
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
1
9
の

事
業

効
果

検
証

 

 

「
ア

ー
ト

ピ
ア

と
っ

と
り

」
の

事
業

実
施

計
画

書
で

は
、

期
待

さ
れ

る
文

化
的

・
社

会
的

・
経

済
的

効

果
と
し
て
、
以
下
の
諸
点
を
あ
げ
て
い
る
。

 

○
本

事
業

の
実

施
に

よ
り

、
県

内
外

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
に

よ
る

地
域

資
源

の
掘

り
起

こ
し

を
図

る
と

と

も
に

、
ア

ー
ト

の
力

で
磨

き
上

げ
る

こ
と

で
、

シ
ビ

ッ
ク

プ
ラ

イ
ド

の
醸

成
や

新
た

な
鳥

取
県

の
魅

力
創
造
が
期
待
で
き
る
。

 

○
各

地
域

の
取

組
が

段
階

的
に

レ
ベ

ル
ア

ッ
プ

で
き

る
よ

う
な

ス
キ

ー
ム

に
よ

り
、

担
い

手
の

育
成

を

含
め

た
文

化
芸

術
創

造
拠

点
の

形
成

が
見

込
ま

れ
る

。
あ

わ
せ

て
、

各
実

施
団

体
を

つ
な

ぐ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
る

情
報

共
有

・
協

力
体

制
、

定
期

的
な

勉
強

会
の

実
施

に
よ

り
、

各
地

域
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

や
ア

ー
ト

デ
ィ

レ
ク

タ
ー

、
実

施
ス

タ
ッ

フ
な

ど
ア

ー
ト

に
よ

る
地

域
づ

く
り

人
材

の
育

成
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

○
「

表
現

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
」

な
ど

文
化

芸
術

の
体

験
メ

ニ
ュ

ー
で

は
、

子
ど

も
た

ち
を

中
心

に
豊

か

な
感
性
や
人
間
性
の
育
成
効
果
が
期
待
で
き
る
。

 

○
さ

ら
に

、
各

事
業

の
取

組
を

通
じ

て
関

係
人

口
の

増
加

、
観

光
産

業
の

活
性

化
と

い
っ

た
経

済
効

果

と
と
も
に
、
「
稼
ぐ
文
化
」
の
実
践
を
目
指
す
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
構
築
に
も
つ
な
げ
る
。

 

主
催
者
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
で
は
、
「
芸
術
・
文
化
の
町
お
こ
し
が
、
地
域
の
観
光
振
興
に
も
つ
な
が

っ
て

い
る

」
、
「

中
山

間
地

の
集

落
に

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

が
集

ま
る

よ
う

に
な

り
、

地
域

に
活

気
が

出
て

き
て

い
る

」
、
「

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

、
移

住
希

望
者

が
増

え
て

い
る

」
、
「

ア
ー

ト
に

よ
る

地
域
づ
く
り
団
体
と
ま
ち
づ
く
り
団
体
と
の
連
携
に
よ
っ
て
、
地
域
の
賑
わ
い
創
出
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」

と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
て
お
り
、「

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
や
新
た
な
鳥
取
県
の
魅
力
創
造
」
や
「
文

化
芸

術
創

造
拠

点
の

形
成

」
さ

ら
に

は
「

交
流

人
口

、
関

係
人

口
の

増
加

、
観

光
産

業
の

活
性

化
」

に
つ

な
が

っ
て

い
る

事
例

も
み

ら
れ

る
。

ま
た

、
鳥

の
演

劇
祭

を
主

催
す

る
鳥

の
劇

場
は

、
地

元
の

小
・

中
・

高
等

学
校

を
中

心
に

県
内

幅
広

く
演

劇
に

よ
る

表
現

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
う

ほ
か

、
県

内
外

か
ら

の
視

察
を
受
け
入
れ
、
教
育
関
係
者
に
向
け
た
研
修
も
行
う
な
ど
、
「
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
豊
か
な
感
性
や
人

間
性
の
育
成
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

 

こ
う
し
た
点
よ
り
、
「
ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
は
、
鳥
の
劇
場
や
工
芸
・
ア
ー
ト
村
等
の
鳥
取
県
の
文

化
芸
術
創
造
拠
点
の
形
成
等
に
好
影
響
を
与
え
て
お
り
、
一
定
の
効
果
が
あ
る
と
判
断
で
き
る
。

 

数
値
的
な
面
で
は
、
参
加
者
数
の
目
標

1
4
,0

0
0
人

に
対
し
、
実
績
値
は

1
9
,2

8
2
人
で
、
目
標
値
を
大

き
く
上
回
っ
た
。
ま
た
、
鳥
取
県
外
か
ら
の
参
加
者
は
、ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

3
事

業
の
合
計
で

2
0
.0

%

と
な
っ
て
お
り
、
目
標
値
で
あ
る

1
5
%
を
超
え
達
成
し
て
い
る
。

 

た
だ
し
、
訪
日
外
国
人
の
参
加
者
数
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
あ
る
。「

と
っ
と
り
文
化
遺
産

魅
力

創
造

発
信

事
業

」
の

検
証

で
も

指
摘

し
た

が
、

英
語

版
と

い
っ

た
外

国
人

向
け

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
未

実
施

で
あ

り
、

外
国

人
で

あ
る

来
場

者
を

判
断

す
る

こ
と

が
難

し
い

実
態

が
あ

る
。

一
方

、
鳥

の
演

劇
祭

1
2
＋

ベ
セ
ト
演
劇
祭

2
6
で
は
、
出
演
者
と
そ
の
関
係
者
だ
け
で
も

1
5
0
人
を
超
え
る
訪
日
外
国
人
の
参
加

が
あ

り
、

そ
の

他
事

業
に

お
い

て
も

外
国

人
の

来
場

を
確

認
し

な
が

ら
も

、
カ

ウ
ン

ト
出

来
て

い
な

い
現
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3
5

状
が

あ
る

。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

で
推

計
す

る
な

ら
ば

、
訪

日
外

国
人

割
合

を
確

認
で

き
る

も
の

が
鳥

の
演

劇
祭
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
（

0
.5

%
）
の
み
で
、
こ
こ
か
ら
推
計
す
る
と

3
2
人
に
と
ど
ま
る
が
、
こ
の
値
は

、

上
記
の
実
態
と
大
き
な
乖
離
が
あ
る
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
測
り
き
れ
な
い
成
果
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
、
訪
日
外
国
人
参
加
者
数
の
測
定
面
で
の
工
夫
を
期
待
す
る
。

 

経
済
的
効
果
を
み
る
と
、「

ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
は
、
鳥
取
県
内
に

1
3
0
,0

0
9
千
円
の
直
接
効
果
を

も
た
ら
し
、
こ
れ
が
各
産
業
の
生
産
を
誘
発
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に

1
9
8
,7

9
6
千
円
の
経
済
波
及
効
果

を
創
出
し
た
と
推
計
さ
れ
る
。
こ
れ
は
事
業
実
施
計
画
書
の
目
標
値

1
0
1
,0

0
0
千
円
を
超
え
て
い
る
。

 

以
上
の
通
り
、「

ア
ー
ト
ピ
ア
と
っ
と
り
」
は
、
事
業
実
施
計
画
書
の
数
値
目
標
を
概
ね
達
成
し
て
お
り

、

定
性
面
か
ら
み
て
も
、
地
域
に
好
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
分
な
成
果
が
あ
っ
た
と
評
価
で
き

る
。
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都道府県等名 島根県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

平成 30 年島根県観光動態調査 令元.6.25 有 島根県商工労働部観光振興

課 

平成 23 年島根県産業連関

表（39 部門表） 

平成 30 年の観光消費における経済波及効果算定に使用。 

・経済波及効果 1,593 億円（1.24 倍）          

※二次効果まで 

 

2 

 

 

「ホーランエンヤ」開催による島根県内

への経済波及効果 

令元.5 有 株式会社日本政策投資銀行 平成 23 年島根県産業連関

表 39 部門 

2019 年「ホーランエンヤ」開催における島根県内の経済

波及効果を試算。 

・波及効果 38.2 億円（二次効果まで） 
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都道府県等名 岡山県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

おかやまマラソン 2019 の経済波及効果 令元.2  有 おかやまマラソン実行委員

会 

平成 23 年岡山県産業連関

表 

 

おかやまマラソン 2019 の経済波及効果を試算 

 ・経済波及効果 17.1 億円（2 次効果まで） 
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令
和

2
年

2
月

4
日

 

  

お
知
ら
せ
 

 
  

お
か

や
ま

マ
ラ

ソ
ン

2
0
1
9
の

開
催

結
果

 

 

昨
年

1
1
月

1
0
日

に
開

催
し

た
「

お
か

や
ま

マ
ラ

ソ
ン

2
0
1
9
」
の

参
加

者
を

対
象

と
し

た
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

結
果

及
び

そ
れ

を
基

に
推

計
し

た
経

済
波

及
効

果
を

取
り

ま
と

め
ま

し
た

の
で

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 

な
お

、
本

日
、

岡
山

市
市

政
記

者
室

に
、

同
一

の
資

料
提

供
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

 

課
名

 
お

か
や

ま
マ

ラ
ソ

ン
 

実
行

委
員

会
事

務
局

 

担
当

 
奥

岩
・

原
 

内
線

 
2
9
1
3
・

2
9
0
3
 

直
通

電
話

 
0
8
6
-
2
2
6
-
7
9
0
7
 

- 186 -



-
 
1
 
-
 

 

 

お
か

や
ま

マ
ラ

ソ
ン

2
0
1
9
の

開
催

結
果

に
つ

い
て

 

 

令
和

元
年

1
1
月

1
0
日

(
日

)
に

開
催

し
た

お
か

や
ま

マ
ラ

ソ
ン

2
0
1
9
の

参
加

者
を

対
象

と
し

た
ア

ン
 

ケ
ー

ト
調

査
結

果
を

と
り

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
そ

れ
を

基
に

経
済

波
及

効
果

を
推

計
し

た
。

 

 １
 

参
加

者
の

概
要

 

(
1
)
 
ラ

ン
ナ

ー
 

①
 

出
走

者
数

等
 

種
 

目
 

定
 

員
 

申
込

者
数

 
出

走
者

数
 

完
走

者
数

 
完

走
率

 

マ
ラ

ソ
ン

 

(
4
2
.
1
9
5
k
m
)
 

1
5
,
0
0
0
人

 
 

3
0
,
3
9
0
人

 
 

1
5
,
0
1
6
人

 
 

1
3
,
4
9
1
人

 
 

8
9
.
8
%
 
 

(
1
5
,
0
0
0
人

)
 
(
2
8
,
2
2
2
人

)
 
(
1
5
,
3
1
5
人

)
 
(
1
3
,
7
2
4
人

)
 

(
8
9
.
6
%
)
 

フ
ァ

ン
ラ

ン
 

(
5
.
6
k
m
)
 

1
,
4
0
0
人

 
 

4
,
0
9
5
人

 
 

1
,
3
0
4
人

 
 

－
 

－
 

(
1
,
3
0
0
人

)
 

(
4
,
3
9
8
人

)
 

(
1
,
2
3
2
人

)
 

合
 

計
 

1
6
,
4
0
0
人

 
 

3
4
,
4
8
5
人

 
 

1
6
,
3
2
0
人

 
 

－
 

－
 

(
1
6
,
3
0
0
人

)
 
(
3
2
,
6
1
1
人

)
 
(
1
6
,
5
4
7
人

)
 

 
 

 
※

表
中

上
段

は
2
0
1
9
大

会
、

下
段

括
弧

内
は

2
0
1
8
大

会
の

数
値

（
以

下
同

様
）

 

 

②
 

出
走

者
の

居
住

地
別

割
合

 
 

 
ア

 
マ

ラ
ソ

ン
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
イ

 
フ

ァ
ン

ラ
ン

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

※
海

外
参

加
者

 

・
 
マ

ラ
ソ

ン
・

・
・

シ
ン

ガ
ポ

ー
ル

、
韓

国
、

中
国

、
台

湾
、

香
港

、
マ

カ
オ

、
米

国
、

カ
ナ

ダ
、

 

英
国

 

・
 
フ

ァ
ン

ラ
ン

・
・

・
タ

イ
、

台
湾

、
香

港
、

マ
カ

オ
、

カ
ナ

ダ
 

岡
山
市

3
4
.9
%

岡
山
市
を
除
く
岡
山
県
内

2
4
.0
%

近
畿
地
方

1
1
.5
%

四
国
地
方

9
.9
%

岡
山
県
を
除
く
中
国
地
方

9
.4
%

関
東
地
方

4
.8
%

中
部
地
方

2
.2
%

九
州
・
沖
縄
地
方

1
.6
%

北
海
道
・
東
北
地
方

0
.3
%

海
外

1
.4
%

岡
山
市

5
7
.4
%

岡
山
市
を
除
く
岡
山
県
内

2
9
.3
%

岡
山
県
を
除
く

中
国
地
方

3
.0
%

近
畿
地
方

2
.6
%

関
東
地
方

2
.3
%

四
国
地
方

1
.8
%

中
部
地
方

0
.4
%

九
州
・
沖
縄
地
方

0
.2
%

北
海
道
・
東
北
地
方

0
.1
%

海
外

2
.9
%
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-
 
2
 
-
 

 

(
2
)
 
沿

道
応

援
者

・
来

場
者

 

項
 

目
 

1
1
/
9
(
土

)
 

1
1
/
1
0
(
日

)
 

合
 

計
 

沿
道

応
援

者
数

 
－

 
1
6
2
千

人
 

1
6
2
千

人
 

(
1
6
4
千

人
)
 

(
1
6
4
千

人
)
 

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

来
場

者
数

 
5
9
千

人
 

 
8
6
千

人
 

1
4
5
千

人
 

(
5
7
千

人
)
 

 
(
8
4
千

人
)
 

(
1
4
1
千

人
)
 

合
 

計
 

5
9
千

人
 

2
4
8
千

人
 

3
0
7
千

人
 

(
5
7
千

人
)
 

(
2
4
8
千

人
)
 

(
3
0
5
千

人
)
 

 

 
(
3
)
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 

項
 

目
 

1
1
/
8
(
金

)
 

1
1
/
9
(
土

)
 

1
1
/
1
0
(
日

)
 

合
 

計
 

参
加

者
数

(
延

人
数

)
 

1
6
3
人

 
5
9
3
人

 
4
,
8
3
1
人

 
5
,
5
8
7
人

 

(
1
5
1
人

)
 

(
5
5
4
人

)
 

(
4
,
4
9
6
人

)
 

(
5
,
2
0
1
人

)
 

 
 

 
 

※
参

加
人

数
(
実

人
数

)
 

5
,
4
5
6
人

（
2
0
1
8
大

会
 
4
,
8
8
6
人

）
 

 ２
 

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
結

果
 

(
1
)
 
調

査
の

概
要

 

2
0
1
9
大

会
に

参
加

し
た

国
内

ラ
ン

ナ
ー

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
及

び
応

援
者

等
を

対
象

と
し

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
、

参
加

者
の

満
足

度
や

意
見

、
支

出
額

等
を

把
握

す
る

。
 

ま
た

、
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

る
意

見
か

ら
大

会
の

運
営

等
に

関
す

る
課

題
を

抽
出

し
、

2
0
2
0
大

会
準

備
の

参
考

と
す

る
。

 

な
お

、
海

外
ラ

ン
ナ

ー
に

つ
い

て
は

、
受

付
時

に
お

い
て

、
立

寄
り

観
光

地
等

に
関

す
る

ア
ン

 

ケ
ー

ト
を

別
途

実
施

し
た

。
 

 

(
2
)
 
調

査
方

法
等

 

 
①

 
調

査
対

象
及

び
調

査
票

の
配

布
方

法
 

調
査

対
象

 
調

査
票

の
配

布
 

ラ
ン

ナ
ー

 
大

会
前

日
の

受
付

時
に

配
布

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 
事

前
に

実
施

し
た

説
明

会
時

に
配

布
 

応
援

者
等

 
大

会
前

日
・

当
日

に
職

員
が

主
会

場
・

沿
道

で
配

布
 

  
②

 
回

答
受

付
期

間
 

 
 

 
令

和
元

年
1
1
月

1
0
日

(
日

)
か

ら
1
1
月

3
0
日

(
土

)
の

2
1
日

間
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-
 
3
 
-
 

 

 
③

 
回

答
方

法
及

び
有

効
回

答
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(
単

位
:
人

)
 
  

調
査

対
象

 
イ

ン
タ
ー

ネ
ッ
ト

 
フ
ァ
ッ
ク
ス
 

郵
便
・
持
参
 

計
 

ラ
ン

ナ
ー

 
1
,
2
8
8
 

1
5
3
 

2
8
 

1
,
4
6
9
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 
1
6
3
 

7
8
 

1
1
0
 

3
5
1
 

応
援

者
等

 
1
6
6
 

2
7
 

1
2
 

2
0
5
 

合
 

 
計

 
1
,
6
1
7
 

2
5
8
 

1
5
0
 

2
,
0
2
5
 

   
(
3
)
 
調

査
結

果
 

 
 

①
 

ラ
ン

ナ
ー

 

ア
 

ラ
ン

ナ
ー

の
参

加
回

数
 

全
体

で
は

3
8
.
3
％

の
ラ

ン
ナ

ー
が

初
め

て
の

参
加

で
あ

っ
た

。
 

県
内

参
加

者
は

約
7
割

の
方

が
2
回

目
以

上
の

参
加

で
あ

っ
た

が
、

県
外

参
加

者
は

ほ
ぼ

半

数
の

方
が

初
め

て
の

参
加

で
あ

っ
た

。
 

 

イ
 

ラ
ン

ナ
ー

の
評

価
 

全
て

の
調

査
項

目
で

「
大

変
満

足
」

と
「

ま
ず

ま
ず

満
足

」
を

合
わ

せ
た

割
合

が
前

回
を

上

回
っ

て
お

り
、

引
き

続
き

、
高

い
水

準
を

維
持

し
て

い
る

。
 

中
で

も
「

コ
ー

ス
の

走
り

や
す

さ
、

景
観

」
、
「

ラ
ン

ナ
ー

サ
ー

ビ
ス

」
、
「

参
加

・
完

走
記

念

品
」
、
「

沿
道

応
援

」
、
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
対

応
」

の
5
項

目
は

9
割

以
上

の
方

か
ら

「
大

変
満

足
」
、
「

ま
ず

ま
ず

満
足

」
と

の
高

評
価

を
い

た
だ

い
た

。
 

5
5
.0
%

5
7
.4
%

3
0
.9
%

3
0
.0
%

1
0
.8
%

1
0
.1
%

2
.7
%

2
.2
%

0
.6
%

0
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

大
会
エ
ン
ト
リ
ー
、
参
加
受
付

大
変
満
足

ま
ず
ま
ず
満
足

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

全
く
満
足
で
き
な
か
っ
た

4
7
.7
%

3
0
.5
% 3
8
.3
%

1
9
.3
%

1
8
.8
%

1
9
.0
%

1
5
.6
%

1
8
.2
%

1
7
.0
%

9
.6
%

1
8
.3
%

1
4
.4
%

7
.8
%

1
4
.2
%

1
1
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

県
外

県
内

全
体

ラ
ン
ナ
ー
の
参
加
回
数

初
め
て

２
回
目

３
回
目

４
回
目

５
回
目
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-
 
4
 
-
 

  

3
6
.1
%

3
7
.0
%

4
3
.4
%

4
2
.9
%

1
7
.2
%

1
6
.4
%

2
.8
%

3
.4
%

0
.5
%

0
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
出
展
数
、
内
容
、
雰
囲
気
等
）

大
変
満
足

ま
ず
ま
ず
満
足

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

全
く
満
足
で
き
な
か
っ
た

8
0
.5
%

8
3
.3
%

1
5
.4
%

1
4
.2
%

3
.7
% 2
.2
%

0
.3
% 0
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

沿
道
応
援
（
演
奏
、
川
柳
等
）

大
変
満
足

ま
ず
ま
ず
満
足

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

8
1
.5
%

8
4
.9
%

1
5
.8
%

1
3
.0
%

2
.4
% 1
.3
%

0
.3
%

0
.7
%

0
.1
%

0
.1
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
対
応

大
変
満
足

ま
ず
ま
ず
満
足

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

全
く
満
足
で
き
な
か
っ
た

5
5
.7
%

6
5
.2
%

3
4
.0
%

2
6
.4
%

8
.0
%

7
.0
%

2
.0
%

1
.2
%

0
.3
%

0
.2
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

参
加
・
完
走
記
念
品
（
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
メ
ダ
ル
、
タ
オ
ル
）

大
変
満
足

ま
ず
ま
ず
満
足

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

全
く
満
足
で
き
な
か
っ
た

5
0
.4
%

5
4
.3
%

3
9
.8
% 3
8
.9
%

7
.1
% 5
.3
%

2
.5
%

1
.5
%

0
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

コ
ー
ス
の
走
り
や
す
さ
、
景
観

大
変
満
足

ま
ず
ま
ず
満
足

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

全
く
満
足
で
き
な
か
っ
た

6
0
.3
% 6
9
.1
%

3
0
.6
%

2
5
.6
%

5
.9
%

3
.7
%

2
.9
%

1
.5
%

0
.3
%

0
.1
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

ラ
ン
ナ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
給
水
・
給
食
、
手
荷
物
預
か
り
、
ト
イ
レ
等
）

大
変
満
足

ま
ず
ま
ず
満
足

普
通

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

全
く
満
足
で
き
な
か
っ
た
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ウ
 

宿
泊

、
観

光
地

へ
の

立
ち

寄
り

(
県

外
参

加
者

)
 

県
外

参
加

者
の

7
7
.
9
％

の
方

が
宿

泊
し

て
お

り
、

そ
の

う
ち

1
泊

が
8
1
.
2
%
、

2
泊

以
上

が

1
8
.
8
%
で

あ
っ

た
。

ま
た

、
宿

泊
地

は
岡

山
市

内
が

7
9
.
9
%
で

あ
っ

た
。

 

県
内

観
光

に
立

ち
寄

っ
た

割
合

は
4
2
.
6
%
で

、
後

楽
園

、
岡

山
城

、
倉

敷
美

観
地

区
に

訪
れ

た
方

の
割

合
が

高
か

っ
た

。
 

 

 

7
6
.7
%

7
9
.9
%

1
7
.7
%

1
3
.8
%

5
.6
%

6
.3
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

宿
泊
地
（
県
外
参
加
者
の
み
）

岡
山
市

倉
敷
市

そ
の
他

4
3
.9
%

4
4
.4
%

2
6
.7
%

2
8
.7
%

1
6
.4
%

1
5
.7
%

7
.7
%

5
.6
%

5
.3
%

5
.6
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

主
な
交
通
手
段
（
県
外
参
加
者
の
み
）

新
幹
線

電
車

自
動
車

飛
行
機

バ
ス

7
8
.9
%

8
1
.2
%

1
8
.9
%

1
6
.2
%

2
.0
%

2
.2
%

0
.2
%

0
.4
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

宿
泊
数
（
県
外
参
加
者
の
み
）

１
泊

２
泊

３
泊

４
泊
以
上

8
0
.5
%

7
7
.9
%

1
9
.5
%

2
2
.1
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

宿
泊
（
県
外
参
加
者
の
み
）

あ
り

な
し
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 エ
 

ラ
ン

ナ
ー

の
主

な
感

想
・

意
見

 

・
 
受

付
時

に
も

ら
う

手
提

げ
バ

ッ
グ

が
大

き
く

な
り

、
使

い
勝

手
が

良
く

な
っ

た
。

 

・
 
後

方
の

ブ
ロ

ッ
ク

に
い

た
が

、
ス

タ
ー

ト
が

ス
ム

ー
ズ

で
時

間
ロ

ス
が

少
な

か
っ

た
。

 

・
 
大

規
模

な
大

会
の

割
に

ス
タ

ー
ト

会
場

、
沿

道
の

ト
イ

レ
が

充
実

し
て

い
る

。
コ

ー
ス

後
半

に
洋

式
ト

イ
レ

が
あ

っ
て

助
か

っ
た

。
 

・
 
ト

イ
レ

に
係

員
が

い
て

く
れ

、
誘

導
も

非
常

に
ス

ム
ー

ズ
だ

っ
た

。
 
 

・
 
シ

ャ
イ

ン
マ

ス
カ

ッ
ト

や
桃

の
飲

み
物

な
ど

、
岡

山
な

ら
で

は
の

給
食

が
魅

力
的

だ
。

 

・
 
完

走
応

援
隊

の
ア

ド
バ

イ
ス

ど
お

り
に

し
て

完
走

で
き

た
の

で
、

と
て

も
感

謝
し

て
い

る
。

 

・
 
桃

の
形

の
完

走
メ

ダ
ル

は
、

岡
山

ら
し

く
て

と
て

も
う

れ
し

か
っ

た
。

ピ
ン

ク
色

の
真

田
紐

も
美

し
い

。
 

・
 
多

く
の

沿
道

応
援

や
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

救
護

の
方

々
に

明
る

く
声

を
か

け
て

も
ら

っ
た

。
 

・
 
海

外
か

ら
参

加
し

た
友

人
と

出
場

し
た

が
、

お
も

て
な

し
が

す
ご

い
と

言
っ

て
い

た
。

 

・
 
給

水
所

の
ゴ

ミ
箱

を
、

も
っ

と
捨

て
や

す
い

よ
う

に
工

夫
し

て
ほ

し
い

。
 

・
 
主

会
場

で
、

シ
ャ

ト
ル

バ
ス

乗
り

場
ま

で
の

動
線

を
わ

か
り

や
す

く
し

て
ほ

し
い

。
 

     

8
.3
%

0
.1
%

0
.3
%

0
.4
%

0
.6
%

0
.7
%

2
.0
%

3
.7
%

1
3
.8
%

1
9
.1
% 1
9
.9
%

0
.0
%

5
.0
%

1
0
.0
%

1
5
.0
%

2
0
.0
%

そ
の
他

笠
岡
・
笠
岡
諸
島

蒜
山
高
原

玉
野
・
渋
川

美
作
三
湯

津
山
城
・
鶴
山
公
園

児
島
・
鷲
羽
山

吉
備
路

倉
敷
美
観
地
区

岡
山
城

後
楽
園 県

外
参
加
者
の
立
寄
り
観
光
地
（
県
外
参
加
者
全
体
に
占
め
る
割
合
）

4
3
.9
%

4
2
.6
%

5
6
.1
%

5
7
.4
%

0
%

1
0
%

2
0
%

3
0
%

4
0
%

5
0
%

6
0
%

7
0
%

8
0
%

9
0
%

1
0
0
%

2
0
1
8
大
会

2
0
1
9
大
会

立
寄
り
観
光
施
設
の
有
無
（
県
外
参
加
者
の
み
）

あ
り

な
し
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②
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 

ア
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
評

価
 

活
動

内
容

に
つ

い
て

、
8
割

を
超

え
る

方
か

ら
「

大
変

満
足

」
、
「

ま
ず

ま
ず

満
足

」
と

の
評

価
を

い
た

だ
い

た
。

 

来
年

度
以

降
の

活
動

に
つ

い
て

も
8
割

を
超

え
る

方
か

ら
「

ぜ
ひ

活
動

し
た

い
」
、
「

ど
ち

ら

か
と

い
え

ば
活

動
し

た
い

」
と

回
答

を
い

た
だ

い
た

。
 

活
動

時
間

に
つ

い
て

は
、

8
割

を
超

え
る

方
か

ら
「

適
当

」
と

、
ま

た
、

休
憩

に
つ

い
て

も
9

割
近

い
方

か
ら

「
と

れ
た

」
、
「

と
れ

な
か

っ
た

が
問

題
な

し
」

と
回

答
を

い
た

だ
い

た
。

 

 イ
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
主

な
感

想
・

意
見

 

・
 
班

長
や

職
員

の
方

と
の

連
携

が
ス

ム
ー

ズ
だ

っ
た

。
 

・
 
こ

れ
ま

で
の

大
会

を
踏

ま
え

た
改

善
が

図
ら

れ
、

と
て

も
作

業
し

や
す

か
っ

た
。

 

・
 
ラ

ン
ナ

ー
の

頑
張

っ
て

い
る

姿
を

見
て

、
自

分
も

頑
張

ろ
う

と
思

っ
た

。
 

・
 
友

達
と

一
緒

に
参

加
し

た
が

、
関

係
を

深
め

る
良

い
き

っ
か

け
に

な
っ

た
。

 

・
 
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ウ

ェ
ア

の
再

利
用

で
グ

ッ
ズ

を
も

ら
え

た
の

で
、

次
回

も
参

加
し

よ
う

と
思

っ
た

。
 

   

大
変
満
足

4
9
.4
%

ま
ず
ま
ず

満
足

3
7
.4
%

普
通

1
2
.3
%

あ
ま
り
満
足
で
き
な
か
っ
た

0
.9
%

活
動
内
容
に
満
足
し
た
か

ぜ
ひ
活
動
し
た
い

6
0
.0
%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

活
動
し
た
い

2
5
.5
%

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

活
動
し
た
く
な
い

1
.3
%

活
動
し
た
く
な
い

0
.4
%

現
時
点
で
は

わ
か
ら
な
い

1
2
.8
%

来
年
度
以
降
も
活
動
し
た
い
か

適
当

8
0
.8
%

や
や
短
か
っ
た

2
.1
%

非
常
に
短
か
っ
た

0
.4
%

や
や
長
か
っ
た

1
3
.7
%

非
常
に
長
か
っ
た

3
.0
%

活
動
時
間
は
適
当
だ
っ
た
か

と
れ
た

4
3
.4
%

と
れ
な
か
っ
た
が

問
題
な
し

4
5
.6
%

と
れ
た
が
不
十
分

5
.5
%

と
れ
ず
に
つ
ら
か
っ
た

5
.5
%

休
憩
は
と
れ
た
か
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③
 

応
援

者
 

 
 

 
 

◇
応

援
者

の
主

な
感

想
・

意
見

 

・
 
ラ

ン
ナ

ー
と

の
ふ

れ
あ

い
が

楽
し

か
っ

た
。

 

・
 
ラ

ン
ナ

ー
応

援
ア

プ
リ

（
応

援
ナ

ビ
）

で
、

ラ
ン

ナ
ー

の
通

過
時

間
を

予
測

で
き

て
応

援
し

や
す

か
っ

た
。

 

・
 
主

会
場

の
案

内
が

分
か

り
や

す
く

な
っ

て
い

た
。

 

・
 
ニ

ッ
ク

ネ
ー

ム
ス

テ
ッ

カ
ー

に
書

い
て

あ
る

ニ
ッ

ク
ネ

ー
ム

で
応

援
す

る
と

、
ラ

ン
ナ

ー
と

の
一

体
感

が
あ

っ
て

楽
し

か
っ

た
。

 

 

 
(
4
)
 
海

外
ラ

ン
ナ

ー
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

 

 
 

 
海

外
ラ

ン
ナ

ー
を

対
象

と
し

て
、

大
会

前
日

の
受

付
時

に
、

立
寄

り
観

光
地

な
ど

行
動

予
定

に
関

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
を

配
布

し
、

2
5
1
人

か
ら

回
答

を
得

た
。

 

 

１
日

1
.2
%

２
日

1
0
.0
%

３
日

3
1
.2
%

４
日

2
5
.6
%

５
日

1
8
.0
%

６
日
以
上

1
4
.0
%

岡
山
県
で
の
滞
在
日
数

6
1
.0
%

5
8
.6
%

5
5
.8
%

1
4
.3
%

1
0
.0
%

7
.2
%

6
.4
%

4
.4
%

2
.4
%

0
.4
%

2
.0
%

0
.0
%

1
0
.0
%

2
0
.0
%

3
0
.0
%

4
0
.0
%

5
0
.0
%

6
0
.0
%

7
0
.0
%

岡
山
城

倉
敷
美
観
地
区

後
楽
園

児
島
・
鷲
羽
山

吉
備
路

美
作
三
湯
（
湯
原
・
湯
郷
・
奥
津
）

津
山
・
鶴
山
公
園

蒜
山
高
原

玉
野
・
渋
川

笠
岡
・
笠
岡
諸
島

そ
の
他

海
外
ラ
ン
ナ
ー
の
立
ち
寄
り
観
光
地

（
海
外
ラ
ン
ナ
ー
全
体
に
占
め
る
割
合
）

初
め
て

8
6
.3
%

２
回
以
上

1
3
.7
%

お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
参
加
回
数
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 ３
 

経
済

波
及

効
果

 

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

お
い

て
実

施
し

た
消

費
支

出
額

調
査

等
を

も
と

に
、

2
0
1
9
大

会
の

経
済

波
及

効

果
を

推
計

し
た

。
 

 
(
1
)
 
経

済
波

及
効

果
額

 

 
 

 
1
7
.
1
億

円
 

 
 
 
 
 
 
 

直
接

効
果

 
 

 
 
1
1
.
2
億

円
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

1
次

波
及

効
果

 
 
3
.
3
億

円
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2
次

波
及

効
果

 
 
2
.
6
億

円
 

 
 

※
 

直
 

接
 

効
 

果
：

 
新

た
に

発
生

し
た

消
費

等
に

よ
っ

て
県

内
産

業
部

門
に

直
接

に
誘

発
さ

れ
た

生
産

額
 

 
 

第
１

次
波

及
効

果
：

 
直

接
効

果
に

伴
う

原
材

料
等

の
購

入
に

よ
っ

て
県

内
各

産
業

に
誘

発
さ

れ
た

生
産

額
 

第
２

次
波

及
効

果
：

 
直

接
効

果
と

第
１

次
波

及
効

果
を

通
じ

て
発

生
し

た
雇

用
者

所
得

の
う

ち
、

新
た

に
消

費
と

し
て

支
出

さ
れ

る
消

費
支

出
の

増
加

に
よ

っ
て

誘
発

さ
れ

た
生

産
額

 

 

な
お

、
交

通
規

制
に

よ
る

コ
ー

ス
沿

道
店

舗
等

の
休

業
対

応
や

、
売

上
減

な
ど

に
よ

る
マ

イ
ナ

ス

の
効

果
は

考
慮

し
て

い
な

い
。

 

 

 
(
2
)
 
基

礎
デ

ー
タ

 

ア
 

大
会

参
加

人
数

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

区
 

分
 

人
 

数
 

備
 

 
考

 

県
内

ラ
ン

ナ
ー

・
同

伴
者

 
1
4
,
8
3
3
人

 
ラ

ン
ナ

ー
 
1
0
,
0
2
2
人

、
同

伴
者

 
4
,
8
1
1
人

 

県
外

ラ
ン

ナ
ー

・
同

伴
者

 
9
,
0
7
7
人

 
ラ

ン
ナ

ー
 
 
6
,
0
5
1
人

、
同

伴
者

 
3
,
0
2
6
人

 

海
外

ラ
ン

ナ
ー

・
同

伴
者

 
1
,
1
9
3
人

 
ラ

ン
ナ

ー
 

 
 
2
4
7
人

、
同

伴
者

 
 

9
4
6
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(
E
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P
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加
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1
0
0
,
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0
0
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一
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応
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(
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4
5
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,
5
8
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合
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9
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5
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加
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ご

と
の

一
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た

り
平
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支
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5
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6
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3
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1
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3
0
5
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ボ
ラ
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8
6
0
円

 

 
 

 
※

消
費

支
出

額
：

交
通

費
、

宿
泊

費
、

飲
食

費
、

土
産

・
買

物
代

、
入

場
料

等
の

合
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額
 

 
 

 
※

県
内
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ナ
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の
ラ

ン
ニ

ン
グ

用
品

等
消

費
支

出
額

 
 

一
人

あ
た

り
2
4
,
4
0
6
円

(
年

額
)
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都道府県等名 広島県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

FISE WORLD SERIES HIROSHIMA 2019 の開

催効果等について 

令元.10.18 有 一般社団法人日本アーバン

スポーツ支援協議会(JUSC) 

平成23年広島県産業連関表 FISE WORLD SERIES HIROSHIMA 2019 来場者の消費による

経済波及効果。 

 ・経済波及効果…約 6億 8,000 万円 

（前回(2018年) 約 5億 5000万円） 

 

 

2 

 

 

「2019 酒まつり」に係る経済波及効果の

推計調査結果 

令２.２.５ 有 公益社団法人東広島市観光

協会 

平成23年広島県産業連関表 「2019 酒まつり」の運営費と来場者の支出による経済波

及効果。 

 ・経済波及効果…38 憶 8,141 万円 

   直接効果…24 憶 6,476 万円  

   間接一次効果…9憶 4,526 万円 

   間接二次効果…4憶 7,138 万円  

推計資料 URL：

http://hh-kanko.n

e.jp/blog/nontain

fo/2020/02/201938

8.html 
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都道府県等名 山口県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

下関海響マラソン 2019 の経済波及効果 令 2.1 有 一般財団法人山口経済研究所 平成 23 年山口県産業連

関表 

令和元年 11 月 3日に開催された下関海響マラソン 2019

の経済波及効果。 

・波及効果 5 億 2300 万円 

下関海響マラソン

実行委員会（下関市

スポーツ振興課内） 
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都道府県等名 香川県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

コンベンションのもたらす波及効果につ

いて 

令 2.1.20 

新聞報道 

有 （公財）高松観光コンベンシ

ョン・ビューロー 

平成 23 年香川県産業連関

表 

平成 30年度に県内で開催されたコンベンションがもたら

す経済波及効果の推計 

・波及効果：6,079 百万円 

 

2 

 

 

「瀬戸内国際芸術祭 2019」開催に伴う経

済波及効果 

令 2.2.4 有 日本銀行高松支店 

瀬戸内国際芸術祭実行委員

会 

平成 23 年香川県産業連関

表 

2019 年度 春会期（4/26～5/26）、夏会期（7/19～8/25）、

秋会期（9/28～11/4）に開催された「瀬戸内国際芸術祭

2019」の経済波及効果の推計 

別添資料あり 
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2
0

2
0
年

2
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日

 

日
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銀
行
高
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支
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瀬
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国
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委
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瀬
戸
内
国
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芸
術
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2
0
1
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開
催
に
伴
う
経
済
波
及
効
果

 

  

○ 
 
平
成

2
3
年
香
川
県
産
業
連
関
表
等
を
用
い
て
推
計
し
た
、「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭

2
0
1
9
」
開
催
に

伴
う
香
川
県
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け
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下
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調
達
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県
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ざ
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を
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県
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流
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る
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分
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控
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1
次
波
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効
果
：

 
直
接
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果
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よ
っ
て
県
内
各
産
業
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加
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2
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効
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ら
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瀬
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1
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香
川
県
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け
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済
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場
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数
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→
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％
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。
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松
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（
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▼
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行
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は
、
予
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銀
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高
松
支
店
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瀬
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術
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た
、
転
載
・
複
製
を
行
う
場
合
は
、

出
所
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
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都道府県等名 愛媛県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

松山～台北定期便就航による経済効果 令元.7.18 有 株式会社いよぎん地域経済

研究センター 

平成 23 年愛媛県産業連関

表 

経済効果：愛媛県内で年間 5億 7400 万円  

2 

 

 

G20 愛媛・松山労働相会合 令元.10.25 有 同協議会 平成 23 年愛媛県産業連関

表 

経済効果：10 億 9500 万円 株式会社いよぎん

地域経済研究セン

ター等に委託 

3 

 

 

19 年俳句甲子園 令 2.1.24 有 愛媛銀行ひめぎん情報セン

ター 

平成 23 年愛媛県産業連関

表 

経済効果：8461 万円 

直接効果：5673 万円 

1 次波及効果：1698 万円、2次波及効果：1090 万円 

 

4 

 

 

第 58 回愛媛マラソン 令 2.2.13 有 株式会社いよぎん地域経済

研究センター 

平成 23 年愛媛県産業連関

表 

経済効果：5億 8300 万円 

直接効果：3億 9200 万円 

間接効果：1億 9100 万円 

 

5 

 

 

えひめさんさん物語 令 2.2.21 有 同実行委員会 平成 23 年愛媛県産業連関

表 

経済効果：40 億 6968 万円 

直接効果：27 億 4067 万円 

1 次波及効果：8億 1909 万円 

2 次波及効果：5億 993 万円 

株式会社いよぎん

地域経済研究セン

ターに委託 
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都道府県等名 高知県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

県外観光客の消費支出による県内経済へ

の波及効果 

令元.12 無 高知県観光振興部観光政策

課 

平成 23 年高知県産業連関

表（40 部門） 

平成 30年の県外観光客の消費支出による県内経済への

波及効果を試算。 

 

・生産誘発効果  167,418 百万円（1.53 倍） 

高知県観光政策課

の依頼により、高知

県統計分析課が試

算を行った。 
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都道府県等名 福岡県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

福岡ソフトバンクホークスが日本一とな

ったことによる経済波及効果 

令元.10 有 福岡県企画・地域振興部 

調査統計課 

平成 23 年福岡県産業連関

表（42 部門） 

福岡県ソフトバンクホークスが日本一になったことによ

るクライマックスシリーズ以降の福岡県内における経済

波及効果を試算。 

・波及効果 約 293 億円（第２次間接波及効果まで） 
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都道府県等名   佐賀県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  2019 佐賀インターナショナルバルーンフ

ェスタでの経済波及効果 

令 2.5 有 佐賀市経済部観光振興課 平成 23 年度佐賀県産業連

関表 108 部門表 

令和元年度の 2019佐賀インターナショナルバルーンフェ

スタにおける経済波及効果を試算

・メイン会場 78 億 8,800 万円 

・街なかサテライト会場  7 憶 6,500 万円 

・合計 86 憶 5,300 万円 

2 佐賀城下ひなまつりでの経済波及効果 令 2.9（予定） 有 

（予定） 

佐賀城下ひなまつり実行

委員会 

平成 27 年佐賀県産業連 

関表 107 部門表 

令和元年度の佐賀城下ひなまつりにおける経済波及効 

果を試算 

・佐賀城下ひなまつり 3億 3，000 万円 
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都道府県等名 長崎県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

「2019 長崎帆船まつり」の経済波及効果 令元.5 無 ㈱長崎経済研究所 平成 23 年長崎県産業連関

表（108 部門を 44 部門に独

自組替） 

「2019 長崎帆船まつり」の開催が県内に及ぼす経済波及

効果の分析 

総合効果 991 百万円（1.69 倍） 

委託元：長崎市観光

政策課 

2 

 

 

「2019 長崎ランタンフェスティバル」の

経済波及効果 

令元.6 無 ㈱長崎経済研究所 平成 23 年長崎県産業連関

表（108 部門を 44 部門に独

自組替） 

「2019 長崎ランタンフェスティバル」の開催が県内に及

ぼす経済波及効果の分析 

総合効果 9,238 百万円（1.71 倍） 

委託元：長崎市観光

政策課 

3 

 

 

IR の経済波及効果（再試算結果） 令 2.2 有 有限責任監査法人 

トーマツ福岡事務所 

平成 23 年長崎県産業連関

表（40 部門） 

IR 誘致が実現した場合の経済波及効果 

3,200 億～4,200 億円（年間の営業） 

委託元： 

長崎県・佐世保市 

ＩＲ推進協議会事

務局 
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都道府県等名 熊本県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

ラグビーワールドカップ 2019 日本大会

熊本開催に係る経済波及効果について 

令２.２.10 有 熊本国際スポーツ大会推進

事務局 

平成 23 年熊本県産業連関

表 

ラグビーワールドカップ 2019 熊本開催に係る熊本県の

経済波及効果を試算。 

経済波及効果 約 107 億円 

別添資料あり 

2 

 

 

2019 女子ハンドボール世界選手権大会開

催に係る経済波及効果等について 

令２.３.26 有 熊本国際スポーツ大会推進

事務局 

平成 23 年熊本県産業連関

表 

2019 女子ハンドボール世界選手権大会開催に係る経済

波及効果を試算 

経済波及効果 約 99 億円 

別添資料あり 

3 

 

 

熊本デスティネーションキャンペーンに

よる経済波及効果 

令２.１.24 有 熊本県 

（公社）熊本県観光連盟 

平成 23 年熊本県産業連関

表 

熊本地震からの本格的な復興を全国にアピールするため

に JR グループと連携し開催した『熊本デスティネーショ

ンキャンペーン』の経済波及効果を試算。 

経済波及効果 約 66 億円 

別添資料あり 
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令
和

2
年
（
2020

年
）
2
月

1
0
日

 

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

 

  

  

 
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2019
熊
本
開
催
に
係
る
熊
本
県
の
経
済
波
及
効
果
は
、
約

107
億
円

と
な
り
ま
し
た
（

2019
年

3
月
試
算
時
よ
り
約

9
億
円
増
）。

 

 

                      

報
道
資
料

 ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

20
19

日
本
大
会
熊
本
開
催

 

に
係
る
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

 

１
 
内
訳

 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2019 
熊
本
大
会
（

2
試
合
）

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
※

 
当
該
効
果
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人

 
地
方
経
済
総
合
研
究
所
に
委
託
し
算
出
。
 

［
一
次
効
果
］
・
・
・
直
接
効
果
（
関
係
産
業
が
直
接
的
に
受
け
る
効
果
）
と
間
接
効
果
（
直
接
効
果
を
賄
う
た
め
原

材
料
等
を
提
供
す
る
産
業
が
間
接
的
に
受
け
る
効
果
）
の
合
計

 

［
二
次
効
果
］
・
・
・
一
次
効
果
に
よ
っ
て
増
加
し
た
所
得
が
消
費
に
充
て
ら
れ
る
効
果

 

 ２
 
増
加
の
主
な
要
因

 

・
 
県
外
と
海
外
か
ら
の
観
戦
者
が
想
定
よ
り
も
多
か
っ
た
。
 

（
県
外

20％
→
35％

、
海
外

20％
→
25％

）
※
推
計

 

・
 
観
光
客
消
費
額
が
想
定
を
上
回
っ
た
。（

約
3.3

万
円
→
約

5.3
万
円
）

 

 ３
 
そ
の
他

 

・
 
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2019
日
本
大
会
全
体
の
経
済
波
及
効
果
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2019
組
織
委
員
会
が
作
成
し
て
お
り
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
リ
ミ

テ
ッ
ド
へ

4
月
末
に
提
出
予
定
。
公
表
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

リ
ミ
テ
ッ
ド
が
判
断
し
、
対
応
予
定
。

 

・
 
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中
の
公
表
に
向
け
て
算
出

 

中
。
 

経
済
波
及
効
果

※
（
　
）
は
試
算
時

1
0
6
.
7
6
億
円

8
9
.
6
5
億
円

1
7
.
1
2
億
円

(
9
7
.
9
1
億
円
)

(
8
2
.
2
3
億
円
)

(
1
5
.
6
7
億
円
)

第
一
次
波
及
効
果

第
二
次
波
及
効
果

お
問
合
せ
先
 

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局
 

担
当
：
小
崎
、
松
岡
 

℡
（

096）
333

-2557 
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令
和

2
年
（
2020

年
）
3
月

2
6
日

 

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局

 

  

  

 
2019

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
開
催
に
係
る
経
済
波
及
効
果
は
、
約

99
億
円
と
な
り

ま
し
た
（

2019
年

3
月
試
算
時
よ
り
約
７
億
円
増
）
。
 

 

                      

報
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 2
019

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
開
催
に
係
る

 

経
済
波
及
効
果
等
に
つ
い
て

 

１
 
内
訳

 

2019
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
に
係
る
経
済
波
及
効
果
（
96

試
合
）

 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
※

 
当
該
効
果
に
つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人

 
地
方
経
済
総
合
研
究
所
に
委
託
し
算
出
。
 

［
一
次
効
果
］
・
・
・
直
接
効
果
（
関
係
産
業
が
直
接
的
に
受
け
る
効
果
）
と
間
接
効
果
（
直
接
効
果
を
賄
う
た
め
原

材
料
等
を
提
供
す
る
産
業
が
間
接
的
に
受
け
る
効
果
）
の
合
計

 

［
二
次
効
果
］
・
・
・
一
次
効
果
に
よ
っ
て
増
加
し
た
所
得
が
消
費
に
充
て
ら
れ
る
効
果

 

 ２
 
増
加
の
主
な
要
因

 

・
 
海
外
か
ら
の
観
戦
者
が
想
定
よ
り
も
多
く
、

 

ま
た
、
そ
の
１
人
当
た
り
の
消
費
額
単
価
も
 

約
２
万
円
高
か
っ
た
。

 

（
約

11
万

2,00
0
円
⇒
約

1
3
万

2,10
0
円
）

 

３
 
２
つ
の
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
係
る
経
済
波
及
効
果
に
つ
い
て

(推
計
) 

 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

経
済
波
及
効
果

※
（
　
）
は
試
算
時

9
8
.
5
2
億
円

8
1
.
9
3
億
円

1
6
.
6
0
億
円

(
9
1
.
5
8
億
円
)

(
7
6
.
3
5
億
円
)

(
1
5
.
2
3
億
円
)

2
0
1
9
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会
開
催
に
係
る
経
済
波
及
効
果

第
一
次
波
及
効
果

第
二
次
波
及
効
果

お
問
合
せ
先
 

熊
本
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
務
局
 

担
当
：
小
崎
、
松
岡
 

℡
（

096）
333

-2557 

 

2
0
1
8
年
度
試
算

2
0
1
9
年
度
大
会
開
催
時

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権
大
会

9
2
億
円

9
9
億
円

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

9
8
億
円

1
0
7
億
円

合
計

1
9
0
億
円

2
0
6
億
円

経
済
波
及
効
果

 

観
戦
者
数
(推

計
)

割
合
（
％
）

観
戦
者
数
(人

)
割
合
（
％
）

2
5
1
,6
5
1

7
9
.7
%

2
5
5
,0
0
0

8
5
.0
%

3
3
,1
5
4

1
0
.5
%

3
5
,0
0
0

1
1
.7
%

3
0
,9
4
3

9
.8
%

1
0
,0
0
0

3
.3
%

3
1
5
,7
4
8

1
0
0
.0
%

3
0
0
,0
0
0

1
0
0
.0
%

海
外

合
計

区
分

観
戦
者
数
実
績
（
推
計
）

観
戦
者
数
目
標

県
内

県
外
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1
 

 

令
和

2
年

1
月

24
日
 

熊
 
本

 
県
 

（
公

社
）
熊

本
県
観

光
連
盟
  

熊
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
（
DC）

で
観
光

誘
客

を
実

現
 

 
熊
本

D
C
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
、
約

6
6
億
円

 
 

  
熊

本
県
は
、
観
光
分
野
に
お
け
る
熊
本
地

震
か

ら
の
本
格

的
な

復
興

を
全
国

に
ア
ピ
ー

ル
す

る
た

め
、

JR
グ

ル
ー
プ
と
連
携
し
、
国
内
最
大
規

模
の

観
光

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

『
熊

本
デ

ス
テ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

キ

ャ
ン

ペ
ー
ン
「
五
感
、

ひ
び
く

、
観
動
旅

 
も

っ
と

、
も

ー
っ

と
！

く
ま

も
っ

と
。
」
』
（

以
下

、
熊

本

DC）
を

、
昨
年

7～
9
月

に
開
催
い
た
し
ま
し
た

。
 

 
熊

本
DC

開
催
に
あ
た
り
、
観
光
素
材

の
発
掘

や
、
着
地

型
旅

行
商

品
の
開

発
・
販
売

促
進

、
メ

デ

ィ
ア

PR、
二
次
ア
ク
セ
ス
の
強
化
等
に
取

り
組
む

と
と
も
に

、
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

期
間
中
は

、
宿
泊
施

設

や
観

光
・
交
通
事
業
者

、
飲
食

店
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア
ガ

イ
ド
等

、
様

々
な
分

野
の
方

々
と

連
携

し
、

県
内

各
地
で
お
も
て
な
し
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
 

 
そ

の
結
果
、
熊
本

DC
の
実
施
に
よ
り
、
多

く
の
観

光
客

を
お

迎
え

す
る
こ

と
が
で
き

、
熊

本
D
C
に

よ
る
経

済
波
及
効
果
を
ま
と
め
た
と
こ
ろ

、
推
計

で
6
6
.0

9
億

円
と

な
り

ま
し

た
。
 

   【
熊

本
DC

の
実
施
概
要
】
 

1
 開

催
期
間
：

令
和
元
年

7
月

1
日
（
月

）
～
9
月

30
日

（
月

）
 

2 主
催
：
熊
本
県
、（

公
社
）
熊
本
県
観
光

連
盟

、
JR

グ
ル

ー
プ
 

 
3 キ

ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
：「

五
感
、

ひ
び

く
、
観

動
旅
 
も

っ
と
、

も
ー
っ

と
！
く
ま

も
っ

と
。」

 

 
4 テ

ー
マ
：「

温
泉
三
昧
」「

美
味
満
載
」
「

遺
産

探
訪
」「

感
動

絶
景

」
「

ふ
れ

あ
い
体

験
」
 

 

【
熊

本
D
C
の
成
果
の
概
要
】

 

 
1.

旅
行
会
社
に
よ
る
熊
本
向
け
旅
行
商
品

の
販

売
実
績
は

前
年

同
期

比
約

118
%
、
W
EB

系
旅

行
会

社
の

販
売
実
績
は
前
年
同
期
比
約

1
04

%
と

、
約

1
年
半

前
か

ら
行

っ
た

PR
及
び

セ
ー
ル

ス
活

動
の

成
果
が
表
れ
た
結
果
と
な
っ
た
。
 

 
 
※

別
表
①
②
を
参
照
 

  
2.
DC

期
間
の

JR（
九
州
新
幹
線
乗
車

人
員

<熊
本

～
博

多
>）

及
び

航
空
各

社
の
利

用
実

績
は

、

前
年

同
期
比
約

1
0
3
%
と
、

DC
実
施

に
よ

る
効
果

が
表
れ
た

結
果

と
な

っ
た
。
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2
 

 

 
3.

観
光
庁
が
公
表
し
て
い
る
「
宿
泊
統
計

調
査

」
（
第

2
次

速
報
）

の
国
内

宿
泊
客
数
（

全
数
調

査
を

行
っ
た
従
業
員
数

1
0
人

以
上

施
設

）
は

、
前
年

同
期

比
1
04

%
と
、
お

盆
や

3
連

休
の

荒

天
に

よ
る
旅
行
客
の

キ
ャ
ン
セ
ル

等
多
く

発
生
し

た
中
、
増

加
し

た
。
 

 
 
※

別
表
③
を
参
照
 

 

4
.県

内
各
地
に

お
け
る

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査

や
、
旅

行
会
社
に

対
す

る
エ

リ
ア
毎

販
売
実
績

調
査

に

よ
る

と
、
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん

」
に

係
る

P
R
活
動
が

功
を

奏
し

た
「
県

北
」
及
び

、
復

興
が

進
む
熊
本
城
を
中
心
と
し
た
「
県

央
」
エ

リ
ア
が

、
宿

泊
客

数
を

大
き
く

伸
ば
し
た

模
様

。

他
エ

リ
ア
も
荒
天
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ

ル
等

で
苦
戦

は
し
た
も

の
の

、
概

ね
前
年

並
み
の
実

績
を

残
す

こ
と
が
で
き
た
。
 

 

 
5.

熊
本

DC
に
よ
る
地
域
経
済
波
及
効
果

に
つ

い
て
は
、

前
述

の
各

種
調
査

結
果
を
踏

ま
え

、
熊

本
D
C
期
間
中
の
観
光
客

増
加

を
前

年
同

期
比

4
%増

と
推

定
し
、
熊

本
県

観
光
統

計
表

や
熊

本

県
産

業
連
関
表

を
も
と
に
算
出
し
た
と
こ

ろ
、
宿

泊
客
増
加

効
果

で
31

.6
2
億
、
日
帰
り

客
増

加
効

果
で

3
4.4

7
億
円

、
総
計
で

6
6.0

9
億

円
あ

っ
た

も
の

と
推

計
。
 

 
 
※

別
表
④

⑤
及
び
、「

地
域
経
済
効
果

推
計

方
法
」
を

参
照
 

 

  
※

別
表
①
 

熊
本

D
C
期
間
の
旅
行
会
社
（

10
社

）
に

よ
る

県
内

宿
泊
販

売
実
績
 

時
 

 
 

期
 

令
和

元
年

7～
9
月

 
平

成
30

年
7～

9
月

 
前

年
同

期
比

 

延
べ

宿
泊

人
数

 
126,184

人
 

107,250
人

 
118％

 

   
※

別
表
②
 

熊
本

D
C
期
間
の

WE
B
系
旅

行
会

社
（
2
社

）
に

よ
る

県
内
宿

泊
販
売
前

年
同

期
比
 

     
※

別
表
③
 

宿
泊
統
計
調
査
（
前
年
同
期

比
）

＊
国
内
客

数
：

従
業

員
数

1
0
人

以
上

 

 
令

和
元

年
 

平
成

30
年

 
前

年
同

期
比

 

7 月
 

474,270
人

 
473,090

人
 

100％
 

8 月
 

682,620
人

 
624,830

人
 

109％
 

9 月
 

485,870
人

 
477,820

人
 

102％
 

総
 計

 
1,642,760

人
 

1,575,740
人

 
104％

 

  

時
 

 
 

期
 

7
月

 
8
月

 
9
月

 
期

間
計

 

前
年

同
期

比
 

102.9% 
102.3% 

106.4% 
103.7% 
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3
 

 

※
別

表
④
 

平
成

3
0
年
熊
本
県
観
光
統
計

表
（

月
別
日
本

人
延

べ
宿

泊
客
数

）
 

月
 

7
月
 

8
月
 

9
月
 

累
計
 

宿
泊
客
数
 

58
4
,34

0
人
 

781,302
人
 

591,413
人
 

1,957,055
人
 

 

 

※
別

表
⑤
 

熊
本

D
C
に
よ
る
地
域
経
済
波

及
効

果
（
推
計

値
）
 

波
及

効
果

 
効

果
概

要
 

宿
泊

客
増

加

に
よ

る
効

果
 

日
帰

客
増

加

に
よ

る
効

果
 

(1) 第
1
次

波
及

 

効
果

 

熊
本

DC
期

間
中

の
観

光
消

費
に

伴
う

県
内

需
要

増
加

か
ら

生
じ

る
生

産
額

及
び

各
産

業
に

波
及

す
る

生
産

誘
発

額
 

 

 

26.61
億

円
 

 

29.06
億

円
  

(2) 第
2
次

波
及

 

効
果

 

第
１

次
波

及
効

果
に

よ
っ

て
生

じ
た

雇
用

者
所

得
の

増
加

分
が

新
た

に
消

費
さ

れ
る

こ
と

で
、

県
内

の
各

産
業

に
波

及
す

る
生

産
誘

発
額

 
 

 

5.01
億

円
 

 

5.41
億

円
 

小
計
 

31.62
億

円
 

34.47
億

円
 

総
計
 

66.09
億

円
 

 

※
「

地
域
経
済
効
果
推
計
方
法
」
 

 
 

 
熊
本

DC
期
間
の
観
光
客

増
加
を

4
%増

と
設

定
し

、
平

成
23

年
熊

本
県

産
業

連
関

表
を

用
い

た
上

で
算
出
し
た
。
 

 
 
○
宿

泊
客

数
：

 
1,9

57,
055

人
（
平

成
30

年
）
×

4
%＝

 
78

,282
人

UP 

 
 
○

日
帰
り
客
数
：

1
1,814

,
317

人
（
平

成
30

年
）
×
4%

＝
472,573

人
UP 

 
 
○

観
光
客

1
人
あ
た
り
の
観
光
消
費

単
価
 

             

 
交

通
費
 

宿
泊

費
 

土
産

代
 

飲
食

費
 

入
場

料
 

そ
の

他
 

計
 

日
帰

客
 

1,309
円
 

－
 

1,584
円
 

1,773
円
 

481
円
 

279
円
 

5,425
円
 

宿
泊

客
 

4,261
円
 

12,116
円
 

3,576
円
 

4,643
円
 

1,004
円
 

338
円
 

25,939
円
 

お
問

い
合
わ

せ
先
 

 
熊

本
県

観
光

物
産

課
 

西
川
・

村
本
 

 
TEL

 
096-333

-2335 

 
 (

公
社
)熊

本
県
観

光
連
盟
 

脇
・

中
野
 

  
TEL

 
096-382

-0070
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 【
参
考
】
熊
本

DC
に
お
け
る
活
動
状
況

 

 1
 観

光
素
材

の
発
掘

「
く
ま

も
と

観
動
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

」
 

 
 
近

年
の

S
N
S
の
普
及
等
に
よ
る
、
観
光

地
に

対
す
る
評

価
や

ニ
ー

ズ
、

価
値

観
の
変
化
に
対
応
す
る

た
め

、
新
し

い
観

光
資

源
を

発
掘

す
る

「
く

ま
も

と
観
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上

げ
、
特

設
WEB

サ
イ

ト
を
通

じ

て
観

光
客
並
び
に
熊
本
県
民
か
ら

観
光
素

材
を
募

集
し
た
。

 

一
般

投
票
や
有
識
者
の
最
終
審
査
を
経
て

選
定
し

た
100

の
観

動
素
材

は
、

熊
本

DC
や
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
て
活

用
し
た
。

 

 

【
主

な
活
動
実
績
】
 

(1
)応

募
総
数

：
2
,093

点
（
絶
景
部
門

1,692
点

、
食
部

門
105

点
、

文
化

部
門

296
点

）
 

(2
)選

定
数
：
100

点
 

(3
)表

彰
：
絶
景
部
門
優
秀
賞
・
グ
ラ
ン

プ
リ
 

素
材
名
：

か
ぶ

と
岩

展
望
所

（
阿
蘇
市

）
他
 

 

2
 着

地
型
旅

行
商
品

の
造
成

・
販

売
 

熊
本

D
C
開
催
を
契
機
に
、
熊
本
観
光
の

強
み
で

あ
る
温
泉

や
食

の
ブ

ラ
ン
ド

化
、
既
存

観
光

地

の
磨

き
上
げ
等
を
進
め
る
た
め
、
地
域
性

の
高
い

旅
行
商
品
“

着
地
型

旅
行
商

品
”
の
造

成
を

進
め

た
。
ま

た
、
熊
本
旅

行
商
品

販
売
プ
ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

「
く

ま
も

っ
と

旅
行

社
。
」

を
創
設

し
、

造
成
し
た
着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売

を
推
進

し
た
。
 

更
に
、
地
域
に
お
け
る
旅
行
商
品
造

成
体

制
の
整

備
が
求
め

ら
れ

て
い

る
こ
と

か
ら

、
観

光
事

業

者
等

が
行
う
商
品
造
成
や
催
行
を
支
援
す

る
中
間

組
織
「
く

ま
も

っ
と

観
光
地

域
応
援
社

」
の

整
備

を
促

進
し
、
地
域
人
材
の
育
成
に
も
取
り

組
ん
だ

。
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【
主

な
活
動
実
績
】
 

（
1）

着
地
型
旅
行
商
品
販
売
実
績
 

旅
行

商
品

総
数

 
DC

期
間

中
販

売
数

 
延

べ
集

客
数

 

190
本

 
108

本
 

15,962
人

 

(2)
旅

行
会
社
へ
の
セ
ー
ル
ス
活
動
 

期
 

間
 

旅
行

会
社

 

訪
問

件
数

 

着
地

型
旅

行
商

品
が

掲
載

さ
れ

た

旅
行

会
社

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

件
数

 

 (WEB
商

品
含

む
) 

着
地

型
旅

行
商

品
 

掲
載

本
数

 

2018年
4月

～
2019

年
9月

 
316

件
 

157
件

 
406

本
 

(3
) W

EB
系
旅
行
会
社
（

OTA
）
と
の

連
携

に
よ
る

セ
ー
ル

ス
・

プ
ロ

モ
ー
シ

ョ
ン
 

〇
特
集
ペ
ー
ジ
掲
載
 

W
EB

系
旅
行
会
社
（
O
T
A）

 
期

間
 

ア
ク

セ
ス
数

（
PV

）
 

楽
天
ト
ラ
ベ
ル
 

平
成

30
年

2
月

12
日
～
3
月

31
日

 
19,980PV 

令
和

元
年

6
月

1
0
日

～
9
月

1
5
日
 

22,087PV 

じ
ゃ
ら
ん
 

令
和

元
年

6
月

1
日

～
1
2
月

3
1
日
 

6,876PV 

〇
着
地
型
旅
行
商
品
の
販
売
 

WE
B
系
旅
行
会
社
（
O
TA）

 
販

売
本

数
 

ぐ
る

た
び

 
4
本

 

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
ジ

ャ
パ

ン
 

59
本

 

(4
)く

ま
も
っ
と
観
光
地
域
応
援
社
の
登

録
数
：

7
団
体
 

 
 
①

水
俣
・
芦
北
観
光
応
援
社

、
②
（

一
社

）
天

草
宝
島

観
光

協
会

、
③

人
吉

球
磨
観

光
地

域

づ
く
り
協

議
会

、
④
南
小
国
町

観
光

協
会

、
⑤

(
一

社
)
天

草
四

郎
観

光
協

会
、

⑥
（

一
財

）

熊
本
国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
、

⑦
(一

社
)み

な
み

あ
そ

観
光

局
 

 

 3
 J

R
九
州

と
の

連
携
に
よ

る
共

同
キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

 

熊
本

D
C
効
果
を
最
大
化
す
る
た
め
、
DC

前
年

に
プ
レ
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
と
し

て
「

列
車

で
い

き
な

り
 熊

本
‘
ば
’

ケ
ー
シ
ョ
ン

（
平
成

30
年

7
～
9
月

）」
と

題
し
た

送
客
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン
を

実
施

。 

ま
た

、
DC

期
間
中
の
相
乗
効
果
及
び
、

DC
終
了

後
も
そ

の
効

果
の

継
続
・

拡
大
を
図

る
た

め
、

令
和

元
年

7～
12

月
、「

熊
本
フ
ォ
ー
リ
ン

ラ
ブ

キ
ャ
ン
ペ

ー
ン

」
を

実
施
し

た
。
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【
主

な
活
動
実
績
】
 

(1
)「

列
車
で
い
き
な
り

 熊
本

‘
ば
’
ケ

ー
シ
ョ

ン
」
 

特
設

W
EB

サ
イ
ト
 
ア
ク
セ
ス
数
 

91,747PV 

(2
)熊

本
フ
ォ
ー
リ
ン
ラ
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
 

特
設

W
EB

サ
イ
ト
 
ア
ク
セ
ス

数
 

151,470
PV 

特
設

W
EB

サ
イ
ト
で
の
動
画
再
生

回
数
 

累
計

約
120

万
回
 

T
w
itt

e
r
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
 

1
万

人
以
上
 

 

 4
 J

R
グ
ル

ー
プ

と
の
連
携

に
よ

る
旅
行

商
品

等
の
造

成
・

販
売

 

熊
本

D
C
期
間
中
、
来
訪
客
の
利
便
性
向

上
と
県

内
周
遊
を
促

進
す
る
た

め
、
JR

グ
ル

ー
プ

と
連

携
し
、

記
念
き
っ
ぷ
、
周
遊
き

っ
ぷ
の
設

定
・
販

売
を
行
っ

た
。
 

ま
た

、
旅
行
会
社
と
共
同
で
、
D
&
S
列
車

を
活
用

し
た
臨
時

列
車

の
運

行
も
実

施
し
た
。

 

 【
主

な
活
動
実
績
】
 

(1)
熊
本

DC
周
遊
き
っ
ぷ
の
設
定
・

販
売

（
4
種

類
）
 

①
天
草
・
松
島
周
遊
き
っ
ぷ
、
②
天

草
・

本
渡
周

遊
き
っ
ぷ

、
 
 

③
熊
本
・
人
吉
周
遊
き
っ
ぷ
、
④
阿

蘇
・

奥
豊
後

周
遊
き
っ

ぷ
 

(2)
熊
本
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン

記
念
乗
車

券
の

販
売

（
2
種

類
）
 

 
①
熊
本
駅

 
4
枚
セ
ッ
ト
、
②

人
吉
駅

 
4
枚

セ
ッ
ト
（

1
セ

ッ
ト

各
2,000

円
）
 

(3
)特

別
列
車
（
団
体
臨
時
列
車
）

を
利

用
し
た

ツ
ア
ー
の

実
施

 
 

※
催
行
本
数

1
1
本
、
集
客
総
数

2,168
名
 

 
ツ

ア
ー

名
 

乗
車

人
数

 

熊
本

DC
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
記

念
号

〈
第

1
弾

〉
 

81
名

 

熊
本

DC
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
記

念
号

〈
第

2
弾

〉
 

64
名

 

熊
本

DC
オ

ー
プ

ニ
ン

グ
記

念
号

〈
第

3
弾

〉
 

463
名

 

JRKYUSHU SWEET TRAIN 「
或

る
列

車
」

の
特

別
運

行
 

239
名

 

特
急
「

A
列

車
で

行
こ

う
」
貸

切
運

行
と

天
草

で
夏

の
星

空
観

賞
 

131
名

 

「
サ

ロ
ン

カ
ー

明
星

号
」

で
行

く
熊

本
の

旅
 

164
名

 

く
ま

モ
ン

と
行

く
熊

本
へ

の
旅

【
第

1
弾

】
 

377
名

 

熊
本

DC企
画

！
日

帰
り

で
2つ

の
D&Sに

乗
車

！
貸

切
「

A列
車

で
行

こ
う

」 
93

名
 

く
ま

モ
ン

と
行

く
熊

本
へ

の
旅

【
第

2
弾

】
 

272
名

 

復
活

急
行

「
阿

蘇
号

」
で

行
く

熊
本

の
旅

 
238

名
 

キ
ハ

185
系

！
初

登
場

「
九

州
縦

断
特

急
」

日
帰

り
ツ

ア
ー

 
46

名
 

(4
)JR

西
日
本
連
携
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ

ケ
ー
ジ
 

 
・

特
別
価
格
の
着
地
型
旅
行
商
品

：
設

定
数

15
本
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 5
 旅

行
会
社

と
の
連

携
に
よ

る
旅

行
商
品

の
造

成
・
販

売
 

熊
本

地
震
で
落
ち
込
ん
だ
観
光
地
へ
の
誘

客
を
図

る
た
め
、
旅

行
会

社
主
催

に
よ
る

旅
行

商
品

の

造
成
・
販
売
を
促
進
し
た
。
商
品
の
販
促

に
当
た

っ
て
は
、
既

存
商
品

の
増

売
は

も
と
よ

り
、
熊
本

DC
を

契
機
に

造
成
し
た
着
地
型
旅
行
商
品

を
組

み
込
ん
だ

熊
本

DC
専

用
商
品

を
販
売

す
る

等
、
全

国
各

地
か
ら
の
誘
客
を
促
し
た
。
 

        

 

 

【
主

な
活
動
実
績
】
 

(1
)個

人
型
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
 

熊
本
向
け
商
品

設
定
数
 

378
件
 

熊
本

DC
専
用
商
品
設
定

数
 

17
件
 

着
地
型
旅
行

商
品
取
扱

プ
ラ
ン

数
 

54
件
 

(2
)団

体
型
旅
行
商
品
の
造
成
・
販
売
 

熊
本
向
け
商
品

設
定
数
 

190
件
 

熊
本

DC
専
用
商
品
設
定

数
 

21
件
 

着
地
型
旅
行

商
品
取
扱

プ
ラ
ン

数
 

28
件
 

  6
 観

光
ブ
ラ

ン
ド
の

確
立

 

   
熊

本
県
が
全
国
に
誇
る
農
産
物
・
温

泉
・
絶

景
地
の
 

ブ
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
進
め
る
た
め
、
レ
ス

ト
ラ
ン

バ
ス
 

の
運

行
や
、
グ
ル
メ
、
温
泉
、
絶
景
地
の

詳
細
情

報
を
 

掲
載

し
た
冊
子
を
発
行
す
る
な
ど
、
本
県

へ
の
来

訪
動
 

機
と

な
る
よ
う
情
報
発
信
、
商
品
開
発
等

に
取
り

組
ん
だ
。

 

特
に

、
大
河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
の
主

人
公
の

一
人
、
 

「
金

栗
 四

三
」
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
県
北

地
域

で
は
、
彼
を
 

テ
ー

マ
に
し
た
着
地
型
旅
行
商
品

の
開
発

等
を
行

っ
た
。
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【
主

な
活
動
実
績
】
 

(1
)食

ブ
ラ
ン
ド
 

「
く
ま
も
っ
と
グ
ル
メ
」
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
 

発
行

部
数
 

10
万

部
 

レ
ス
ト
ラ
ン
バ
ス
 

催
行

本
数
 

52
本
 

集
客

総
数
 

1,122
名
 

(2
)温

泉
ブ
ラ
ン
ド
 

「
く
ま
も
っ
と

湯
美
人

」
パ
ン

フ
レ

ッ
ト
 

発
行

部
数
 

10
万

部
 

「
く
ま
も
っ
と

湯
美
人

」
公
式

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス
数
 

67,387PV 

旅
行
商
品
（
く
ま
も
っ
と
湯
美

人
プ

ラ
ン

）
 
プ

ラ
ン

数
 

12
本
 

(3
)着

地
型
旅
行
商
品
 

「
く
ま
も
っ
と
感
動
体
験
」
 

発
行

部
数
 

8
万

部
 

(4
)大

河
ド
ラ
マ
「
い
だ
て
ん
」
 

新
ご
当
地
グ
ル
メ
 

「
く
ま
も
っ
豚
（
と
ん
）
す
き

焼
き

」
 

提
供

参
加
施

設
数
 

25
施

設
 

ご
当
地
グ
ル
メ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

作
成
 

発
行

部
数
 

5
万

部
 

特
典
付
き
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
作
成

 
発

行
部

数
 

5
万

部
 

○
着
地
型
旅
行
商
品
の
開
発
 

 
2
種
類
（

①
な
ご
み
（
得
）
満
喫

ク
ー

ポ
ン
、

②
レ
ン
タ

カ
ー

プ
ラ

ン
）
 

○
旅

行
商
品
造
成
支
援

実
績
 

支
援

制
度

名
 

設
定

期
間

 
社

数
 

商
品

数
等

実
績

 

個
人
旅

行
商

品
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
支

援
 

平
成

30
年

度
下

期
 

2
社

 
「

い
だ

て
ん

」
関

連
専

用
商

品
2
本

 

団
体

旅
行

商
品

造
成

支
援

 
平

成
30

年
度

下
期

 
1
社

 
催

行
数

 2 本
、

実
績

人
員

71
名

 

令
和

元
年

度
上

期
 

8
社

 
催

行
数

97
本

、
実

績
人

員
3,827

名
 

  7
 プ

ロ
モ
ー

シ
ョ
ン

活
動
の

展
開

 

 
 
J
R
グ
ル
ー
プ
が
持
つ
イ
ン
フ
ラ
（

JR
駅

や
列

車
等
）
や

媒
体

（
車

内
誌
・
W
EB
）
等
を
通
じ
て
、
全
国

に
熊

本
観
光

の
魅

力
を

発
信

し
た
。
 

ま
た

、
旅
行
雑
誌
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
、
WEB

等
を

活
用
し

た

広
報

展
開
や
、
女
将
や
観
光
協
会
と
連
携

し
た

PR
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

等
、
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

を
展
開

し
た
。
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【
主

な
活
動
実
績
】
 

(1
)鉄

道
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 

○
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
 

設
置
箇
所
数
（
全
国
の

JR
駅

）
 

1,273
ヶ
所
 

発
行
部
数
 

46
万

部
 

○
ポ

ス
タ
ー
 

5
連
貼
り
ポ
ス
タ
ー
設
置
箇
所

数
 

約
1,000

ヶ
所
（
全

国
の

JR
駅

）
 

JR
グ

ル
ー

プ
共

同
宣

伝
ポ

ス
タ

ー
 

掲
載

セ
ッ

ト
数

 

1,410
セ

ッ
ト
（

駅
貼

り
）、

15,860
セ

ッ
ト
（

車
内

貼
り

）、

16,676
セ

ッ
ト
（

中
吊

り
）、

5,300
セ

ッ
ト
（

車
内

ド
ア

上
） 

JR
西

日
本

管
内

ポ
ス

タ
ー

掲
出

枚
数

 
1,450

枚
（

駅
貼
り
）、

8,930
枚
（
車
内

吊
り

）
 

JR
東

海
管

内
ポ

ス
タ

ー
掲

出
箇

所
数

 
約

70
駅

、
JR

東
海

ツ
ア
ー
ズ

11
店

舗
 

○
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
・
車
内
モ

ニ
タ

ー
 

J
R
西
日
本
管
内

放
映
駅
数
 

主
要

8
駅
（

令
和
元

年
7～

9
月

）
 

J
R
西
日
本
管
内
上
映
 

車
内

モ
ニ
タ

ー
PR 

J
R
東
海

管
内

放
映
 

名
古

屋
駅

：
令

和
元

年
7
月

15
日

～
9
月

22
日

 

主
な

旅
行

会
社

店
頭

15
店

舗
：
令

和
元
年

7
月

1
日

～
9
月

30
日

 

(2
)全

体
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 

○
紙

媒
体
 

別
冊

旅
の

手
帖

“
熊

本
”

発
行

部
数

 
4.5

万
部
 

○
旅

行
会
社

店
頭
販
促
 

JR
西

日
本

ポ
ス

タ
ー
・
POP

設
置

数
 

23
社

に
1,026

枚
（

ポ
ス

タ
ー

）、
1,556

個
（

飛
び

出
し

POP）
 

JR
東

海
販

促
ツ

ー
ル

設
置

店
舗

数
 

110
店

舗
に

販
促

ツ
ー

ル
を

提
供

 

(3
)WE

B
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
 

○
新

熊
本
観
光
サ
イ
ト
「
も
っ
と
、

も
ー

っ
と
！

く
ま
も
っ

と
。
」

の
開

設
 
 

ユ
ー
ザ
ー
数
 

703,000
ユ

ー
ザ
ー
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1
0

 

 

     

 ○
DC

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
 
 

ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
 

78,066PV 

○
Ins

t
agra

m
の
開
設
 

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
 

17,285
人
 

い
い
ね
！
獲
得
数
 

62,879
件
 

 8
 受

入
体
制

の
整
備

・
充
実

 

  
   熊

本
DC

を
契
機
に
、
郷
土
料
理
・
ご
当

地
グ
ル

メ
の

提
供
や
観

光

PR
を

実
施
す
る
飲
食
店
（
く
ま
も
っ
と
観

光
応
援

店
）
や
、
温

泉
地

の
女

将
と
連
携
し
、
熊
本
の
観
光
を

PR
す

る
体
制
（

KYB4
5
）
を

整

備
し

た
。

ま
た

、
県

内
周

遊
を

促
す

観
光

周
遊

ア
プ

リ
の

開
発

（
m
awa

r
u）

や
、
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・
レ
ン

タ
カ
ー

等
を
活

用
し

た

2
次

交
通
網
の
整
備

（
駅
か
ら
観
タ
ク
ン

等
）
に

も
取
り
組

ん
だ

。
 

誘
客

に
繋
げ
る
た
め
の
動
画
や
販
売
促
進

ツ
ー
ル

も
作
成
し

、
熊

本
DC

の
PR

に
活
用
し
た
。
 

 
 
 
各

地
域
に
お
い
て
は
、
お
も
て
な
し
の

取
り

組
み
と

し
て

、
趣
向

を
凝

ら
し
た
特
典
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
等
を

実
施
し

た
。

  

   

【
主

な
活
動
実
績
】
 

(1
)く

ま
も
っ
と
観
光
応
援
店

 
 

認
定
数
 

21
店

舗
 

(2
)KY

B
45（

く
ま
も
っ
と
湯
美
人

45
）
 
 

登
録
人
数
 

48
人
 

(3
)観

光
周
遊
ア
プ
リ

m
awaru

 
  

地
点
登
録
数
 

740
ヶ

所
 

ア
プ
リ
イ
ン
ス
ト
ー
ル
数
 

3,015
人
 

(4
)2

次
交
通
網
の
整
備
 

○
駅

か
ら
観
タ
ク
ン

（
県
内
新
幹
線

駅
発

着
）
 

設
定
数
 

15
本

（
新
規

設
定

4
本

）
 

○
阿

蘇
ぐ
る
っ
と
周
遊
バ
ス

（
肥

後
大

津
駅
～

阿
蘇
駅

～
黒

川
温
泉
等

）
※
令

和
元
年

1
2
月
末

 

運
行
本
数
 

54
本
 

利
用
客
数
 

558
人
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都道府県等名 大分県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

ラグビーワールドカップ2019TM大分開催

に係る経済波及効果（開催後）について 

令 2.4 有 大分県企画振興部芸術文化

スポーツ振興課 

平成 23 年大分県産業連関

表 

ラグビーワールドカップ 2019TM大分開催に係る経済波及

効果を試算。 

 

経済波及効果 256 億円（第 2 次効果まで） 

別添資料あり 
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都道府県等名 宮崎県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

県外からのスポーツキャンプ・合宿受入

による経済波及効果 

令２.６ 有 宮崎県商工観光労働部観光

推進課スポーツランド推進

室 

平成 23 年宮崎県産業連関

表（108 部門） 

春季の県外からのスポーツキャンプ・合宿受入による経

済波及効果を試算。 

（令和２年春季の経済波及効果：12,444 百万円） 
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都道府県等名 鹿児島県 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備 考 

1  「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大

会」開催による鹿児島県への経済波及効

果について 

令元.9.17 有 株式会社九州経済研究所 平成 23 年鹿児島県産業連

関表 

2020 年「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」開催

にともなう鹿児島県への経済波及効果を試算。 

経済効果は 619 億円(直接効果 410 億円，間接効果 209 億

円) 

生産誘発倍率 1.46 倍 

就業者誘発数 5,796 人 
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都道府県等名 沖縄県  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

沖縄県内における2019年プロ野球春季キ

ャンプの経済効果 

令 1.10 有 りゅうぎん総合研究所 平成 23 年沖縄県産業連関

表（35 部門表ベースの分析

用部門表） 

2019 年 2 月に沖縄県内で国内プロ野球球団が実施した春

季キャンプがもたらした経済波及効果を分析。 

 

直接効果：82 億 1,300 万円 

1 次間接効果：37 億 1,100 万円 

2 次間接効果：22 億 700 万円 

総合効果：141 億 3.100 万円 

 

うち雇用者所得誘発額：34 億 500 万円 

 

今年の経済効果である 141 億 3,100 万円は、これまでで

最も大きかった2018年の 122億 8,800万円を18億 4，300

万円上回り、過去最高の経済効果。 

http://www.ryugin

-ri.co.jp/tyousarep

ort/16217.html 

2 

 

 

「全国高校総体（感動は無限大 南部九

州総体 2019）」に伴う沖縄経済へのイン

パクト 

令 1.12.5 有 おきぎん経済研究所 平成 23 年沖縄県産業連関

表 

沖縄県内 13 市町村 31 会場にて開催された「令和元年度

全国高等学校総合体育大会」がもたらした経済波及効果

を分析。 

 

直接効果：約 25億 1,260 万円 

間接 1次効果：約 11 億 3,470 万円 

間接 2次効果：約 6億 1,870 万円 

総合効果：約 42億 6,610 万円 

 

雇用誘発効果：470 人 

 

なお、報告書では「市町村民所得統計」を使用した「地

域シェア法」により、市町村単位での経済波及効果も分

析している。 

https://www.okigi

n-ei.co.jp/file/other

/koukousoutai_20

19.pdf 
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都道府県等名 さいたま市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

（仮称）さいたま市産業振興ビジョン調

査等業務 

令 2.6.10 無 さいたま市経済局 平成23 年度さいたま市産 

業連関表（190 部門） 

さいたま市の産業構造分析を行うにあたり、域際収支の

プラス及びマイナスから見た市の「強み」と「弱み」で

ある産業分野の算出を実施 

 ・約 140 の産業において地域の外に資金が漏れている 

 ➡飲食サービス業の「漏れ」の原因に、域外に通勤す

る労働者の消費の「漏れ」があると考えられる。テレワ

ークの機運が高まる中、テレワーク支援により、勤務中

に発生する消費需要を取り込むことも消費の「漏れ」を

小さくする施策として考えられる 

 ・医薬品産業、光学機械・レンズ、半導体製造装置等

において強みを有する。 

 ➡生産性向上の促進を図り、比較優位を保てるように

支援することが重要 

 

2 

 

 

地域経済活性化拠点の建設投資・総業開

始後の経済波及効果 

令元.8.27 有 さいたま市 

（受託者 八千代エンジニ

ヤリング株式会社） 

受託者の産業関連表 建設投資の経済波及効果：生産誘発額 約 54.9 億円、雇

用誘発数 約 424 人、市民税誘発額 約 86,000 千円 

操業開始後の経済波及効果：生産誘発額 約 20.4 億円/

年、雇用誘発数 約 132 人/年、市民税誘発額 約 32,000

千円 

 

3 

 

 

コンベンション開催による年間経済波及

効果 

－ 無 公益社団法人 

さいたま観光国際協会 

平成 23 年さいたま市産業

連関表 

令和元年度のさいたま市内におけるコンベンション開催

による年間経済効果推計の基礎資料として、以下のコン

ベンションの経済効果を調査 

①2019 年度関東スポーツ推進委員研究大会 埼玉大会 

 119,953,909 円 

②第 35 回日本診療放射線技師_学術大会 

 368,938,749 円 

③第 48 回全国老人クラブ大会 

 142,582,980 円 

④第 58回全日本特別支援教育研究連盟全国大会埼玉大会 
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 89,204,271 円 

4  

 

 

「J:COM presents 2019 ツール・ド・フラ

ンスさいたまクリテリウム」開催に伴う

経済波及効果について 

令 2.2 有 パシフィックコンサルタン

ツ株式会社 埼玉事務所 

平成 23 年さいたま市産業

連関表 108 部門     

埼玉県産業連関表（平成 23

年延長表）108 部門   

平成 27 年産業連関表 108

部門 

来場者の消費及び開催経費の部門別最終需要増加額をも

とに産業連関表を用いて、経済波及効果を推計。 

・さいたま市内の経済波及効果：８４１百万円 

・埼玉県内の経済波及効果：６９９百万円 

・全国の経済波及効果：２，５２５百万円 

 

一般社団法人さい

たまスポーツコミ

ッションによる調

査 

5 

 

 

第 5 回さいたま国際マラソン開催による

経済効果等調査 

令 2.3 有 公益財団法人埼玉りそな産

業経済振興財団 

平成 23 年さいたま市産業

連関表 

平成 23 年埼玉県産業連関

表 

平成 27 年産業連関表 

第 5 回さいたま国際マラソン開催に伴う経済効果及び広

告換算値を算出。 

・さいたま市内の経済波及効果：１，４７７百万円 

・埼玉県内の経済波及効果：１，７２２百万円 

・全国の経済波及効果：４，１６７百万円 

さいたま国際マラ

ソン組織委員会に

よる調査 
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都道府県等名 千葉市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

幕張ビーチ花火フェスタ 2019 の経済効

果 

非公表 無 公益社団法人千葉市観光協

会 

平成 23 年千葉市産業連関

表（37 部門表） 

幕張ビーチ花火フェスタ（第 41 回千葉市民花火大会）

における千葉市内の経済波及効果 

総合効果（２次効果まで）405 百万円 
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都道府県等名 横浜市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

ＩＲの経済波及効果・雇用創出効果 令元.８ 有 ＥＹ新日本有限責任監査法

人 

平成 23 年横浜市産業連関表 ＩＲ誘致による経済波及効果・雇用創出効果を試算 

・経済波及効果（間接効果含む） 

   建設時：7,500 億～１兆 2,000 億円 

   運営時：6,300 億～１兆円／年 

・雇用創出効果（間接効果含む） 

   運営時：77,000～127,000 人／年 

 

委託元：横浜市 

2 

 

 

横浜音祭り２０１９ 

来場者消費及び事業者支出による経済波

及効果 

令２.１ 無 株式会社インテージリサー

チ 

平成 23 年横浜市産業連関表 来場者調査を基に算出した来場者消費及び事業者支出

から産業連関表を用い、関連する各産業における生産

誘発額を算出 
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都道府県等名 京都市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        
1  

 

 

観光消費の経済波及効果 令元.7 有 京都市産業観光局 

観光 MICE 推進室 

平成 23 年（2011 年） 

京都市産業連関表 

平成 30 年観光消費における経済波及効果を試算 

・ 経済波及効果：1兆 4,179 億円 

・ 雇用誘発効果：15 万 8千人 
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都道府県等名 堺市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

堺市におけるクルーズ客船寄港の経済波

及効果 

令和２年３月 無 公益財団法人堺都市政策研

究所 

平成２３年堺市産業連関

表（３７部門） 

本報告書では、堺市におけるクルーズ客船「ぱしふぃっ

くびいなす」及び「飛鳥Ⅱ」の寄港による経済波及効果

を検証した。 

 

2 

 

 

「阪堺線」への支援等による経済波及効

果 

令和２年３月 無 公益財団法人堺都市政策研

究所 

平成２３年堺市作業連関

表（３７部門） 

本報告書では、堺市における阪堺線への支援策等の取組

み及びその存在による年間及び 9年間の経済波及効果を

検証した。 

 

 

- 229 -



 

 

都道府県等名 神戸市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

神戸港の経済効果 令 2.3.10 有 神戸市港湾局港湾計画課 平成 23 年表 雇用創出効果（就業者数） 

：190,790 人（全市のうち 26.1％） 

所得創出効果（付加価値額） 

：1兆 5,018 億円（全市のうち 33.0％） 
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都道府県等名 岡山市  

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

        

1  

 

 

G20 岡山保健大臣会合の地域経済効果分

析 

令元．2 有 岡山市政策局政策部 

政策企画課（G20 保健大臣会

合推進室） 

平成 27 年岡山市産業連関

表（107 部門） 

G20 岡山保健大臣会合（令和元年 10 月 19～20 日）開催に

伴う、岡山市への経済波及効果を推計。 

 

・波及効果 349 百万円（2次効果まで） 

 

別添資料あり 

 

2 

 

 

岡山芸術交流 2019 開催に伴う経済波及

効果 

令元．2 有 岡山市市民生活局スポーツ

文化部 

文化振興課 

平成 27 年岡山市産業連関

表（107 部門） 

岡山芸術交流 2019（令和元年 9月 27 日～11 月 24 日）開

催に伴う、岡山市への経済波及効果を推計。 

 

 ・波及効果 1,396 百万円（2次効果まで） 

 

 

別添資料あり 
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都道府県等名 北九州市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1 ラグビーウェールズキャンプによる経済

波及効果の推計 

令２.２.７ 無 企画調整局企画課統計係 平成 23 年北九州市産業連

関表（13 部門） 

与件データは、来場者及び主催者等による市内消費等 

・波及効果  226.2 百万円 

( 1.28 倍) １次まで 

・波及効果  264.2 百万円 

（ 1.49 倍) 2 次まで 

北九州市市民文化

スポーツ局国際ス

ポーツ大会推進室 

2 阿蘇ロックフェスティバル2019in北九州

による経済波及効果の推計 

令２.２.14 無 企画調整局企画課統計係 平成 23 年北九州市産業連

関表（13 部門） 

与件データは、来場者及び主催者等による市内消費等 

・波及効果  215.4 百万円 

( 1.35 倍) １次まで 

・波及効果  243.0 百万円 

（ 1.52 倍) 2 次まで 

北九州市市民文化

スポーツ局スポー

ツ部スポーツ振興

課 
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都道府県等名 熊本市 

No. 分析テーマ名 公表年月 
報道発表 

の有無 
実施機関名 

使用された 

産業連関表 
分析の特徴等 備  考 

1  H31 年度全国高等学校総合体育大会(イン

ターハイ)熊本市開催が市経済に及ぼす

影響分析 

令元.5 月 無 教育委員会事務局学校教育

部健康教育課全国高校総体

推進室 

(H31 年度全国高等学校総合

体育大会熊本市実行委員会

事務局) 

平成 23 年熊本市産業連関

表 

平成３１年度の全国高等学校総合体育大会(インター

ハイ)の開催に伴う熊本市内の経済波及効果を試算。剣

道・競泳の２競技大会を実施。 

・生産誘発額   873 百万円 

・波及効果    1.26 倍（2次効果まで） 

・就業誘発者数  68 人 

※決算事務未完了のため、上記数値については仮算定。

2 ドイツ競泳チーム熊本合宿開催が市経済

に及ぼす影響分析 

令元.7 月 無 文化・スポーツ交流部 

スポーツ振興課

平成 23 年熊本市産業連関

表 

令和元年度（2019 年度）のドイツ競泳チーム熊本合宿に

おける本市の経済波及効果を試算。 

・生産誘発額 69 百万円

・波及効果 1.07 倍 

・就業誘発者数  6 人 

※報道、議会説明な

どで必要に応じ公

表する予定。 

3 新型コロナウイルス感染症に対する緊急

対策第 3弾による効果の見積もり 

令 2.3 月 無 産業部商業金融課 平成 23 年熊本市産業連関

表 

新型コロナウイルス感染症に対する緊急対策第 3弾で発

表した「商店街等プレミアム付商品券発行支援事業」「商

店街等にぎわい創出事業」の費用対効果を見積もった。 

・商店街等プレミアム付商品券発行支援事業

効果額： 9.8 億円

・商店街等にぎわい創出事業

効果額： 12.1 億円

4 まちなか再生プロジェクトによる経済波

及効果検証 

令 2.3 月 無 都市政策部 

都市整備景観課 

平成 23 年熊本市産業連関

表 

令和元年 8月発表のまちなか再生プロジェクトにより、

老朽建築物の建替えを促進する。その中で、今後 10 年間

における建て替えによる経済波及効果を試算。 

・想定される建替えの床面積  約 9万㎡ 

・建設投資効果   約 1,200 億円 （２次効果まで） 

・波及効果    1.45 倍 （２次効果まで） 

議会説明で公表 
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5 

 

 

新型コロナ関連・３月補正予算 

「ONE PIECE」連携事業の経済波及効果の

試算 

令 2.3 月 無 観光交流部動植物園 平成 23 年熊本市産業連関

表 

３月補正予算（新型コロナ関連第３弾）の予算要求時に

おける、 

同事業を実施した場合の、経済波及効果を試算。 

・経済波及効果（生産誘発額） 1.7 億円 

（２次効果まで） 
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